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序

本書は、福岡県の北部に位置する宝満山に係わる文化財の総合
報告書です。

宝満山は古来より九州、|の霊峰として全国に存在が知られ、そ
の命脈は竃門神社や宝満山修

験会などによる行事に今なお受け継がれています。

本書は平成 23年度から実施した太宰府市宝満山総合報告策定審議会
によって協議、作成し

たもので、考古学はもとより、歴史、美術史、自然史などの
観点から宝満山の歴史的な価値

を検証するものです。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一
助となり、広く活用され、ひ

いては文化財愛護の精神が高揚することを心より願っておりま
す。

最後になりましたが、本事業に対しご理解ご協力いただきま
した、地元区をはじめとする

関係各位ならひ守に諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 25年 3月

太宰府市教育委員会

教育長木村甚治
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一例 言一

・本書は平成 23年度から実施した太宰府市宝満山総合報告策定審議会によって協議、作成したもので、

委員の構成と審議会に関わる関係機関は以下の通りである。

審議委員

小田富士雄考古福岡大学名誉教授(委員長)

菅谷文則 考古橿原考古学研究所所長

冷川昌彦 自然筑紫女学園大学特任教授

森弘子 歴史 福岡県文化財保護審議会委員(副委員長)

山岸常人 建築京都大学教授

井形進 美術九州歴史資料館学芸員

関係機関

福岡県教育庁文化財保護課伊崎俊秋課長、吉田東明企画係長、岸本圭

筑紫野市教育委員会文化振興課 楢木明(教育部長)、境康(課長)、鶴崎弘司(課長補佐兼担当係長)、

薗牟田美英子(主査)、草場啓一(主査)、森山栄一(主査)、小鹿野亮(主査)、権丈幸子(主任)、鹿

島未帆(主任)、富岡久美子(主任)、吉田高穂(主任)、粛藤礼(技師)、川|口陽子(技師)

太宰府市教育委員会文化財課(審議会事務局) 古野洋敏(教育部長)、菊武良一(課長)、城戸康利(副

課長)、 山村信柴(調査係長)、友添浩一 (保護係長)、中島恒次郎(係長、文化財課事務取扱)、橋)11史

典(事務主査)、古川あや(主事)、井上信正(主任主査)、高橋学(技術主査)、宮崎亮一 (技術主査)、

遠藤茜(主任技師)、小西信二(嘱託、文化財指導員)

・本書の執筆は審議委員および筑紫野市教育委員会の草場、事務局の山村がおこなった0

.画像使用の出典 ・許諾関係については巻末 P203にまとめている。

・本書を発刊するにあたり多くの機関や個人に便宜をお計らい頂いた。記して感謝申し上げます。九州

国立博物館、九州歴史資料館、福岡県立美術館、福岡市博物館、篠栗町教育委員会、須恵町教育委員会、

久山町教育委員会、秋田県由利本荘市教育委員会、竃門神社、太宰府天満宮、観世音寺、大悌大園寺、

浮巌神社、長安寺、佐谷区文化財保存会、北谷区自治会、井本邦彦、萱島宏一、長谷繁光、平岡邦幸(敬

称略、順不同)



第1章 序説 宝満山の概観

第1節 地理的環境位置

太宰府市は福岡県の北部にあり、玄界灘を臨む博

多湾より南約 10Km、筑後平野と福岡平野とを繋ぐ

溝状の地狭帯に位置し、西に脊振山塊より派生した

丘陵、東にコ郡山系から連なる山に囲まれている。

平地には後期旧石器時代以来の生活痕跡を残す遺跡

が散見され、古代には正方位の直線道路を基軸とし

た計画的な土地区画を伴った大宰府条坊が展開して

4 いる。条坊北辺には官庁の中枢としての大宰府政庁

があり、その東に学校院、観世音寺が計画的に配置

され条坊内には般若寺、条坊外縁に国分寺 ・国分尼

寺、杉塚廃寺、武蔵寺、天満宮安楽寺などが置かれ、

条坊を見下ろす山稜に四王院、竃門山寺が置かれ宗

教都市的な様相が展開した。中世には遺構の集中や

遺物の大量廃棄が認められるなど「都市的な場」と

いえる集住空間が条坊東北辺に引き続き営まれた。

さらに観世音寺後背部の谷地ごとに崇福寺や観世音

寺の子院群などが新たに成立し、鎌倉新仏教を包含

しながら宗教的空間が中世後半期まで維持されてい

た。

宝満山遺跡群は、古代大宰府条坊の北東に位置し、

宝満山 (標高問 6m)を主峰とし、北は仏頂山頂 ) 

(868m)より南は愛掛(おたけ)山 (443m)裾まで

を含む太宰府市から筑紫野市域の山中に展開する遺

跡群である。

宝満山は=郡山系の南西端部にあり、主峰は竃門

神社上宮社殿のある標高 829mのピークを主体とす

る。山頂は露頭する早良型花嗣岩(中生代白亜紀後

期)の巨岩で構成され、北東側に尾根続きのもうー
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図1宝満山の位置
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図2 宝満山の位置2

つのピークである仏頂山に連なる。山容は西の福岡側からは三郡山系を胴とする象の頭のように見え、

南東の筑紫野市側からの姿は左右均等に山裾の広がるいわゆる「神奈備山」形の独立峰に見える。その

こともあってか近世の地誌類には宝満山の古名を「御笠山」とし、山の雲掛かる姿をもとにしてか「竃

門山j とも言うとしている。

宝満山からの眺望はすばらしく、北は志賀島、玄界島の浮かぶ玄界灘から雷山のある糸島方面、西は

眼下に四王寺山、眼前に九千部山から脊振山系の佐賀、長崎の山々が連なり、その先に遠く雲仙普賢岳

が有明海越しに見える。南には筑後の耳納連山、大分の九重連山を望むことが出来る。

三郡山から宝満山に延びる山脈の背は南西側の筑紫野市二日市に向かい分水嶺となっている。このた
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図3 宝満山西側 (太宰府市側)の様相

図4 宝満山東側 (筑紫野市側)の様相
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d 

め宝満山の南斜面から派生する宝満川は筑後平野を南に下り有明海に注ぎ、北斜面の宇美川と御笠川は
みくまり

福岡平野を北に下り玄界灘に注いで、いる。宝満山はまさに筑紫地域の南北に水を供給する水分の山と

なっている。

第2節 自然環境

宝満山一帯は現在、自然林および二次林、植林などで覆われている。標高 730mの中宮跡付近から宝

満山、仏頂山にかけては自然林が多く、照葉樹林帯上部のアカガシ群落と夏緑樹林帯下部のブナ群落、

本来は中間温帯の植生であるモミ群落が混生している。部分的にはそれぞれの群落の典型的な姿も見ら

れるが、大部分はそれぞれの群落の代表的な樹木が混生している。

宝満山での各群落を構成する代表的な種は次の通りである。

ブナ群落・ブナ、コハウチワカエデ、シラキ、ウラジロノキ、アカシデ、イヌシデ、オオカメノキ、シ

ロモジ、コパノミツバツツジ、ウンゼンカンアオイ(草本)など(典型的群落の生育地→宝満山頂直下

の仏頂山側尾根筋、頭巾山付近の西側斜面)。

モミ群落:モミ、カヤノキ、キッコウハグマ(草本)などモミ群落を標徴する植物の他、アカガシ群落

やブナ群落の種群(典型的群落の生育地→仏頂山西側尾根)。

アカガシ群落:アカガシ、シキミ、ハイノキ、ツルシキミなどのアカガシ群落の標徴種のほか、ヤブツ

バキ、シロダモなど照葉樹林の代表種、ブナ群落を構成する多くの種群(典型的群落の生育地→筑紫野

市東院谷の座主坊跡から水場にかけての東側上部斜面)。

この他、老大木を含む古くより植林されたスギ ・ヒノキ林も、女道から座主跡にかけての南側斜面を

中心にかなりの面積を占めている。これらの林齢の古い上部植林の中にはブナ、モミ、アカガシ群落の

種群も混在している。なお、旧林野庁作成の林班地図によれば、仏頂山北西のモミ林の林齢は約 160年

である。

宝満山から三郡山にかけての、これらの自然林は太宰府県立自然公園の中心部分であり、標高 700m

以上は第1種 ・第2種 ・第3種特別地域に指定されている。また環境省から、三郡 ・宝満山の自然林と

して、特定植物群落に指定されている。

二次林(雑木林)は 30~ 40年前までは定期的に伐採され炭焼などに利用されていた林分である。

1960年代までは、晩秋から冬場にかけて仏頂山から三郡山にかけての尾根筋で、良く炭焼の材料とし

て林木を伐採する姿が見られた。この時代の縦走路は一部の急斜面や谷筋を除いては、 2~ 3m前後の

図6 太宰府市側から見た宝満山
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低木林が中心であった。その後、高度経済成長期に入ると

同時に、電気やガスを使用する日常生活スタイルの変化か

ら二次林の利用が無くなり、現在では 10~ 15mの落葉広葉

樹林(シデ群落)に成長しており、春の新緑や秋の紅葉は

見事である。主な樹種は次の通りである。

コハウチワカエデ、アカシデ、イヌシデ、シラキ、タカノ

ツメ、ネジキ、リョウブ、タンナサワフタギ、カマツカ、

ウラジロノキ、コパノミツバツツジ、オオカメノキ、ヤマ

ボウシなどの落葉樹が中心で、この中にアカガシ、モミ、

図7 山頂から中腹付近の様相(西側) シキミヤブFツバキ、ハイノキなどの常緑樹が点在している。

宝満山頂から三郡山にかけての、主尾根を走る縦走路の筑紫野市側斜面の一部ではモミの植林も行わ

れてぞいる。現在ではかなり成長しており立派なモミ林として成長を続けている。また、その下部から三

郡山頂にかけての広大な面積の、アカガシを中心とした雑木林も成長を続けている。数十年後には立派

な常緑落葉混交林が見られると思われる。

中宮跡上部から羅漢道沿いの西側斜面は主にアカガシ林となっている。式部稲荷上宮付近では大木も

見られるが、急斜面や巨岩の露出部分も多く樹木の生育条件は良好とは言えない。しかし、絶壁の下部

では土壌の堆積も見られ、部分的にブマナ林が生育している。ここのブナ群落は、九州、|で最も標高の低い

場所 (650m付近)で生育している貴重な群落である。太宰府市北谷側の羅漢道沿いには、標高 600m 

付近から下部はスギ ・ヒノキ植林地と、アカガシのほか、シイノキ、タブノキ、ウラジロガシ、ヤブツ

バキ、クロキ、ハイノキなどの照葉樹林の樹木を交える植生となってくる。かつては落葉樹も交えた典

型的な雑木林であったが、今では樹木が成長した部分は立派な自然林的な様相を示した林分が見られる。

宝満山山麓では、鎮守の森を中心に典型的なスダジイ群落が見られる。その代表は竃門神社本殿裏の

社叢である。胸高直径80cmのスダジイを始め、スダジイの大木が群生し、イチイガシ、サカキ、ヒメ

ユズリハなど典型的な社寺林構成種を始め、アラカシ、ヒサカキ、ネズミモチ、カクレミノ、ヤブツバ

キなど典型的な照葉樹林構成種が生育している。この森は、竃門神社のスダジイ林として、環境省の特

定植物群落に指定されている。

宝満山東斜面の山麓には、筑紫野市柚須原、本道寺の各大山砥神社、大石の高木神社など各集落の鎮

守の森に巨木や老大木が生育している。 筑紫野市柚須原大山砥神社のイチョウ、本道寺大山~神社のシ

イノキ、大石高木神社のムクノキは、筑紫野市の5大木の中に入っている。この他、柚須原大山抵神社

のタブノキ、モッコク、ヒノキ、大石高木神社の、ンンジュノキ、マキノキ、ケヤキなどは見事な老大木

である。また、本道寺大山砥神社裏の社叢林は、小規模で、あるが立派なスダジイ林である。

かつては、山麓から中腹にかけての尾根筋には広くアカマツ群落が見られた。高木層はアカマツが優

占種し、ヒサカキ、ネズミモチ、クロキなどの常緑樹や、コナラ、ネジキ、リョウブなどの落葉樹が亜

高木層や低木層に見られる典型的な里山群落であった。草本層はウラジロやコシダが中心で、林床の植

生が貧弱なところでは秋にはマツタケなども見られた。しかし、里山の利用が無くなった 1970年頃か

ら林床の富栄養化が進行し、アカマツが次第に弱ってくると共にマツノザイセンチュウが寄生し、やが

て松枯れが進行してアカマツ群落は消滅してしまった。山麓や中腹のシイ ・カシやコナラ・リョウブな

どの常緑 ・落葉混交二次林(雑木林)は、かつてのアカマツ群落のその後の姿である。

現在、山腹や山麓の集落上部などに見られるスギ ・ヒノキ植林や竹林は、古代~近代までは、生活利

用林としての雑木林や原野 ・草原=牧場 ・茅場など、榛葬地や薪株地(これらの言葉は、里地 ・里山の
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群落を表現する用語である。)として里山利用されていた部分である。家具の部品、クワなど農具の柄、

お椀や箸、竹編みの龍など、各種用材として使用されていた。このような雑木林や草原 ・原野の里山利

用は40~ 50年前で終わり、国の指導により順次植林が行われた場所である。現在、これらの林の多く

は手入れが行き届かず、その多くは荒れた植林となっている。

第3節歴史的環境(宝満山通史)

1 古代の宝満山

宝満山は信仰の山として知られ、現在では竃門神社上宮(山頂、標高 829.6m)、下宮(本社殿、標高

175m)が鎮座する(中宮跡は8合目、標高 725m、現在堂社無し)。山の名称、は歴史的には 「御笠山Jr竃

門山」の異称もある (W筑前国続風土記』員原益軒)。近世前半期に成立した山の縁起を記す『竃門山宝
満宮伝記』には「天智天皇の御宇都を太宰府に建玉う時、鬼門に当り竃門山の頂に八百万神之神祭りし

玉ひJとあり 、大宰府の鬼門にあたる鎮めの場、という認識があったことを示している。宝満山に鎮座

する竃門神社は延喜式や六国史に著された「竃門神」、「竃門宮Jに連なるもので、『続日本後紀』九仁

明天皇承和7年 (840)四月条の記事が史料の初見とされる。

一方で、『竃門山宝満宮伝記』には「天武天皇の御宇心蓮上人常に棺阿伽の水を以て山中を修行す」

とされ法相の僧心蓮もまた伝説的な開闘の人として描かれている。寺院の成立については『扶桑略記』、

『叡山大師伝』における延暦22年 (803)の伝教大師の薬師仏奉納に係つての記事に「竜門山寺」の名

が見られることを晴矢の例とし、承和 14年 (847)の入唐僧円仁の渡航記録書『入唐求法巡礼行記』に「大

山寺J、『石清水文書之二』における沙弥謹覚の宝塔建立の記事 (933年)では「大宰府竜門山」、『後拾

遺往生伝上二』の僧安尊の死亡記事 (1086年)では「内山寺」の名称が登場する。『元亨釈書』の衆徒

の争論記事 (1243年)には「有智山寺」とされ、おおよそ平安前期に「竃門山寺」、平安後期に「大山寺」、

平安後期以降は「有智山寺」 ・「内山寺」と名称が変遷したことが読み取れる。おのおのが連続した一つ

の組織名か否かは解決されていない(森2008)0 r大山Jの読みが「だいせん」であれば音においては「内

山」に通じ連関する可能性もある。下宮地区のホノケ(字の下位の小地名)に「おおやまじ」があると

も言われる(森弘子 2000)。寺の運営にかかわっては、円仁が参龍読経した際 (847年)には観世音寺

僧が伴う形が採られ、独立した寺院体制が整っていない様子が伺われる。沙弥誼覚による宝塔建立の記

事 (933年)に登場する塔は、最澄が国家鎮護の思想、を背景として圏内6所(近江国比叡山東塔、山城

国比叡山西塔、上野国浄法寺、下野国大慈寺、豊前国宇佐弥勤寺、筑前国電門山寺)に配置の計画がな

された塔の一つであり (W六所造宝塔願文~)、宝満における仏教寺院展開初期の段階から比叡山が深く

かかわりを持っていたことが知られる。発掘調査(宝満遺跡第 34次調査)によって詳細が明らかになっ

た本谷礎石建物がそれに比定されている。

平安後期の長治2年(1105)には大山寺をめぐって石清水八幡宮と比叡山延暦寺との聞で争論となり、

山内での大宰府兵士と叡山悪僧との合戦、平安京における日吉神人、叡山大衆による御所陽明門への強

訴事件へと発展し、これをきっかけとし大山寺は比叡山の末寺となった。騒動の背景には 1116年『観

音玄義疏記』記事の「博多津唐房大山船襲三郎船頭房」や 1218年『百錬抄』記事の「大山寺寄人張光

安(博多綱首)Jなどから同寺院が主体的におこなっていた博多を拠点とする貿易の利権が係ったもの

と推測される。この段階においては寺に職能で従属する神人や寄人といった人々の中に博多の華僑貿易

商まで含まれている様相から、寺の規模や機構自体が巨大化していたことを示唆している。

-7-



図8 宝満山の遺跡分布状況

nδ 

2 中世前期の宝満山

『台明寺文書』の 1162年の記事によれば(太宰府市 2005)には 「京都には本寺叡岳、鎮西には本山内山」

とあり、平安後期の『梁塵秘抄』巻こには「筑紫の霊験所は大山 ・四王寺・清水寺」と詠われており、

宝満山は古代末から中世にかけては天台系の「大山」や「内山JI有智山」の名前を有す寺院の在所と

してその存在が圏内に広く知られていた。

宝満山と峰続きの若杉山佐谷にある山岳寺院建正寺にある正中 2年(1325)銘の板碑には「天台別院

有智山末寺於左谷山賢聖院j とあり、周辺の山岳寺院を系列化して宗像方面や糸島方面にまで教線を拡

大していた様子が伺える。

康和 4年 (1102)、大宰府の府中宇佐町を八幡宇佐宮と相論するなど、 12世紀以降には大山寺の関係

者が荘園の相論や安堵に係わった事績が散見される。承久 2年(1220)では壱岐、建長元年(1249)に

は肥後、建治2年(1276)には肥前の荘園経営に係わる文書があり、筑前、筑後、肥前、肥後に分布す

る竃門社や宝満宮の存在は当該期の宝満山の経済活動に結びつく可能性のあるものとして注目されてい

る(森 2008)。

3 中世後期の宝満山

鎌倉幕府が滅亡すると地方の守護は足利方の北朝か宮方の南朝に就くかの選択を迫られ、筑前を領し

ていた守護武藤少弐氏は北朝方の支持を鮮明にした。このことにより南朝方に就いた肥後菊池氏との車L

牒が生じ、建武 3(文中元年)年(1336)宝満山中の内山の城(詫間文書等では有智山城)に菊池氏が

攻め入る事件が発生した。城を守っていた武藤貞経(妙恵)は寺仏堂で自刃し堂社を焼くなど悲壮な落

城劇として『太平記』や『梅松論』に描かれている。以降、有智iJlや宝満山に関する史料は要害として

の記載が増える。応安 5年(1372) には北朝方の今川了俊、南朝方の懐良親王を有智山城に攻め、太宰

府から懐良親王が置いた征西府を退けるなど、九州|での南北朝争乱の主戦場となった。弘治3年(1557)

に大友宗麟による山内の検地がおこなわれ内山、南谷、北谷、原にある寺院、坊舎に課役し、堂社を破

壊するに及んだとされている。永禄 2年(1559)には豊後守護の大友宗麟が筑前を抑え宝満城に城督と

して高橋鑑種を派遣した。以降、天正 14年(1586) に薩摩から島津氏が侵攻するまでの聞に鑑種謀反

による主家である大友家との争乱、城督を高齢、だ高橋紹運と在地領主秋月氏、筑紫氏との闘争で何度も

山中での合戦が繰り返されている。その中、それまで 370あったとされる坊は四散し、翌永禄元年(1558) 

に残った坊中は山上に坊宅を移す事態となった。

4 近世の宝満山

戦国時代の混乱により宝満山の坊は多くの者が逃散し著しく荒廃した。天正 15年(1587) に豊臣秀

吉が米 100俵を寄進したことから山内の復興が始まる。一方では長らく座主を務めてきたとされる浄戒

坊は文禄元年(1592) に断絶し、残った坊中は組織としての改変を余儀なくされていた。秀吉の天下統

一後に筑前に入った小早川隆景は文禄 2(1593)年に竃門神社に対し祈祷料として米 100石を寄進し、

これが毎年の恒例となる。この年から堂社の再建が始まり、慶長 2(1597)年には本社二宇ほか石鳥居、

講堂、神楽堂、鐘楼、行者堂、末社、僧坊も再建された。文禄 3年(1594) には 38年間断絶していた

峰入行が復興されている。この頃には宝満二十五坊と呼ばれる一山の形が固まりつつあったと思われる

が、慶長 2年(1597) に座主を輪番で各坊が務めることとしている。しかし、経営的には一山としての

まとまりを欠いていた。

慶長 5年(1600) には筑前に入国した黒田長政が竃門山に 300石を与えんとするも、それを辞退し代
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わりに課役の免除を願い出ている。この時期の山中の経済的な困窮は顕著で、黒田藩は修験の山であっ

た豊前求菩提山に習い、茶業で生計を補助させるため茶実 10石を与えた。また、元和4年(1618)に

は藩より 25石が与えられている。『竃門山旧記』によれば、この頃、東院谷、西院谷の石垣や登拝道も

公役として普請されたとみられ、近世的な山内の坊の景観が徐々に徐々に成立した。しかし、山中は坊

中の不和などにより山林の管理も行き届かず堂社まわりは樹木の伐採著しく草地となり、そのことも

あってか寛永 10年(1633)には講堂、神楽堂、鐘楼、行者堂など中宮地区の復興された堂社が悉く焼

失している。宝満山の南西にある尾根続きの別峰である愛緑山は、 山頂周辺で平安中期の祭把土器が採

取されている山であるが、『筑前国続風土記』によれば、黒田家家臣久野外記入道卜心が山上にあった

伊豆奈権現の桐を寛永年中に移して再興し、宝満山の財行坊を社僧に充てており参詣の人が絶えないと

している。信仰の山としては宝満山と一体的な扱いを受けていた。

一山のまとまりがない中、寛永 18年(1641)に平石坊幸重が座主に就く。慶安3年(1650)には黒

田藩2代藩主忠之により、焼失した堂社が復興される。近世的な社会構造の構築が進展する中、宝満山

も寺社再編の波に洗われ、永応元年(1652)に一山が一度比叡山の末寺に位置づけられ、多くの修験者

が離山する事態が発生する。このことで山中は再度荒廃し、黒田藩3代藩主光之の命により旧坊中に帰

山の命が下りるという混乱があり、直後の明暦3年(1657)には彦山の末寺に、寛文5年(1665)には

それを撤回するごとく京都聖護院の末山になった。この彦山と聖護院を巻き込んだ騒動は福岡藩の裁定

で騒動の中心となった平石坊、 山中坊、財行坊を離山させることで終結し、福岡藩重臣の弟を迎え、座

主楊伽院をたて、ようやく近世的な安定した一山の組織が再編された。

寛文 11年(1671)に藩主光之から改めて山中の 80万坪が寄進された。一山ではこれに基づき山中の

土地管理について詮議し、分配方法や山林管理の法度を定め起請文を添えた山林式目を翌年に藩に提出

した。井本坊に残された『寵門山水帳』にその詳細が残されている。山内は神地、 寺内、坊山、 預山に

区分され上宮周辺のブナなどの原生林域が神地、東院、西院谷(中宮を含む)の坊域が寺山、各坊の営

林域が坊山、共同管理や管理委託した領域が預山であった。これにより霊山としての美麗な山容を維持

管理する体制が整えられることとなった。これ以降、山中の様相は安定し峰入りの行も催行されるよう

になり、 山中北側に羅漢道が整備されるなど、霊場としての隆盛期を迎えた。

宝満の峰入り行は江戸期を通じておこなわれ、春峰は宝満山を発して三郡山系、犬鳴山を越えて宗像

孔大寺山に至り、織幡宮で玄界灘を遁拝した後、香椎宮、宮崎宮、博多を経て福岡城に入り藩主に対し

祈祷した後に高宮、春日宮、武蔵寺、安楽寺天満宮を経て山に戻るというルートを辿った。秋峰は筑後

北部と筑豊の峰伝いを辿り英彦山を往復するもので、山中での行と里での布教とが一体となった一大行

事であった。黒田藩主への祈祷奉仕が度々おこなわれたことからも領主との宗教的関係性が保持されて

いたことが伺え、慶応3年 (1867)の財政難中におこなわれた勧進によって寄納集米が 3000俵集まっ

たことなどは民衆との結縁の状況が伺える。山の信仰が民衆に広がったことは博多聖福寺住持仙庄の絵

画や山中の金石文に見られるような文人墨客の登拝、博多町人による山中名所(竃門岩)の復旧などに

も確認される。

5 近代以降の宝満山

明治新政府が成立し、明治元年 (1868)に出された「神仏分離令」は宝満山の信仰史にとっては最も

深刻な事態を与えた。坊中は廃仏派9坊と奉仏派 16坊に分かれたが、明治3年(1870)には神楽堂、

鐘堂、行者堂、護摩堂、法華塔、九輪塔など山中の諸堂が焼却、破却された。翌明治4年 (1871)には

すべての坊は神職に転じた。この年には坊中が管理してきた山林すべてが政府により上地となり、生活
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の糧まで、失っている。明治5年(1872)には竃門神社が村社に位置付けられ、桐掌 l名が奉仕となった

ため、明治6年(1873)には吉祥坊の吉田家のみを残して坊中は離山していった。坊中は里の大石など

に仮寓した者もあったが、後に糸島、博多、糟屋、筑紫地区などに四散して、あるものは僧侶となり、

あるものは在家のまま修験の行を個人で継続する者もあった。これにより多くの宝満山を信奉していた

一般の信者は下山した山伏に付き、以降、信仰を以て宝満に登拝する人々が激減したとされる。ただ明

治22年(1889)になりようやく宝満山での峰入りが再興され(その後明治26年、昭和3、7、9、13、

14、15、18年と催行されている)、修験道による山で、の祭杷は命脈を保つこととなった。

明治時代初期の混乱期を経て世情が落ち着きを見せる中、明治24年(1891)に旧坊中が 「上地官林

払い下げ願」を県に提出した。一方で竜門神社は式内社であるにも係わらず村社格の扱いであったため、

明治24(1891)年には玉依姫御陵調査として福城窟(法城窟)の調査をし、神武天皇の御母玉依姫の

御陵であるとしたり、北谷村落より「氏子復旧願」が県に提出されるなどの条件整備があり、明治28

(1985)年に竃門神社は官幣小社に列せられた。翌明治29年(1986)に竃門神社は県に 「上地官林払い

下げ願」を提出し、明治41年(1908)にようやく旧坊中が江戸期に管理していた山林の内の一部 (63

町8畝21歩)が竃門神社に編入され、山内が現在の民有、官有、竃門神社社地という形態となった。

官幣小社への昇格を機に境内の整備事業が企画され、境内を造成拡張した後に大正 15年(1926)よ

り下宮本殿建て替えの普請に取りかかり、昭和 2年(1928)に改築、落成している(現本殿)。また、

昭和 18年(1943)頃までに境内の参道や石垣も新たに造作され、現在のような景観に至っている。

宝満山は一年を通じて登山者が絶えない山であり、その数は年間 7万人を超えるとも言われ、九州で

は屈指の登山の山となっている。この山は中宮を過ぎた 8合目あたりから露岩帯となって登撃の傾斜も

急となり、 829mの標高であるが山頂まで2時間程度の所用時 E

間で登頂できることもあり、 100万都市福岡の近郊にあってそ

の人気は高い。かつてあった「十六詣り」の風習の名残もあっ

てか、小中学校での鍛錬遠足で利用されることもあり、多く

の市民、県民に周知されている。登山ルートは複数あるが太

宰府市の寵門神社から登拝道を辿り、 ーの鳥居、中宮跡、男

道経由で山頂へ至るルートが最も利用されており、筑紫野市

の大字大石側から東院谷を経て山頂に至るルートも良く知ら

れている。山頂東側の座主跡には竃門神社と西日本鉄道株式

会社の山友会が運営するキャンプセンターが昭和43年(1968)

に設置され、山中での宿泊を可能にしている。昭和40年代に

始まる登山ブームにより、山中でのゴミと糞尿処理の問題が

顕在化し、それと並行してシャクナゲをはじめとする植物の

盗掘、考古遺物の持ち去り、無届の作道などと、予期しなかっ

第4節 山の現状

図9 登山客で賑わう山頂

た人災が山の関係者を悩ますこととなった。

また、近年の集中豪雨は深刻な山の崩壊を引き起こしてお

り、ことに平成 15年 (2003)7月 19日に発生した豪雨は山中

の 100か所以上で沢を中心とした土砂崩れを発生させた。こ 図 10 キャンプセンターへの荷揚げ

噌

E
i''A 



れによって東院谷地区と西院谷地区では 5か所以上で近世の

坊跡にある石垣が崩壊、流出し、遺構に対して深刻なダメー

ジを与えた。また、平成 21年 (2009)7月 27日、その後数

度にわたる集中豪雨でも東院谷地区で土砂の流出が起こり、

石垣などの遺構に影響が出ている。また、平成 17年 (2005)

3月20日に発生した福岡県西方沖地震により、有智山城大

手門とされる場所の石垣が一部崩落する事案も発生した。こ

のように、山は近年加速度的に増加している人的 ・自然的な

負荷を受けている。

d 
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図11 平成21年7月の水害(東院谷地区)

第2章各説宝満山の調査の成果

第1節 調査の歩み

宝満山の調査は修験者が離山した後の近代に始まる。明治24年(1891)に福岡県や太宰府神社(現

太宰府天満宮)により山中の福城窟(法城窟)が宝満山の祭神玉依姫の陵墓として学術調査が実施され

た。山内での学術調査の嘱矢と位置づけられる。

本格的な学術調査は現代になって太宰府天満宮が主体となっておこなわれた。昭和 35年(1960) に

太宰府天満宮宮司西高辻信貞が中心となり宝満山文化綜合調査会を立ち上げ、考古、文献、民俗の専門

家が集められ資料が収集された。

. 1960年宝満山綜合文化調査(1次)聞き取り、踏査 (2次調査)上宮祭杷トレンチ調査、法城窟レン

チ調査、下宮礎石群平板測量調査

• 1961年宝満山綜合文化調査(3次)下宮礎石群トレンチ調査

昭和 43年 (1968)には折からの登山ブームによる上宮座主跡のキャンプセンター建設に伴う発掘調

査(調査期間は 1月 18日"-'1月 30日、調査主体は竃門神社、調査者は福岡県教育委員会宮小路賀宏、

未報告)が実施された。

この時点においてまでは、古代を中心とした信仰の霊山的な存在がクローズアップされた山であり、

神社の占有する下宮、中宮、上宮、修験者の坊跡を中心とした遺跡の様相で捉えられていた。

しかし、昭和 58年(1983)におこなわれた太宰府顕彰会による宝満山遺跡全域における地形測量調査

および、太宰府天満宮文化研究所小西信二の悉皆的な遺物分布調査により、いままで射程とされていな

かった山中の諸所に古代から近世に至る遺跡の存在が確認されるに至り、それまで文献史学が提示して

いた中世寺院から修験道の段階の宝満山の様相を遺跡調査によって解明しうる可能性を提示した。

この頃から、山内では送電線の設置などを皮切りに、立て続いて埋蔵文化財の調査が緊急的に実施さ

れるようになった。

1986年太宰府市による送電鉄塔建設に伴う宝満山遺跡調査開始(1"-' 7次)

1991年太宰府市史編纂事業に伴う市の発掘調査(8次)大字内山字辛野の中世墳墓

1991年民間開発に伴う市の緊急発掘調査(9次)大字内山字大門の造成跡ほか

1992年民間開発に伴う市の緊急発掘調査(10次)大字内山字大門の整地 ・柵ほか

1993年民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (11次)大字内山字辛野、(12次)大字内山字ジノレ谷、(13次)

大字内山字地蔵原の生活関連遺構ほか、(14次)大字北谷字熊崎の墳墓跡

1994年民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (15次)大字内山字地蔵原の生活関連遺構、(16次)大字北

谷字熊崎の墳墓跡、(17次)大字内山字地蔵原の生活関連遺構

1995年民間開発に伴う市の緊急発掘調査(18次)大字北谷字熊崎の祭把?跡

1996年民間開発に伴う市の緊急発掘調査(19次)大字内山字大門の生活関連遺構

1997年民間開発に伴う市の緊急発掘調査(19次)大字北谷字イヤノ浦の生活関連遺構

1998年民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (20次)大字北谷字小野の生活関連遺構、 (21次)大字内山

字辛野の生活関連遺構、 (22次)大字北谷字谷ノ内の炭焼窯跡

1999年公共工事(国博関連)に伴う県の緊急発掘調査 (23次)大字内山字野田、平田製鉄遺構、炭焼

窯跡
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表 1-1 宝満山における発掘調査表 1

次数 π号 年度1 年度2 所在地 遺跡の内容 遺跡面積 翻査面積 調査要因 報告書

1 
昭和 61 1986 大字内山字ジJレ谷1154-24尾栂頂部より奈良時代の須恵 1742 90 特別高圧送電線建設 1 

器杯出土

昭和 61 1986 大字肉山字本谷793-44 尾根斜面より奈良時代須恵器 1658 特別高圧送電線建設

2 杯と、旧石器時代ナイフ、縄文 105 
時代鋸歯鎌出土。

3 
昭和 61 1986 大字内山字本谷728-8、 火葬墓、区画，膏、方形台状 1381 308.1 特別高圧送電線建設

1 
743-4、 762-3、780-24 遺構

昭和 61 1986 大字肉山字南谷214-2、 中世土坑・堆積層、小金銅仏 2126 499.6 特別高庄送電線建鮫
4 218-2太宰府市大字内山 出土

字中堂22-3、22-4

5 
昭和 61 1986 文字太宰府字冷林268-273

中世火葬土坑群
1859 173.9 特別高圧送電線建訟

1 

6 
昭和 61 1986 大字太宰府字冷林268-272尾根頂部より奈良時代の須恵 1418 50 特別高圧送電線建段 1 

器卸出土

7 昭和 61 1986 大字肉山字ジル谷1154-6 中世、火葬墓、火葬場土坑、 6778 815.5 特別高庄送電線建政

外 ピット

B 平成 3 1991 大字南谷5-9 中世火葬墓より数珠玉出土 10寺院造作 5 

9 平成 3 1991 大字内山字大門938 近世の回晋譜跡 455 307 専用住宅建築 5 

10 
平成 4 1992 大字肉山字大門944-1 縄文時代晩期-14世紀の整 360 270 専用住宅建築

5 
地4面、ピット群。(坊跡)

11 
平成 4 1992 大字肉山字幸野6-1外 13-14世紀の墳墓3、ピッ 1000 225 寺院建築

3 
卜群、奈良包含層

12 
平成 5 1993 大字肉山ジル谷1049外 平安末期の井戸、方形石組遺 1000 340 専用住宅建築

5 
構。(坊跡)

13 
平成 5 1993 大字肉山字地蔵原570-1外 近世の竪穴遺構、焼土績 1920 772 宅地分譲

5 

14 
平成 5 1993 大字北谷字熊崎639外 焼土繍4基。(中世火葬施 32000 1040 ダム建段

2 
設つ)

15 
平成 6 1994 大字肉山字地蔵原608-3 鎌倉後期の溝、屋外炉跡。 300 120 尊用住宅建築 5 

(坊跡)

16 
平成 6 1994 大字北谷字熊崎694外 平安後期の焼土横 13-16 32000 3540 ダム建設

2 
世紀の墓群

17 
平成 6 1994 大字肉山字地蔵原608-5 平安後期の担立柱建物、土 493 280 専用住宅建築

5 
608・6 繍。(坊跡)

18 
平成 7 1995 大字北谷2-1667ぺ 平安~室町期の焼土境、廃棄 32333 3300 ダム建設 2 

土繍(中世火葬施設つ)

平成 8 1996 大字肉山字大門947-1 鎌倉前期の規立柱建物、鍛冶 495 434 専用住宅建築
19 工房。整地は平安後期から復 5 

数回に及ぶ。

20 
平成 8 1996 大字北谷字イヤノ浦577 平安時代末期の焼土壌。(坊 1360 230 住宅建築

5 
跡)

平成 10 1998 大字北谷905-235内山5- 石垣と階段、石庭を伴う館跡 23008 3400 寺院建築

4 で鎌倉時代後半から南北朝

21 
初期に帰属する。当該期の有

3 智山城の中枢施~ワ ロ (坊跡)
平成16年度に市史跡指定

22 
平成 10 1998 大字北谷126-1126-3128 炭焼窯跡 10739 625 溜池1是体改修及び護岸

5 
1128・3150-1

平成 11 1999 大字肉山字野田474、475、 8474 国立博物館取付道路建設

476、477、479、480、482、
23 483、488太宰府市大字内 製鉄精錬遺構、炭焼窯跡 4 

山字平田509、510、511.
512 

平成 13 2001 大字肉山621-1.621-5. 鎌倉時代後半頃の炉跡や作 2608 560 回普請

24 620、625-1、620、619、 業面など鎌倉前期の掘立柱 5 
622・2.622-1、930 建物からなる鍛冶・鋳造工房

と石敷遺構。(坊跡)

25 
平成 1314 20012002 文字肉山字南谷229-2. 近世から近代の水田開発の 918 1300 回普繍

5 
223の一部 痕跡と中世の生活面

平成 13 2001 大字内山字南谷2511まか 14世紀前半以降に焼失た可 4326 265 耕地整理
26 能性がある礎石建物2棟有智 5 

山寺の主要建物つ

平成 14 2002 大字肉山字地蔵原621-1. 古代~近世までの石垣・通行 2608 485 田普請

27 621-5、620、625・1、620、 遺構(トレンチ調査)、平安末 5 
619、622-2、622-1、930 期・鎌倉の姻立柱建物各1棟

(1区).(坊跡と参道)

平成 15 2003 大字内山字地蔵原622-1 近現代の段造成、平安~鎌倉 809 382 因普締
27-2 時代までの生活面。(坊跡) 5 

平成 14 2002 大字内山字南谷223の部 鎌倉時代の区画溝や石築 918 392.3 図普請

28 
地、石敷遺構からなる推定

5 
坊跡。江戸後期に水固化。

平成 15 2003 大字北谷字小野20番 鎌倉時代の石垣及び石組で 3081 311 回普繍
整然と区画割りを行った坊

29 跡。鍛冶工房をで甲宵、刀剣 5 
類製造かっ

平成 17 2005 大字肉山90番地の部、 B世紀前半の丘陵頂部祭 13900 916.4 土砂採取、駐車場造成

30 95番地の一部、350番地の 記、 12世紀前半の経嫁の複 6 
一部 合遺跡

平成 17 2005 大字内山字辛野6番地の10平安後期以降の土塁および 127000 25000 遺跡分布測量調査

31 その前面に広がる人為的段 7 
造成面

A
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表 1-2 宝満山における発掘調査表2

次数 冗号 年度1 年度2 所在地 遺跡の内容 遺跡面積 聞査面積 調査要因 報告書

32 
平成 18 2006 大字内山字辛野 中世有智山 (大山)寺、有 850000 300000 遺跡分布測量調査

智山城関連の悉皆調査

平成 19 2007 大字内山字野田445-1 山中での祭犯に係わるキャ 567.6 467 工場建設
ンプサイト的な遺跡であっ

33 
た可能性が想定される。

平成 19 2007 大字内山字本谷780-1・16 平安前期の基壇と一間四方 11035 1150 本谷礎石測量

34 の礎石建物からなる寺院跡

平成 19 2007 大字内山、大字北谷 愛織の連続した段造成の 部 300000 300000 悉皆調査
35 は近世の坊跡のひとつである 7 

ことが判明。

平成 19 2007 大字内山620、621、930 鎌倉期の坊跡・江戸後期の石 479.41 243 農地改良工事
36 垣・石積みによって形成され 7 

た段造成

37 
平成 20 2008 大字内山字御供屋B旬、

下宮礎石群の再調査
893 747.5 重要遺構確認調査 7 

884 

38 
平成 20 2008 大字内山字竃門山2-1，2-2 宝満山中宮跡周辺の段造成 38400 38400 遺跡分布測量調査

7 
他 面。(近世坊跡)

平成 21 2009 大字内山字ジJレ谷 11世紀後半-12世紀前半埋 1755 268 農地改良

39 1030，1032番地 没の沢を利用した通路とピット 7 
群や土坑。(坊跡と参道)

平成 21 2009 大字内山字大門927，929番 平安時代後期~鎌倉時代に 320 165.4 農地改良
40 地 かけての坊跡と参道。金属生 7 

産に関係する炉跡。

41 
平成 21 2009 大字内山68-4，68-8，75，78-丘陵の中腹へ点在する中世 8000 324 グフウンド造成

2，78-3 の墓群。

平成 22 2010 大字肉山919-1.920-1、 平安時代後期の礎石建物と 980 877 造成

42 1642・2の一部 基壇。近世以降の田畑の石
沼

平成 23 2011 大字内山883、884 竃門神社社務所基礎工事の 700 社務所建替

43 立会と境肉、石像品の実測、
測量

報告書一覧
宝満山遺跡j1989年太宰府市教育委員会(昭和63年度)宝満1-7次

2 宝満山遺跡群11]1997年太宰府市教育委員会(平成8年度)宝満14・16・18次
3 宝満山遺跡群111]2001年太宰府市教育委員会(平成12年度)宝満11・21次
4 宝満山遺跡群j2002年福岡県教育委員会(平成13年度)宝満山23次
5 宝満山遺跡群4j2005年太宰府市教育委員会(平成16年度)宝満8・9・10・12・13・15・17・19・20・22・24-29次

6 宝満山遺跡群5j2006年太宰府市教育委員会(平成17年度)宝満山30次
7 宝満山遺跡群6j2010年太宰府市教育委員会(平成21年度)宝満山遺跡群31-40次
8 太宰府市史考古資料編~1992年太宰府市 (平成4年)
9 宝満山遺跡群7j2012年太宰府市教育委員会(平成24年度)宝満山遺跡群42，43次(予定)

附編，既往の調査

調査地 | 間査の内容

下宮、登拝道(下宮から仏 | 
19601頂山まで)、法城窟、 北谷集|聞き取りと踏査
| 落|

19601法城窟 |トレン子4箇所
19601上宮背後の岩棚遺跡 |トレンチ1箇所
19611下宮礎石群 |トレンチ8箇所

文献 『宝満山の地宝A1982年太宰府顕彰会

調査の内容

建物跡と機敷き遺構(未報告)

図 12 山頂祭把遺跡の調査 (1960年) 図 13 宝34次現地説明会 (2009年)
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宝38次西院谷の測量図 (太宰府市 2008年)
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ている。

太宰府市側ではその成果に 1/2，000の精度で山内での人

為的平坦面(荒地、水田、畑)、人為的マウンド、道(現

況道路 ・小径と廃道 ・古道)、切り通し ・造成崖、堀 ・濠、

士塁 ・土橋、以上の遺構に係る斜面 ・法面の上端、下端、

礎石、石垣、墳墓、経塚、石碑 ・石塔 ・磨崖、集石遺構、石列、上記遺構の崩壊箇所、遺物散布地など

の観察項目を設けた調査をおこない(第 32，35次調査)、中宮跡のある西院谷地区では1/500の精度で

測量調査を実施し(第 38次調査)平成 22(2010)年に成果を公表している(太宰府市 2010)。

これとは別に九州歴史資料館の岡寺良が中世山城調査の作図手法により西院谷地区と東院谷地区の近

世坊跡等の作図をおこない、平成 20(2008)年に成果を公表している(岡寺 2008)。

時恥\~~2/1((IÆぷ2Z
図15 東院谷の坊図(岡寺 2008年)

図 14

宝満山遺跡群の現状

地形測量

昭和 58年

(1983) に太宰府天満宮文化研究所が太宰府顕彰会から刊

行した『宝満山及び竜門神社周辺の遺跡分布調査報告書』

に所用された1/2，000の全体図がある。作図は航空測量と

平板による補足データからなるもので、山内の状況がほぼ

網羅されている。この際に山頂地区と下宮礎石群について

は1/500の精度で詳細図が作成されている。遺跡の分調査

の成果は全体図を1/10，000に縮小編纂した図が使用され
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2001年民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (24次)大字内山字大門の鍛冶工房跡、 (25次)大字内山字

南谷の生活関連遺構

2002年民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (26次)大字内山字南谷の礎石建物、 (27次)大字内山字地

蔵原の参道跡ほか (28次)大字内山字南谷の生活関連遺構、 (29次)大字北谷字小野の基壇建物、

鍛冶遺構ほか

平成 17(2005)年民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (30次)大字内山字前田の宝満A経塚

このような民間開発による緊急調査に追われる中、平成 10年度に実施した大字内山字辛野の 21次調

査地点、を内山辛野遺跡として平成 16年 (2004) 1月に市の史跡に指定した。

また、平成 15(2003)年 7月 19 日早暁の集中豪雨によって、山中の 100 を超える箇所で土石流が

発生し、近世の坊跡とされてきた箇所では大規模に石垣が崩壊するなどした。

乞のような状況の中、市においては山中の遺構について詳細な位置や構造などの台帳的な情報を把握

していなかったことから、平成 17年度から同 21年度までの 5カ年の計画で、国庫補助事業として地

元の承諾を得た上で山中の悉皆的な遺構探索をおこない、1/2，500図に個々の遺構をプロットする事業

と、宝満山を代表する既知の主要遺跡として揚げられる伝有智山城土塁および周辺の図化 (31，32次)、

本谷(妙見洞)礎石群の確認調査 (34次)、宝満山下宮礎石群の確認調査 (37次)、中宮跡周辺の地形

測量調査 (38次)を実施した。これによって山林で遺跡の把握が遅れていた部分において遺構の所在

が明確となり、主要遺跡については聖堂損の事態に対応するための基礎的な図を作成することが出来た。

第2節

第 1項

遺跡としての宝満山に関する測量調査は、
大字北谷他国庫補助による悉皆的測量調査 (35次)、内山字地蔵原の農地改良に伴う生活関連遺

構の調査。

平成 20(2008)年 大字内山字御供屋における下宮礎石群の確認調査、国庫補助による悉皆的測量調

査 (38次)

平成 21(2009)年 内山字ジル谷で、の農地改良に伴う生活関連遺構の調査 (39次)、大字内山字大門で

の農地改良に伴う生活関連遺構の調査 (40次)、大字内山字ジル谷で、の農地改良に伴う生活関

連遺構の調査 (41次)

近年、高齢化が背後にある農地改良に伴う申請が増え、削平や作道にかかる部分について発掘を進め

て来ているが、 43次調査で、は平安中期の庇を持つ礎石建物が発見され、 10世紀を中心とする時期の内

山地区での中心的な堂舎であることが判明した。

内山字ジル谷で、の農地改良に伴う礎石建物の調査 (42次)

大字内山字御供屋での社務所建て替えに伴う雷門神社境内測量調査 (43次)。
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有智山城測量調査 (31次)

平成 18(2006)年大字内山字辛野有智山城周辺測量調査 (32次)

平成 19(2007)年 民間開発に伴う市の緊急発掘調査 (33次)内山字辛野での奈良時代他の生活関連

遺構、国庫補助による確認調査 (34次)内山字本谷の本谷礎石群(推定六所宝塔跡)、大字内山、

平成 22(2010)年

平成 23(2011)年

大字内山字辛野平成 17(2005)年
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宝満山周辺の字分布図
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図 16

地名 ・伝承

宝満山の地名については太宰府顕彰会刊行の『宝満山及び竜門神社周辺の遺跡分布調査報告書』にお

いて小字までの情報が一覧で公開されている。また、小字より小さな小地域を示すホノケについても昭

和 50年代に採取された聞き取りの成果と明治期に作成された字図の注記から知られる地名が全体図に

注記され、その成果は『宝満山遺跡 6j](太宰府市 2010) の全体図にも反映されている。筑紫野市側に

ついては平成23年度に大字原、大石、本道寺、柚原地区において聞き取り調査を実施した。

信仰や遺跡に係る地名には、太宰府市側では北谷、南谷、内山の名が、中世山岳寺院があった段階で

の山内支配の単位を示す名称であり、北谷に智光寺原、キョウヅカヤマ、別所、 大黒寺、坂本など寺院

関連の名称が見られる。南谷地区には中堂、中堂谷の名があり、根本中堂のあったとされる場所がある。

内山地区においては御供ヤ谷、宮ノ前、釈迦院、本谷、地蔵原、オオヤマジ、キョウヤマ、大門、御所

σ河村、ビシャモン、汐井川、浄戒畠(浄戒は中世座主の名称)などが寺社に関する地名として残され、

山内での惣寺的機能のある施設が置かれていたことが推察される。

宝満山に係わる小字について行政台帳等で確認できるものは以下の通りである。

第2項

太宰府市

大字北谷

宝満、小野、大黒寺、谷、岸ノ谷、一丁坂、出口、小畑、ロノ坪、嶺ケ浦、川久保、宮ノ下、イヤノ浦、

奥小屋(おっこや)、別所、ソイラ、八反田、長浦、只越(ただごえ)、熊崎(くまざき)、地獄谷、小原、

戸石、横枕、 山浦、山ノ下、 夕内(ゅうなし、)

大字内山

竜門山、辛野(からしの)、中堂、南谷、谷上(たにかみ)、前田、野田、平田、地蔵原(じぞうばる)、

本谷(ほんたに)、御嶺(おたけ)、山ノ内、御供ヤ谷(ごくやたに)、宮ノ前、下御供屋谷(しもごく

やだに)、大門(だいもん)、ジル谷

大字太宰府

松川(まつごう)、冷林(ひえベす)、大原(おおばる)、

筑紫野市

大字原

古賀、谷川、ミイ田、ミス夕、下原(しもばる)、中村、

山小川|、野添(のぞえ)

大字古木

生菱谷(しょうがだに)、尺ケ浦(しゃっかうら)、片山、六度(ろくど)、今屋敷、吉木畑(よしきばたけ)、

大谷、鳥越(とりごえ)、広畑(ひろはた)、山の口、笹栗、柿の元、風来(ふうれし、)、堀切、長谷(な

がたに)、引地(ひきじ)、 清水(しようず)、吉木田(よしきだ)、宮の脇、倉谷、先の原(さきのはる)、

入道原(にゅうどうばる)平原(ひらばる)帽子形、浦畑、鷹取、田代、 一木、久保田、キシ田、走り

折(はしおり)、平日原(ひらぐちばる)、東坂部、地蔵田、松本、吉原、戸瀬戸口、桜木、唐木(から

き)、 一本木、中村崎、土穴、手島、大坂、釘、下の谷、岩本、栗田、水洗(みずあらし、)上の川|原(う

えのごうら)、 池田、塚口、西坂部、福ケ坂(ふくかさか)、四郎五郎

三浦、菅谷(すがや)

山崎、焼石(やけし、し)、楠原、石坂、堀浦、

口
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大字大石

一の瀬、久保田、向の原、鎧田(よろいだ)、原田、上内田、浦口、上屋敷(かみやしき)水上(みずかみ)

大字本道寺

井手口、畑ケ回、前田、原ノロ

後口野(うしろの)、石原、火原(ひのはら)、後口田(うしろだ)、後田(うしろだ)、中の原

大字香園

三ッ釜、扇山、坊主田(ぼうずだ)、根知川(ねちがわ)牽牛田、瓦谷、芝原、浦野、花園、湯の谷、前田、

堀、下屋敷(したのやしき)、平原、谷山、山神田(やまがみだ)節句田(せっくで)、山留

大字袖須原

日の谷、峠、イヤノ小椎(し、やのこじし、)、ナギノ、小椎(こじし、)、持松田(もちばた)、杉谷、山添、

管原(くらはる)、山シブ、横枕、原田(はらだ)、宗旨口(ちゅうしぐち)、山田尻、栗林(くるべし)

エ庁、ノ原、尾崎山、上田(かみだ)、原、後川 (うしろごう)原の前(はるのまえ)小原(こばる)、鬼の瀬、

瀬戸、山の内、川久保、日守(ひまもり)、大谷、柿の尾、宗旨谷(しょうしだに)、中島、 三郡山

筑紫野市側での地名の聞き取り調査で字以下のホノケに、大字本道寺にてオザスヤシキ、宗旨谷、ア

カダン(閑伽谷?)、インノクラ(院の倉?)、大字大石に大行事原、ヤマブシダン(山伏谷)などを採

取することができた。

概して太宰府市側に古代 ・中世寺社に関連する可能性のある地名が多く分布し、筑紫野市側は近世以

降の宝満二十五坊に係る地名が見られ、その違いが看取される。

第3項遺構・遺物

1 旧石器時代から古墳時代

宝満山遺跡群において旧石器時代に属すものは、山の西斜面の標高 250mのレベルにある辛野地区(宝

満山遺跡 2次調査)において、横剥ぎの剥片を素材とする肉厚のナイフ形石器が黄砂堆積物(レス層)

の二次堆積層中から単体で出土している。縄文時代は宝満山西裾から太宰府市の高雄正陵にかけて早期

の遺跡が散見される。九州国立博物館用地内の浦ノ田遺跡で、は早水台式期から田村式期の押型文土器を

伴い集石炉4基、落とし穴2基などが検出されている。このほか落とし穴が下高雄遺跡1次調査で、押

型文土器は内山地区の宝満山遺跡 10次調査(山形文、早水台式)、石穴遺跡 1次調査 D区(楕円文)、

宝満 23次調査、宝満山遺跡群に隣接する筑紫野市原遺跡では押型文土器(稲荷山式から田村式期)と、

それに先行する貝殻条痕と刺突文を伴う円孔文式の柏原式土器も出土している。早期の集落は同時期の

南九州などで見られるものとは比較にならないほど、小規模なもので、宝満 23次、原遺跡(筑紫野市)

で見られたように土器相も前半の早水台式から後半期の田村式のものまでを含み、 一時期に大規模にそ

の場が利用されたというものではなく、非常に長い期間にくりかえして閉じ場が利用されていた状況が

想定される。晩期の遺跡には山裾部にあたる太宰府天満宮周辺地区の連歌屋1次、新町3次(黒川式期

か)、浦ノ田 3次(広田式期)、馬場 10次(夜臼式)などが散見され、緑色片岩系の素材による石鍬を

伴うことから斜面地を小規模に耕作していたことが想定される。弥生 ・古墳時代には高雄丘陵を除く山

裾周辺では顕著な集落跡は調査されておらず、現状では大字北谷の松川|、ソイラ、イヤノ浦、熊崎遺跡

(福岡県 1980) などで土器が散見される程度である。

-20一

2 飛鳥時代から平安時代

7世紀末から 8世紀初頭の段階で内山

地区の宝満 27、40次調査、中腹の辛野地

区および山頂東下の東院谷地区において

土器が出土し、 8世紀中葉から後半の段

階で山の南西裾の原遺跡や中腹の辛野地

区の第 21次調査において土師器聾に供膳

具を伴う土器相を持つ生活感のある遺跡、

が形成されている。原遺跡では山頂祭杷

で用いられた須恵器の小型華瓶や寺院で

出土する鉢形土器と供に墨書土器も出土

宝40 表土
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図 17 宝満38，40次出土の8世紀の遺物
し、「菌JI寺」の文字があることから、

宝満山での初期寺院の活動を担う大衆院ぐ一一寸一一一- ~-::/? \ ー よ = 戸

や花園院などの機関が置かれ山こと ¥土子5 ¥r三重 〆
も考えられる。 I ~ 、二ニご二腸腕ペグ 「一筆T !/ 

内山辛野地区や筑紫野市本道寺の東院 人飼 町ゴ云込 11・\___ _ _ __1-::~==~_==="'~/ 

谷地区では悉皆調査や平成 15年 (2003) ¥/  ド 伐'11

叩
7月の水害調査で、遺物が採取されている

が、その中に 8世紀初頭に位置づけられ

る須恵器の坪が見られる。8世紀も中頃 一ーマ
以降になると、山裾の原遺跡に近い 33次

今二三¥二X
調査では二彩陶器が出土している。下宮

地区では瓦を伴った包含層が、さらにそ

の上の内山辛野での第 21次調査では煮炊

具としての聾を含む土器群と整地層が見

っかり、その眼上に祭最E遺跡である辛野、

山頂遺跡が展開している。その他、下宮

から中宮に至る聞の独立峰である 3、30、

34次地点の頂部付近で須恵器の杯や蓋の
可可

破片が採取されている。このような状況 .一一一一'

10，，" 
i 

三ノ
を総合的に判断すると、宝満山での遺跡 。誕X刻、

一一一ー
の形成は 8世紀初頭にはじまり、 8世紀 図 18 原遺跡出土遺物

中頃には原遺跡などの山裾で一定期間の滞在を可能にする生活空間が形成され、第 21次地点のような

山中でのキャンプサイトがそれに連動して展開し、現在の登拝ノレー ト沿いの独立峰の頂部で小規模な土

器を用いた祭杷が連鎖的におこなわれて、北西面では辛野遺跡、南西面では山頂遺跡が最大の祭把場と

なっていたことが理解される。

8世紀中葉には、山頂南東斜面における祭紀、南東斜面の大南窟(室構造を持つ巨岩露頭)の使用が

始まっている。山頂での祭把は9世紀前半にピークを迎え、土器の投棄は 11世紀までおこなわれている。

多量の土器と伴に銅製儀鏡、奈良三彩、施紬陶器、皇朝銭などが山頂東直下の崖下で採取されている。

ここで出土する多くの土器の縁には油煙の跡が残され、閣の中で土器に油を注いで火を灯して巨岩の上
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図 19 宝満山頂出土遺物
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図20 宝満山頂遺物出土状況
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図21 辛野地区出土墨書土器

内
《

u
nノ“

で祈りがささげられていた光

景が想像される。また、出土

した墨書土器に「寺」銘のも

のがあり、祭把のために山中

に入っていた者の中に仏教を

背景とした人聞が含まれてい

たことは考えられる。

このように宝満山での遺跡

の禁明は宗教を背景とした祭

杷を前提に成立し、山頂での

祭杷は福岡県沖ノ島一号祭杷

遺跡と岡山県大飛島祭杷遺

跡の出土遺物の構成と類似

し、遣唐使派遣にかかわる国

家祭杷を背景とする遺物群と

の評価がなされている(小田

1983)。さらに西側の裾にある

辛野地区おける 8世紀初頭から後半にかけて

の祭把遺跡では、出土した墨書土器の文字中

に「神J["論J["寺J["知孝J["守識Jなど宗教

性を帯びた文字が見られ、特に現代でいうと

ころの外国を示す 「蕃J銘の文字を持つもの

が存在することから、古代官街大宰府を背景

とした国境祭杷をおこなうべき場として成立

していたと考えられている。

平安時代にはさらに明確な遺跡の展開が観

られる。本谷礎石建物は標高 275mにある第

34次調査で詳細が確認された。検出された

34SB001の礎石建物は、完数によって設計さ

れた一辺 814cm(26.8尺)、 三間四方の瓦を

所要した建物であったことが判明した。柱の

芯心の幅は両外が 2.5m、中央が 3.1mの一辺

が8.1mを測り、山を削り出して作った方形

の基壇を伴っている。石で築かれた階段の位

置から南を正面とした建物で、東には山頂を

仰ぐ好位置に立地している。礎石の脇から平

安時代の様式とされる小金銅仏が出土してい

る。第 32、35，38次で実施した宝満山中に

おける悉皆的な一連の分布調査によって、山

中において古代の瓦と礎石を伴う遺構の存在

石硯(9-12)

石硯(6-8) 

忽JOm



は下宮地区とこの場所に限定されることが鮮明となり、しかも

この遺構が出土遺物の検討から 10世紀代に創建されたもので

あることが想定されることから、以前から推定されていた承平

7年 (937)~石清水八幡宮文書之二』所収「大宰府牒J 記事中

の「六箇所宝塔」中の沙弥誰覚が承平三年以前に建立した筑前

竃門山の宝塔の最有力の遺構となった(小田 1982、森 2008、

第5章第2節史料No.8)。この 34SB001が宝塔であるかどうか

については、平安前期の宝塔や多宝塔の建築学的な構造研究が

今以上に深化する必要があるが、先の「大宰府牒」の記載した「下

修三昧法」をおこなう施設としてはまさに的を得た一間四面の

三昧堂的な構造をもつものと評価されよう。この塔はもともと

天台宗を開いた最澄が企画した、弘仁 9年 (818) のものとさ

れる「六所造宝塔願文護因縁起」記載の「筑前宝塔院」にあた

るもので、国分寺の制度に代わって天台宗が企画した国家安寧

を目的とする仏教施設であり 、古代前半に国境祭把がおこなわ

図22 本谷礎石建物と小金銅仏 れた宝満山遺跡との関係では、その性格においてまさにそれを

引き継ぐ宗教施設といえる。

寵門神社下宮地区にある下宮礎石建物 37SB010は標高 157m

あたりの平場に展開する 5問x7聞の礎石建物で、北に対

し13度西へ振れる南北棟である。規模は 23.3x 17.8mを測

る。梁行きの西側 l間分は礼堂と考えられ身舎は土間構造で

あった。建物建設に伴う基礎地業が確認されその規模は南北長

34m、東西長 22mであり、礁が混じる地山を一度切り下げて平

坦に成し周囲から1.1mほど整地により盛土成形している。こ

の建物は既往の調査では平安後期とされていたが、整地の出土

図23 下宮礎石建物 遺物から造営年代は 12世紀後半以降ものもと判明した。しか

し、以前の調査では鳩臆館式の軒瓦が出土し、至近で奈良時代の都府楼式鬼瓦が出土しており、昭和

35年 (1960)の調査で、は一部に奈良時代の遺物包含層が見つかっていることや、礎石自体に柱座の作

りだしがあることから、奈良時代に成立した建物が再建された可能性を秘めている。また、平安時代の

瓦は 10世紀を中心とする時期のものが主体を占めており、奈良時代と 12世紀後半の聞に屋根の葺き替

えや建て替えがおこなわれたことも想定される。建物の規模は大宰府観世音寺、宇佐弥鞠寺の講堂に近

く、九州最大規模クラスの瓦を所要する堂社であった。講堂などの性格を持つ山内で、の中枢建物と目さ

れる。第 27次調査ではこれに接続する谷部の参道遺構と考えられる道路遺構が見つかっている。この

間には過去に平安期の瓦が多量に採取されており、 37SB010以外に瓦所要の建物が複数存在して、この

一帯で堂舎が群を成していたことが想定される。谷部から上がる通路は本報告の第 39次調査でも見つ

かっており、その上の平坦面が浄戒坊(座主坊)の伝承があり、平安後期以降には堂舎群の南には優位

な坊が形成されていた可能性が高まっている。

下宮礎石建物のさらに西側で、近年新たな礎石建物が発見されている(第 42次調査)。建物は基壇を

伴い、その規模は東西 24m、南北 21m以上で、基壇の石積みには、長さ 50cm前後の花闘岩の礁を使い、

現状では 1"-' 2段分(高さ 40cm前後)が残っているが、当初は約 3"-'4段(高さ 70cm前後)の石積み
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ーであったと推測される。幅は 4.3mの石段の 2段分が基壇の南

側中央にあり、基壇の東側には幅3.4m、長さ 4.8m以上の規模で、

花闘岩礁を敷き詰めた遺構が付帯する。建物部分は後世の削平

坦 があり、礎石が当初の位置をほぼ保っているのは 3個のみで、

その他では礎石の抜き取り痕跡を確認した。身舎は、桁行 3問

自 (12.3m) x梁行2間 (6.4m)と考えられ、桁行の柱聞は約 4.1m、

梁行の柱聞は約 3.2mを測る。柱聞が広いため身舎内について

わ 旬。¥ は土問であった可能性が高い。削平されているため遺構として

ぷ。;hJ瑚確認できるのは東側と北側のみであるが、身舎の周囲には庇が
4 巡っていたと考えられる。基壇と建物の位置関係などから四面

に庇があったと考えるのが妥当とされている。四面庇であれば

建物の規模は桁行 5間×梁行4間(正面 18.7m X側面 12m)と

考える。建物の時期については、基壇下の焼土層が 9世紀前半の埋没であること、基壇東側や石敷きが

12世紀中頃~後半に埋没していることから、下宮礎石建物と並ぶ平安時代の寺院の中枢堂社のーっと

I 
bーー=主司圏直J

図24 宝満42次礎石建物

推測される。
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図25 宝満山遺跡概念図
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3 平安後期から中世

平安後期以降は山中に広く遺

物の散布地が知られており、太

宰府市側の内山、北谷をはじめ

筑紫野市側の原、大石、本導寺

などの集落、 山中の東院谷、西

院谷周辺などでは当該時期の遺

物が雛壇状の造成面で広く採取

されている。

南谷地区の第 4次調査では奈

良時代以降のものと位置づけら

れる小金銅仏が出土している。

記録ではこの周辺から独鈷が出

土したとされ、山内の雛壇状の

造成面上に形成された生活空間

が前述の寺院にかかわる坊跡と

推定される。近世地誌には「有

智山、南谷、北谷、 三所の僧舎

すへて三百七十坊有しとかや」

(~筑前国続風土記j])と記載さ

れ、 11世紀以降 14世紀前半頃

には、遺構の広がりから広大な

規模の生活空間が形成されてい

たと考えられる。



平面分布モデル
聖域

Z経塚E
~#.J富よ

経塚が内山地区の字南谷

(宝満A経塚)と筑紫野市

大字原(宝満 B経塚)の 2

糊箇所で発見されている。そ

のうち内山地区南端の大字
山頂

原字山崎のE陵頂部では天

永元年 (1110)銘を持つ経

筒が出土し、肥前国松浦郡

出身の僧観尊が大南の毘沙

門堂に数ヶ月簡って法華経

を書し功徳を積んだことが

図26 宝満山の遺跡分布モデル 刻まれている(亀井 1982)。

出土した丘陵裾の田面に「ヒヘンャモン」のホノケ(小地名)が残されている。このことは推定坊跡地区

の面的開発の端緒が発掘調査の所見では 12世紀におかれる点と整合的であり、開発に伴って山内に「堂」

と「坊」がセットで出現したことを示唆している。

坊の単位と考えられる段には谷や尾根に沿う道に面して計画的に配置されたものや、谷部を魚鱗状に

利用するものなど幾種類かの傾向が見られる。辛野地区の最高所にある宝満 21次調査で検出した 13世

紀後半頃の遺構は、正面の造成崖に二段の石垣と食い違いの石段、段の上がり口に四脚円、奥には土塁

状の造成崖下に枯山水風の庭園、花壇状遺構、それに固まれた桁行 3問、梁行 2聞の数奇屋風建物があ

り、室町期に先行する居館的な要素を備えた施設であることが判明した(市指定史跡)。その遺跡の下

の谷にあたる第 29次調査では石段や溝で区画して斜面地を有効に利用した企画性の高い推定坊跡がみ

つかっている。これら堂社や推定坊跡は調査の所見から平安後期に整備され始めたものと考えられ、 山

中での土器祭杷盛行後に寺社が形成された流れで捉えられる。この遺跡の坊化の開始時期は中国華南産

白磁が多量出土しだす 11世紀後半以降の時期に該当し、同じ山岳遺跡である太宰府原山、四王寺坂本

地区、福岡市東油山天福寺、脊振山東門寺山頂地区、糟屋郡首羅山などで分布する遺物の上限時期でも

あり、北部九州においては一斉に山岳寺院が形成され始めた感がある。筑紫野市側でも猫谷を中心とし

た本道寺地区にほぼ同時期のものと思われる石垣を多用した段造成群があり、大石地区の水田でも同時

期の遺物が分布することから山の東面側においてもこの時期に坊が展開していたと考えられる。

山岳寺院化のきっかけとして如法による経塚の形成が注目される。山内では経塚が内山地区の字南谷

(宝満A経塚)と筑紫野市大字原(宝満B経塚)の三箇所で発見されている。宝満A経塚は古くに個人によっ

て発掘されたもので、宝珠紐と反りのある六角形の蓋を持ち、経巻とともに飛鳥様式をとどめる金銅製

菩薩立像が納められていた。重要文化財に指定されている。また、南谷地区の 4次調査では奈良時代以

降に位置づけられる小金銅仏が出土している。周辺は中世の坊が広がるエリアであり、宝満A経塚例の

ように経塚に封入されたものか坊中で祭られたものであろうか。

垂直分布モデル
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4 遺跡としての宝満山

宝満山遺跡群は 7世紀後半から 8世紀の山頂、山中祭杷にはじまり、記録から奈良朝末から平安初期

に「竃門神」が成立、ほぼそのころに仏教寺院「竃門山寺」も成立。12世紀に至って西斜面裾部(内山、

南谷、北谷地区)と山頂東麓辺において堂と坊がセットになった寺坊域が成立し、そのシステムは 14

世紀前半までは安定して営まれていた、と考えられる。寺坊域の衰退は急激に起こったと見られ、発掘

nh
u
 

n
L
 

調査をおこなった内山、南谷、北谷地区では 14世紀前半を以って遺構形成が一旦終了する。現状では

南谷の一部においてその後の時期(15，6世紀)の遺物が散見されるが、遺構形成は顕著でない。ただ、

下宮後背の本谷といわれる地区の尾根部でおこなった 3次調査では尾根を断ち切る空濠状の溝が 14世

紀前半から中頃に穿たれ、それは 16 世紀頃まで機能しており(太宰府市 1989) 、『梅松論~ w太平記~ w龍

造寺家文書』などにみられる少弐氏篭城の「内山の城J(有智山城)への菊池勢の城攻め、懐良親王に

よる大宰府での征西府樹立による宝満山の要害化など、 14世紀前半代から起こる南北朝期の動乱によ

り居住空間が荒廃し山内が要害化されたプロセスが遺構に反映されたものと見られる。

宝満山に残る北谷、南谷、本谷などの名称は比叡山本山の他、末山の各地方寺院に広く見られ、鎌倉

初期成立とされる『彦山流記~ (広渡正利 1979)によれば豊前国彦山においては南谷、北谷、中谷、惣

持院に夫々「講衆」と「先達」が一定の比で配置され「一山四谷」と呼称されることから、 「谷j名称、

は天台系寺院の寺務機構に係る「坊」を束ねる上位の機構の名称であったことが考えられる。宝満山で

は宗教に関連した施設が中世末期の武士の占拠や戦乱により早々に荒廃してしまい、霊山としての面持

ちは竃門神社の祭杷と復興された修験者による年一度の峰入りや採灯護摩供により保たれている。しか

し、残された地名とそこに眠る遺跡からは国境において展開した壮大な宗教世界が広がっていた山であ

ることを知ることができるのである。

宝満山遺跡のモデル
平安時代末から鎌倉時代

仏m山 .1... ~ 

愛獄山

企

原

他未知の遺跡

図27 宝満山遺跡の構造モデル
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第3節宝満山の文化財

第1項古文書 ・記録類

1 縁起類

(1) W竃門山宝満大菩薩記~ (横浜市金沢区称名寺蔵 ・神奈川県立金沢文庫に寄託)鎌倉時代

耕型折本縦 16・2cm、横 13.5cm 椿紙墨書

称名寺2代住職剣阿(1261"'" 1338)の手沢本

神奈川県立金沢文庫で平成8年開催された、テーマ展「金沢文
庫の中世神道資料」に展示された。同

展の『図録』に解説と一部の写真、全文の翻刻が掲載されてい
る。また〔森 2008J にも独自に行った

全文の翻刻を掲載。『図録』では「神祇濯頂」に際しての伝授
書のーとし、制作年代は剣阿の時代、鎌

倉羽ミとしている。

本縁起は、八幡宮関係の者の手になったと考えられ、まず竃門
宮が鎮西九州二嶋の鎮守であること語

い、神の系譜として『宇佐託宣集』等と同様、裟喝羅龍王の五所
の姫君のうち神功皇后の姉と位置づけ一

次に、神功皇后「三韓征伐」の時に共に戦ったこと、応神天皇
誕生に際し竃門を立てたこと、神亀元手

(724)、竃門山の上宮・下宮・十所王子と香椎社等が草創されたな
ど、神功皇后との関係を強調しているー

鎌倉末期り称名寺住職銅阿の手沢本であり、その時代に存在し
ていた宝満山最古の縁起である事には日

違いないか、その内容や宝満山と八幡宮の関係を勘案すれば、
成立年代はさらに遡らせて良いと思われ

る。文中に天永 2年 (1111)、久安 2年 (1146) の年号が見える
ことから、それ以降であることは確か

であるが、鎌倉初期ごろまでには成立したものと推測される。

(2) (筑前寵円山来歴之写J(高千穂(上)文書)江戸時代初期

表題もない一紙物であるが、『竃門山宝満宮伝記』など本格的
縁起制作以前の宝満山の縁起として注

目される。聖護院文書『天明酉九改元寛政正月 修験方日記』
に記載された、寛永 17年 (1640)9月

晦日、財行坊幸吟を代表とする宝満衆徒中が「謹言上」した宝
満山の「由来Jと骨'子の部分はほぼ同文

である。しかし、本書の方が地元に即して文章がより整備されて
いる。本末論争の一連資料の中にあるー

内容は①推古天皇御代の心連上人による寺院創建、②白鳳2年
宝満大菩薩が天竺より飛来し、当初日平

の主になろうとしたが、天照大神のものであったため、鈴鹿山
に龍もり、後九国二島の鎮守として篭門

山に入った③役行者が来山し、宝満を金剛界当山と号し彦山を
胎蔵界本山と名付けた④伝教大師の来山

についての項目などを載せている。簡単なものではあるが他に
見られない興味深い内容を含んでいる。

〔森2008J別冊『宝満山関係史料集』に翻刻 ・解題掲載。

(3) W竃門山宝満宮伝記』 江戸時代 ・貞享4年 (1687)

{江戸期の宝満山の縁起の成立については、福岡県筑紫野市山
家鎮座の宝満宮に所蔵する『竃円山宝満

宮縁起』の奥書によってその経緯を知ることができる。

宝満宮伝記者、天正年中之兵乱に焼失せしゅへ、古来の聞書を
集、貞享の比迄平石坊弘有探之

以上京し松下見林江文句の綴を改詮有り。章者五条大納言ト云
殿へ頼入れ、乾坤之巻成就して

外題井和歌者鷹司右大臣兼照公の墨跡也。

つまり宝満宮の伝記は、元々何らかの形で存在したが天正の兵
火で焼失したため、平石坊弘有が古来の

聞き書きを集め、貞享の頃(1684"'"88) までに一応の形を整
え、国学者松下見林の校閲をうけ成立し

た。揮事は五条大納言に頼み入れ、乾坤之巻をつくり、外題井
和歌は鷹司右大臣兼照公の墨跡を戴くと

しづ格式高い 2巻として成立させた。竃門神社に「宝満宮御伝
記函」と金泥文字も鮮やかな黒漆箱が蔵

28 -

されている。残念ながら箱のみでその原本は伝わらないが、「竃門
山宝満宮伝記」の近代の写本が伝わり、

その奥書に

竃門山また宵なから降つもる岩手のしら雪あけてこそ見め

右宝満宮伝記乾坤外題井巻末和歌者右丞相兼照公真蹟也

貞享四年九月廿八日 侍従菅原(花押)

とあり、山家本『竃門山宝満宮縁起』の奥書と一致している。
五条大納言は本姓菅原氏、大学頭などを

歴任し、延宝 5年 (1677)権大納言になった五条(菅原)為庸
と考えられる。

本縁起は漢文の白文で、最初に祭神について述べ、天智天皇の
御代都府楼の鬼門よけのために山上で

祭肥を行った記事の前に、神功皇后 9年 3月、皇后が熊鷲を討
とうとして橿日宮から松峡宮に遷ったと

きの話を載せ、それから天皇の御代ごとの編年で 90代後宇多院
の御代の蒙古襲来までを「巻上」とし

86代四条院から慶長 2年の小早川隆景による社殿の復興、末尾
に摂社・末社について述べ、これを「巻

下」としている。

霊験謂や利生諦ということよりも、奉幣や叙位、寺領の寄進等
、歴史的事実を羅列し、政治的側面を

強調することによって、宝満山の権威づけに努めている。本縁
起作成の目的が、彦山との本末論争にあ

たって、彦山よりも「格の高い山」であることを実証すること
にあったと考えられ、それが叙述にも体

裁にも大きく反映している。

管見の限り本縁起は、静嘉堂文庫、福岡県立図書館、福岡市博
物館に所蔵されている。いずれも書冊

本で、静嘉堂文庫本には「明和七年寅八月吉日 守田八十治」
の奥書がある。福岡県立図書館本は筑前

叢書 48・許斐家文書であり 「江藤文庫」の蔵書印があり、末
尾に「竃門山」と記されている。福岡市

博物館本は青柳種信関係資料 709で「文化十突酉中秋 以竃門
山冨倉房之本書写之 青柳氏」の奥書が

あり、文末に「一本云、是松下見林筆蹟也、本紙両軸之奥鷹司
右大臣兼照公之筆跡在、尚末五条菅原朝

臣書印在」と書き入れがある。静嘉堂本・筑前叢書本には返り点
、送りがな、ふりがなが付しであるが

青柳種信本は白文である。〔森 2008J別冊『宝満山関係史料集』
に青柳種信本による翻刻と解題を掲載。

大東急記念文庫に『竃円山宝満大菩薩縁起』が架蔵されている
。本書は松下見林の自筆と考えられ¥

墨付9丁、全漢文、延喜式より説き起こし山名に及び、以下慶
長 2年迄の編年体の記述がある。事項の

範囲は上記と一致するも、内容については異なり、訂正の跡が随
所に見られ、末尾に「丙辰九月三日草」

とある。貞享年間(1684"'"88) に近い丙辰年は延宝 4年(167
6)。このことと『山家本』の奥書から考

えられることとして、福井款彦は、弘有が伝記の聞書きや逸文
等を探し集め始めた時期は貞享年間より

かなり以前であって、この丙辰年には既に一応の体裁が整えら
れていた。そこに見林が手を加えた。あ

るいは弘有と見林は延宝年間にはすでに交流があり、見林は校
閲ということに留まることなく、弘宥の

編纂事業に関しても、何らかの指導・助言等を行っていたのでは
なし、かという可能性を指摘している〔福

井 1987J。

(4) W竃門山宝満宮縁起』 江戸時代・延享 4年(1747) 山家宝
満宮蔵

福岡県筑紫野市山家の宝満宮所蔵。現在は筑紫野市歴史博物館
に寄託。前項に掲げた奥書があり、近

世に於ける修験方が編纂した縁起成立の経緯を知る上で貴重で
ある。本縁起は弘有編纂の『宝満宮伝記』

が白文で難解なため、衆人が読めるようにとの想いから延享 4
年(1747)5月、山家宝満宮社司鶴崎氏

イ乃蔭郷が同宮社頭に於いて読み下し書写し、また古書等を追加
記述、あるいは削除したものである。

なお本縁起とほぼ同文の『竃門山宝満宮御伝記』なる縁起が、
筑紫野市大石の個人宅に所蔵されてい

る 。 本書には末尾に『本朝高僧伝巻 73~ r願雑拾之五 神仙四之上Jr筑前竃明神」項より心蓮上人に

よる玉依姫示現の話を載せ、次に竃門山をうたったと思われる
漢詩様の詩句を山型に書し、最後に宝満
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宮宝物を記している。〔森 2008J別冊 『宝満山関係史料集』に翻刻・解題掲載。

(5) W竃門山旧記』 江戸時代中期・竃門神社蔵(福岡県指定有形民俗文化財)

本書は小田富士雄によって、昭和 44年に『神道史研究』第 17巻第 5・6号に翻刻紹介され、宝満山の

縁起の中で最も早くから知られている縁起である。山岳宗教史研究叢書第 18巻『修験道史料集E西日

本編』に森弘子が行った翻刻、解題を掲載。本書は乾 ・坤 2巻からなり、 宝満山の由緒を天皇の御代ご

とに編年体に綴っている。乾巻は山名、祭神の由来につづき、天智天皇御宇、大宰府の鬼門よけに山頂

に八百万神之祭をしたという記事から、慶長 2年(1597)本社再建まで、の事歴を年を追って述べ、末尾

に慶安 3年(1650)黒田忠之建立の末社を列記している。さらに異筆の追記が 2枚にわたってなされて

し、る。

坤巻は、慶長 4年(1599)から延宝 8年(1680)までのできごとを述べている。両巻ともに片仮名を

交えた書き下し体で書かれ、後に加えた、本文とは異筆の返り点や送り仮名、若干の訂正が見られる。

特倦 ・坤巻それぞれの末尾に「楊伽院蔵Jと記されているが、本書成立の由来等は記していない。乾巻

は山家の『竃門山宝満宮縁起』とは別個に『竃門山宝満宮伝記』をカタカナで読み下し、筆者の意によっ

て削除、追記がなされたものと考えられる。坤巻は江戸初期の記述でやはり編年に述べられている。記

述に恋意的な所もあるが、この時期の事を述べたものは外になく貴重である。平石坊弘有の著とも考え

られる。

2 古文書

(1)竃門神社文書(江戸期のものは福岡県指定有形民俗文化財)

江戸期のものは、楊伽院旧蔵の『竃門山旧記』、版本の『竃門山七窟巡礼由来』、伊丹家旧蔵の『宝満

山寛文以来之記』の 3点のみ。あとは近代以後のものである。官幣社昇格の条件整備に関わる文書、社

殿改築 ・境内整備のための図面、宝満講社関係の文書、明治 28年 10月(官幣小社昇格)以降の日誌 ・

会計簿などがある。『宝満山寛文以来之記』は〔森2008J別冊に翻刻、解題。

(2)井本文書

井本坊の子孫井本家に伝わる文書。旧坊中は明治24年、同33年に「上地山林払下げ願」を提出している。

当時の当主井本邦緒が、 33年の申請の際の中心人物であったらしく、宝満山の土地に関する文書が一

括して伝来する。ことに『竃円山水帳』は江戸期の山の区分、所有関係、坊の変遷などを知る上で貴重

である。墨付き 33丁の書冊本。表紙に「竃門山水帳 写シJr楊伽院蔵」とあり、奥書に「寛文十二壬

子年六月六日/当時座主平石坊弘有判/年行司伊多坊幸栄判/同岩本坊了運判/一山総坊中連判Jr文

化玉戊辰三月中旬写ス 泰雅」とあり、寛文 12年 (1672)6月、当時の座主平石坊弘有を中心にまと

めたものを、文化 5年 (1808)時の座主楊伽院泰雅が書写したものとわかる。泰雅は書写の際、その後

の変更を書き加えている。他に黒田長政社領寄附判物(盗難に遭う)・黒田綱政社領加増判物 ・黒田光

之寄進状(写シ)等の藩主からの寄進状、座主楊伽院ほか8坊の世代書、「旧宝満坊中墓所銘石碑控」、「勧

化拠財録J(慶応 3年)などの寄附帳 7冊、『役行者霊験記j]W竃円山入峰大略伝記j]r呪符帳」などの修
験に係わるもの、聖護院からの達シ・授戒状、そして上地山林払い戻し申請に関わる書類、地図類がある。

30点が『福岡県古文書等緊急調査報告書(旧筑紫郡)j] 1982・福岡県文化会館、〔中野 1980Jに目録掲載。

(3)永福院文書(竃門山南坊文書)

永福院は南坊が下山して入った、糟屋郡新宮町の寺院。本山修験宗(聖護院派)。明治維新の際、南

坊高橋賢俊は神職に転ずることに最後まで抵抗し、他の山伏にさきがけ明治4年に離山。信者の斡旋で

当時無住だ、った永福院に入った。その際携えた仏像 ・経典等に加え、入峰復興を目指し、坊中より収集

ハ
u
q
J
 

したと思われる儀軌類が含まれる。また軸装としてまとめられた「無明法性山伏之口伝J(天正 19) な

ど4点の中世文書、「鎮西電門山入峰伝記」、高橋氏の由来を記した巻子本、「高橋賢俊一代記」など、

宝満山修験の実態を知る上で貴重である。 61点が『福岡県文化会館所蔵福岡県近世文書目録第 2集』

1972、〔中野 1980Jに目録掲載。福岡県立図書館にゼロックス複写所蔵。

(4)宝照院文書

大黒寺ともいわれた奥坊は、明治6年下山。北崎村小田(現福岡市西区小田)の宝照院に入った。明

治 40年博多竹若番 ・箔屋町の人々の要請で 「博多の北辰さま」を把る旧組下山伏「智楽院」と合併。

智楽院に移転した。その合併の経緯を示す文書、宝満山から移座した大黒天の由来書などの近代文書、『鎮

西電門山入峰秘密記j](1861年)W役氏相伝採灯護摩記j](1840年)などの江戸期の修験関係文書がある。

福岡市教育委員会で目録作成。

(5)佐々木文書

旧修蔵坊の文書。「葛城峰中日割道筋之事Jr宝満山秋峰修行」などの入峰に関するもの、明治期の「神

変大菩薩尊蔵据置願書Jr固有山林下戻申請書」などがある。ことに明治4年、佐々木益雄が親孝行の

ため藩庁から表彰された一件の文書類は、廃仏派と奉仏派に分かれて争っていた山内の様子を垣間見せ

る。佐々木氏旧蔵の『宝満修験道葛城峰入之図』は現在竃門神社所蔵。『福岡県文化会館所蔵福岡県近

世文書目録第 2集j]1972、〔中野 1980Jに目録掲載。福岡県立図書館にゼロックス複写所蔵。

(6)叶院文書

福岡市博多区の在宅(組下)山伏叶院の文書。叶院は本山修験宗(聖護院派)。扶桑最初禅窟といわ

れる聖福寺と隣接し、同寺 123・125世住職仙庄の作品を蔵する。また文化 13年(1816)の竃門岩の復

興に当たっては、福岡城下万町の魚屋武四郎が願主、仲谷坊が取次宿坊となり、仙庄が鼎状に時つ岩の

一石に「仙竃」と揮竃した。その経緯を記した『竃門岩由来』は福博の町衆と宝満山の関係を知る上で

貴重である。また入峰に関する『鎮西電門山入峰伝記j]W峰中駈路密記』、儀軌類があるが、その多くが

座主楊伽院、最後の座主亀石坊の旧蔵であることが注目される。〔中野 1980J に目録掲載。平成 24年

の調査で、昭和 3年御大典記念に行われた入峰の記録があることが判明。

(7)石井坊文書

若杉山石井坊の石井家に伝わる文書。現在篠栗町歴史民俗資料館に寄託。目録化、写真撮影が行われ、

順次に解読がすすめられている。石井坊は表糟屋郡の惣社若杉山太祖宮の社務別当を努めるとともに、

宝満山派修験の組下山伏で、東の触頭として両糟屋郡・ 宗像郡の山伏 10院坊を取りまとめた。この 10

坊は、両糟屋 ・宗像石井坊組合とも称して、連名のもとに嘆願書などの形で度々資料に見える。文書の

内容は、太祖宮由緒、社殿の造営 ・修理、祭礼 ・遷宮、聖護院 ・楊伽院との関係を示すもの、聖護院か

らの補任状・許状、祈祷、廻檀・配札、藩主の若杉山猟、年貢請取、借用証文、土地関係等に分類され

る。300年に亘る近世文書 548点。九州歴史資料館《九州|の寺社シリーズ8))W筑前粕屋若杉山の仏教遺

跡』に、森山みどり「石井坊文書について」として概要が載せられている。

(8)林(美)文書

福岡藩の大工頭のもとで大工棟梁を努めた林家の子孫である林美数世氏旧蔵の史料。現在九州歴史資

料館所蔵。林助四郎は安永 3年(1774)、その子武四郎は文化 11年(1814) に御普請御役所棟梁役を命

じられている。485点の文書の多くはこの 2人に関するもの。なかに藩と深い関係にある寺社に関する

物があり、宝満山関係も上官 ・鐘楼 ・獅子宿 ・薬師堂の修復に関する文書 ・見取り図、行者堂 ・講堂付

近の見込図などが含まれる。

(9)高千穂(上)文書(英彦山文書)
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高千穂、家は英彦山の座主家。文書群の中に宝満山関係のものが含まれる。ことに元禄期の本末争論関

係の文書についてはー纏まりのものがあり、その経緯を知ることができる。「元禄六突酉年 宝満山往

来記」を〔森 2008J別冊に翻刻。

(10)聖護院文書

聖護院文書全体については、京都聖護院に於いて目録化がなされている。そのうち「修験方日録」な

どに宝満山関係の記録が遣されている。

第2項絵図 ・絵画資料

(1)山中絵図 (図 28、図 29)

①『宝満山絵図』福岡県立美術館蔵 紙本着色(淡彩)江戸初期 ・17世紀(福岡県指定有形文化財)

福岡藩の御用絵師尾形家の資料にある絵図。太宰府市側から見た西国 (85X 130) と筑紫野市側から

買た東図 (81X 139)がある。宝満山中の堂社や坊・旧跡、麓の集落、さらに画面下部に博多湾や志賀島・

唐津 ・阿蘇山 ・雲仙 ・久留米 ・柳川までもが描かれる。山中の記載が詳細で、坊の配置等も知られる貴

重な絵図である。記載内容から考証すると慶長 2年(1597)もしくは元和 6年(1620)から慶安 3(1650) 

の間の宝満山の様子を描いたものと考えられる。あるいは黒田藩の宝満山復興のための絵図であるかも

知れない。

※〔森 2008J にトレース ・解読図を掲載。

②『宝満山山中絵図』 江戸時代 ・寛政9年(1797) 紙本墨書個人蔵

山内の大規模修復のための見取り函と考えられる。〔中野 1980Jの巻末付図として 1/4縮尺の図が添

付されている。図右下に「本社拝殿 ・講堂 ・行者堂 ・神楽堂 ・護摩堂 ・鐘楼 ・薬師堂 ・末社不動堂共ニ

七ヶ所 ・鳥居二基、右修復ニ作付候、座主坊は修復之不及御沙汰候事、但不動堂不詳 寛政九丁巳六月

改之 口末社拾二ヶ所 O 焼物末社廿五ヶ所 ・石ノ末社二ヶ所」という書き入れがある。図中の堂社に

は簡単な注記があり、位置、材質、大きさなどが知られる。

③『筑前国続風土記附録』巻 10挿図 紙本着色江戸時代 27X 20 cm 個人蔵 (図 30)

本書は福岡藩士加藤一純が退職後に計画し、天明 4年(1784)藩命を受け鷹取周成ら数人の助録を得

てまず 40巻藩に献上し、その没後鷹取周成が青柳種信の助録を得て 8巻を補い、全48巻として完成さ

せたもの。社寺を主として 180枚余の実写の挿絵があり、絵画資料としても貴重なものである。宝満山

については、巻 10I御笠郡上」の官頭「内山村」の項に「竃門神社」として上宮からはじめて、全山

を仲谷坊の案内で歩き、実際に即して述べている。挿絵では内山村 ・北谷村から頂上までの正面表参道

を中心に鮮やかに丁寧に描いている。御用絵師尾形家や衣笠家の関与も推測されるが明らかでない。〔森

2008Jにトレース ・解読図掲載。

④『筑前名所図会』巻4挿図奥村玉蘭 江戸時代 ・文政4年 (1821)紙本墨書福岡市博物館蔵

奥村玉蘭の『筑前名所図会』は図が詳細すぎて藩の機密に触れるという理由で、出版許可が出なかった

と伝えるが、奥村家に保管されていた稿本をもとに、昭和 48年西日本新聞社から復刻出版された。文

章は『続風土記』の踏襲が多いが、竃門山神社については羅漢道開通の経緯を述べる部分、山中の人が

長寿で百歳まで生きる人も多いことなど、他に見られない記述もあり、また挿絵については「竃門山函J

のほか「五百羅漢 ・千琳地蔵JI寵門石JI益影の井JI座主楊伽院上宮裏排の図」が載せられている。

⑤『寵門山図』奥村玉蘭紙本木版画江戸時代 ・文政 5年(1822) (図 31)

『筑前名所図会』の挿図と似ているが、仏頂山 ・頭巾山までも描き、より雄大に岩山の宝満山の様子

を描き出している。太宰府天満宮 ・旧井本坊などに所蔵されている。本図は、右上部に笥門山の由来を
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図28 ~宝満山絵図~ (東図)(福岡県立美術館蔵)

図29 ~宝満山絵図~ (西図)(福岡県立美術館蔵)
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図30 W筑前国続風土記附録』巻 10挿図 (平岡邦幸氏所蔵)

図31 W竃門山図』奥村玉蘭 (太宰府天満宮所蔵)
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書き、千林地蔵 ・五百羅漢 ・七窟などの書き入れがある。寛政 12年 (1800)の役行者 1100年遠忌を期

して羅漢道や七窟巡礼のコースが設定されたことに関係がある観光パンフレット的な性格をもつものと

考えられる。〔森 2008Jにトレース ・解読図掲載。

⑥『宝満山名所古蹟図』明治 37(1904)大庭卯作著 ・発行銅板版画太宰府天満宮蔵

図中央上部に、宝満山と官幣小社電門神社(下宮)境内の様子を描き、宝満山の由来 ・古歌を記す。

その周りに応神天皇御産湯益影ノ霊水 ・獅ヶ瀧 ・上宮 ・稚児落及無明ノ橋 ・金ノ鎖 ・上宮日出ノ眺 ・仙

庄ノ書及ピ針ノ耳 ・寵岩 ・弘法大師求聞持ノ法ヲ行ヒ雨ヲ祈リ給ヒシ処「福城ノ窟」 ・剣ノ窟 ・仏頂山

心蓮聖人ノ墓 ・一ノ鳥居及ビ有智山城跡 ・下宮 ・トッコー水 ・鈎ノ窟 ・赤ノ井 ・愛巌神社 ・富士ノ窟 ・

講堂ノ世 ・役行者安置ノ窟 ・吉田ノタ景 ・五百羅漢 ・新宮宝満知光寺及真誉親王ノ陵 ・岩見重太郎剣道

ノ奥儀ヲ授リシ処「豪良谷男女ノ瀧」の 24ヶ所が、名所古蹟として紹介されている。

(2)入峰絵巻

①『明和四丁亥歳宝満派入峯絵巻j]1巻 25.9 x 625 cm 紙本着色 (図 32)

江戸時代 ・明和 4年(1767) 福岡市大悌大国寺蔵

巻頭に明和 4年の春峰入峰の日程が記され、その後に入峰の行列次第を描いている。入峰に参加した

山伏の構成、役職、服装等を知る上で好資料である。本絵巻と同系統の絵巻が久留米市の個人に所蔵さ

れている。本絵巻には

文字の部分はない。人

物の表情など生き生き

としていて絵師の技量

としては大国寺本より

上と考えられるが、模

写していく内に生じる

衣装の色の乱れや人数

の欠落が見られる。〔森

2008J 

②『宝満修験道葛城

入峯之図j]1巻本紙

28. 7 X 410.6 cm 来氏

本着色江戸時代 ・文

化 9年(1812)以降(図

33) 竃門神社蔵(福

岡県指定有形民俗文化

財)

旧修蔵坊佐々木氏よ

り奉納された。本絵巻

と同系統で個人蔵のも

のが二本ある。個人蔵

の一本に「文化九年申

六月吉祥目、何人が描

いたものかは審かでは

図32 W明和四丁亥歳宝満派入峯絵巻~ (大悌大国寺所蔵)

図33 W宝満修験道葛城入峯之図~ (竃門神社所蔵)
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ないが、明治二年春、御一新につき、臨時の葛城峰があり、蓮乗院静寿がこの一巻を貸し、文化年中の

図と柳か替わった所を口授した。その教示によって替わった所を収拾して写したJと端書きがある。本

絵巻が蓮乗院が示したという、文化9年(1812) に描かれた図そのものかどうかは不明であるが、個人

蔵の絵巻と画風が極めてよく似ている。端書きにあるように竃門神社本と個人蔵本とでは描かれた先達

や度衆、新客の人数に違いがある。〔森 2008J

第3項建造物

1 記録類

①『福岡県筑前国御笠郡竜門神社明細図~ (以下『明細図~) 明治中期 書冊(福岡県指定有形民俗文化財)

明治中期の竃門神社の建造物について来歴、寸法等を記す。正面図、側面図、平面図など詳細な淡彩

色図を貼り込んでいる。記載のあるものは、上宮本殿 ・渡り殿 ・拝殿、手水舎 ・石段、神祇殿(中宮 ・

旧講堂)、上之鳥居・石灯龍、 一之鳥居・石灯龍、外宮(下宮)本殿・奉幣殿・奉幣殿左右瑞垣・渡り殿・

拝殿、汐井台 ・手水舎、石瑞垣 ・敷石 ・石垣 ・石段、石鳥居 ・石灯龍、社務所、磐余彦神社、彦五瀬神

社、稲佐神社、三宅入野神社、庫高鵡草葺不合神社 ・照日降日神社 ・式部稲荷神社 ・須佐神社 ・五穀神社、

愛獄神社上宮石殿、愛巌神社外宮、愛巌神社参龍所、愛巌神社石鳥居 ・石灯龍である。

2 神社本殿と上宮社殿について

(1)上宮

「卜部兼文勘申伊勢太神宮神賓紛失事J(図書寮所蔵)長治二年(1l05)三月三日条に竃門宮上宮神殿

焼失の記載があり、平安後期には上宮、下宮の形ができていたものと考えられる。出土遺物の状況から、

山頂では 8世紀から 9世紀に初期の祭杷がおこなわれており、平安時代のいずれかの段階で社殿が成立

したものと考えられる。中世以降の社殿は、文禄二年 (1593) に小早川|隆景が再興。慶安元年(1648)

以後は藩主黒田家が修繕し、安政元年(1854) に黒団長樽が再興していた。その社殿も明治後半に焼失、

大正元年に再興されるも、昭和 27年に再び焼失。現在の社殿はコンクリート造りで昭和 32年(1957)

に竣工したものである。

安政元年建築の上宮殿は『福岡県筑前国御笠郡寵門神社明細図書~ (竃門神社蔵)に図面付きで子細

が記載されており、本殿、渡殿、拝殿(全長 17m、幅 4.2m)、石垣からなる本格的な社殿であり、本殿

は屋根が入母屋造妻入(背面の屋根型式は不明)の三聞社で正面に向拝が付いていたことが知られる。

(2) 中宮

山中の 8合目に中宮があり、寛政9年(1797) の『山中絵図』には中宮には大講堂、神楽堂、鐘楼な

どがあったことが知られる。建物群の草創は磨崖仏の存在より中世に遡るものと思われる。社殿は江戸

期に造立された講堂が「神祇殿」の名称で少なくとも明治 28年 (1885) までは存在し、それは『福岡

県筑前国御笠郡竜門神社明細図書~ (寵門神社蔵)により屋根が入母屋造平入棚葺、内陣、外陣、向拝

を備えた三聞社 (幅 7.2m、奥行き 5.8m、高さ 4.2m)で、あったことが知られる。

(3)下宮

近代に至るまで宝満宮や竃門宮と表記された神社は上宮が本殿であり、山裾の下宮は山頂を遁拝する

拝殿的な機能であったと思われる。江戸中期以降に編まれた『竃円山旧記』には「上宮に対して下宮と

号す。大塔、金堂、鐘楼、大講堂、僧房、食堂、文庫、経蔵、神社伽藍所々其跡猶存せり。大塔輪堂の

跡は心柱の礎に可知。傍に礼拝石と云有り。山上の宮拝する所也」と記載され、伝聞で、は一大伽藍が展
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図 3“4趨門ネ神申宇社土上宮古写真 (昭和 2幻7年以前)

図38中宮神祇殿正面の図 (W明細図m

図41 竃門神社拝殿と本殿 (現在)
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図 35 上宮本殿正面の図 (~明細図~)

図39下宮『風土記附録』のトレース図
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図 40竃門神社下宮 (大正 15年以前)



開していた土地だと説明されている。境内にある下宮礎石がその代表的な遺跡となっているといえよう

か。江戸後期に編纂された『筑前国続風土記附録』には宝満山の絵図が採用されており、江戸後期の下

宮地区の概要を知ることが出来る。それによれば、参道は現在の境内の式部稲荷社近くにある金剛兵衛

の石塔(図中では「紹翁石塔Jとあり)辺りが境内の入り口であり、鳥居を潜ると数段の階段が設えら

れており、坂道の左手に大師堂と祇園社が順に並び、反対の右手には留守坊としての園光院が描かれる。

さらにその奥の最高所に入母屋造妻入の下宮社殿が描かれている(ただしこれは絵葉書の写真から推し

て拝殿が描かれていたものであろう)。社殿は大正 15年(1926)まで保持され、絵葉書などにより写真

でその姿を見ることが出来る。

境内地の近代以降の変遷について、平成24年 (2012)の社務所移転に伴う文書調査によって大正 14

年 (1925)以前、昭和2年(1927)4月、昭和 16年(1941)、昭和 18年(1943)の境内図が発見され

た。これによれば、大正 14年までは江戸時代以来の境内の地形を保ち、参道は現在より狭く直線的で、

現在の式部稲荷社の位置を抜けて境内西側の消防小屋方向に延びていた。下宮礎石建物とは参道を挟ん

で反対の位置にあたる金剛兵衛の石塔のある辺りには民家が数軒建ち並んでいた。下宮本殿と社務所が

建て替えられた昭和 2年までには民家周辺は解消され、斎館も位置が変更されている。現在の式部稲荷

社の位置に石垣が整備され、ここが下宮正面の観を呈すようになった。昭和 17年には下宮礎石建物の

ある位置を含む現在の境内西側の土地が編入された。そして昭和 18年に斎館が現在の位置に建て替え

られ、なによりも幅の広い現在の参道が新規に掘削整備され、駐車場東にある階段と石鳥居を正面とす

る、現在の境内地の形状に至っているようである。そして平成25年 (2013)秋に挙行される予定の開

山1350年大祭に併せて、昭和初年建築の社務所が建て替えられた。

第4項石造物・ 工芸品 ・彫刻

1 石造物

(1)鳥居 ・石灯龍

①一之鳥居 ・石灯龍 (図 43)

山中 2合目にある。花闘岩製の明神鳥居で、円柱を掘立て、貫をつけ、島木は 2個、笠木は 3個の部

材で構成されている。島木は額東の真上で突き合わす。地上より笠木頂部まで 7.1m、地上より貫下端

まで4・99m、柱内法問 4.5m、柱の直径0.8mである。向かつて右側の柱正面に「大且主筑前大守松平光

之公」、側面に「延宝七己未年J(1679)、向かつて左側の柱正面に「謹建立 座主平石坊法印弘有」、左

側面に「仲秋吉祥日平石坊大口西村弥平次」と陰刻銘がある。額束は銘文無し。現在、属額は失われて

いるが、『明細図』によると高さ 4尺 5寸×巾 3尺 2寸の銅額があった。

鳥居両則に建つ石灯龍一対は文化 11年(1814)5月、 10代藩主黒田斉清が造立したもの。

②上之鳥居 (図 44)

中宮跡には2代藩主黒田忠之が寄進した鳥居が倒壊したため、 3代藩主黒田光之が天和3年 (1683)

に再興した「上之石鳥居」と、その向かつて右側に石灯寵があったが、現在は倒壊し、横たわった柱石

に「国家安全万民輿楽祈依座主大越家平石坊弘有 一山衆一同」の陰刻銘が見える。なお中宮跡手前

の浄土院跡に笠木を利用した芭蕉句碑が建てられている。この句碑には寛政 10年(1798)の年号がある。

〔森2000J

③下宮の鳥居 (図 45)

下宮駐車場から最初の鳥居はごく新しい。次の石の鳥居は昭和 3年、炭鉱王麻生太吉が奉献した。い
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ずれも花闘岩製、明神鳥居。同年麻生太吉は、電門神社参拝のため天満宮北神苑から内山に向かう道に

向けてトンネルを、その出口に竃門神社に向けて石灯舘 1対を造立寄進した。

三つめの鳥居は向かつて右柱正面に「安永九年(1780)庚子十一月吉旦加藤一敦奉建」、左柱に「口口

園口昌平 内山口口 ・」の陰刻銘がある。竹田文庫所収の「愚山書簡874Jは、加藤一純が「竃門下宮

鳥居一基」を建立し竹田茂兵衛に銘文を依頼した書簡である。その鳥居がこれにあたるであろう。額

東兼用の扇額に「宝満宮Jとある。地上より笠木頂部まで4・29m、貫下端まで3.01m、柱内法問 2.74m、

柱の直径O.5m。柱は地上部分を円形に造り出し、地下は角石で掘立てである。

『明細図』によると安政7年(1860)11月氏子中が建立した鳥居があったが現在は存在しない。また

この鳥居の前に文化 11年(1814)11月に氏子中が建立した石灯龍一対があったと記されているが、安

永の鳥居の上の石段上に一対で設置されている石灯簡のうち、左側の「奉献 永代常夜燈」と書かれた

石灯龍に「文化Jの文字をかすかに見ることができ、頂部に宝珠を戴く形状からもこれであろうと考え

られる。

登山口の鳥居は、昭和 2年 3月に炭鉱会社「員島合名会社」が建立したものである。

④愛巌山の石の鳥居 江戸時代 ・寛政 3年(1791)

愛緑山上宮の一番手前の鳥居。属額には「飯縄大権現Jとある。向かつて右の柱表に「奉造石鳥居一

基 本願宮司新坊」、左側石柱の表に「発起口口大庄屋水城武/同郡山口村大圧屋/再建/寛政三年辛

亥仲夏吉辰」裏に「御笠郡乙金村大庄屋/高原善太郎美徳/同郡阿志岐村大庄屋平山仙十郎政成/夜須

郡朝日村大圧屋/平山弥十郎保成/御笠郡塔原村大庄屋/石橋徳平次正弥/大石村庄屋/石川口内」と

刻し、御笠郡、夜須郡などの信仰圏が知られる。『明細図』によると、前巾(柱外面より柱外面迄) 1 

丈 l尺 6寸、高さ(笠木上端より地盤石隆起迄) 1丈4尺 4寸とある。なお鳥居の両則に石灯簡 l対が

あるが現在はこの場所には存在しない。

⑤愛巌山の石灯簡3基 江戸時代 ・延宝7年 (1679)寛政元年(1789)

石の鳥居の奥には赤い木の鳥居が三基ありその奥に石垣がある。石垣の左手下に明治 12年 11月の上

宮及び通夜堂再建の石碑が建っている。山麓の大石村の 5人が世話人となり、宰府村 ・原村・吉松村な

どから寄附が寄せられた旨記されている。石垣の上、右手に 2基、左手に 1基石灯龍が建っているが火

袋が失われ、他の石で、補っている。竿石に 1r本道寺村 日永田源作」、 2 r寛政元年己酉三月吉祥日

/鬼木氏Jr奉寄進 志連中/発起原村源之十」、 3r延宝七己羊卯月吉祥日/御笠郡太宰府住/鬼木

源太郎/愛嶺山 御宝前」とある。これらの内いずれかが、前記鳥居横にあったものかどうかは不明。

寛政の年号のある石灯舘の屋根石の宝珠は『明細図』に記された図に酷似するが、竿石の形状が異なっ

ている。おそらく崩壊した石灯鰭を再建した際、組み合わせが違ったものと考えられる。

(2)石塔

①日あけ地蔵台座 鎌倉時代後期 (図 46)

竃門神社参道脇の小高い所にある「日あけ地蔵」には、四十九日の忌明けの日に 1升で49個の餅を

っくり供えるという風習がある。その台座に、各面に直径40.5cmの月輪の中に金剛界四備の究字が薬

研彫りされている。塔身は高さ ・巾ともに 52cm。元来、層塔か宝僅印塔の一部であったものが地蔵の

台座に転用されたものと考えられる。

②碑伝型式板碑(伝金剛兵衛の墓) 鎌倉時代後期~南北朝期 (図 47)

日あけの地蔵堂の左背後にある。蓮華座の上に不動明王の種子を彫るが、党字部分で折損している。

台石からの高さ 163cm、最下部巾 38cm、最大厚 30cm。やや裾聞きの形態を呈する。頂部を山形にし、

3段の水切りを入れる。南北朝期頃、 宝満山に住んだ、刀匠金剛兵衛盛高の墓と伝える。
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板碑の左横にある石碑は、明治 29年(1896)、北海道松前に住む金剛兵衛の末商が夢にJ神告を得ては

るばる尋ね来てこの墓を探し当てた感激のあまり向らその由緒を刻したものという。

[碑文]

〔正面〕金剛兵衛末商先代太次兵衛之碑/祖先金剛兵衛盛高ノ肖像ハ当家楠林家ニ現存ス

〔裏面〕去今元和年問先代太次兵衛青森ヲ経テ蝦夷松前ニ航ス/世々鍛冶業ヲ営ミ系統連綿猶存ス/今

回先代ノ旧地ヲ探検ニ来リ/町長斎藤氏ニ謀リ、金剛兵衛盛高ノ末商ナルコト明瞭ス/此ニ碑表ヲ設ケ

テ大略系譜ノ由緒ヲ知ル云々/明治廿九年一月十一日建之/北海道松前福山/本家楠林氏九代内山治右

衛門同亀三郎 〔森 1975J

③大日如来党字板碑 時期不詳 (図 48)

ひあけ地蔵の右側にある。高さ 180cm、巾 75cm。 自然石を利用した党字板碑。党字は金剛界大日如

来の種子で、字の長さ 90cm。なお東山麓、筑紫野市大石の高木神社(大行事社)にも高さ 153.6cm、

字の長さ 55.7cmのやや小ぶりの同様の板碑がある。『筑前国続風土記附録j](以下『附録j])に「社内に

大日石仏ありJと記すものであろう。

④法華経一字一石埋納石碑 江戸時代 ・延宝 7年(1679)

高さ 159cm、巾 26.7cm、奥行 17.9cm 

ーの鳥居の前向かつて左手にある。石碑正面中央上部に径 13.8cmの月輪に党字(カーン)を陰刻し

その下に「書写大乗妙典一字一石遍昭上人遺跡」、右側に「覚雲宗寿為菩提再興之」、左側に「延宝七己

未年八月時正」とある。

⑤青面金剛石塔 江戸時代 ・元文 5年(1740) (図 49)

東院谷道(通称女道)、福城窟の下、東院谷坊域の入口付近にある。切石の方形台座の上に墓石状の

石碑が立っている。正面に「青面金剛尊」、左側に「元文五庚申年仲夏吉祥日」、右側に「慎首山講中建

之」とある。また横の岩には蓮華座の上に「南無阿弥陀仏」と彫る。

⑥十三仏党字板碑 (図 50)

西院谷の栄門坊墓所にある。高さ 60CIllほどの石面上部に 1つ、下に横371J、縦4列の月輪を彫り、

十三仏の党字を線刻する。上部の党字は虚空蔵菩薩の種子。下部は2害1)ほど土に埋もれている。

なお、近世墓地にある墓石、供養塔については岡寺良の調査報告「宝満山近世墓碑銘にみる墓地と坊

跡の平面構成Jが『年報太宰府学』第5号に掲載されているので、本稿では割愛する。

⑦殺生禁断碑 高さ 160cm、幅 90cm、頂部山型角錐高さ 10cm (図 51)

正面登拝道 5合目の左手岩上に建つ。花岡岩の石柱正面に「殺生禁|新j と刻す。正保 2年 (1645)平

石坊幸重が衆頭になった際、山・里の境界をはっきりさせ、山上を狩猟 ・伐木禁止の立山にしたという

(W竃門山旧記』坤)。本石碑は結界を示す物と思われるが、史料に見えず建立の由来は不明。
③登山道道標 高さ 167cm (含台座)・144.8cm (本体)、巾 35.2CIll、奥行 17.0cIll(図 52)

登山口に立つ道標。花闘岩の石柱頂部を山型に切る。背面は整形されておらずやや膨らみがある。正

面に「是ヨリ登山道 一合目 寄附者博多/金津永蔵」とある。金津永蔵の名のある石柱は、 一合目よ

り小型で、あるが八合目にもある。建立年代は不詳だが、江戸後期と考えられる。

(3)磨崖党字仏

標高 800m付近の中宮跡から少し登った登山道沿いに 4基の磨崖党字仏群がある。『太宰府市史建築 ・

美術工芸資料編』では、中宮跡に近い方から便宜的に 1'"'-'4号仏として説明している。

① 1号磨崖党字仏 鎌倉時代 ・文保2年(1318) (図 42)
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講堂跡後のEの背面にある高さ 5mの巨岩上部に径 80cmの月輪を左右に彫り、その中に五転具足の金

胎両界の大日如来を表す党字を薬研彫りしている。党字の下、中央に「文保二戊午九月上旬」、右に「工

彫藤原贋口」、左に「法眼幸栄十六度」と彫られている。この磨崖岩の前には 2間5尺x2間半、欄葺

の役行者堂があり堂前に護摩壇(円形に整形した岩が遺る)、笈立岩、七大童子の桐があった (W附録j])。
また右下の谷に石灯龍の竿石が倒れた状態であり、真ん中に「役行者石燈龍」、右に「施主大先達法印

亀口口J、左に「寛文九年夷則吉日Jとある。寛文9年は 1669年、夷則は 7月。

② 2号、 3号磨崖党字仏 鎌倉時代・元応元年(1319)元亨 3年(1323)

1号磨崖の向かいの岩壁にある。2号磨崖は径 72cmの月輪が彫られている。中に書かれた文字は削り取

られているが、わずかに痕跡を残していて、左が阿弥陀知来、右が釈迦如来を表す党字と推定される。

その下に元応元年七月十四日という年号が見える。七月十四日は夏峰・大巡行の出峰の日にあたり碑伝

を建てる日である。

2号磨崖の右横の岩壁ある 3号磨崖も径 72cmの月輪が彫られている。党字は明治初期の廃仏按釈の

折り削り取られたものであろうか、完全に破壊されている。月輪の下には元亨三年七月の年号が見える。

『附録』によると「是より下る坂を善哉坂といふ。坂の下に高さ三丈許の大岩あり。十一面観音 ・釈迦・

弥陀・大日四仰の種字を彫刻す。伝教大師の筆といふ」とあり、四つの種字を一体のものと捉えている。

この記述を正しいとし、確認できる党字が阿弥陀如来と釈迦如来だとすれば、 3号磨崖の種字は十一面

観音と大日如来ということになる。両岩にある年号は 4年しか隔たっておらず月輪の大きさが同一であ

るから、最初から一体のものとしてプランされたと考えられる。

③ 4号磨崖党字仏 南北朝時代 ・建武 4年 (1337)

図42 1号磨崖究字仏

司
自

A
A
斗
&



図的 一之鳥居と燈箆 図44上之鳥居 図45下宮の鳥居 (安政9年)

d 

図46日あけ地蔵 図47碑伝型式板碑 図48大日如来板碑

図51殺生禁断碑 図52登山道標
図491奇麗金剛石t答 図50酋龍谷十三仏

図53福城窟磨崖 図54法城窟磨崖仏
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竃門岳裾の旧登山道に、径 58cmの月輪が中央上位に一つ、その下左右に二つ、計 3つ確認できる。

これも削り取られているが、『附録』 には「本社三神の本地仏を表し、弘法大師墨書せられしなり。建

武丁丑四年八月吉日彫刻施主勧進阿闇梨順成と記せり」とある。『市史』では「太宰府馬場 宝満講衆

等十口建武四年八月十日 勧進阿闇梨顕威」と読んでいる。「講衆」や「勧進阿閤梨」がみえ、

当時の宝満山信仰の伝播のあり方が窺えて興味深い。石面中央下方に高さ 55cmの光背状の彫り込みが

あり、像高 35cmほどの座像が彫られていたと観察される。

(4)窟の磨崖

①福城窟の磨崖党字 (図 53)

東院谷道の頂上に向かつて左手上、竃門岳東斜面の福城窟入口上部の岩盤に月輪の中に金剛界大日知

来の種子を薬研彫りする。党字の下に銘文があるが判読できない。

②法城窟の磨崖仏 (図 54)

東院谷の坊跡(冨倉坊・修蔵坊)の奥、頂上から約 150m直下にある東南向きの石窟「法城窟」は「福

城窟」ともいわれ、山内七窟の第 l、また玉依姫の御陵とも言われた。その窟入口に立つ石に地蔵菩薩、

窟内のほぼ中央上面に堆積した岩面に十一面と思われる観世音菩薩座像の線刻がある。いずれも中世の

ものと思われるが、詳細な調査は未調査。

③釜蓋窟 江戸時代 ・享和 2年 (1801)

仏頂山の手前の尾根から左手に、ブナの原生林の中を下った標高 800~ 805m地点にある。窟の北側

岩面に「太宰府 口口中村入道了保Jr干時享和二年壬成 四月仏生日J、右側に七つ党字が彫られて

いたらしい跡と「宝満宮Jと読める刻字がある。

(5)記念碑 ・詩碑 ・歌碑

①十三仏磨崖 江戸時代 ・貞享 3年(1686) 

座主跡キャンプセンターの水場から、尾根に向かつて少し登った右側の岩に、天蓋の下に蓮台にのっ

た十三仏の究字が彫られ、その下に、貞享三年 (1686) 四月の年号のある銘文が記されている。下に刻

された銘文の右側には平石坊の来歴を記し、左側中央には「伝燈大先達法印喜多院弘有再興」、その左

右に山門(聖護院)において門跡道晃親王に拝謁し、権大僧都に再任されたことを記している。平石坊

弘有は、戦乱に荒れ果てた宝満山の再興に奔走したこの山の座主であり、近世に於ける宝満山中興の祖

とも言うべき人物である。この十三仏党字磨崖とその銘文は、 一山再興なり、弘有が栄達を極めたとき

の記念碑といえる。

②玉依姫偏煩 江戸時代 ・文政 2年(1819)

玉姫降神則山谷鳴震動/心蓮登座則天華飛績紛

山頂を目前にした右手の岩、馬蹄岩に彫られた祭神玉依姫を頒える偶煩。偶 ・書ともに博多聖福寺

123・125世住職仙庄義党の作。仙庄は白隠、良寛と共に「江戸時代禅林三僧」と称された僧である。

馬蹄岩は、玉依姫が示現した時騎っていた龍馬の足跡が遣った岩という。

③仙竃岩及び亀岩銘 江戸時代 ・文化 13年 (1816) (図 55)

9合目にある竃門岩は、竃門山の名の由来とも言われる三石が鼎立した岩である。信仰上重要な岩で

あったが、その一石が倒れ永らく苔に埋もれた状態であったものを、文化 13年4月に再興したもの。

岩面に「仙竃 仙庄書Jと刻する。その左手の「亀岩」と呼ばれる岩の腹に下記のような陰刻があり再

興の経緯を知ることが出来る。

是竃石之ー而 昔時鼎立者也/近世願覆苔蘇埋之/人不知其為霊石/今蕊文化十三年四月/

座主信雅起之 復鼎立之爾云/施主福岡高町住魚屋武四郎/撰次宿坊 仲谷坊良恭 〔森 1975J

qペ
U
A
吐
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図56山頂礼拝右「肇祉」

図57怒門山碑 図 58歌碑

図59宝満山修験道復興之碑
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④山頂礼拝石刻字「肇祉J 近代・大正 2年 (1913)5月9日 吉嗣拝山喜 (図 56)

宝満山山頂にある通称礼拝石といわれる花開岩に「肇祉」と大書し、その右側に「大正二年五月 拝

~iJ Jと刻す。吉嗣拝山は太宰府住の文人画家。竃門神社の官幣社昇格に先駆的な役割を果たした。

⑤竃門山碑 近代 ・大正 12年 (1923)5月 (図 57)

中宮跡に建つ。台座に、当時の寵門神社宮司大久保千濡が撰し、太宰府神社主典宮垣暢丸が書した宝

満山の自然と竃門神社の由緒を讃える銘文と、浄財を寄せた 120名の名が刻されている。

[碑文]竜門山は海抜三千尺雲霧深く覆ひ/畑気常に絶えす故に此称あり月IJに/宝満山とも謂ふ危巌怪

石口口威す/形勢雄大古今春の花秋の紅葉を以/て特に其名高く山上の口望広聞に/して千里の雲山河

海に一昨の聞に/緊むるの妙景真に海西の鎮と唱え/ける竃門神社は斯の崇高秀美なる/霊域に鎮座せ

られ皇祖神武天皇/の御母玉依姫命を奉把し創建は/遠く天武天皇白鳳二年に属す歴/代朝廷の御崇信

篤く延喜式には名/神大社に列し嘉承元年正一位を授/けられ九国の総鎮守と尊称せらる/明治廿八

年官幣小社に御昇格仰出/されたり斯の山の雄勝と共に威霊/千古に耀き徳沢高方に遍しH意成哉 〔森

2000J 

⑥歌碑 高さ 281cm、最大幅 193cm 近代・昭和 15年(1940) (図 58)

紀元 2600年記念事業として建立された『拾遺和歌集』所収の宝満山を代表する歌の歌碑。揮竃は文

学博士尾上八郎(柴舟)。

{碑面]筑紫へまかりける時/かまと山のもとに宿りて侍りける/道つらにはへりける木にふるく/書

きつけてはへりける/春はもえ秋はこかるるかまとやま/清原元輔/かすみも霧もけふりとそ見る/文

学博士尾上八郎書

⑦宝満山修験道復興之碑 現代 ・平成元年 7月 自然石 ・一部整形 縦 188、横 310cm (図 59)

下宮参道右手に立つ。昭和 57年、開山心蓮上人の 1300年遠忌に入峰 ・採灯護摩供が復興した事を記

念して平成元年 7月に建立。正面上部に宝満山修験会西高辻信良会長(太宰府天満宮宮司 ・竃門神社宮

司)の揮事で「宝満山修験道復興之碑」とあり、その下に縦 7口1.5X横 178c佃mの整形をした面に復興を

記念してつくられた琵琶歌「竃門山Jの歌詞が作詞者で

歌の作曲は筑前琵琶旭会会長中村旭園。裏面には復興に関わった宝満宮竃門神社前宮司西高辻信貞 ・福

衆金剛院阿闇梨正大先達大僧正玄澄等 50人の名が刻されている。

(森弘子)

2 彫刻類

(1)寵門三神坐像(福岡県指定有形民俗文化財) (図 60)

竃門神社の神殿に杷られている神像。二躯は高貴な女性の姿で、 一躯は衣冠束帯姿の貴紳。それぞれ

顔と体を真っ直ぐ前に向け、静かに威厳を示している。二躯の女神像のうち、三躯の中心に把られる像は、

玉依姫命である。像高は 30.5cm。右足を前にはずしながら安座し、両肘を屈して手先を挙げていた様子。

その左側に坐すのは神功皇后。像高は 29.9cm。ふっくらとした面部は、玉依姫命よりもやや年嵩と見

える。玉依姫命の右手に坐す男神は、応神天皇である。像高は 35.3cm。立躍の冠をかぶり禍を着ける

姿で、 面部はやはりやや年嵩と見え、引き締まった一段と威厳のある表情をしている。構造は三躯共に、

針葉樹材を用いた一木造。膝前は別材とし、玉依姫命像は両前牌を含む手先を、神功皇后像は手先を含

む両袖口を、別材としていたものだと看取される。神功皇后像、応神天皇像は膝前を亡失し、玉依姫命

像、神功皇后像は、それぞれ別材製の手部を亡失している。やや大振りな頭部と、首が短く、安定感は

あるが肉づきの抑揚の少ない体など、頭体の比例や体型等を見ると、室町時代の風が感じられるものの、

面貌には江戸時代の明瞭さに通ずるものも感じられるようである。慶長 2年(1597)の小早川隆景によ
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る社殿復興時に制作された可能性が指摘されている。また、玉依姫命像には背面から制りが施されてお

り、納入品が存在した可能性が指摘されている。神像の聖性を増すための、聖なる品が納められていた

ものでもあろうか。

(2)木造狛犬(竃門神社) (福岡県指定有形文化財彫刻) (図 61，62)

向かつて右が開口する阿形、左が閉口する昨形となる、一対の木造狛犬である。ただし昨形頭部には、

角形の柄穴があって、こちらは頭頂部に角を有する狛犬として造像され、阿形の方は獅子で、あって、そ

もそもは獅子狛犬の一対として造像されたことが知られる。顔を振っているために、体の側面が正面か

ら見える姿で構えている。阿形像高87.5cm、昨形像高87.3 cm。樟材を用い、頭体の幹部は一材から彫出し、

これに一材よりなる前足を、それぞれ矧ぎ寄せている。なお体幹部については、 一材より彫出している

ものの、鋸を用いて左右に二分して平撃にて内剰を行った後、矧ぎ寄せるという構造をしていることが

指摘されている。大きく寸胴に伸びた胴体に、やや扇平な頭部をいただく姿は、守護獣の迫力の中にお

おもかな趣もあり、室町時代の作だと看取される。昨形胎内胸部に、「永禅作者」の墨書があって作者

が知られるが、この人物は、同じく竃門神社にのこる、文明 3年(1471)の年紀をもった獅子頭の眉に

も、「江州永禅」としてその名が見えている。これにより、本狛犬もその頃の作であろうことが推定でき、

九州で造像に多用される樟を材とすることと併せ、製品が送られてきたのではなく、近江からきた工人

が、当地にて造像したことを知ることができる。

(3)獅子頭眉(竃門神社) (福岡県指定有形民俗文化財) (図 63，64)

樟材を用いて造られており、右眉は縦 5.2cm横 20.0cm厚 3.9cm、左眉は縦 5.5cm横 20.0cm厚 3.9cm

を測る。これは、『福岡県地理全誌』に、「神宝ニ木ニテ刻メル獅子頭アリ。空自主。其両眉ノ稜骨ノ所ヲ

開闇ス。裏ニ銘アリ。宝満下宮太宰少武殿御代江州永禅作文明三年辛卯六月七日歳五十二史卜誌セリ。」

として紹介されている獅子頭の、眉にあたると思われるものである。というのも眉裏面にある墨書銘が、

右眉裏で「文明三年Z六月七日永禅作/歳五十二鹿」、左眉裏が「宝満下宮大宰少武殿圃口口/江州永禅」
と、記載によく合うこと、そして法量も適当であることによる。この、文明 3年 (1471)に少弐政資の

関わりのもとに近江の永禅が造った獅子頭の、本体は失われているが、造像の時期や場所、関係者や工

人の名前まで備えた、簡潔ながらに重要な情報を押さえたこの銘文、およびそれが記された眉が遺され

ていることの意義は大きい。

(4)石造獅子(福岡県指定有形民俗文化財) (図 65)

石造と称し菊目石製だと しているが、この菊目石とは、造礁珊瑚の一種で暖海に産する、キクメイシ

科のサンゴの遺骸のことである。やわらかい菊目石から彫り出したこの獅子は、現状で総高 23cm長さ

31. 7cmを測る小像で、台座の前方下半と両前足を欠失しているものの、破損前の写真を見ると、左前

脚を台座に突っばって上体を支え、右前脚は、台座に置かれた長いリボンがついた留を押さえる、とい

う姿をしていたことが分かる。いわゆる玉取獅子で、どこか犬を思わせる日本の獅子狛犬とは異なる獅

子らしい面貌表現をはじめとする、頭体部の表現にも鑑みて、中国からもたらされたものだと判断され

る。『竃門山旧記』の寛永 18年(1641)の火災後の記事に、「石之獅子珍奇之宝物也」とあるものかと推

察され、そうであるならば、造像は明時代に遡り、中世には山にもたらされていた可能性を想定するこ

とができる。

(5)地蔵菩薩立像(北谷地蔵堂) (福岡県指定有形文化財 彫刻) (図 66)

円頂で、右手に錫杖、左手に宝珠をもち、蓮華座上に立つ。着衣は、下半身には裳を、上半身には、

右肩を覆う衣、左肩を覆う衣を着けた上に、円形の環をもった袈裟を着けているものと見えるが、背面

から見ると、上半身には通肩に大衣をまとっているものと見える。像高 126.2cm。頭体を通して、幹部
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は針葉樹のー材より彫出する。内引は施さない。彫眼。両手先別材。右肘から先、左袖の内側には、別

材を矧ぐ。地着から 11cmの高さまでは別材。裾の左右と背面にも、別材を舟|し、でいる。肉身部には漆

箔を施し、着衣部は部分的に紙貼りした後、白色顔料下地を施し彩色する。台座は、前後二材の木塊か

ら彫出し、彩色を施す。頭体の幹部以外、つまり別材製の部分については、概ね全てが後補と見られる。

また像の前面は肉づきが平板で、彫口が硬く単調であるが、これは前面がし、ずれかの修理の際に、彫り

直しがなされているからだと看取される。前面と背面の服制の不整合も、この彫り直しによるものだと

理解される。前面や地着などは、かなり朽損が進んでいたものであろうか。背面や側面によくのこる、

当初部の力強し、抑揚をもった肉づきや、 比較的深く鋭く厳しい衣文の彫口などの表現と、 一木造で内引

を施さない構造技法に鑑みて、造像は平安時代、 10世紀に遡ると考えられる。

(6)神将形立像(北谷区) (図 67)

兜をかぶり、眠目で閉口、着甲して立つ神将形の像。現状像高 65.5cm。針葉樹材を用いた寄木造の

像で、頭体の幹部は、前面一材、背面一材の二材よりなり、これに両肩先や、右大腿部外側等を、矧ぎ

寄せていたものだと看取される。像内には、痕跡が最大で幅 3cm弱を測る丸撃で、内引を施している。

ただし、部材の中で現状のこっているのは、体幹部の前面のみである。頭部が体部に比して小さく、盆:

怒の表情を浮かべる丸い顔には静穏な趣が漂い、体部は抑揚すくなくすらりと伸びて、下半身をゆった

りと動かしながら穏やかな体勢を見せている。このような様子は、寄木造という構造共々、平安時代後

期、 12世紀の仏像の特徴をよく見せている。

(7)天部形立像(北谷区) (図 68)

朽損が進んでいるものの、高く警を結い上げ、着甲していたものかと看取される。尊名は不詳ながら、

天部に属するいずれかの尊像だと思われる。現状像高 57.3cm。構造としては、頭体の幹部を、内剰も

施さずに針葉樹のー材から彫出し、両肩先を矧ぎ寄せていたものと看取される。その別材製の両肩先を

亡失し、両膝下は朽ちて失われ、表面も朽損が進んではいるものの、肉厚な体つき、大腿部の充実した

張りなどは、構造共々平安時代前期の作例に通ずる古様さをもっ。しかし、穏やかな体勢や、朽損のた

めだけではなく、当初から比較的総じて浅いものであったと看取される彫口は、平安時代後期のものと

見え、古式古様をのこす当該期の作例であると判断される。造像は 11世紀であろう。

(8)陶製獅子(北谷区) (図 69，70) 

色鮮やかな陶製の獅子一対で、平面が長方形をなす厚い台座の上に坐り、片方は長い飾り帯がついた

置をとり、もう一方はかつては子獅子を抱いていたものと推定される。共に額に「王」の字を書き、閉

口し、鈴や房飾りがついた首輪を着けている。台座には、長辺側には太湖石を中心に配した花鳥図が、

短辺側には文房具の類が描かれている。技法としては、厚さ 1cm程度の中空の部材を張り合わせて獅子

の姿を形成したのち焼成し、絵付けをしてさらに焼成しているものだと見受けられる。子持玉取という、

中国で一般的な姿をしていること、黄、緑、紫、白を主体とする彩り 、その他描き出された図様に鑑み

て、制作は中国であると判断される。類例を探索しそれと比較しながら位置づけを定めることは、今後

の課題であるが、明時代から清時代にかけてのいずれかの時期であろうと考えられる。

(9)聖観音坐像(柚須原観音堂) (図 71)

『筑前国続風土記附録』をはじめとする地誌の類には、柚須原村の観音堂に、「康永三年二月二十二日

施主各信男信女為息災延命為五穀成就現当二世諸願成就観世音菩薩坐光奉再興者也」などという胎内銘

をもっ観音像が存在していることが記載されている。現在観音堂に安置されている聖観音坐像は、江戸

時代に捕われた光背裏に「筑前御笠郡油須原村観音之荘厳坐光厨子新奉再興施主村中 /里長谷氏和田氏

原氏炭原氏伊藤氏鳥海氏松名園氏鹿嶋氏比原氏大田氏 /諸嶋氏森書各姓名市奉納像中也井心経一巻/音
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元禄巳卯十二年二月三日為成信縁記之 /戒壇院慧燈諦依JI本尊像内記録云 大悌工京都住照暁/

一康永三年二月廿二日為息災延命諸願成就観音之 /奉光坐仕以上雄有施主姓名文字不分明也 /ー慶長十

年八月十二日津園上田藤三郎同室奉彩色 /也己上Jとあることから、地誌に見える件の像だと考えるこ

とができるものである。像は、像高 51.3cm。針葉樹材を用いた一木造の作例である。頭部には内剰を

施さず、体部は底面をのこしながら背面から内剰を施して背板を当てている。構造としてはかなり古式

であるが、やや下ぶくれで頬の長く感じられる顔立ちゃ、猫背の体型などは、中世のものだと看取され、

康永 3年の銘文に見える再興は、再興造像を意味するものと判断される。1344年に造像されたと推定

される、中世の貴重な基準作で、ある。なお台座には、 三つの修理銘がある。一つは江戸時代の墨書で、

「山城国愛宕郡京大仏師義尚」とあるもの。あとのこつは近代以降の墨書で、一つは、「普照山本行院住

職権大僧都藤野賢児四十一才Jが中心となり、地元住民が修理した時のもの、そしてもう一つは、昭和

6年(1931)に、「油須原区氏子」が合力して修理した時のものである。

(JO)銅造菩薩形立像(文化庁) 国重要文化財 (図 72)

内山の宝満山 A経塚から、銅製経筒と共に出土した。鏡山猛氏が、発見当時に居合わせた人物から得

た聞き書きによると、太宰府天満宮から竃門神社に至る道の左手、標高 190mの小山の頂が出土地であり、

やわらかい岩盤を井戸状に掘り下げた大型竪穴の底に経筒があって、その側の平瓦三枚で、囲った中から

見出されたという。総高 20.6cm像高 17.6cm。ずしりと重くムクの鋳造かと思われ、随所に鍍金が覗い

ている。像は、日月と見える形を頂いた山型の冠をかぶり、腹前で宝珠を持するように手を重ね、反花

座に直立している。前面から見ると上半身には、板状の胸飾を着け、左肩を覆う衣を着け、下半身には

裳を着けていると見えるが、背面から見ると、下半身には裳を着けるものの、上半身は裸身のように見

える。天衣が背面上部を覆い、胸脇を通って膝前を Uの字型を呈して渡り、左右それぞ、れの前鱒にかかっ

て体側を鰭状に垂下して、台座側面にまで至る。像の正面観の左右相称d性や手の構え、膝前や体側の天

衣の概形、背を反らし腹部をつき出し気味に立つ、奥行きの薄いしなやかな「く」の字形の側面観など

は、飛鳥時代の仏像に通ずる。ただし、下ぶくれの丸顔に刻まれた沈んだ表情や短い首、簡略化された

表現や、服制の不整合などが、地方作のゆえか時代が降るゆえかで議論があり、造像時期については定

まっていない。とはいえ概ね諸説平安時代初期までには収まっていて、当地における金銅仏造像の早い

頃の様相を考えるにあたり、きわめて重要な存在であることは間違いない。

(11)銅造菩薩形立像(太宰府市蔵) (図 73)

内山字南谷から出土した。総高 10.5cm像高 8.9cmを測る銅像で、錆に覆われながらも鍍金がのこっ

ているのも垣間見える。自然科学的な分析の結果によると、材質はほぼ純銅に近いものであるという。

大きく丸い警を結って、 三面冠を戴き、天衣をまとい条南を着け、下半身には裳を着ける。童子を思わ

せる丸顔に、微笑を浮かべるようにしながら、力みのない細身の体で、台座の上に真つ直ぐに立ってい

る。造像は飛鳥時代後期ないしは奈良時代、 7世紀末から 8世紀にかけてだと考えられている。ただし、

出土したのは近世以降の堆積土の中からということで、造像されて以来、長らく伝世していたことが窺

える。

(12)銅造如来形立像(太宰府市蔵) (図 74)

内山の、宝満山頂を良好に仰ぐことができる場所にある、堂社の跡から出土した。ここは最澄が建立

を発願した、六所宝塔の故地ではなし、かと考えられている所である。総高 12cmを測る像は、厚く緑青

に覆われているものの、頭部に肉警をもち、右手は挙げて左手は下ろし、台座の上に直立する姿は、如

来のものである。鋳造はやや組く細かな繋が入っていることが看取され、緑青の聞からは、単純な浅い

陰刻線状の衣文表現が窺えて、鋳造技法は簡素で、表現は簡潔なもので、あったらしい。それらを承けると
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制作の時期は、ずんぐりとしていてやや頭部をっき出し気味にする体形や体勢と併せ、平安時代前期あ

たりが穏当かと思われる。ただ確定には至らず、さらなる古仏ないしは朝鮮半島製の意見もある。

(13)銅造仏手(個人蔵) (図 75)

宝満山山頂付近の岩場から見出された。仏像の右肩から先にあたり、天衣の表現が確認できる事、未

開蓮華を伴っていることから、菩薩像の一部であることが推定できる。仏手は銅製鋳造で、緑青に覆わ

れた中に鍍金痕が確認される。体部への接合は肩の内側に突出した蟻柄による。肩から肘までの寸法が

8cmということで、小型の作例ではある。しかし、第一指と第三指は捻じながら、しなやかな動きを見

せる優美な指の表現、肩から上鱒にかけての、なめらかで穏やかな丸みなどは、洗練された気品を感じ

させる。上宮付近に美しし、小金銅仏が安置されていたことが知られる。一小部材から制作の時期を判断

することは困難であるものの、従来平安時代末から鎌倉時代半ばまでの範囲に収まると考えられている。

ここでもそれを支持するが、その穏やかさ静けさ優美さは、その範囲の前半にまで絞り込んでも、領か

れるのではなし、かと感じさせるものを見せている。

(14)薩摩塔 (図 76)

薩摩塔とは、昭和 33年 (1958)に、薩摩で初めてその存在が認識されたことからその名がある石塔で

ある。その姿は基本的に、木造須弥壇を模した下半に、壷型をした塔身を据え、反りが強し、屋根がのる

というもの。現在は薩摩にとどまらず、平戸周辺や福岡平野周辺などからも見出されており、むしろ西

北九州を主たる分布域としながら、九州|の西側にのみ存在が確認されている。その制作は総じて、 12

世紀から 14世紀にかけての中国だと考えられている。本塔は、神仏分離に至るまでは、 宝満山中に所

在していたと伝えられている。『筑前国続風土記附録』に、竃門岩の側にあるとして、「火焼皇子の桐、

三重の石塔あり。塔の四面に仏像を彫刻せり。問 と」として見えている石塔が、それにあたるかと考

えられているものである。総高は 48.5cm。石材はやや赤みを感じる徴密で重い石材である。薩摩塔の

中にあって、塔身の平面形状が円形ではないこと、屋根が板状であることなどは異質であるが、尊像表

現は首羅山遺跡に 2基あるうちの西側の塔に通じており、それと同じく 13世紀半ば頃の中園、南宋時

代の制作であろうと推定される。

(井形進)
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図60竃門三神坐像

d 

図65石造獅子

図63獅子頭眉 (右・表)

図64獅子頭眉 (左・表)

図66地蔵菩薩立像 図67神将形立像 図68天部形立像

図71聖観音坐像図 72銅造菩薩形立像図 73銅造菩薩形立像

図 74銅造知来形立像
図75銅造仏手

<W宝満山の地宝~ 1982より転載)
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図61木造狛犬 (阿形)

図62木造狛犬(昨形)

図69陶製獅子 (左 ) 図70陶製獅子 (右 )

図 76薩摩塔

第5項考古資料

1 上宮地区出土遺物 (図 77)

宝満山の山頂は標高 829.6mであり、花開岩の露岩で構成される。長年の人の営為により約 100rrfの

南北に長い平場となっている。遺物は上宮社殿のある東崖に集中し、博多湾側を望む西崖でも若干出土

している。

・施柏陶器(奈良三彩、緑柚陶器)

奈良三彩と思われる小査の口縁部と底部片、縁紬陶器は罫と近江産と見られる坪ないし皿の底部片と

口縁上面が平坦な査、透孔部分の可能性のある香炉の蓋片が出土している。この他に灰軸陶器片の出土

も報告されている。三彩の小査はやや黄味を帯びた白色の胎土であり、口縁や胴部の形状や胎土などか

ら8世紀後半から 9世紀前半の所産のものか。宗像沖ノ島との祭把具の共通性を考える上で重要な遺物

である。

-土師器、須恵器

採取された遺物の 9害IJ近い遺物が土師器の杯であり、かつて存在した東崖の石棚上にあった遺物包含

層の大半を占めていた。しかもほとんどのものに灯心や油煙の煤が見られ、灯火具として使用され、廃

棄されたものと考えられる。遺物は 8世紀中頃以降の土師器の坪、皿、蓋と須恵器の坪 a、坪 c、長頚童、

壷などが知られている。土師器には坪の底に「岳J["大J["東J["福J["井J["廿J["上口J[" J 11口」 や記号

の墨書をしたものが含まれている。古代の土器類は8世紀に始まり、 9世紀前半のものが主体となるが

その後の遺物は激減し、 一部 10世紀の黒色土器を含み、古代後期の土師器丸坪、糸切りのある土師器

の杯皿類が少量見られる。土器類ではこの他中世の瓦質火鉢や中国陶器の壷または水注や経筒片、近世

陶磁器などが見つかっている。経筒片は上宮背面の岩の割れ目からも採取されている。

・皇朝銭

「和同開賓J["万年通賓J["神功開賓J["隆平永賓J["富寿神賓J["承和昌費」の皇朝十二銭と江戸期の「寛

永通宝」が採取されている。初鋳年が「和同開賓」が和銅元年 (708)であり「承和昌賓」が承和 2年 (835)

であることは土器の出土傾向に合致し、このことから上宮での祭杷が遣唐使の入唐との関わりがある国

家的な祭杷であるとされている。

-金属製品

山頂域からはかつて銅製儀鏡(円形、方形の二種)、金銅製仏像の手(未開蓮華の持物あり、平安後期か)、

掛仏の尊像、光背、華瓶、花の各部位、銅板板切抜仏(室町時代)、風鐸、独鈷杵、鈴、飾金具、鋲釘、

小銅鐸、銅製香炉蓋(近世)、銅津(火災などの被熱による製品の溶融物)、模造鉄斧などが出土してい

る。ほとんどが東崖での出土だが模造鉄斧は西側の稚児落としでの採取である。

2 竃門獄祭杷遺跡出土遺物

.土器類

竃門獄は山頂の南の標高 798mの3つの花嗣岩の巨石からなる露岩の嶺であり、「竃門岩」や「仙竃岩」

など呼ばれ山中の霊所として近世まで保持されてきた。ここからは須恵器杯、土師器杯 a、椀 c、皿a、輩、

黒色土器B類、緑紬陶器片と玄界灘式製塩土器の聾が複数出土している。この聾も沖ノ島 1号や 5号遺

跡で出土しており、その関係が注目されている。遺物の時期は 8世紀後半から 9世紀前半が主体で一部

に 10世紀のものが見られ、山頂での傾向に似ている。
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3 辛野祭杷遺跡、出土遺物 (図 78)

山頂西側の標高 400m付近にあるわずかな尾根が祭肥の場として利用されている0

.土器類

土師器には杯 a、都 c、坪 d、椀 c、皿 b、蓋 c、蓋b、小高杯、鉢、鉢(香炉)、聾a、玄界灘式製塩土器輩、

焼塩査などと多彩である。須恵器は蓋a、蓋 c、小坪 a、杯 a、均二 c、皿a、鉢 a(鉄鉢型)、壷a、査b、壷 d、

華瓶形小査などとこれも山頂部出土品より多彩である。時期は 7世紀後半から 8世紀のものが主体で、

一部のものが 9世紀初頭頃を下限とする。大宰府政庁第 I期に遡る遺物の存在は貴重である。墨書土器

には「神Ji寺Ji蕃Ji論Ji大Ji奉Ji口識Ji甲Ji有Ji知孝Ji豊Ji財Ji相口Ji十」などがある。

遺物の中に香炉や鉄鉢型土器が存在し、「寺」銘の墨書があることから仏教の影響がみられる。「蕃」の

文字は蕃客や蕃夷の意が連想され、ここでの祭肥が大宰府政庁の成立と連関し、国境を意識したもので

あったことを示唆している。

-金属製品

「神功開賓Jと「富寿神賓」の皇朝銭が出土している。このほか被熱した帯金具片、鉄小万、鉄鋤などがある。

4 下宮地区周辺 (図 79，80)

現在の竜門神社のある標高 150mを前後する大字内山では以前からの採集品に加え、近年の発掘調査

により 7世紀後半以降の須恵器の蓋、 8世紀前半から後半にかけての須恵器杯c、葦 c、鉢 a(鉄鉢形)、

華瓶形の小査、円面硯、などの在地産の土器類に加え、新羅系須恵質土器の査、緑紬陶器壷などが見つかっ

ている。瓦類は平安期の格子目の叩きのある瓦類が大半を占めるが、奈良時代の鴻臆館系の軒丸、平瓦

と都府楼系鬼瓦片が採取されており、同時期の堂社があった可能性を示唆している。鬼瓦は大小 2種が

あり、小型のものは9世紀に下る可能性がある。平安時代の瓦は叩き目の分析から時代は9世紀後半か

ら11世紀に及び、供給元は安楽寺や観世音寺、平井などの各工房を含んでおり、太宰府地区の広範囲

から集積されたものがもたらされた可能性がある。

5 山中祭杷遺跡出土遺物(本谷 l号、愛巌山南 l号、 2号、大南窟、後田、水上大谷尾根、

仏頂山東、東院谷地区) (図 78)

この他、山中では数カ所で古代を中心とする祭杷に係わると考えられる遺跡、が見つかっている。妙見

原遺跡(標高 275m)は大字内山の推定宝塔跡の足下にあたる平地で、ここからは8世紀後半頃の土師

器、須恵器、製塩土器と 10世紀頃の瓦類が出土している。ーの鳥居東遺跡は大字内山の登山道脇の平

坦部にあり、 8世紀後半頃の土師器の聾、皿、須恵器の長頚壷、杯、皿、円面硯、製塩土器の聾と坪が

出土している。本谷 l号遺跡(標高 350m)は大字内山の鳥越峠から 300m下った太宰府側の斜面にあり、

8世紀の土師器、須恵器、製塩土器の聾と杯、 10世紀頃の黒色土器B類が出土している。愛撮山頂は宝

満山の別峰ともいうべき標高 432mの峰で、愛緑山南 1号遺跡は山の南斜面中腹(標高 345m)の大字大

石字水上にあり、 8世紀から 9世紀代の土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、灰軸陶器、瓦類が出土

している。土師器坪には「寺」銘の墨書土器がある。黒色土器A類の椀は 4個体以上重ねられた状態で

出土している。愛巌南2号遺跡は大字大石字水上の標高 285mの花闘岩の巨石がある辺りにあり、 8世

紀後半から 9世紀代の土師器、須恵器、黒色土器、製塩土器、平安後期の白磁、鉄器が出土している。

土師器には「門」の文字のある墨書土器がある。大南窟遺跡は宝満山の南側の急斜面中にある此立す

る巨岩に形成された窟の遺跡であり(標高 515m)大字大石字水上に位置する。窟の下方から土師器輩、

短頚査、郎、皿、鉢、須恵器杯 c、蓋 c、皿 a、鉢 a(鉄鉢形)、壷 aX b、華瓶形小壷と皇朝銭「神功
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図79 奈良時代の下宮地区出土遺物
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開賓」、滑石片、中国陶器壷他が出土している。遺物は 8世紀を中心に 12世紀までのものがあり、中国

陶器は先の尖った紐のある経筒の蓋を含んでいる。水上大谷尾根遺跡は山頂から南東に下る尾根筋の標

高 615mの地点の巨石が地盤に覗くわずかな平坦地にあり、土師器の杯 d、移動式竃、製塩土器坪、須

恵器の皿aが出土している。後田遺跡は標高 868.7mの仏頂山の南 100mの巨石がある平坦面、大字本導

寺字後田に位置する。 8世紀代の土師器の杯、皿、蓋、輩、竃、須恵、器の杯、蓋、皿、壷、護、黒色土

器の郎、製塩土器が出土している。土師器には「篠口」 や螺線記号の墨書がある。仏頂山東遺跡は頂き

の東の標高 860mにあり、 8世紀の土師器皿、聾、須恵、器、製塩土器聾が出土している。また、東院谷

地区は筑紫野市大字大石字水上の標高 750m付近にある近世の坊跡として知られ、古代から近世に至る
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『宝満山遺跡4J2∞5太宰府市教育委員会所用第 127図に加筆

平安時代の下宮地区出土遺物
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までの遺物が採取されているが、近年の集中豪雨により新たに 7世紀後半以降の須恵器の葦、 8世紀前

半の須恵器杯 c、8世紀後半の土師器の杯 a、鉢、香炉形土器、須恵、器の小童、 12世紀以降の中国陶器壷、

14世紀頃の龍泉窯系青磁査、 16世紀頃の瓦質火鉢などが発見されている。7世紀後半に遡る土器は東

院谷地区のほか下宮地区、辛野遺跡でも確認されており、山での祭聞が開始された時期を考える上では

重要である。

5 経塚出土遺物 (図 81)

• A経塚(外容器、経筒、小金銅仏、陶磁器ほか)国重要文化財

大字内山と大字太宰府字冷林(ひえべし)の境にある標高 193mの独立峰の頂部で昭和初期に盗掘さ

れた経塚で、平成 17年度に太宰府市が再調査をおこなった。山頂部の露岩脇に直径1.2m、深さ1.7m 

の穴を穿ち、底に平石を据えてその上に瓦3枚で、囲った中に小金銅仏、それに並んで中国陶器の壷の口

縁部を欠いたものを外容器とし四王寺型の銅製筒型経筒を入れて白磁V類椀で蓋をして平置きし、白磁

の皿、小壷、銅製の鈴などを入れ、周りを木炭で、覆って埋め、表面を河原石で、覆って枚納していたもの

である。仏像は飛鳥様式を持つ後代の作とされている。この他、この岡の頂部では奈良時代の須恵器の

坪 c、蓋が複数出土している。

. B経塚(瓦、経筒)

筑紫野市大字原宇山崎の正陵上で発見された経塚で、発見の詳細は伝わっていない。遺物は瓦3枚、

紙本経残片、軸木、理唱のある蓋を持つ四王寺型の銅製経筒で、筒の外面に釘書きによる天永元年 (1110)

の年号を含む銘文がある。銘文には肥前松浦の藤原家出身の僧観尊が大南毘沙門堂に数ヶ月龍もって法

華経を書写し、父母や妻子の現世での安寧と後生の菩提を弔い利益を請う内容が記されている。経筒の

形状から A経塚とはそう時期差のない問で形成されたものと思われ、当該時期の宝満山山裾で展開して

いた宗教活動の具体相が知られる貴重な資料である。
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第6項民俗資料

1 福岡県指定有形民俗文化財

竃門神社所蔵文化財の内、黒田忠之寄進の鏡二面が「党字文神鏡」として昭和 37年 2月 20日、福岡県

の有形民俗文化財に指定された。その後、平成23年3月 18日、「宝満山山岳信仰関係資料」と名称を変更、

寵門神社所蔵の 305点を追加し、総員数 307点が有形民俗文化財として指定されている。

内訳は、①信仰資料lこA神体・偶像類 27点(既指定2点を含む)、 B神事・仏事用具 55点、 C紳札 ・

護符類 15点、 D奉納 ・祈願品類似点、 Eその他の信仰関係資料 27点、②その他、 A記録類 89点であ

る。次にその主なものについて記す。

①A神体 ・偶像類

(1)銅鏡4面

竃門神社の祭神三神をあらわす銅鏡は、寛永 18年(1641)2月の火災から時をおかず、 2代藩主黒田

忠之が同年 3月に寄進した鏡3面と、3代藩主黒田光之が寛文 12年(1672)1l月に寄進した鏡3面があっ

た(i宝満宮」鏡銘文)。しかし光之寄進の 3面のうち「宝満宮」鏡と「聖母宮」鏡の 2面は今日に伝わらず、

忠之寄進の「宝満宮」鏡は嘉永 6年(1853)火災に遭い、 11代藩主黒田替樽(長博)が再造寄進した0

・「宝満宮」鏡江戸時代 ・嘉永 6年(1853)

銅鋳造径 54.7cm 縁厚 2.0cm 柄長さ 4.1cm・厚 0.85cm 

鏡背に陽鋳銘文がある。中央に「十一面観音の種子(キャ) 宝満宮 座主平石坊幸重」、右に「寛永

十八年辛巳三月吉日 大檀主筑前太守源忠之」とある。これは忠之寄進の鏡にあった銘文を再鋳してい

るものである。左には、忠之・光之がそれぞれ三面の鏡を寄進したことと、嘉永 6年の火災で「宝満宮」

鏡が焼失したので、昔のままに黒田容博が改鋳寄進する旨が記されている。柄部に「鋳工 博多厨子町

住深見藤右ヱ円満直」の陰刻がある。

・「聖母宮」鏡江戸時代 ・寛永 18年(1641)

銅鋳造径 45.7cm 縁厚 0.8cm 鏡面厚 0.4cm 柄長さ 4.3cm・厚 0.7cm 

鏡背陽鋳銘文 中央「釈迦如来の種子(パク) 聖母宮座主平石坊幸重」

右「寛永十八年辛巳三月吉日」 左「大檀主筑前太守源忠之」

・「八幡宮j鏡江戸時代 ・寛永 18年(1641)

銅鋳造径 44.9cm 縁厚 0.85cm 鏡面厚 0.45cm 柄長さ 43.85cm・厚 0.6cm 

鏡背陽鋳銘文 中央「阿弥陀如来の種子(キリーク) 八幡宮座主平石坊幸重」

右「寛永十八年辛巳三月吉日J 左「大檀主筑前太守源忠之」

• rキリーク」鏡江戸時代 ・寛文 12年(1672)
鋼鋳造径 36.2cm 縁厚 0.9cm 鏡面厚 0.3cm 

鏡背陽鋳銘文 中央「阿弥陀如来の種子(キリーク) 座主平石坊弘有法印」

右「寛文十三年壬子十一月吉日」 左「大檀主筑前太守源光之」

忠之寄進の鏡より小型、径は三分の二の大きさ。党字(キリーク)の左右に紐が鋳出されている。忠

之寄進の鏡が鏡台に差し込み立てる形式であるのに対し、紐でつり下げる形式である。翌寛文 13年

(1673) には、宝満宮草創 1000年祭が斎行されており、そのための寄進であろうか。

(2)水鏡および水鏡箱蓋断片

・銅鏡「水鏡」 中国元時代末期 ・14世紀 径 36.5cm 外縁1.5""1.7cm 鏡面厚 0.3cm 

『新続古今和歌集』第二十神祇歌 2075に
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筑前守にて国に侍りけるに、日のいたく照りければ、雨の祈りにかまどの明神にかがみをたてまつると

てそへたりける

藤原経衡

雨ふれと祈るしるしのみえたらば水かがみとも思ふべきかな

とある。この事を『伝記』では後三条天皇御宇(1068~ 1072)、『旧記』では後宇多天皇御宇(1274~ 

1287)の出来事としている。しかし鏡の年代感と合わない。新続古今和歌集は、永享 5年(1433)頃足

利義教の発意により同年8月後花園天皇の論旨が撰者飛鳥井雅世にくだり編纂された。水鏡奉納は 15

世紀とすれば、鏡の年代感とも一致する。『伝記』には藤原経衡が「大早の時、鏡を鋳て神前に懸け、

和歌を詠じた」とあり、『縁起』には「雨乞い毎にこの鏡を懸け雨乞いすれば必ず雨が降る」とある。

修法については〔竹林庵 1909Jによると、「皐魁の際、寺社奉行から令達が下ると、講堂前に八大龍王

の名を書いた水色の旗8本を立て、竹棚をを設え、益影井など山中の五所秘水を供え、講堂の中では

ード八道立の護摩壇を張ってここにも五所在、水に名香を入れた香水器を飾り立てた。早朝より十八道立の

水天供の作法で、暮方まで祈祷をする。祭壇に水鏡を設置し香水器の秘水を橋の葉で、注ぐ。二七日の修法

であるが、水鏡の箱の蓋を日に日に少しずつ開けていき、酒水量も多くしてし、く。満願の 14日を過ぎ

ても雨が降らない場合は、座主が水鏡を抱いて獅子滝の滝査に沈み、脇師一同滝壷の前で護摩を焚き経

を読むという祈祷が行われた」。

・水鏡箱蓋断片 江戸時代 ・元禄 15年(1702) 桐材

水鏡が入れられていた箱は元禄 15年に新調されたが、現在は蓋板を遣すのみとなっている。

その両面に表は金泥文字で、裏には銀泥文字で、水鏡の由来が書かれている。

(表) <右上部)水鏡(左上部〉新続古今集/筑前守にて国に /侍けるに日いたくてり /けれは雨の祈に

竃門の/明神に鏡を奉る /とてそえたり(左下部)藤原経衡/雨ふれといのる /志るしの/見へたらは

/水鏡/とも /おもふ/へきかな

(裏)竃門山神桐水鏡琶銘井序/竃門山又日御笠山為筑紫諸州之鎮是以有炎早員Ij/国人必祈請子山神市

求降雨蓋因名山能出雨也古/昔本州刺史藤経衡在太宰府之日憂久早之害禾稼/故祷伺葱 神而請雨因献

之以大鏡一直添之以倭/歌一首載在子新続古今集今其鏡猶存駕因歌辞号/日水鏡径一尺二寸二分此自中

華所来也夫鏡者宝/器也以其虚明惟神之所属也況径衡之所献其志欲/祷雨必有応験如此然則可謂希世之

重器也今也其 ;=藍歴世之久市垢械旧長胴官~努伽院俊山請予之改作都予為本郡之大吏也予於此命工新製以

換旧藍/奉口口口広前口口口口歳月云銘日

口口清廟神鏡永栄 降雨降祥 以赫厭霊/ 又 /我おもふ御笠の山の陰にすめは雨もふ

りつつ民安しとそ /元禄壬午季二十四日 /橘吉右衛門尉丹治増能再拝書

(3)神軍鉾(銅文) 全長 38cm 最大巾 7.5cm 厚さ 0.35cm 関部巾 12.8cm 重さ 552g 

背に綾杉文を陽鋳、表面に横一線と線描の図形を陽鋳。昭和 16年の『宝物貴重品台帳』に図ととも

に 「神軍鉾唐銅(長壱尺壱寸五分 ・巾弐寸五分)壱本 原因不詳」とある。考古学的知見は『宝満山の

地宝』に掲載。

※木造竃門三神像 ・菊田石獅子 ・木造獅子頭眉は第 2章第 3節第4項を参照

①B神事 ・仏事用具

(1)仁王般若経及び箱 18セット 経巻:版本塁刷 ・折本装縦27.3cm X横 8.0Clll 

仏教関係遺品として唯一竃門神社に遣されたもの。坊名を墨書した木箱に、多くは経本が上下二巻帳

入りの形で納められているが、 一巻のみのもの、帳のないものもある。木箱と経本にある坊名が一致し

ないものもあるが、箱蓋表に福蔵坊・浄善坊 ・鳥居坊 ・福寿坊・道場坊・新坊・福泉坊・富倉坊 ・歓明坊・

-60一

尾崎坊 ・楊伽院 ・岩本坊 ・寂光坊 ・吉祥坊 ・大谷坊 ・東院坊 ・修蔵坊の墨書のあるものがあり、「新坊主」

と鉛筆書きされた箱が別にある。箱蓋内側もしくは箱本体内側、経巻頭表紙裏、経巻最後尾に墨書があり、

嘉永 7年(1854)夜須郡四三嶋村の阿部森右衛門の妻が寄進したものであることがわかる。また東院坊

分には下巻巻末に「廿七部内JI竃円山/大講堂納/東院坊受持」と墨書があり、寄進当初は 27セットあっ

た可能性がある。ただし、富倉坊分の下巻には「此経者長崎西田氏西浜氏福西氏等諸施/主有志願之事

託余奉納干太宰府/聖口君者也維時/寛政二年庚成春二月 勾当坊剛重録」としづ奥書があり、本来寛

政2年(1790)に太宰府天満宮の勾当坊に長崎の人々より寄進されたものであることが知られる。なお

この経本は天和 2年(1682)格陽書林伊藤次郎兵衛刊行本である。

①C紳札 ・護符類

(1)祈祷札 15点

糟屋郡新宮町の旧家(酒造業)から太宰府天満宮に奉納された紳札類(木札)の中から宝満山関係の

ものを竃門神社に移管したもの。明和 8年 (1771)から明治 2年(1869)の聞の祈祷札。発行者は竃門

山2本、南坊9枚、福寿坊 l枚、組下山伏の臨昌院 l枚、白岳山 l枚。華供峰中(春峰)あるいは大峰(秋

山幸)の採灯護摩供、護摩供で祈願を込めた札が 8枚、竃門山での神事 ・法会の際の祈願に係わるものが

7枚ある。願意は、息災延命、病難悉除、家内安穏、諸難退散、除災招福、除災生善、家円安泰、家内

平均、百事吉祥、家運繁栄、酒造繁栄などである。

①D奉納 ・祈願品類

(1)扇額

・宝満宮扇額 江戸時代 ・嘉永 7年(1854)

縦 130cm、横 106cm 木造漆塗一部金箔

宝満宮の扇額は貞享 2年 (1685)、福岡 3代藩主黒田光之が左大臣近衛基照に揮竃を要請し、京都堀

川住の勅額師佐竹重成が制作し山頂の上宮にかけられていたが、嘉永 6年 (1853)の火災で焼失したた

め、翌年、公命によって博多の額師佐田湛澄が模本を参考に再興したもの。額裏にその経緯を記す。額

縁に菊 ・ 桐の紋を配するが、小早川隆景が再建した上宮の金柱の飾りも菊桐の紋であったという(~竃

円山宝満宮伝記』等)。

・下宮社額 江戸時代 ・宝暦6年(1756)

木造透き漆塗金泥文字裏に墨書あり

表に「竃門山下宮」と金泥文字で書す。額縁は失われている。裏に福岡藩の学者で有智山村を知行し

た加藤一純が記した銘文がある。

[社額裏銘文]

御笠郡有智山邑竃門山下宮の社額字ー扇/宝暦丙子年九月十日新に是を製し掲奉る/額の文字筆を染へ

き人数輩を撰ひ宮司をして/御神に告しめ神慮、に任せ奉る吉田雲遅翁/則其人也抑富宮のまします有智

山邑ハ予か/采食の地なれは予ハ御宮を崇敬する事他に/異なりイ乃て思ふに扇額の掲たるなくんは詣/

来る人わきまへさるもあらんかされは此額字を/製造して掲け奉る者也/加藤一純敬識

(2)小鏡 77枚 銅製鋳造無文径9.7cm 厚 0.2Clll程度紐付き

小鏡にとりつけた紐がのこっており神輿に取り付けられていた飾り鏡と考えられる。竃門神社の神幸

は古くは、玉依姫が示現したという 2月 10日、上宮から神輿を出し下宮に渡御し、3月9日まで留まって、

10日朝に五条の頓宮に神輿を進め、その日のうちに上官に還御するものであったが、中世に絶えてし

まったという。近世は神輿を使用するような祭事は行われておらず、神輿はなかったものと考えられる

が、安政6年(1859)のコレラ流行の際、宝満宮の神輿を福岡城下に持ち出し、万町浜で二夜三日祈祷し、
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市中をかきまわして福岡城中にも入って祈祷したことが『見聞略記第三巻』等の史料に見える。おそら

くこの時、神輿を新調したと思われ、 23枚の鏡の裏に寄進者と考えられる太宰府天満宮の社家や御笠郡・

志摩郡 ・博多の人々の名の墨書がある。

[墨書]満盛院 ・検校坊 ・花台坊 ・明星坊 ・十境坊 ・六度寺 ・連歌屋 ・大嶋兵庫 ・大嶋得右衛門

泰寄進太宰府社家市川精太夫亭温 ・上村香左衛門・茶屋輿八 ・元結屋次助 ・御笠郡隈村田中弥平

御笠郡隈村田中伝八 ・街l笠郡西小田村平山茂次郎 ・御笠郡口江村八尋佐平 ・御笠郡原村庄屋弥八

郎画年男 ・志摩郡池田村住人三嶋成七 ・志摩郡池田村住人三嶋茂二郎 ・志摩郡御床村住人鎌田甚

内 ・志摩郡御床村住人鎌田甚吉・奉寄進 宝満大菩薩博多新川端町米屋仙平

(3)萄江錦及び箱 縦 18.4cm、横 12.8 cm 明代ヵ

女性の姿を織りだした錦をガラスではさんだ後、 二重の木箱に収める。木箱は透き漆塗りで蓋中央に

「萄江錦」右上に「奉寄進」左下に T伊地知文右衛門女子」と金泥文字で書く。外箱蓋裏と内蓋裏に墨

書がある。

[外箱蓋裏]錦之箱調ル事 享保十乙巳歳八月上 寄進者/備後園福山之住人伊地知文右衛門娘/

嘗園ニ来リ及成長為嘗家之妻女是則現世安穏息災延命祈慮也

【内箱蓋裏]萄江錦一讐予之曾祖輝歳所奉献/子/清廟也星霜久遠監笥損壊款識磨/滅今葱壬午値大祭

把恭承先志/再加修飾以祈/明神嘉恵云爾/伊地知文四郎/幹貞貞(花押)/子時/文政壬午年仲春

①Eその他

(1)伝神功皇后御腹帯及び箱

二重の箱の中に、綿入の錦の袋状の紐を麻布でくるんだものと絹袋を納めている。安産祈祷に使われた

ものであろうか。

・外箱 縦 57.5cm、横 22.0cm、高さ 16.0 cm 

針葉樹材、透き漆塗、底面素木、鉄の蝶番がつけられている。上部真ん中に「御賓物」と墨書

・内箱 縦 52cm、横 16.5 cm、高さ 13.5cm 

桐材 黒漆塗り、蓋中央に金泥文字「神功皇后御腹帯」、裏側に和紙で、うちばり

・絹袋 縦 24cm、横 16.5 cm 裏側に和紙で、うちばり

「座主楊伽院JI調不申候ニ付拙者JI額斗未タ」の墨書がある

・腹帯 長さ 135.6cm 巾3cm 錦 ・麻布

〔表〕十一面観音 ・釈迦 ・阿弥陀の種子 玉依姫神功皇后応神天皇安泰平産子孫繁栄息災延命

之子安紙帯也

〔裏J13仏の種子/八百万神守護令慈悲恩徳給如意吉祥長寿

②A記録類

ほとんどが近代以降の記録類であるが、近世の資料について以下に述べる。

. w山姥雌子記』及び箱 紙本墨書、巻子装、箱入り 縦 20.2cm、横 125.0 cm 

正徳4年(1714)権大僧都法印寂賀

明治 36年4月の西高辻信稚前宮司から新任の本田豊富司への宝物引き継ぎ書に「山姥雄子 壱箱/

由来書壱軸添」とある。昭和 16年 11月の『宝物貴重品台帳』には『山姥雌子記』の記載はあるが惟子

そのものについては記述がない。この間に雌子は失われたと考えられる。「由来書」とあるものが本資

料であろう。

「山姥雄子」入手の奇語。竃門神社に奉納された経緯が以下の通り綴られている。

[山姥雌子記]

筑前国夜須郡甘木町は一月六度、群市を成して近郷、財の用を通ずるの地なり。御笠郡下見村の東方

にあり、両村相隔てること二里あまり、十二月終わりの市を国俗に呼びて乙子市という。時昔(ちゅう

せき=昔)、天正の頃、下見村に居民あり、時の人大納言と号す。その称号更に所以を知らず。家世豊

富にして、声題遁に馳せ、 一時の徳者と称え見る。奴蝉僕従いたって多し。厭(そ)の中に一人の老僕

有り、性愚昧なりと雌も、平素、能く主気に相応ず。ある時、圃作の綿を売らしめ、之を袋にして印符

を加え送書を調へて老僕に与えて日く「汝、この綿を以て甘木の市に環(し、たり)て、之を売るべし」

即ち領掌して門闘を出て往去すなり。

彼の老僕、中途にして或る池塘の畔に昼眠す。薄暮に逮(し、たり)て既に覚む。漸く甘木の市に至る

に、人帰りて市臨(みせ)寂琴たり。力を無くして家に帰る。時に主人袋を解きて斯の雄子有るに驚く。

符印少しも損壊せずして斯の如きこと奈何(し、かが)里人戚(みな)集まり会して日く「甘木の乙子市、

山姥出現すること、古より世に伝へ云ふ所なり、実哉、奇異なること哉」是凡人の所業にあらず、必ず

鬼女の与えし所ならんか。

今彼の奇惟を見るに、地布佐線にして染むるに青黄黒白の分段を以てす。乱紋の怪異、裁断調縫の趣、

全く当世の模様にあらず。霊機織り出し妙手染め成すこと識らず幾星霜をや。然るに大納言縁族の子細

あるを以て太宰府の社家上座坊の後室永文尼に譲り与ふ。余が母幼稚の時、永文尼の養子たり。

故ありて本親竃円山平石坊幸重に返送す。その後余が父の家に来る。永文胤孫無き故に余が母に伝え与

う。母之を以て寂賀に授く。語るにこの来由を以てし記す。母没して後、領納すること十有余年、思ふ

に我が家に置用すべき類ひにあらず。謹みて高社の宝庫に寄付し奉る。後覧の者をして疑を解かしめん

がため、その事実をしたため、珍産の記となることしかり。

正徳四甲午歳三月吉日

権大僧都法印寂賀書

(原文漢文)

• w丙子竃巌詩稿』及び箱紙本墨書、冊子装、表紙は布縦 36.3cm、横 24.7cm、厚 0.5cm 

箱 :透き漆塗木箱、箱側中央両側に組紐付

紺色の唐草模様の布張りの表紙、見返しには金粉を撒き散らし、鳥の子紙の料紙 20丁に黒田一貫以

下63名の七言絶句を載せている。員原篤信(益軒)が書いた序文によると、元禄9年 (1696) 10月、

福岡藩大老黒田三左衛門一貫は、幕府長崎奉行が山家駅を通るのを出迎えた帰途、大石村にまわり、そ

こから宝満山に登って神廟を拝した。参拝が終わって目を周囲に転じ、その風光の美しさに感嘆した一

貫は、「紅葉の名所として名を馳せた竜田や高雄も到底かなわない。しかし此処まで来てこの絶景を見

ることができない人が多いだろう」と、佳興を発し新詩一絶を賦した。これを薫請する者はみな欣賞した。

さらに城下の詩をよくする者を選びこれに和韻させた。和韻したのは、久野雪湯・月成恕軒・黒田一春・

立花増武 ・加藤一州・貝原損軒(益軒)等福岡藩士 30名と、妙楽寺性宗 ・崇福寺天竜 ・聖福寺丹巌等

僧侶 32名である。この一冊は、緑色の組紐のついた桐箱に納められ、座主楊伽院に贈られた。本田豊

宮司著『竃門山記~ 1906に翻刻。

. w竃門山七窟巡礼由来記』 江戸時代 ・寛政 12年 (1800)

縦 23.6cm、横 16.7 CID 木版刷り 墨付き 3丁

表紙に「竜門山七窟順礼来由」、内題「竃門山霊窟略記井七窟巡礼の由来」とあり、奥書に「寛政庚

申悌生月吉辰/発願主/知足院」とある。知足院は仲谷坊隠居。寛政 12年(1800)、役行者 1100年遠

忌を機に羅漢道を聞き、七窟の巡拝路を設定し七窟七所の巡礼行を「再興Jしたことを記念して出版。

役行者が修行したという天神の七窟と、地紳五窟についてその由来を述べる。
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. ~竃門山陵考』 明治 24年(1891)船曳鉄門著 写本

宝満山七窟の第一法城窟を福城窟として、ここが神武天皇の御母玉依姫尊の御陵であると考証したも

の。官幣社昇格の条件整備の一環として、「玉依姫尊山陵取調」として明治 24年 4月 28日に行われた

福城窟(法城窟)の調査に参加した筑後久留米藩の国学者船曳鉄門が、この調査のあった翌日 4月 29

日に、太宰府の客舎において著した。竃門神社には、皇紀 2600年紀元節に鉄門の門人黒岩高次郎が奉

納した『竃門山陵考』が 2冊ある。なお昭和 56年、『柳川藩史料集Jl(青潮社)の附録として復刻版で

発行されている。本書原本は大正4年に中嶋筑水が樋口銅牛氏所蔵本を謄写したもので、表紙に「狭山

文庫」の印がある。

. ~宝満山寛文以来之記』 江戸時代 ・寛延 3年 (1750)

『寛延三午夏彦山より御国内拝借地願之記Jl~上座郡聞書』と合綴り。旧伊丹家所蔵の書冊本。 福岡市

内の個人より奉納。伊丹家は黒田藩の重臣。「福岡分限帳(天保)Jによれば、伊丹九郎左衛門は 1380

石最。代々九郎左衛門を名乗ったらしく、元禄の彦山 ・宝満山の本末論争の時には、伊丹九郎左衛門と

花房伝左衛門が寺社奉行として裁定を下している。本史料には、寛延 3年(1750)の奥書があるが、担

当者の家に伝わる記録として、担当者しか知り得ない事情や、関係者の心情等まで綴られて興味深い。〔森

2008J別冊に解題と翻刻。

※葛城入峰絵巻 ・竃円山旧記・宝満宮伝記 ・竃門神社明細図は別項

②その他の有形民俗文化財

-大黒天立像 室町時代 樟材 ・一木造・彫眼 宝照院蔵

総高(米俵地着~頭頂)73. 1 cm 像高 73.1 cm 

頭巾を被り右手に打ち出の小槌を持ち、左肩から背中に袋 (41.6 x 17. 1 x 18.2 cm) を背負い、俵

の上に立つ。『大黒天来歴略記Jl(宝照院蔵)によると、大同 2年 (807)伝教大師一刀三礼の御作で、

宝満山麓北谷に安置され、寺号を大黒寺奥ノ坊と称した。永禄元年(1558)25坊が山上に移転した時、

大黒天も山上に遷し奥ノ坊境内に大黒天堂を建設して安置した。ある冬、山中雪に閉ざされ各坊とも食

塩が払底し困窮していた時、坊舎内に食塩を発見、其の詮索をした所、雪の中に足跡があり、それを追

うと大黒天堂の前に草履がぬいであった。それ以来、世に「宝満ノ塩売大黒天」と云われるようになっ

たという。この大黒天は明治の神仏分離で山伏が山を下りた際、奥ノ坊とともに志摩郡北崎村小田(現

福岡市西区小田)、そして明治 11年 3月博多竹若町の妙見堂に遷った。現在、 12月 2日、 3日に開帳。

多くの人々が詣で、商売繁盛、家内安全を祈願している。太宰府市北谷には大黒寺という小字がある。

奥ノ坊はその最初から現在までの所在地をたどれる唯一の坊である。

-役行者侍像 年代不詳木造個人蔵

総高(台座 ・岩窟座)33.8 cm 台座幅 19.7 cm 像高 20.5cm 像幅 12.0cm 

高下駄を履き、右手に錫杖を持ち、岩窟座に座る。全体に黒色を呈するが、元々衣服は朱彩色であっ

たのか一部に朱と金箔が残る。岩窟背面に板を貼った部分があり、内側に銘文がある可能性も考えられ

るが、片側は剥がせるものの片側が固定されているため未調査。旧吉祥坊(吉田家)に伝来したものと

伝える。なお、本像は別製の厨子に五鈷杵、錫杖頭と共に納められている。

-大行事石塔

宝満山では、松尾大行事を末社十所王子の第ーとし神楽堂と東山麓大石に杷っていた。また神楽堂に

は白山大行事をも把っていた。大行事は山王廿一社の中の七社のひとつと考えられ、天台宗と関わりの

深い山に把られた。彦山では、大行事社は弘仁 13年 (822)法蓮の弟子羅運が彦山神領内に神領護持の

ため高皇産霊尊を祭る 48 ヶ所の大行事社を建てたと伝えられており(~英彦山神社在昔神領内四十八箇

-64-

所大行事神社安置所在地由緒Jl)、明治の神仏分離によって、「高木神社」となっている。宝満山では東

側山麓に松尾大行事社、松尾寺があり、所在地の「野」は大行事原と呼ばれたが、野火による火災で焼

失したため、麓の集落大石に遷し氏神にしたという。その鳥居の額には今も「大行事」とあるが、明治

以後はここも高木神社となっている。

江戸後期、大行事石塔建立が流行し、現在の太宰府市 ・筑紫野市・大野城市 ・福岡市博多区(旧席田

郡)・春日市・那珂川町 ・宇美町 ・志免町 ・筑前町・朝倉市 ・飯塚市・嘉麻市・小郡市、佐賀県基山町・

鳥栖市に、約 70基の石塔が現存している。その立地は多く、村境またはかつての入会山、株場 ・採草

地にあり、牛馬の神とも五穀豊穣の神ともいわれている。これらが、宝満修験の影響下に建立されたも

のかどうかは明らかではないが、その立地が宝満東麓の「野J、大行事原に通ずることや、建てられて

いる区域が、牛馬安全の信仰をかかげる「愛癒講」の結集地域、あるいは宝満神社の所在地とも微妙に

重なることは、注目に値しよう。

宝満山麓には竃門神社参道のひあけ地蔵尊の横に花商岩割石の高さ 179cmの大型の石塔をはじめ、太

宰府市北谷字ソイラ (1915年建立)、松川|字冷林 (1915年建立)、三条菅谷(1837建立)、高雄(1815建立)、

下高雄(1875建立)、筑紫野市柚須原(1797建立)、本道寺(1851建立)、大石(不詳)など、各集落

に大行事石塔があり、年に一度祭事を行い、その際、大行事石塔の前で、相撲を行ったという事例が多く

報告されているが、現在では祭事を行う所もわずかで、お供えをして拝礼し、簡単な直会をする程度で

ある。かつての株場の多くは宅地開発され、移動、役目を終えた大行事も多い。

第7項祭事・年中行事

現在の竃門神社の祭事には、 11月 15日の例祭、 11月 23日の新穀感謝祭、 6月・ 12月晦日の大械、

毎月 1日・15日の月次祭、氏子集落の農耕儀礼に関わる祭事など、ごく 一般的なものが明治以来の伝

統として受け継がれ、祭礼や民俗芸能といった華やかなものは存在しない。

特殊神事としては元旦の作試しが少なくとも江戸期以来連綿と続けられており、また近年、宝満山独

自の祭事、十六詣りの伝統を踏まえた 4月 16日のえんむすび大祭、修験道の復活を図った 5月第 2日

曜日の入峰、最終日曜日の採灯大護摩供などが盛大に行われている。8月7日に行われる七夕祭も、竃

門神社古来のものではないが、境内に短冊を着けた笹飾りを立て、氏子たちが竹燈明を灯し、舞楽や音

楽の演奏などが奉納される。また 2年に一度 11月に開催される神道夢想流杖道の全国大会の前日、境

内末社「夢想権之助社」で、祭典と奉納演舞が行われる。夢想、権之助は宝満山の普地窟で修行、宝満の

神から杖道の極意を授かったという。なお神道夢想流杖道振興会では毎月一度境内で稽古会をしている。

作試し ・十六詣りについては第3章第6節、修験道行事については第3章第7節に述べるので、ここで

は氏子域(内山・北谷 ・原)の村落行事について簡単に触れておく 。

(1)おこもり(春龍り 4月上旬~中旬

内山では4月はじめの農作業にかかる前、村中総出で寵門神社に参拝し祝詞を上げてもらい、竃門山

寺跡の桜の下で直会。北谷は 4月 15日、「五穀紳の昼寵り」として琶門神社準拝所(北谷宝満宮)の前

にシナイ(械)を立て、内山の竃門神社より神職を招き祝詞を上げた後、直会。以前はワリコ弁当にご

馳走を入れて持ち寄ったが、現在はどちらも仕出しをとっている。

(2) オヨド 7月 9日

田植えの総じまい後の祝いとして行われる。現在は 7月中旬、竃門神社の夏祭りとして行われ、氏子

が造った茅輪くぐりなどの行事が昼間神事として斎行され、夜、内山区の子供会育成会などが中心となっ

て、竹燈明を灯し花火やスイカ割りなどが行われる。昔は浪曲やニワカが行われたという。
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北谷では氏神(遥拝所)で、竹の台にロウソクを灯す千燈明が行われる。かつてはオニギリ ・ヒジキ・

コンニャクなどの煮たものを氏神に持ち寄り、千燈明を灯すのは子どもの役割で、あった。

(3)地蔵さまのオヨド 7月 23日

北谷地蔵堂の地蔵さまは平安時代の作で福岡県有形文化財に指定されている。かつて宝満山のいずれ

かの寺坊に安置されていたものと考えられるが、寺坊がなくなっても村人の手で守られ今日に伝えられ

た。「子どもの神様」として、北谷では 7月 23日夕刻から、地蔵尊にお供えし当番が地蔵堂の前にお菓

子などを用意し、参拝に来る子ども達に振る舞っている。

内山のひあけの地蔵は、大庭家 ・鳥飼家 ・藤木家の 3軒で養銭の管理 ・供花など日常の世話をしてい

る。7月 23日は 3軒が施主となって供花 ・線香 ・濯酒 ・花火などをし、参詣の大人には酒の振る舞い、

子どもには袋菓子を振る舞う。子供会の行事として位置づけられている。

(4)北谷の盆綱

盆あ 8月 15日、かつては子ども組が各家をまわりワラを集め広場で、綱をつくったが、現在は運動会

の時使用するローフ。を使っている。夕暮れ時より青年と子ども組の綱引きが路上で行われる。子ども組

が負けないように親が手伝う。3番勝負の最後に、綱は真ん中で切断され、双方引き分けで終わる。

(5)八朔祭

9月l日(現在は9月第l日曜日)、内山の人たちが竃門神社に御神酒等のお供えをしお百度詣りをする。

参加者が常緑樹の枝を持ち、石段の所から 3人の総代が控える神前に進み、 一枚をとって三方に載せ、

石段まで戻り、同じ事を数回繰りかえす。総代はあげられた木の葉を順次笹に刺し、 100枚位になった

ら三方に載せて神前に奉納。総代各人が一本ずつ作る。神職がお被いして祈願をする。その後、境内に

シートを敷き直会。その横で、子ども相撲が行われる。

(6)宮座

・北谷区宮座

北谷の宮座は上組 ・谷組 ・下組の 3組にわかれている。以前はこれに中組があったが、転出などで戸数

が減少したため、中組の者は谷組 ・下組へ編入した(但し、オヒマチなどの行事によっては現在も 4組

で、行っている)。元来、 11月 25日に行なわれていたが、現在は 11月 23日の祭日に行なっている。ま

ず村落全員、竃門神社遥拝所(北谷宝満宮)に集合し、大当番が新穀を炊いてお供えし、竜門神社より

神職を招いて新穀感謝の祝詞をあげてもらう。祭典終了後、大当番が給仕して新穀の御供と御神酒を戴

き、その後それぞれの組の座元の家に集まり直会をする。神職を招く組の頭元を「大当番j といい、大

当番はこのほか正月元Eの朝、6時から8時まで遁拝所において参拝の部落人に御神酒をつぐ。これを「板

敷ぬくめ」と言っている。また、12月の初の丑の日、山の神様の掃除を行ない、御神酒一升をあげてくる。

これによって大当番の l年の役割を終わる。

宮座の構成員は、戦前、株(宮維持のための出費)を持っている者で構成し、現在もこの家の子孫が

うけつぎ、他からの移住者はし、れない。席)1慣も戦前は持ち株の多い者が上席であったが、現在は年功序

列となっており、頭元は相伴役として末席を占める。戦前は維持費として「宮田」があり、ここよりあ

がる米を「社倉米」といった。現在は各戸より切銭で金を徴集している。「頭元」は 3人1組で勤める、

頭元のうち一人が座元となり、これらは戸口回しにまわされている。戦前は紋付 ・袴で参会したが、現

在は背広である。

直会を公民館などで開催し料理も仕出しという所が殆どとなった今日なお、下組では座元の家で開催

し、御馳走も、「吸物肴 ・酢味噌(もだま)・さしみ(ぶり)・がめに ・ぬたい ・だぶ ・あん餅 ・御飯 ・

味噌の吸物・漬物j等、ほぼ宮座帳の献立通りに、頭元の家族がこしらえる点など貴重である。ただし、

上組 ・谷組は仕出し料理をとっており、以前行われていた餅つきも、数年前から行われていない。直会

ではまず冷盃をまわし、次に会食にうつる。終わりに「頭わたし」を行なう。

頭わたしには、朱塗りに高砂の絵の盃で神酒をいただくが、盃は大・中 ・小の三ツ組盃で上組が大、

谷組が中、下組が小を持っている、大盃は直径5寸。盃は上座からまわすが、戦前はお酌は頭元の家の

処女が晴着を着て行なった。その際、大根の中央部を輪切りにし、 一切れずつに塩をつけてわたす、干

の後、盃 ・控帳を箱におさめ、次の座元にわたす。

夕食は、豆腐のみそ汁 ・つけ物 ・白御飯で簡単にいただく。

上記は昭和 53年 12月 7日/竃門神社氏子総代 ・斎藤久茂氏 [61歳〕に聞き取り調査したものに、現

在の宮座の在り方を加筆したものである。

・原区宮座

原の世帯数は昭和 53年には 38戸であったが、現在は宅地開発により 133戸に増えている。しかし、

宮座に参加するのは古くからの住民で農業を営む者 29戸である。以前は 2名 1組で「頭屋」をうけもっ

ていたが、頭元はいわば宮座直会の当番のようなもので、実際の運営は農事実行組合長が宮座実行組合

長となり運営を行なった。現在は、農事実行組合の正副組合長が 3人で取り仕切っている。農事組合長

は毎年交替する。経費は以前は宮田でまかなったが、現在は、組合費に宮座費をくみ込んでおり、全員

が参加する。宮座は元来 12月 10日であったが、現在は 12月はじめの土曜か日曜日に行っている。原

の宮座では、竃門神社へのお供えに特徴を遺している。

供物は、かぶ 3コ葉付(上段右)・オキョウ 3(上段中右)・神酒(上段中左)・白菜 3玉その上に人

萎5本 1束にしたもの(上段左)・昆布するめ(下段左)・頭わたしみくじ箱(下段右・現在は使用しなし、)。

オキョウは、新穀(餅米)を炊き、神社よりもらったかわらけに盛り、藁直に包んだもの。一つのオキョ

ウにつき米 5合、 三方に 3つ立てて供え、 一つは竃門神社へ、 一つは頭わたしに使用、一つは中の米を

切り分け皆で食べる。

竃門神社での祭典は新穀感謝の祝詞の後、玉串奉箕は原区総代、宮座実行組合長、神社総代の)1慣に行

なう。昭和 53年の時点では、次年度の頭屋をきめるため、神職がくじをひき原区総代が発表した。く

じには 2名ずつ連記してあり、当たった札は宮座台帳に貼り、残りの札のみ封筒に納める。拝殿で以上

のことが終了の後、参龍室に移り、神酒 ・昆布 ・するめで簡単な直会をする、昭和 50年までは、この

時の肴として串に、大根 ・人萎 ・さと芋 ・かまぼこ ・こんにゃく ・ごぼう ・蓮根のさしたもの(一本の

串に七品)を持ってきた。

この後、部落へ帰り公民館で直会、昔は頭元の家に集まり、帰着一番に、つっかけごぜん"といって

赤飯をいただいた。会食の途中で「頭わたし」をする。今年と来年の「頭元」が前に出て盃を交換し、

手うち、おきょう、 一本と「みくじ箱」を渡し、この後、全員に盃をまわし、おきょう、の御飯を切っ

て食べる。現在は頭屋がないため、頭わたしの儀式もない。昭和 53年時点では、公民館で手作りの直

会の食事であったが、現在は、鯉のあらい ・鯉こく以外は仕出し料理をとっている。

その他、村落内に山の神が三ヵ所あり、それぞれの組で頭元を決めて、 12月最初の丑の日の牛祭、

餅っきのための「お日待ち」を行なう。戦前は青年団員による「神送り JI神迎え」も山の神を中心に

行なわれた。(昭和田年 12月 10日原区宮座祭/平嶋正人氏 [66歳〕 ・森木清人氏 [66歳〕談に現在の

変化を加筆した。)

・内山区宮座

竃門神社の注連縄は内山区があげる。現在、内山は戸数が増え、 9組に分かれている。古くからの家

は40戸、これが 4組にわかれており、古い組と新しい組がくんで 2組ずつ当番となり“お注連なえ"
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をする。以前は 10月9日夜に、拝殿正面、末社等に至る分まで(10本)っくり、 10日早朝にお注連あ

げをし、 10日夜宮座を行なったが、現在は、 10日に近い日曜日に 1日かけて注連縄を綱い、その日の

夜に直会をし、 10日早朝にあげる。特別な儀礼は伝えられていない。

平成元年 2月の木村藤策(明治 43年生まれ)への聞き取りによると、宮座は、以前は男子のみ羽織

袴の正装で参加。当番の家に神職を招いて祝詞を上げてもらう。神事には他の組は参加しないが、直会

には参加した。料理は当番の 2軒の家で、作った。という。

第3章考察編

第1節 遺跡、と遺物から見た宝満山(遺跡分布と時代別の変遷)

(森弘子)

遺跡の面的状況

宝満山の遺跡としての構成は、おおまかには垂直方向では山頂域、中腹域、山裾域に、平面的な展開

としては太宰府市側の西側と筑紫野市側の東側とに分かれる。西側の山裾における主要な遺構の分布は、

電門神社境内にある下宮地区、さらにその南西にある大門地区、中腹域にある木谷地区が挙げられる。

下宮地区では宝満山遺跡第 37次調査で、大門地区では第 42次調査で、本谷地区では第 34次調査でそ

れぞれ平安時代の礎石建物が確認されており、古代後半から中世にかけての山内の主要な堂舎があった

箇所といえる。本谷地区より標高の高い中腹域には「西院谷」と呼ばれる近世の坊跡が広がっており、

その中に中宮跡が含まれている。ここでは中世の遺物も採取されており、その起源は中世に遡るものと

推定されている。竃門神社のある下宮地区から山頂に至る登拝道はこの西院谷を通過する/レートである。

山頂域には現在も竃門神社上宮があるが、花岡岩の巨岩で構成される山頂域では石の裂け目や東崖を中

心とした場所で、多量の土器とともに奈良三彩や皇朝銭、経筒片、銅製の儀鏡、仏具などが出土し、山

中祭杷の中心的な遺跡であったと理解されている。山の東側では山頂直下から中腹にかけて「東院谷」

と呼ばれる近世の坊跡が展開している。座主坊はここ東院谷に位置しており、近世に於いては山中の宗

教施設としては中心的な位置を占めている。ここからは8世紀前半以降の古代の遺物、龍泉窯系青磁を

はじめとする中世の輸入陶磁器などが採取されており、古代以来継続して使用されてきた遺跡と理解さ

れる。また、その南東斜面には花闘岩の巨岩で構成される「大南窟Jなど修験道で利用されてきた窟が

あり、山中での行場として重要な位置を占めている。窟周辺では奈良時代の須恵器や経筒片などが採取

され、ここも古代以来の祭杷の場として利用されていたと理解される。この他、山頂から約1.2Kmの南

西側にある愛巌山頂(標高 442m) には竃門神社が管理する愛巌神社がある。近世地誌には宝満山山頂

の「大岳Jに対しての「小岳」としており、宝満山山伏が奉仕していたことから本山と一体的な管理が

なされていた地区である。

[参考文献]

九州国立博物館『トピック展示 祈りの山宝満山112009 九州国立博物館

太宰府市史編集委員会『太宰府市史 建築 ・美術工芸資料編111998 太宰府市

竹林?奄「山の秘密JW九州、|日報111909 (のち松岡実校「宝満山伏の峰入り JWまつり 119号)

中野幡能編『筑前国宝満山信仰史の研究111980 太宰府天満宮文化研究所

福井款彦「神道学者としての松下見林ーその神社研究をめぐってーJW神道史研究』第 35巻第 3号

1987 

森弘子『宝満山歴史散歩111975 葦書房

森弘子『宝満山歴史散歩112000 葦書房

森弘子『宝満山の環境歴史学的研究112008 (財)太宰府顕彰会

遺跡、の時間的な推移

宝満山は旧石器、縄文時代を除けば、現状では遺物の存在から 7世紀後半頃から継続的な利用が始まっ

たとみられる。7世紀後半頃から 8世紀前半の遺物が見られるのは山裾の内山の下宮地区、中腹にある

辛野祭杷遺跡、上宮直下の東院谷地区であり、山岳に分け入って祭杷をおこなった初期の段階で山中の

祭杷場と山裾の拠点施設というような関係が成立していた可能性がある。下宮地区では8世紀中頃以降

には鴻臓館式軒瓦の存在から、規模は不明ながらも堂舎の建立がなされた可能性が指摘され、史料に見

られる「竃門山寺」の成立を示唆するものである。この時期には 2、6、30、34次調査地点や東側にあ

る大南窟などの山裾から中腹にかけての小規模な独立峰の頂上や後に窟として利用される巨石周辺で須

恵器の杯、蓋が発見されており、祭杷遺跡とされた地点以外でも、山中で、の小規模な祭記がおこなわれ

ていた可能性を示している。そのうち本谷地区にある 34次調査地点では 10世紀頃に三間四方の礎石建

物が成立し、これが最澄発願の六所宝塔に比定されている。この場所は西院谷にある中宮跡と山頂を仰

ぎ、北東には準か玄界灘が展望される位置にある。古代前半期には愛巌山頂周辺でも遺物が散見され、

一体的な利用が始まっていたとみられる。また、現在の寵門神社から山頂に至る登拝道周辺で須恵器が

散見されることから、山頂への登山ルートはこの段階で下地ができていたものと推察される。
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をする。以前は 10月9日夜に、拝殿正面、末社等に至る分まで (10本)っくり、 10日早朝にお注連あ

げをし、 10日夜宮座を行なったが、現在は、 10日に近い日曜日に 1日かけて注連縄を絢い、その日の

夜に直会をし、 10日早朝にあげる。特別な儀礼は伝えられていない。

平成元年2月の木村藤策(明治 43年生まれ)への聞き取りによると、宮座は、以前は男子のみ羽織

袴の正装で参加。当番の家に神職を招いて祝詞を上げてもらう。神事には他の組は参加しないが、直会

には参加した。料理は当番の 2軒の家で=作った。という。

[参考文献}

九州国立博物館『トピック展示 祈りの山宝満山Jl2009 九州国立博物館

太宰府市史編集委員会『太宰府市史 建築 ・美術工芸資料編Jl1998 太宰府市

竹村庵「山の秘密J~九州、旧報Jl 1909 (のち松岡実校「宝満山伏の峰入り J~まつりJl 9号)
中野幡能編『筑前国宝満山信仰史の研究Jl1980 太宰府天満宮文化研究所

(森弘子)

福井款彦「神道学者としての松下見林ーその神社研究をめぐってーJ~神道史研究』第 35 巻第 3 号

1987 

森弘子『宝満山歴史散歩Jl1975 葦書房

森弘子『宝満山歴史散歩Jl2000 葦書房

森弘子『宝満山の環境歴史学的研究Jl2008 (財)太宰府顕彰会
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第3章 考察編

第1節 遺跡と遺物から見た宝満山 (遺跡分布と時代別の変遷)

遺跡の面的状況

宝満山の遺跡としての構成は、おおまかには垂直方向では山頂域、中腹域、山裾域に、平面的な展開

としては太宰府市側の西側と筑紫野市側の東側とに分かれる。西側の山裾における主要な遺構の分布は、

寵門神社境内にある下宮地区、さらにその南西にある大門地区、中腹域にある本谷地区が挙げられる。

下宮地区では宝満山遺跡第 37次調査で、大門地区では第 42次調査で、本谷地区では第 34次調査でそ

れぞれ平安時代の礎石建物が確認されており、古代後半から中世にかけての山内の主要な堂舎があった

箇所といえる。本谷地区より標高の高い中腹域には 「西院谷」と呼ばれる近世の坊跡が広がっており、

その中に中宮跡が含まれている。ここでは中世の遺物も採取されており、その起源は中世に遡るものと

推定されている。竃門神社のある下宮地区から山頂に至る登拝道はこの西院谷を通過するルートである。

山頂域には現在も竃門神社上宮があるが、花岡岩の巨岩で構成される山頂域では石の裂け目や東崖を中

心とした場所で、多量の土器とともに奈良三彩や皇朝銭、経筒片、銅製の儀鏡、仏具などが出土し、山

中祭杷の中心的な遺跡であったと理解されている。山の東側では山頂直下から中腹にかけて 「東院谷」

と呼ばれる近世の坊跡が展開している。座主坊はここ東院谷に位置しており、近世に於いては山中の宗

教施設としては中心的な位置を占めている。ここからは8世紀前半以降の古代の遺物、龍泉窯系青磁を

はじめとする中世の輸入陶磁器などが採取されており、古代以来継続して使用されてきた遺跡と理解さ

れる。また、その南東斜面には花嗣岩の巨岩で構成される「大南窟Jなど修験道で利用されてきた窟が

あり、山中での行場として重要な位置を占めている。窟周辺では奈良時代の須恵器や経筒片などが採取

され、ここも古代以来の祭杷の場として利用されていたと理解される。この他、山頂から約1.2Kmの南

西側にある愛巌山頂(標高 442m) には寵門神社が管理する愛巌神社がある。近世地誌には宝満山山頂

の「大岳」に対しての「小岳」としており、宝満山山伏が奉仕していたことから本山と一体的な管理が

なされていた地区である。

遺跡の時間的な推移

宝満山は旧石器、縄文時代を除けば、現状では遺物の存在から 7世紀後半頃から継続的な利用が始まっ

たとみられる。7世紀後半頃から 8世紀前半の遺物が見られるのは山裾の内山の下宮地区、中腹にある

辛野祭杷遺跡、上宮直下の東院谷地区であり、山岳に分け入って祭杷をおこなった初期の段階で山中の

祭杷場と山裾の拠点施設というような関係が成立していた可能性がある。下宮地区では8世紀中頃以降

には鴻腫館式軒瓦の存在から、規模は不明ながらも堂舎の建立がなされた可能性が指摘され、史料に見

られる「竃門山寺Jの成立を示唆するものである。この時期には 2、6、30、34次調査地点や東側にあ

る大南窟などの山裾から中腹にかけての小規模な独立峰の頂上や後に窟として利用される巨石周辺で須

恵器の坪、蓋が発見されており、祭杷遺跡とされた地点以外でも、山中で、の小規模な祭杷がおこなわれ

ていた可能性を示している。そのうち本谷地区にある 34次調査地点では 10世紀頃に三間四方の礎石建

物が成立し、これが最澄発願の六所宝塔に比定されている。この場所は西院谷にある中宮跡と山頂を仰

ぎ、北東には準か玄界灘が展望される位置にある。古代前半期には愛巌山頂周辺でも遺物が散見され、

一体的な利用が始まっていたとみられる。また、現在の竃門神社から山頂に至る登拝道周辺で須恵器が

散見されることから、山頂への登山ルートはこの段階で下地ができていたものと推察される。
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遺跡としての宝満山の時間的変遷
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近世

おり、 12世紀初頭前後の遺跡の急激な拡大期には経塚が取り巻くような状況があったようである。鎌

倉時批になると壇状の造成の上に展開する無数の掘立柱建物群の中には、陶磁器の一括埋納遺構や鍛冶

炉などを伴うなど、山内での活発な経済活動を示唆する様相を示し、山内に都市的な場をつくりだして

いた。

中世も 14世紀中頃を過ぎると、遺跡の展開は急激に退潮し、下宮地区から山頂に至る尾根筋の 3次

調査地点では、尾根を断ち切る堀切のような施設が構築され、山中が要害化していた様相が看取される。

北谷地区の山側にある 21次調査地点(内山辛野遺跡)では、建物が焼失した後に墓が形成された痕跡

も見つかっており、坊舎が荒廃していた様子がうかがえる。

近世は西院谷地区、東院谷地区において良好に宝満二十五坊に関わる坊跡が残されている。

も当該時期の石組みなどが残され、各地区において肥前系磁器や陶器類が多量に見つかっている。石段

中宮跡に

宝満二十五坊が相伝してきた山の聖域は、明治時代以降は山中で、の居住は基本的になくなり、

頂には、

頭
巾
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第2節 自然環境と宝満山

1 御笠の自然 ・昔の姿

宝満山は、福岡都市圏に位置しながら、県内でも有数の自然植生に覆われた山である。四季折々に山

中を歩くと、季節ごとに感動的な風景に触れることができる。このような自然景観が完成したのはどの

時代からと考えられるか。昔の自然の記録は文字として残されたものは少なく、僅かに江戸後期の絵画

が残されているのみであることから、推測の域は出ないが振り返ってみることにする。

宝満山(竃門山)が歴史に登場するのは8世紀頃からである。この頃の山頂付近の植生は原自然の状

態に近かったと思われるが、山麓や山中の有用な樹木類は、この時代前後に盛んに建築が行われた大宰

府政庁や寺院などの巨大な建築物にかなり利用されていたと考えられる。

大宰府政庁が設けられた時代、福岡平野南部はすでに里地・里山化されていた。西暦 664年に水城堤

がi箇或された頃、すでに付近の山はシイノキやアラカシなどの若木が繁る里山であった。7.K城堤の基礎

部分には、これらの若木の葉の付いた枝が敷き詰められている。また、この時代は牛頚山の山麓から続

く丘陵部は、西日本最大の須恵器の生産基地であった。現在までに約 600ヶ所の窯跡が出土している。

付近一帯は須恵器を焼くための燃料供給基地であり、アカマツを含む雑木林となっていた。福岡平野南

部の景観は、平野部には水田が拡がり、丘陵部~山麓部は畑や薪炭林用の雑木林が拡がる。また、家の

屋根材にするススキ草原が拡がる、典型的な里地 ・里山景観がすでに成立していたと考えられる。この

ように想像すると、宝満山は建築用材や薪を供給するための山になっていたと考えても不思議ではない。

中世の竃門山は修験道の道場として栄え、山中には 370の坊があったとされている。江戸期にはいる

と、坊は 25坊と少なくなるが、この時代は家族も同時に住んでおり、山中全体では少なくとも数百人

の山伏や、それに関する人達が山麓から山中にかけて住んでいたことになる。これだけの人数が生活す

図1 ~筑前名所図会』の竃門山図 (福岡市博物館所蔵)

ワム
ウ

t

るためには、どの位の面積の里山 ・雑木林や茅場が必要と考えるか。19世紀初頭の 1820年頃に著述さ

れた、奥村玉蘭著「筑前名所図会J中の竃門山図から推察すると、誇張はあるものの岩峰を中心に描か

れており、全山がほぼ里山的景観であったことが判る。山中で生きる修験者の生活を維持するためには、

里山的環境は必修であったと考えられる。ただし現在も山中に点在するスギやモミの大木・巨木等は、

神の住み処として神祭りの対象で、あったと考えられ、当時から保護されていたと思われる。

また、江戸時代中期に定められた『竃門山水帳』にある取り決めで、 一定の樹木の保護 ・管理が行わ

れてきたと思われ、特に寺社周辺は自然林的景観であったと思われる。特に、水帳によれば6種の樹木、

松 ・椴 ・杉 ・桜 ・椎 ・タフ(タブ)は厳しく保護されてきた。それぞれの樹木は次の通りと思われる。

松=アカマツ。建築用材に利用。

椴=トドマツ→亜高山帯の植物で北海道にしか自生しない。モミを指していると思われる。

杉=スギ。建築用材に利用。

桜=サクラ→ヤマザクラと思われる。建築用材に利用。

椎=シイノキ。シイにはコジイとスダジイがあるが一定以上の標高ではコジイが中心である。

タフ=タブノキ。照葉樹林帯の比較的上部まで生育する。葉は線香の原料とした。

参考資料として、『福岡県地理全誌Jl(明治 15年 (1882年)。以下『地理全誌Jl)の北谷村の項を見ると、

戸数62戸、人口 314人、牛 63頭、田畑 31町、山林 272町(内訳・官林 181町、草山 77町、元預山 14町)

とある。明治初期に、宝満山麓の台地上の生活でこれだ、けの面積が必要で、あったことから考えると、中

世から江戸期にかけて宝満山中で日常的に生活するためには、少なくともこの数倍の面積が必要で、はな

かったろうか。

『地理全誌』内山村の記載によると、竃円山は 「満山尽く岩石にして、その形状良工の削成せるが如

しj とある。また、山中にヤマザクラ、カエデが多く、霜のあとでは紅錦を張るようである。ツツジが

数種類あり、カンアオイやヤマブキソウなども生えている。その他異木 ・異草が多く枚挙すべからず、

と記されている。また、仏頂山の項には、この山には岩石や樹木はなく、茅茨(カヤとイバラ)のみが

生えていると記載されている。但し、北谷村の項では「雑木草立なり」と記載されている。これらの記

載から判ることは、仏頂山の山頂から斜面上部にかけての植生状況は、榛葬(lm前後の低木が生育し、

薪炭利用をしていた植生)の状態で、あったと判断できる。また、『地理全誌』の記載に「竃門山は春は桜、

秋は紅葉が絹麗な山である」とある。

このような植生状況は 1950年代まで継続していた。この時代、秋から冬にかけて登山すると、仏頂

山から三郡山~砥石山の尾根筋では、良く炭焼の人達に出会っていた。宇美町には炭焼という地名があ

るが、ここの集落の人や、筑紫野市柚須原の人達と尾根筋で、出会っていた。また、尾根筋の植生は樹高

2 ~ 3m程度の落葉樹が中心で、典型的な低木林であった。これらの樹木を切り出して、谷筋で炭焼が

行われていた。三郡山の筑紫野市側斜面は、かつては樹高 3~ 5m程度のアカガシやコナラ、リョウブ

などの広大な雑木林で、あった。筑紫野市柚須原上部の、 三郡山への登山道があるが、ここの谷筋には巨

大な炭焼窯の跡が点在している。

2 宝満山麓及び周辺の山々の植生状況

筑紫野市大石上部の大行事原は、 1970年代までは原野として残されていたが、その後クヌギ ・コナ

ラの植林が行われた。近年伐期が来たため伐採されたが、切り株からの萌芽が芽生え再び成長を始めて

いる。新緑の頃は林床の至る所で、シュンランが咲き、チョウが飛び交っており、秋には一斉に落葉して
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幹や枝だけとなり明るい林となる。柚須原、九重ヶ原など、 00原という地名は各所に点在しており、

かつて集落付近にあった草原などの原野を呼んでいたものである。明治時代の統計資料から、国土の

12 '" 13%は草原 ・原野であったことが判る。宝満山麓の集落に近い雑木林にはアカマツ林も多かった。

アカマツ林は尾根筋の比較的貧栄養な土壌で生育し、低木層や草本層は貧弱で、燃料用として松葉掻き

が行われていた。

宝満山の南にある太宰府市の高雄山は典型的な里山の姿を止めている。かつては山全体が里山利用の

対象であった。山頂付近はススキを中心とした草原 ・原野が拡がり、茅場 ・牧草地として利用され、山

麓から尾根筋にかけては薪株地で、薪炭用材の採取場として利用されていた。近年までアカマツ林が多

かった。高木層はアカマツ、亜高木層以下にコナラ、リョウブ、ネジキ、ハゼノキ、カラズザンショウ、

ヒサカキ、ネズミモチ、革本層はウラジロやコシダに覆われていた。スギ ・ヒ ノキの植林が始まったの

は40'" 50年前からである。
d 

3 大行事~大行司と草原

筑紫野市大石の高木神社の鳥居には大行事という額が掛かっているが、これは上部の原野の中に祭っ

てあった神を指すものと思われる。『地理全誌』大石村の項に大行事原の記載がある。「ーの坂の下にあ

る贋野なり。昔松尾大行事社ありて松尾寺という守坊もありしが、野火にて焼けし故に、社は大石村

に移し松尾寺の本尊及び仏体の焼け残りたるは皆埋めて、塚を築けり。この塚、今も大石村にありて、

十三塚と言う」。と記載されている。高尾山の山頂にはしめ縄が巻かれた大行事の石碑が建っている。「大

行事」の石碑と地名は旧御笠郡を始め、近隣の各地に点在している。付近では竃門神社の境内、筑紫野

市柚須原、本道寺の大山砥神社境内や参道、天山高木神社の鳥居や石灯龍、四王寺山麓の太宰府市民の

森の山中に 2ヶ所、大野城市乙金の宝満宮参道、岡市平野台の浄水場付近、筑紫野市平等寺の大行事公

園など、近隣で確認出来ているものだけでも 15ヶ所に達する。いずれも近代まではススキを中心とし

た草原 ・原野であった場所で、日常的に茅場 ・株場として利用されていた。茅葺きの屋根材、牛馬の飼

料、堆肥作りなど毎日の生活に欠かせないものであった。

「大行事」は、寺院における法会の際に、準備、法式儀則など万般の指揮をとる僧のことを言う仏語で、

大行事神も当初から仏教擁護の善神という意味があったと思われるが、山王一実神道ではより具体的に、

大行事権現を、猿田彦神あるいは皇尊産霊尊(たかみむすびのみこと)に習合させて、山王権現の惣後

見と言い、山王権現勧請の場所には必ずこの神を奉粛すると説いている(厳神紗)。県内では彦山がそ

の神領内に 48ヶ所の大行事社を置いたというのが顕著な事例であるが、太宰府市、筑紫野市などを始め、

筑後~朝倉地区に大行事と刻まれた石塔が 50数カ所に亘り散在しており、作神あるいは牛馬神、疫神

などの信仰を維持している。いずれも天台系寺社による山王信仰宣布の一翼を担っていたと思われる。

(冷川昌彦「宝満山周辺の植生史と里地・里山の利用の姿 高雄山頂 ・大行事とは-J 2011 年 『紀要 6~ 筑紫女学園大学 ・ 筑紫

女学園大学短期大学より抜粋)
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第3節宝満山の空間構成
(地誌 ・絵画資料等から見た寺社境内、神社社地と登拝道)

1 歴史的空間構成

歴史的な信仰の山としての宝満山についてその空間構成を検証する文字、絵画資料には次のようなも

のが挙げられよう。

絵画資料

『宝満山絵図11(福岡県立美術館蔵。東西 2葉あり。) 元和 6年(1620)から慶安3年(1650)頃成立

『寵門山図』奥村玉蘭文政5年 (1822)

文献資料

『竃門山旧記』乾坤延宝8年(1680)

『筑前国続風土記』貝原益軒宝永 6年(1709)

『筑前国続風土記附録』加藤一純元禄 16年 (1703)

『筑前国続風土記拾遺』青柳種信 文政 12年 (1829)以降

(1)山の領域観

宝満山と人との関わりは考古学的には7世紀後半頃からのものと考えられ、爾来 1300年の聞に山の

空間構成は時代の趨勢とともに変化してきた。明治初期に神社神道による管理に帰する以前の宝満山の

姿を文献から概観してみたい。まずは当地域における山の位置付けであるが、『筑前国続風土記』によ

れば「竃門山 此山は国の中央にありて、いと高く、造化神秀のあつまれる所にして、神霊のととまり

ます地なれはにや、筑紫の国の惣鎮守と称す。凡国土には鎮守となれる山あり。」とされ、まさに当地

域を代表する霊山として位置付けられている。

そして山の領域観であるが、『筑前国続風土記附録』によれば「竃門山 此山は御笠郡の北にありて

内山、北谷、原、大石、本道寺、香園、柚須原すへて七村に豆れりJとされ、明治初期に編纂された『福

岡県地理全誌』によれば「内山村(中略)竃門山 村の東にあり。南は本道寺、大石、西は此村、及び

北谷、四村に亘れり。」とされ、現在の太宰府市大字内山、北谷、筑紫野市大字原、大石、本道寺、柚

須原、香園あたりがその範囲として認識されていた。

また『筑前国続風土記』によれば「小岳社 或愛撮の字を用ゆ。 竃門山よりひくして小なれは、大

岳に対して、小岳と云ふなるへし。大石村の上なる山也。(中略)宝満山の財行坊を以て社僧とす。故

に宝満より是を預れり。今も此神をたふとひて、此山に参詣の人たへす。JI悌頂山 竃門山の次、北に

ある山也。竃門山より高し。かまとの奥の院と称す。開山心蓮上人か墓、山のいたたきにあり。」とされ、

宝満山頂の南北にある愛撮山、仏頂山の 2峰までが宝満山の信仰に関連する領域であった。

その中でさらに信仰に深く係わる領域としては、江戸中期の『竃門山旧記』では「惣市内山、北谷、

南谷、中堂を山の頂まて竃円山と申也。中古山下の衆徒退転して、或は北谷、内山、原山三ヵ郷村と成。」

と、中世以前の旧跡の情報は太宰府市側の山の西斜面に重きが置かれている。しかし、江戸後期の『筑

前国続風土記拾遺』では「南谷、北谷に坊舎の跡あり。南谷は有智山村に属し、北谷は北谷村に属す。

其中間の高き所を中堂原といふ。地形竃門山を負て西に向へり。根本中堂のありし士止とて大きなる礎石

あり。草堂に薬師十二神像を安置す。」と記す一方で、「山徒漸く天台教を崇む。台徒年を逐て繁昌し有

智山寺に居あまりて四所の伽藍にも会集せり。四所の伽藍と云は、東伽藍は提谷に跡あり。油須原村本

道寺村より登る道なり。西伽藍は休堂の下一町許内山村の方にあり。南伽藍は大石村大行寺原より登る
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道なり。北伽藍は悌頂山の艮化生童子とし、ふ行場に在。東の谷を越て穂波郡山口村の内荒谷より登る道

なり。」 とし、山中の「四所の伽藍」が聖域の領域観を象徴するものとして描かれている。この領域に

近い範囲は、宝満二十五坊中の井本坊が伝えている『寵円山水帳Jl(井本文書)に添付された図に具体

的に見ることが出来る(後述)。

(2) 山中の近世二十五坊

「宝満山絵図J(福岡県立美術館所蔵)は元和 6年 (1620) から慶安 3年(1650)頃に成立したと考え

られる絵画資料で、描かれた山中の図としては最古のものであり、坊全体の名称を示す初期の情報とし

て重要である。図は西の図と東の図 2枚から成り、山林や岩、谷などが着彩されている。注記された文

字の内容は地名、堂舎、窟、井泉の名、間られた神仏名、道、坂の名称、名所と坊名である。

れば江戸前期の段階において西院谷には財徳坊、亀石坊、伊多坊、奥ノ坊、岩本坊、財蔵坊、大谷坊、

福蔵坊、経蔵坊の 9坊が描かれ、東院谷には平石坊、南坊、福泉坊、東院坊、冨倉坊、浄徳坊、浄善坊、

道場坊、大正坊、中谷坊、修蔵坊、鳥居坊、財行坊、尾崎坊、井本坊、松林坊、フクシヤウ坊の 16坊

が描かれている。この図には、坊をつなぐ小径が記されていることから、西院谷地区については平成

20年度におこなった測量調査成果(第 38次調査)との対照が可能となる。

各坊は調査によって抽出された石垣などで構築された平坦面と残された通路の関係性から、「宝満山

絵図」と調査図を対比した場合、ほぼ相似した分布状況として理解される。遺跡は当然、残された最後

の形状であり、「宝満山絵図」成立からの改変があるものと思われるが、絵図に示された相互の位置関

係に近い場所に、今回抽出された各小群の中心的な広めの面が存在する形となっている。近年、山中の

段造成と近世墓を悉皆調査した成果を『旧宝満坊中墓地名石碑根帳』などの台帳と比較してより精微な

坊位置の考察がなされている(岡寺 2011年)。坊は時代の趨勢により幕末までには改廃、変遷があるも

のの、絵画資料からは江戸前期にはすでに宝満二十玉坊と霊場たる各信仰対象の位置は確定的な状況で

これによ
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井本文書 『竃門山水帳』の宝満山の山内図 (井本邦彦所蔵)
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表 1-1r雷門山水帳」 における二十五坊の山内分有状況 (森2008より)

宝満宮各坊所有山林一覧
坊名 所有山名 山林の範囲 備考

楊伽院 楊伽院下寺内 東・艮往還切 平石坊樗伽院と成
南有地限
巽南坊堺道切
西仏石道切押出水切

楊伽院寺内 東獅子ノ宿道より上八大童子ノ尾切 平石坊事
南福泉坊・浄行坊堺大巡道切(天明五年五
月龍然院・放徳院・経蔵坊・福泉坊・立合にて
堺改置也)

d 北・艮塔ノ尾砧場道切
西乾坤算石往還切

楊伽院山 東砧場道切 平石坊分
南大蘇尾切
北釜蓋ノ尾より下丸山切
西立岩通り

楊伽院山 東南剣往窟還切大尾烏帽子岩之尾切 浄行坊分買取也

西獅子ノ童子より伊屋ノ:谷川切

北八大童子より獅子童子迄道切
梼伽院山 東夫婦石之西之尾 鳥之水屈

南大窟迄
北・西往還迄

楊伽院山 東傍止道切 平石坊分
南叶松
西申子ノ木谷迄
北鳥居坊堺鞠場ノ;谷 艮井本坊堺道分

J傍伽院預山 東釜蓋 平石坊分也
南丸山
西大谷
北傍止切

修蔵坊 修蔵坊寺内 東往還切 巽同
南往還虚空蔵道切
坤冠石道切 西後戸道切
北南之坊堺破石富倉堺破石下小谷切
大岩岳切 艮富倉坊地岸切

修蔵坊預山 東毘沙門ノ尾下小谷切大谷迄
西ワクトワ石尾ノ下
南大谷迄
北往還切

富倉坊 富倉坊寺内 東往還切 昌B寺己 rロp] 福寿坊地売渡
南有地限
坤修蔵坊堺大岩岳切
西小谷切

r 
乾南ノ坊堺破石限
北勧明坊墳所ノ下岸切 艮同

富倉坊山 東行者堂之谷わくとう石之尾迄 伊多坊預山、
南窟迄 新寺二付山中より
西谷切 配当分也
北山道切

nδ 
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表 1-2 r琶門山水帳」における二十五坊の山内分有状況

坊名 所有山名 山林の範囲 備考
勧明坊 勧明坊寺内 東・巽往還 墳処地大聖坊事也

南有地限
西有地 坤乾同
北大石ノ上切南坊道切

|勧明坊寺内 東南・坤r=J3善大坊溝堺切尾崎通 艮より坤向 大聖坊改名

西東院坊堺二ッ石ノ間切
北薬師堂土手切

|歓明坊山 東修蔵坊堺二十番神道切 大聖坊分
南往還切
北往還
西中院ノ上谷切

南之坊 |南之坊寺内 東勧明坊ノ堺大石ノ道切薬師堂岸往還切
南岸ノ下有地限
坤尾上り
西破石九大寺ノ水流後戸道切
北仏石ノ小谷出水迄平石坊地岸切
東道切 艮平石坊下屋敷道切

|南之坊山 東大尾切岩立財行坊堺
南井之本坊堺出相之尾尻
西遠見之尾切
北炭床道切

福泉坊 福泉坊寺内 東経蔵坊堺 艮水流 巽道切
南谷切
西薬師堂岸切 乾往還切
北大巡道切経蔵坊堺小尾有

福泉坊山 東松林坊山堺重石ノ大尾切
南炭床道切
西剣窟大尾切
北塔ノ尾道切

経蔵坊 経蔵坊寺内 東・艮・巽道切 道南ノ 往還切 浄行坊屋敷山共ー
西福泉坊堺大巡 小尾下水口屋敷之 替ニ成ル
立石屋敷下道切
北大巡道切

東院坊 東院坊寺内 東勧明坊境 艮 ーツ石ノ間切
南土手切巽金ノ手
西乾坤道切
北薬師堂土手切

東院坊山 東往還道切 艮・巽共に
南岩蔵迄
西首塚ノ大尾
北首塚迄

浄善坊 浄善坊寺内 東往還切艮谷切巽古道切
南道場坊境岸半中段迄(中段崩候ニ付以
後大口ヨリ西/方四社ノ下迄)
西歓明坊堺坤四堺(歓明坊・仲谷坊・道
場坊・浄善坊)
北薬師堂当土手坤ノ入角ヨリ下

浄善坊山 東遠見ノ尾より鳥居坊山ノ堺谷迄
西剣ノ窟東谷切
北炭床道切
南申子ノ木谷頭迄
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表 1-3 r竃門山水帳」 における二十五坊の山内分有状況

坊名 所有山名 山林の範囲 備考
道蕩坊 道場坊寺内 東往還切

南往還切坤財行坊墳所ノ岸切
西大溝切乾四堺切
北浄善坊ノ堺中段ノ下岸切(中段厳候ニ付
以後大口迄西ノ方四辻ノ下迄也)

道場坊山 東銅尻ノ窟切東谷切
南尾
西往還より鳥居坊堺入角水流より谷二
大石有り夫より坤新坊山堺川切下大瀧迄
北往還切

鳥居坊 鳥居坊寺内 東谷切
艮道場坊山ノ堺入角水流ヨリ下大石切
巽財行坊堺谷切

d 

南岸切
西北往還切

鳥居坊山 東井本坊堺尾切
南鞠ノ場ノ谷切
西尻ナシ尾ノ畑切
北遠見之尾迄

新坊 |新坊寺内 東谷切 財行坊名改
巽尾崎坊堺岩瀧切
南岸切
西往還切
北有地限リ

新坊寺内 東寂光坊堺立石 財行坊地也
南道切
西古道切
北有地限リ

新坊山 東道場山堺川切 財行坊分也
南大立石切
西尾崎坊山堺谷切
北鳥居坊堺谷切

預山 東谷切 由子ノ木原、
南出相之尾尻迄 財行坊分也
西尾崎坊堺谷切
北道場坊山ノ尾下

新坊山 東今宝満山道切 財行坊分
南往還切
西南ノ坊山堺立岩より出相之尾迄
北炭床道切

尾崎坊 尾崎坊寺内 東新坊山堺谷切
南柱松一塚道切
西谷切
北有地限リ

尾崎坊寺内 東出水大岩瀧切
南有地火立場

r 西大尾岩立切
北大岩切

尾崎坊預山 東新坊山堺谷切 伽藍北平
南出相之尾尻迄
西歓明坊堺一塚ノ尾
北 一塚ノ山道切

80一

表 1-4 r竃門山水帳」 における二十五坊の山内分有状況

坊名 所有山名 山林の範囲 備考
福寿坊 福寿坊寺内 東浄行坊山堺谷切(東有地限り南岸半切 買取井本坊寺内也

西道切北峯之上尾切右買地也
南松林坊堺岸半切
西同破石切
北浄行坊堺小谷切

福寿坊寺内 東尾切 大谷坊へ売渡候故
南山道切 大谷坊寺内ト成ル
北火立場下岸切
西平石坊堺大岩切下財行坊地之上岸切

福寿坊預山 東首塚ノ大尾柱松峠切
南岩倉ノ西ノ尾切
北立石切
西谷切

松林坊 松林坊寺内 東伊屋ノ谷切
巽井本坊大石切
南岸切
西往還切
北往還 艮破石切

松林坊山 東傍止切
南炭床道切
西福泉坊山ノ堺重石
北塔ノ尾傍止切

井之本坊 井之本坊寺内 東大石 巽往還切
南往還切
西往還切
北有地限

井本坊山 東谷切
南尾切
西道切
北遠見之尾峠切

財徳坊 財徳坊山寺内 東有地市坊堺窟切
南伊多坊堺岸半石垣切
西奥之坊大石ノ下通リ城尾迄
北出水ヨリ上道堺有地岸切

財徳坊山 東往還切
南水之手
西谷切
北山仲坊道切

財徳坊山 東城之尾より下出水杉谷之北之尾切 寺内下
南本谷
西熊野ノ尾切
北西院之道切

預山 東熊野ノ尾尻ナシノ谷切
西本谷切
北西院道通
南本谷迄

市坊 市坊寺内 東・南財・徳西坊往堺還 常道院分一成
北 堺窟切

伊多坊 伊多坊寺内 東・艮往還 栄門坊ト成
南亀石坊堺岸半 坤奥坊道迄
西奥之坊堺岩尾切
北財徳坊堺岸半石垣切
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表 1-5 r琶門山水帳」における二十五坊の山内分有状況

坊名 所有山名 山林の範囲 備考

|亀石坊 |亀石坊寺内 東・南往 往還
西還
北栄門堺岸ノ半切 乾有地

|亀石坊山 東立石之尾末迄
西牛ノ尾窟限
南中尾通
北西ノ井道迄

|亀石坊山 東・南財・西往還 阿加之井ノ上
北 行坊山堺谷大石有

預山 東かなやこや床ノ尾より西ノ平
西立石之尾尾尻迄

岩本坊 岩本坊寺内 東道切
南有地下岸迄

d 西大船道ヨリ上
北有地限リ

岩本坊山 頭巾石より西往還切
南道切大曲リ迄
東頭巾石之東之大尾中尾尻迄

預山 大曲リより東尾切大谷迄
南・西・北往還切

平石坊 平石坊寺内 東福寿坊堺大岩切
南金凝坊地上岸切
西往還切
北往還切

金凝坊 金凝坊寺内 東古道切 上地一成リ
南下岸半切 後に座主坊ヨリ
西往還切 亀石坊ニ売渡ス
北有地限リ

福蔵坊 福蔵坊寺内 東往還切 平石坊地福蔵坊ー
南山仲坊道切 売渡ス
西大船道切
北有地限リ

福蔵坊寺内 東大谷坊堺有地
南・西有地
北往還切

福蔵坊山 東立石之尾
北床並往還切
西大谷坊山堺谷切
南猫石迄

預山 東立岩之尾尻 山仲坊分
西本谷
北猫石より下傍上切

大谷坊 大谷坊寺内 東福蔵坊堺谷切
南尾尻切
西浄行坊堺谷切
北道切 艮福蔵坊下岸切

8 大谷坊預山 西岩蔵之尾切床並迄
南あいね岩
北道切
東道切
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表 1-6r琶門山水帳」におけるこ十五坊の山内分有状況

坊名 所有山名 山林の範囲 備考

浄行坊 浄行坊寺内 東大谷坊堺谷切 経蔵坊ト屋敷替一成ル

南大岩立切
西往還切
北同

浄行坊山 東小岳道
西立石尾切
北道切
南傍止迄

寂光坊 寂光坊寺内 東頭巾石切 東院坊地売渡ス

南床並道切
西財行坊地堺立石切
北山道切

寂光坊寺内 東谷切 山中坊寺内也

南財行坊堺普内坊地上岸切
西谷切
北山道切

寂光坊山 東往還切 山仲坊分

南道切
西谷切
北福連寺之下道切

寂光坊山 東財徳、坊地堺谷切 山仲坊分

北西ノ井ノ上道切
南板橋横道
西大尾切

預山 東板橋西ノ尾より離尾 山仲坊分

西かなやごや床之本尾迄

普内坊 普内坊寺内 東谷切 福蔵坊下屋敷替地にて

南大岩切 寂光坊ト成ル

西尾切
北山中坊堺石垣有リ

財行坊 財行坊寺内 東道切 新坊ト成ル

南山仲坊堺山道切
西牛ノ尾峠切
北奥之坊堺石土百有

財行坊山 東・北・西往還切 阿加之井ノ上

南亀石坊堺谷大石切

財行坊墳処 東・南往還 |新坊ト成ル

西・北有地限

奥之坊 奥之坊寺内 東大溝切
南財行坊堺石垣有
西大尾切城ノ尾迄
北財徳坊堺大石之下通切

奥之坊山 東牛之尾
南同尾屈限
西杉谷之北尾
北城之尾峠谷山迄
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表1-7 r宮門山水帳」における二十五坊の山内分有状況

坊名 所有山名 山林の範囲 備考
仲谷坊 仲谷坊寺内 東溝切

南往還切
西往還切
北大聖坊地下岸切

仲谷坊山 東・北 往還切 寺内ノ下
南谷切往還より西
西谷切

預山 東谷切
南同
西毘沙門ノ大尾
北虚空蔵往還切

預山 東傍山切
d 南・西谷切

北道切
栄門坊 栄門坊山 東 行者堂谷よりノ大南南小之谷窟切東大谷迄 伊多坊分也

南頭巾石 之方
西頭巾石より
北山道通

表2 宝満二十五坊の変遷表

西暦 1632 1638 1641 1753 1808 1869 1870 1870 1877 
元号 寛章9年 覧車15年 寛章18年事 寛章章年 明層3年 文化5年 明泊2年 明泊3年 明治3隼7.7 明抽10年
出典 責軒1 置軒1 責軒7 責軒1 責軒2 量軒3 責軒4 置軒5 置軒4 置軒6
萌名 地E 宝仲寺彊

大谷坊 西圃 O O O 神置かう 大苔量生

亀石描 西醐 O O O O O O 亀弁重量 亀井重量

山仲胡 百個 挫の車光晴治 O O 

岩本絹 西醐 O O O O 抽方武雄 崎方置雄

軽麗拍 車→百個 O O O 明治10年断絶

財行萌 車園 新坊に誼名 O O O 

平石崎 東園 O O O 槽醐院と'.j.る

普如萌 車制。 断絶

滞県柏 車岡 O 断絶

大E萌 車嗣 櫨の融明暗? O O 住々木阻雄

遭唱坊 車嗣 O O O 廟田置事 庫田聖書

修置拍 車醐 O O 守僻院 佐々木偶雄

盲書萌 車圃 O O 神置 富永朝明

槽個院 車圃 O O 神障か。 薗弁高門

南之輔 車圃 O O 南枯 高構置車 高措置車

掴車坊 車間 O O 神園 福永品門

東院萌 車醐 O O 高輔丹宮 高揖丹宮

理署萌 車圃 O O 樺田聖 憧田実

島居崎 車個 O O 縛障か今 島居富雄

斬胡 東園 財行掛から直名 O O 明治3.12断世

J(I・坊 車圃 O O 畢笹尾角' 長笹尾角寿

掴舟萌 車圃 O O 福沢里 掴沢里

松綜坊 車醐 O O O 松E広門 松尾広門
弁之本萌 車圃 O O 弁π萌神瞳 弁本祁輔

財檀揖 百個 O O O 石弁連 石井遣

市坊 車醐 O 

fjtf胡 百個 軍門萌と虚 O O 

壷躍萌 西開9 亀石崎に売却 O 

掴融措 百個 O O 4・ーか。 幅弁貰

舟行崎 酉→車圃 吉祥坊となる。 O 

~世萌 車醐 O 

融先描 東圃 O 神園か。 大9..保伊吹

置向坊 軍制 車先萌となる O 

奥之萌 西→車個。 O O O 大同軍且 大岡庫里

仲苔描 車圃 O O 樽圃 中甚瞳車

輩門胡 酉醐 もと伊事崎 O 木材置人 木村盛人

吉祥晴 百個 O 吉田広輝 吉田広蝿

融明暗 車圃 大量暗に喧 O 神瞳か。 華図鹿雄
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責料2鎮西竃門山入峰伝記

責料3竃門山本帳写

資料4佐々木文書
責料5井本・叶院・福永佐々木文書
量料6r復飾!W井本文書)
資料7r宝酒山絵図J(福岡県立美術館)

拠:f筑前国宝満山信仰史の研究』中野幡能1980年
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あったことが知られる。

(3)登拝のルートと聖域

山の信仰領域に関して登拝のノレートは歴史的にどう記録されているであろうか。宝満山は、中世以来、

下宮、中宮、上宮の三殿一社構造であり、近世以降の登拝のルートは「宝満山絵図J(江戸前期。福岡

県立美術館蔵)、「寛政九年山中絵図」などの絵画資料や近世地誌の記載、 ーの鳥居の建立位置から、大

字内山の下宮境内(現在の寵門神社境内)に始まり、おおよそ現在の登山ルートに従って中宮、山頂に

至ることがわかる。この間ノレートの里側には「キヨウヤマ」の地名や推定宝塔跡 (34次調査地点)、 ー

の鳥居東遺跡などの 8世紀代の遺物が採取される遺跡が連なっており 、おそらく古代以来の山頂に至る

正面の/レートとして利用されてきたものと考えられる。近世前期には西院谷の坊群が中宮以下に形成さ

れたことも手伝い石階段を連ねた往還として整備され、蛇行する景観から「羊腸の路」とされる箇所や

「百段坂J(現在の百段雁木)などの名称が『附録』中に見られる。一方山の東斜面より山頂に至るルー

トもあり、大谷尾根路といわれるその中心的なルートは『筑前国続風土記』によれば「大石村 (中略)

大石より竃門山にのぼる路を樋坂と云。大石村より寵門峯に至て、道程三十町あり。此坂は有智山よ

りのほるにくらふれは、のほりやすい」とされ、こちらに面す東院谷地区の近世の坊群にとっては生

活物資を里から供給する重要なルー トで、あった。このルート上の尾根にも水上大谷尾根遺跡があり 、古

代からの行き来があったルートである可能性がある。

山内をつなぐノレートについては、「宝満山絵図Jの東西のそれぞれに描かれた/レートにより概要が理

解でき、それは現在の遺跡の分布、測量調査によっておおかた追認ができている。しかしそれに加えて、

信仰に係わって近世山伏達がおこなった山中の巡行で使用されていたノレートが存在した。

『寵門山水帳Jl(井本家文書)は寛文 11年 (1671)に藩から山中の 80万坪が寄進されたことに基づき、

山中の土地管理について詮議し分配方法を記した文書である。それによれば山内は神地、寺内、坊山、

預山に区分され、上宮周辺が神地、東院、西院谷(中宮を含む)の坊域が寺内、各坊の営林域が坊山、

共同管理や管理委託した領域が預山とされた。天保8年(1837)に記された二十五坊中の仲谷坊が残し

た『大巡行法Jl(森 2008年)から復元される/レートは、天台宗の回峰行を下敷きとする宝満山山中での

科撤行法を記したものであるが、東院谷地区の薬師堂を基点に法城窟、福城窟、益影の井、冠石、中院、

大南窟を経て中宮の大講堂、行者堂(党字岩)、馬蹄岩、御本社(上宮)、仏頂山、 普地窟、船石、貧IJ窟、

獅子宿、雨宝童子(元水場)を経て薬師堂に帰るというルートであった。これはまさに前述した『竃円

山水帳』の示す領域内の神聖な行場を巡る/レートで、あったことが理解される

2 既往の保全空間

近世に保持された山内は明治4年(1871) には坊中が管理してきた山林すべてが上地となり、明治

41年(1908) にその一部(太宰府市大字内山 2-1，2-2、大字北谷 1、筑紫野市大字本道寺 665-2、大字

大石 795，798，800)が龍門神社に編入され、残りは官有林となった。山林の管理は竃門神社と担当省庁

が担う形となり、現在に至っている。

宝満山の持つ歴史性や自然資源について、限定的ではあるが行政による保全の及ぶ地域がある。既往

の指定行為には太宰府県立自然公園と内山辛野遺跡の市による史跡指定がある。

太宰府県立自然公園は、北は宮若市から南は筑紫野市に及ぶ三郡山系を主体とする南北約 30km、東

西約 15Km、指定面積は 16，568haに及ぶもので、宝満山はその一角を成している。指定は昭和 25年(1950)

5月であり、指定域内は l種から 3種の特別地域と普通地域に区分され、風致を維持することが義務づ

けられ、施設の建設や土砂採取にあたって事前の知事への届出が定められている。宝満山は山頂から標
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高 600mあたりの太宰府市側の山林が第 1種特別地域とされ、その他、愛巌山や内山、大石、本道寺、

柚須原の一部までが普通地域に包含されている。

内山辛野遺跡は平成 16年 (2004)1月 30日に太宰府市が指定した史跡で、太宰府市大字内山 5-4の一

部、大字北谷 905-235の一部 3680rrfが対象地である。史跡は宝満山遺跡群の一角を占め、中世の庭園

を含む遺跡であり、年代的、地理的環境から有智山城、有智山寺(内山寺)に関連するものと考えられ、

地域の歴史を象徴的に示す内容を持っと言える。また、庭園遺構については鎌倉時代から室町時代初期

に属し、国内においても同時期の発掘庭園遺構としては貴重である。
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図3 太宰府県立自然公園地図 (福岡県作成。宝満山周辺箇所を抜粋)
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第4節 古代信仰遺跡と しての宝満山 一信仰の開始から展開へー

1 古代九州の霊山

日本列島は四方海に固まれ、その内側は多くの山岳とその裾部に広がる平野で構成されている。先史

時代以来、列島に住みついた人々は、この自然環境から悪まれる資源に依存した生業形態を生み出して

きた。これらの相関関係を整理してみると、つぎのような 3類型に大別することができる。

①山岳地域山の民狩猟 ・焼畑

② 平野地域一里の民一水稲農業

③ 海浜地域一海の民一神、業

これらの文化類型は、その不足部分を相互に補完する交流活動によって、全体的なバランスを維持し

てきた。このような視点は、いずれかが欠落する地域もあるものの、基本的に適用できる地域史の原点

に据えることができょう。そしてそれぞれの生業が依拠する環境に根ざした自然崇拝が発生した。なか

でも水稲農業が祉会の主流となる弥生時代以降は農耕儀礼に淵源する祭記が今日まで継承されている。
みくまりしん

農業作業に不可欠な水を与えてくれる湧水源として、山の信仰は水分神とも結びつく。また水神(=龍

神)としての神話に由来する豊玉姫を山中に杷る事例もみられる。さらに仏教や道教が伝来してくると、

山は亙者や僧侶の修行の場ともなり、在来の山岳信仰に加えてこれらの教義が導入されて、のちの修験

道の原初段階ともみられる新たな山岳信仰が形成されていった。

わが国における神道考古学を提唱された大場磐雄氏は、原始・古代の信仰の対象となった山岳(霊山)

を、その山容から 2大別されている(註 1)。

ひとつは里の集落に近い山で、大和の三輪山などに代表されるもので、古典に、神奈備山、(神が龍

る山の意)とみえる霊山である。三輪山式の笠形の景観を呈し、これを背景として古社が鎮座する事例

も少なくない。

もうひとつは高山大岳に属し、雲上高くにそびえるタイプである。これらのなかには当時噴火してい

た火山もあり、富士山(浅間山)・赤城山 ・鳥海山 ・阿蘇山などに代表される、山頂が円錐形 ・笠形を

呈するコニーデ、形火山に属するものが多い。大場氏は前者を「神奈備式霊山」、後者を「浅間式霊山」

と称している。なかでも後者は洞窟などが生成されやすいところから、亙者や仏教徒が入山修行する事

例が多かった。北部九州の著名な霊山は多くが後者に属する。(表1)

古代の山岳崇拝は、特定の山だけが撰ばれて信仰され、神社に発展し、さらには仏教と習合して宮寺

(みやでら)に進展した事例もある。 また国家的崇敬をうけて式内社(~延喜式』神名帳記載官社)に

列せられた神社もある。

九州の霊山は『太宰管内志』に 110余例が数えられ、山岳寺院の寺号や縁記にみえる開山者 ・中興者

とその時期などについてまとめると別表のようである(表 1参照)。しかし縁起の内容がすべて史実と

はいえない。なかでも開山者とその時期についてみると、豊前 ・豊後では英彦山(古代は「彦山J)・求

菩提山が継体天皇・飛来山が推古天皇・神角山が欽明天皇の時代など 6世紀にさかのぼり、北貌や新羅・

天竺などの外来僧を開山者とする。筑前 ・筑後では寵門山 ・高良山が 7世紀、肥前では 8世紀前半代で

行基をあげる。肥後では 7"-'8世紀で日羅があがり、この点では豊後の石仏などとも共通する。日向 ・

大隅・薩摩では 7世紀とするが、霧島山では 6世紀にさかのぼる。この 3国では熊野系修験の山が多く、

他宗教は入りにくい状況で、はなかったかという指摘もある。

九州の霊山で最も有名な山は英彦山で、最盛時には「三千八百坊」あったといわれる。英彦山をはじ

め北部九州の山々に考古学的調査が入るようになったのは 1960年代以降のことで、以来今日では、山

々
in6
 



の考古学、の名のもとに社会的認知度を高めつつある。

一

表 1 九州の代表的霊山一覧〔中野幡能編 『英彦山と九州の修験道~ (1977)による〕

11 H~ 
前 '

盛劃

11 互Z

後
11 豊筑 11 筑|国
前後 前|名

2 伝説上の宝満山
太宰府市と筑紫野市にまたがる宝満山は標高 829・6mの高山で、周辺の山々を抜きん出た高さと円錐

笠形の山容で衆目を集めてきた。望見する方向によって異る形容を呈するが、信仰の対象としては、最

も秀麗な姿の望見できる方位がし、わゆる「正面」となる方面である。その意味では西方の天拝山麓に近

い筑紫野市武蔵方面から望見できる山容が最適であろう。人口増による住宅群の林立と電柱 ・電線の増

加によって、山容の全体が一望できる地点は急速になくなりつつある。武蔵方面から遠望できる地点も

きわめて制限されてきている。山容の全体観は山頂から東方に裾野を長くたなびかせ、北側は中途まで

東側と対称的な裾広がりをみせるものの、以下は横に延びて台形を呈してゆく。周辺の山々を抜きん出

て空中に聾える遠望は、一見富士山を想起させるような秀麗なたたずまいである。原始時代にさかのぼっ

て霊山信仰は始まっており、山麓などに土製模造品などが発見されるケースが知られている。宝中山震

の低丘陵上でも議神山古墳周辺やカケ塚遺跡、(ともに筑紫野市紫所在)で鏡 ・勾玉などの土販制

や手担土器などが発見されている(註 2)。前者は古墳の墳丘出土品の疑いもあるが、両遺跡の北東に

は秀麗な宝満山が望見できる。報告者は宝満山が信仰の対象であったことを指摘している。さすれば宝

満山の信仰は 6世紀後半代にまでさかのぼることとなる。

この山には古来竃門神社が鎮座し、山頂に上官、中腹に中宮跡、山麓に下宮がある。『延喜式』巻

10 ・神名帳の筑前国御笠郡の項に竃門神社が記載されている。これよりさかのぼっては『扶桑略記』に

延暦 22年 (803)僧最澄が渡唐に際して、「大宰府竃門山寺Jで造仏したとあるのが初見史料であり、 8

世紀代から寵門神が鎮座し、山寺も存在していたことがうかがわれる。

すでに周知のごとく、『筑前国続風土記~ (1706年完成)に、
「此山は、園の中央にありて、いと高く、造化神秀のあつまれる所にして、神霊のと』まります地にな

れはにや、筑紫の園の惣鎮守と稿す。凡園土には、鎮守となれる山あり。是を鎮山と伝。神霊ありて、

其園をしつめ守り給へり。(中略)然れは園の福を祈り、禍をはらひ、年の豊を願ひ、凶を除き、或早

に雨をこひ、窪雨に晴をいのるも、皆鎮山におゐて行ふへし。其精誠を致さは、必磨、験あらん事、うた

かふへからす。此山は峯高くそひえ、雲霧ふかくおほひ、畑気つねに絶えす。故に竃門山と云。又御笠

山とも云。太宰府は此山下にある故、御笠の里と云。此山を或は賓満とも披す。満山岩石多くして、其

形勢良工の削なせるか如し。誠に奇絶の境地也。(下略)J 

また『竃門山旧記~ (註 3) (1684 ~ 87成)には、山頂に水あり 、「中古以来益影ノ井」とも称されて

し、るカ2

「…ヲ湯アヒノ水ニ撰ヒトリ玉ウト也。其上ニ鼎ノ如三ツ立タノレ石有。高さー丈余三石ノ問一丈 ・

今道ニシテ其中間ヲ通/レ。愛ヲカマト石 トモ竃門岳トモ申也。此石ニ釜ヲスへ湯ヲワカシ玉ウト申ス。

比ニカケタル釜石ト成リ、蓋トナリ、釜石、釜ノ蓋石ト云石有リ。(中略)御神火焼ノ皇子と申テ此鼎

石の辺ニ祭ル竃ノ神ノ御事也。諸人崇ムノレ処ノ三宝是也。或書ニ日、応神天皇粕屋郡宇美村ニテ誕生ノ

時此ノ清浄水ヲ湯ニワカシ産湯ニサセ玉ウト有。」

中宮跡から上宮に向かう途中に在る鼎立する「仙竃岩」がこれにあたる。

竃門山に座す神霊を杷るべく設けられた竃門神社であるが、『延喜式』にみえる祭神一座の特定神名

は不明である。『続風土記』には、

「祭る所の神は、海神の女王依姫也。麟掲草葺不合尊の御后也。日向園高知尾岳にて、神武天皇を産

給ひて後、竃門山に入玉ふたかや。相殿の神二座あり。左は神功皇后、右は八幡大神なり。」
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とあって、いつのころからか三座神が杷られている。『竃門山旧記』にも、

「竜門之明神其由来ヲ奉尋ニ水海神ノ御女子玉依姫ト申。」

とある。また『八幡宇佐官御託宣集』第 2巻(註 4) に掲載されている「或記云。裟喝羅龍王娘五人」

の系図はつぎのようなものである。

裟喝羅龍王 賓錦 八歳龍女

賓満大菩薩 竃門

香椎

大帯姫 |八幡笛崎

鵜査不葺合尊

豊比昨 河上

大明神 高知尾
d 

また天平勝宝 7年 (755)の神託に、

「大常姫者吾母。 ~p裟喝羅龍王乃夫人也。 竃門明神波吾妹。龍女波吾妹。是十一面観音之饗身也。 J

と述べられている。この内容が神仏習合思想と校合されたものであることは容易に推察できるところで

ある。中野幡能氏(註 5) は竃門社と宇佐神宮の関係ができたのは宮崎宮の遷座以降のことで、「宝満

大菩薩」と称されるようになったのも平安時代末期からであろうと推測している。

一方、宝満山のような山容は、古くから仏教や修験の徒が入山修行に適しているところから、はやく

から神仏習合的傾向がみられる。豊前地域の彦山や求菩提山に開基伝承がのこされていることもその証

となろう(註6)。宝満山でも天武天皇白鳳2年 (674)に心蓮上人が入山修行した伝承が『竃門山旧記』

に記されている。

「天武天皇ノ御宇心蓮上人常ニ構阿伽ノ水ヲ以テ山中ヲ修行ス。白鳳二年二月十日壬午辰ノ一天二山

谷震動シ異香績紛トシテ惣然卜貴婦人現シ給ヒ貴婦人上人ニ告而日、我ハ是玉依姫ノ霊現国ヲ守リ氏ヲ

属鎮護ニ此山中居スル事年久シ。(中略)惣チ雲霧四方ニ合シ貴婦人変シテ金剛神ト顕レ玉イ、御手ニ

錫杖ヲ横へ九頭ノ竜馬ニ駕シ十神其排異形也。上人感歎シ其所今ノ針ノ耳戸ト申。昔ノ石門也。竜馬ノ

蹄ーツ地ニ付処今尚其印有り。俗人是ヲ馬蹄石ト呼ヲ上人感歎シテ時ノ官領ニ申此旨奏聞ス。天皇聞召

貴異ノ思ヒヲナシ有司ニ宣下有テ御社を立神慮を安ンセシム。今ノ上宮是也。宝満宮ト申ス事宝ノ¥珍財

ノ至極ナルカ故ニ玉フト云字作ルト也。満ノ¥塩ノ起リ来テ至極ナルヲ満ト可云。然ルニ依ト云字ヲ満ノ

字ニ書改宝満ノ二字ト玉依ノ二字トー和通用スヘキカ、宮トハ勅定ヲ以立始メシカ故亦勅宮トモ申也。

然ルニ此宮ヲ以テ鎮護国家の惣廟トス。心蓮上人ハ白鳳十二年六月十日ニ寂ス。北ニ当テ丸山有。其頂

ニ奉葬リ仏頂山東尾寺ト号。」

このような伝承が成立した時期も不詳であり、また『竃門山旧記』編者の私考も加えられているやに

思われる部分もあり、確たる依拠史料も示しえない。文中玉依姫変じて金剛神に顕現する所伝などは、

明らかに神仏習合思想と修験道における守護神，思想に基づいて形成されている。また上宮が玉依姫を杷

る勅宮に始まることや、「宝満宮」の字義についてふれられているものの、徴すべき史料を知らない。

ともあれ、宇佐官や高良宮などの伝承もとり入れて構成されたのであろうと思われる。以上の伝承から

心蓮上人なる僧の存在が天武朝に付託され、その白鳳2年 (674)2月以前から入山し、同 12年 (684)6 

月10日に入寂したこと。そしてその葬地は、上宮から尾根伝いに東北方10分ほど歩いた仏頂山頂(869m)

の東尾寺跡と伝えられてきたことが知られる。同地には上人の墓と伝える近代の石桐が再興されている。

-90 -

つづいて登場するのは役小角であるが、修験道の開祖とされるこの人物は、後世神格化されて全国各

地の霊山に入山伝説が付会されており、宝満山もまた例外ではない。宝満山には文武朝に入山して「竃

門山を金剛界トシ日子山ヲ胎蔵界トシ」たという。山内に修行窟を設定し、各神仏の本地垂述関係を定

め、彦山(現「英彦山J) との関係を規定するなどを付託しているが、すべて後世に修験の山として整

備されたことはいうまでもない。

ところで確実な史料にあらわれる「竃門神」や「竃門大神」から、この山に鎮座する古来の神である

ことがうかがわれるが、その来歴については明確でない。大陸では古来炉や竃を神聖硯して、家族の繁

栄を祈る家神として信仰されている。中野幡能氏は、大宰府設置のときに「鬼門除」のために山頂に

八百万神を記ったという伝承に注目して、大宰府鎮護と繁栄を期して竜神が勧請されたであろうと推測

している(註7)0 このような大陸系の神が杷られた背景には、北部九州は古くから半島や大陸への門

戸であったから、とくに半島との関係で韓系の神を祭る集団の渡来が注目されている。また 6世紀代の

近畿地方で古墳のなかに竃 ・釜 ・甑のミニチュアを一組として副葬した事例に注目した水野正好氏は、

百済 ・漢人系の外来氏族の居住地にみられ、故地における竃信仰の慣行を継承したことを指摘した(註

8)。さらに平安時代にも平野神社の祭神のなかに久度 ・古開の二神として、現用の釜竃に懇く神格と使

用ずみの釜竃に宿る神格が和られていることをあげている。 また岡山県大飛島祭杷遺跡では、 8~9 世

紀の遣唐使往来にかかわる祭把が行われたと推測されているが、ここでもミニチュア竃が発見されて

いる(註 9)。律令時代にはミニチュア竃は神への祭料となり、国家的な竃神に定着していたのである。

のちに最澄が渡唐にあたって竃門山に祈願した背景も察せられるであろう。

一方、現在の竃門神社祭神は玉依姫命 ・相殿に応神天皇 ・神功皇后を杷る。 『竃門山宝満宮縁起~ (1747 

年成)には、

「或書に云、応神天皇粕屋郡宇美村にて誕生の時、此釜石に釜を居へ、此清浄水を湯にわかし 産湯

にさせ給うと有、何の道にても、清浄の水山にて撰ひ出し湯にわかし天子の産湯とし給ふ故に、竃門山

と申と成り、」

とあって、さきの『竃円山旧記』同様に上述の外来竃門神とは無関係な由諸を述べている。さらに鎌倉

期成立とされる最古の縁起『竃門山宝満大菩薩記』には「八幡大菩薩伯母Jとある。宝満大菩薩を玉依

姫に擬することは近世初期には成立していたようであるが(註 10)、森弘子氏も指摘されるごとく、神

武天皇の生母玉依姫を八幡神(応神天皇)の伯母に擬するのは矛盾している(註 10書 142頁)。にもか

かわらず、宝満大菩薩を玉依姫に擬し、今日主祭神に定着せしめた創始者として、石清水八幡宮別当頼

清が永保年間 (1081-83)大山寺別当に補された由緒に求めたのは森弘子氏である(註 10)。すなわち頼

清の経歴や活動に拠って、「以前より女神と認識されていた竃門神に『玉依姫』という名を奉り、応神天皇、

神功皇后を併せ杷り、八幡の別宮と位置づけることができたのは、白河天皇 ・藤原師通という時の権力

者の後楯をもち、法華経にも八幡思想、にも精通し、かつ熟年の長い期間大山寺別当を努めた頼清を措い

て他にないと考えられる。J(註 10書 173頁)と述べている。
みくまり

宝満山に水田稲作に不可欠な水源を求める水分神信仰は、古墳時代にさかのぼって始まっていること

が推測できるが、この説に従うならばそれに対して後に特定の神格名を与えたことになろう。しかし寵

門山信仰をこれのみに限定してしまうのは如何で、あろうか。私はさきに、「原始的な山霊信仰の系譜を

ひき、玉依姫に神格化された系統のものはのちに修験信仰に継承されてゆき、また大陸系の竃信仰の系

譜をひき、律令時代の国家神として竃門神に神格化された系統のものは大宰府鎮護のために勧請された

であろう J(註 11書8頁)と述べた指摘はいまなお有効であろうと思う。また後者については中野幡

能氏も「道教の一つの宗教現象である竃神信仰が都府楼設置に付随して御笠山に導入されたJ(註 7書

1
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と述べている。

古代信仰遺跡の調査(I)と研究成果一祭記遺跡・仏教建築遺跡一

宝満山の学術調査は、 1960年代初頭に太宰府天満宮による宝満山文化綜合調査会(代表・西高辻信

貞宮司)が結成されて、関係諸学の学術班が編成されたことに始まる。遺跡 ・遺物関係では鏡山猛 ・小

260頁)

3 

田らによる考古学的発掘調査が 1960・61 (昭和 35・36)両年行われた。調査報告書(註 11)は諸般の事

情で、大幅におくれ、 20年後の 1982(昭和 57)年に太宰府天満宮文化研究所から発刊されて完結をみた。

またこれとあい前後して小西信二氏による長年にわたる宝満山踏査の成果がまとめられて 1984(昭和

石硯

59)年に発刊された(註 12)。これらのあいつくー現地調査の成果によって、ようやく宝満山の内容の一

端が明らかになり、多くの古代から近 ・現代におよぶ遺跡の存在が知られた。それとともに宝満山の全

貌を知るには、かなりの年月をかけた組織的調査が必要であることを改めて認識させられることとなっ
石硯
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上宮地区遺物採集地付近地形図 (小西信二氏による)
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その後しばらくは宝満山に関する特筆すべき情報にも接することなく過ぎたのであったが、やがて

1980年代の後半期に送電鉄塔建設に伴う調査に始まり、 1990年代に入ると山麓地域の住宅建設や民間

開発が急増して、大宰府市教育委員会による緊急調査が毎年実施される状況となり、この傾向は 2000

年をこえてもなお継続する有様であった。さらに 2003(平成 15)年の集中豪雨や 2005(平成 17)年の

福岡県西方沖地震などの、自然災害による山中遺構の荒廃も重なって詳細な現状調査記録を作成する必

要に迫られてきた。太宰府市では 2005"" 2009 (平成 17""21)年の 5ヶ年間国庫補助事業として山中

の遺構の測量調査を実施した。開発に伴う緊急調査ともあわせて 2011 (平成 23)年までに 43次が数え

られ、調査遺構の時期も古代から近世に及んでいる。その内容も宗教関連遺跡(礎石建物ほか)、中世

山城、生活関連遺構、鍛冶 ・製鉄遺構など多様である。それらのなかから古代の主要な遺構に係わる詳

細な内容については既刊の報告書に譲り、成果の概要と若干の考察を述べておこう。

(1)上宮祭杷遺跡 (註 11) (大字北谷字宝満い筑紫野市大字大石字水上 857) [第 1図〕

1960年 10月の第 2次調査対象地として予察的調査を行った。山頂に 1957年度に再建された上宮社

殿が在る。この背面は切り立った巨岩絶壁をなし、 10m余下ったところに、西と南を巨岩で固まれた岩

棚状のテラスが在る。この絶壁は登山者達のロック ・クライミングの練習場とされていたところから、

銅銭や土師器が採集されて情報がもたらされていたのである。このテラスの広さは東西 3.5m、南北 6m

ほどで、北側はさらに下方にむかつて絶壁をなし、東側も急傾斜で下降してゆく。上宮背後のこのテラ

白
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G由

1

2 
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口淡貧色 緑色遺器j燭燭I色

スに至るには、巨岩の割れ目をったい、階段状の岩壁を下って到達する。樹木の繁る地表には土師器杯

の破片が散布している。発掘調査はテラスの中央部に東西 2.8m ・幅 50cmのトレンチを設定して掘り

さげた。平板その他の測量桟材が持ちこめないので、簡単な平面略測図や土層断面の詳細図を作成した。

テラスのせまい状況から平面的に拡張することがむづかしく、 トレンチ北面の土層図を作成して l日間

の調査を終了した。

絶壁寄り西側平坦面では深さ 60cmまで、また東側では約 40度の急傾斜で深さ約 1mで岩盤に達する

聞に、土師器杯類を主体とする土器類が土砂などを介在させずに集積する状況がみられた。このような

1000 
==::1 

滑石製有孔円板 (9・10)・施粕陶器 (11・12)
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滑石製有孔内板 (1) ・儀鋭 (2・3)・施紬陶器 (4-7)

参考6 
d，'二.. ~ 土器類の集積は、岩壁の上方、上官社殿裏(東側)の岩場に腐植土が堆積して土師器片が散乱している

状況をも参照して、この岩壁下テラスの土器群は、その上方岩場から投下された祭紀後の始末を示すも

のと推定される。

トレンチ調査で発見された遺物は、大量の土師器杯類と若干の須恵器などである。

宝満山上宮地区遺跡と遺物 (註 11、12より)
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第 1図

口縁部から内面にかけて油土師器杯は口径 12"" 13cm .高さ 3"" 4cm .底径 7"" 8cmの同形成品で、
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煙の付着するものが多い。また底部を二次穿孔したものもあり、使用後に穿孔廃棄したのであろう。外

面底部に墨書したものもある。このほか高台付椀 ・皿 ・蓋などがある。

須恵器は杯 ・椀 ・長頚瓶 ・壷などの器種がある。また灰紬陶は長胴形破片全面に緑色灰粕を被った瓶

形かと思われる。

以上の土器 ・器種の特徴などから、上限は 8世紀後半までたどられ、下限は9世紀後半代にまで及ん

でいる。このうち須恵器には 8世紀後半代の特徴がみられるが、大量の土師器杯類は 9世紀代の特徴を

示しており、平安時代に降って神道祭杷が盛行する傾向にあったことが推察される。この時期には竃門

神が絞位昇格をかさねていたことが参照されるのである。すなわち

承和 7(840).4・21 寵門神に従五位上を授けられる。

嘉祥3(850)・10・7 正五位上を授けられる。

貞観元 (859)・1・27 従四位下を授けられる。

元慶'3(879)・6・8

寛平8(896).9・4

従四位上を授けられる。

正四位上を授けられる。

などの記録があげられる。この背景にはこれまでにもいわれているように、新羅海賊の活動などの不穏

な社会情況などが考えられよう。上宮遺跡の調査は、わずか 1日間のトレンチ 1ヶ所のみの予察的段階

にすぎないので、将来に本格的調査が期待されるが、あわせて遺跡の保存対策も要望したい。

(2)下宮礎石群遺跡 (註 11・13) (大字内山字御供屋谷) [第2図〕

竃門神社の正面参道登り口横(南側)隣接地に広がる平地がある。ここに建物の礎石群が在る。神功

皇后御座所跡の伝承が付会している。 1960年 10月の第2次調査時に礎石群の平面測量を実施し、さら

に翌年4月の第 3次調査で、山側(東側)に埋没した礎石列(南北方向)の存在が予想されたので探索

して存在を確認した。かくして南北(桁行)8列 ・東西(梁行)6列の礎石列からなる大型建物となり、

大講堂風な性格のものが予想された。また花闘岩を使用した礎石表面には、円形造出柱座のあるものと

ないものが混在するところから、再建された場合を想定して礎石間や基段想定箇所の計8ケ所のトレン

チを設けて地下の探索を行った。その結果礎石の下層に及ぶ遺物包含層の存在(第2・3・5・8トレンチ)

と遺物の時期から、現存礎石群の構成は 11世紀後半以降と判断された。このたびの調査はわずか5日

間の実測や発掘の予備調査段階で、あったから、本格調査は後日に托して終了した。

やがて 2008(平成20)年度に太宰府市による第37次調査で本礎石群 (37SB010遺構)の確認調査が

実施された (2009・1・14"-'3・26)01961年の調査トレンチに続けて 16トレンチまで設定して本遺構の

究明がはかられた。礎石群から示される平面形はさきの調査と変りなく、柱間法量などは正確な数値が

示された。すなわち、

桁行 3. 0+3. 2+3. 6 X 3+3. 2+3. 0 = 23. 2 m 

梁行 4.3+3.0+3.6 X 2+3. 0=17. 5m (西→東)

5 X 2間の身舎(内陣)に四面庇(外陣)がめぐる 7間x4間の堂舎の正面(西側)に 7問X1問の

孫庇を付設した構成である。堂舎の下層トレンチからは古瓦・土器 ・輸入陶磁 ・国産陶・滑石製石鍋・

金属製品(鉄釘 ・鉄津)・砥石などが発見された。輸入陶磁(龍泉窯系・同安窯系)などから 12世紀後

半から 13世紀初頭の建立と推定された。また礎石建物についても、 7問x5聞の堂舎とその前面孫庇
付設の形式を首麻寺本堂の事例を引いて正堂と礼堂とする。なお出土遺物のなかには前回調査時に紹介

した鴻艦館式軒先瓦一組のような 8世紀代にまでさかのぼる資料があることも注意される(第4図 1・2

参照)。

〔補記〕鴻臆館式軒瓦はこのほか第36次調査(下宮南西側の谷地形部)で軒平瓦片が発見されている
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第2図 竃門神社下宮礎石群調査実測図 (註 11、13より)
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(36S x 0.24、註 13書 58図 16)。この調査地は 13世紀代に「竃門神社南側の奈良・平安期の遺物を包

含する土を削平して、(中略)谷地形に流しこむことによって埋められた可能性があるJ(註 13書 120頁)

とされている。さすればこの資料は本来下宮礎石群に所属するものであったことになる。

( 3) r竃門山宝塔」遺跡 (大字内山字本谷 780-1・16) [第 3図〕

小西信二氏の遺物採集によって御巌 ・本谷地区B地点と仮称され、「妙見洞礎石群」として紹介された

(註 11) 。 やがて太宰府市の第 34 次調査(平成 20 年 1~4 月)で 34SB001 礎石建物として調査された(註

13)。遺跡は宝満山西裾(標高 275m)の独立峰上に在る 15m四方の平坦地中央に在る。復元すると一辺

8. 14mの総柱形式の建物となる(方位N--20 48' --w )。
建物の柱聞は、

同
州

Uててy--←

00L6 '0世-A

252+310+252cm(8. 3+10.2+8. 3尺)= 814cm (26.8尺)
の3間四方規模となる。全 16個の礎石のうち、 7箇所の礎石が失われている。旧妙見洞やその周辺に

移動された礎石は、 60~ 80cm・厚さ 20cmほどの属平な花闘岩が使用されている。建物周辺には基壇を

構成する石列が巡り 、礎石列から南側まで 5.5m (SX003)、西側まで 2.5m(SX004)、東側まで 3.5m(SX011)

を測る。また南側石列のさらに南側中央に扇平石を使用した階段 (SX002)が在り、南側を正面にする

構成であったことが知られる。出土遺物には土師器 ・須恵、器 ・瓦などがあり、 9世紀後半から 10世紀

前半代のものが主体をなす。北斜面出土の軒丸瓦(九歴 170A型式)は 9世紀後半以降に比定された。

また観世音寺や安楽寺関係の文字瓦もみられる。特筆すべきは C4礎石の西南側表土下で発見された小

金銅仏 (高さ 11.8cm)の発見である。表面の風化著しいが、施無畏 ・与願印をなす知来立像であり、

本来は台座に挿入され、光背をともなっていた痕跡をとどめている。平安前期頃とされる。

〔補記〕創建時に使用された古瓦片と同一形式の軒丸瓦完形品が遺跡周辺から発見されている(註 11書

111 ~ 112頁)。参考までに揚げておく(第 4図3)。

この遺跡を「竃門山宝塔」に比定する典拠はつぎの承平 7 年 (937) 大宰府牒(~石清水八幡宮文書之二j])

にうかがうことができる。

応令造立神宮寺多宝塔一基事笛崎宮府牒

得千部寺僧兼祐申状俗、謹案天台伝教大師去弘仁 (817)八年追記云、為六道衆生直至仏道発願、於日本国書写六千部法華経、牒

建立六箇所宝塔、 一一塔上層安置千部経王、下壇令修法華三昧、其安置建立之処、叡山東西塔、上野下野園、基亜童d上弘、皇且

主主藍盟主者、市大師在世及滅後僅所成五処塔也、就中箭門山分塔、沙弥証覚在俗之目、以去承平 (933)三年浩立巳成。上安千

部経、下修三昧法、宛如大師本願、未成一処塔者、謂字弥鞠寺分也、伝聞弥鞠寺未究千部、書写二百部之問、去寛平年中 (889~ 
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参議師橘朝臣「公頼J

すなわち伝教大師の弘仁 8年 (817)遺記に、日本国の六箇所に宝塔を建立して、各塔上層に法華経

一千部を安置することを発願したことを承けて、唯一未建のままになっている「豊前宇佐弥鞘寺」分宝

塔を宮崎宮神宮寺に造立することを伝えた文書である。九州、|ではさらに「筑前竃門山」分の一塔があり、

「比叡山東西塔、上野下野国」の四塔とともに承平 3年 (933)までには造立されていたことが知られる。

宇佐弥勤寺では法華経二百部を書写した段階の寛平年中 (889~ 897)に火災ですべて焼失したため、笛

崎宮神宮寺に造塔することを求めたのであった。

以上、発掘調査によって内容の判明した古代遺跡を代表する 3遺跡の概要を述べた。太宰府市による

宝満山遺跡群の調査は現在 43次にまで及んでいる。それらの成果によれば、もはや山中随所に須恵器・
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よ日
期〉

1 
1_11 ~:l 

白〈空

貨幣

上宮地区祭杷の変遷

E 

遺物分期

4 

llC後半~

分期

祭把

表4土師器 ・瓦などの古代遺物が発見されている。しかしこれらのなかには、中世の坊跡かと思われる遺跡

で中世(とくに 13~ 14世紀代)の遺物と共伴している状況もあって、遺構の性格までは特定しえない

ところがある。これまでの調査成果によれば、上宮祭杷遺跡では祭杷後に投棄された多量の土師器杯や

須恵器は8世紀中頃までさかのぼり、 9世紀前半に最盛期を迎え古代末期に至る。さらにこの周辺上宮

地区で、は奈良三彩小壷 ・銅製儀鏡 ・施紬陶 ・皇朝銭 ・滑石製有孔円板などが発見されている。

資料は上宮登拝者ほかの民間の人々によって採集されたものも少なくない、さきの調査報告書 (註 11)

刊行後も資料は増加していた。そこで 1983年までに管見にはいったものについて紹介し、あわせて上

宮地区における初期祭杷について再考するところがあった(註 14)。なかでも皇朝十二銭の多さにまず

おどろかされた。

その集計は表 2に示すような状況で総計 45枚を数えた。発見資料個々については旧稿(註 14) にゆ

ずるが、これを l世紀代ごとに分期して示せば表 3のようになり、大勢をうかがうことができる。

上限は 8世紀前半まではさかのぼらず、また 4期は 12世紀以降のものが多く中世前半に及ぶ。

に上宮地区よりやや下った竃門岩周辺にも土師器 ・須恵器 ・黒色土器などが採集され、上述した 1~ 3 

分期にわたっている。

これらの

さら

(・印はよ宮祭叩遺跡、ー印は竃門岩付近遺跡を示している。)

照)。それによれば 708年(和銅開時)に始まり 835年(承和昌宝)までの時期に 42枚と集中し、な

かでも 8世紀後半から 9世紀前半がピ クとなる。のこり 3枚は 907年(延喜通宝)と 958年(乾元大

宝)で 10世紀前半に属する。両者の間 (9世紀中頃~末頃)には約半世紀聞の未発見の空白期がみられ

る。皇朝銭にみられるこのような傾向は、滑石製と銅製の祭杷遺物や施柚陶においても指摘できる。す

なわち I期祭記はさらに前後 2期 (A期 ・B期)に分期することができる。A期は祭把の草創から盛期に、

B期は衰退期に位置ずけられる。以上の所論をまとめると表 4のように要約できるであろう。

上記のように変遷した上宮地区の古代祭杷の目的は、以下に述べる如く当時の社会的背景と深く結び

ついていたことが推察できる。

1 A期祭杷は宝満山信仰の草創から発展期に至る祭把期である。竃門神信仰の起源は、大陸で竃を神

聖覗して家門の繁栄を祈る家神として肥る信仰に由来する。大宰府の創設期にその鬼門(東北)にあた

る宝満山に竃門神を勧請して、大宰府鎮護の神となし、国家神的性格を備えるまでに至ったのであろう。

祭杷遺物にみる特色は、 7~9 世紀代の宗像沖ノ島祭杷(第 3~第 4 段階祭杷)とも共通するところが

ある。遣唐使派遣など国家的事業や大宰管内の有事に際しては、律令祭市E的な祭事が付託されたと考え

られる。『続日本後紀』承和 9年 (842)7月 3日条にみえる、筑前国宗像神・竃門神らに崇りを払うため

の奉弊使が派遣された記事などはその証となろう。

つづく 1B期祭杷は、皇朝銭や施柚陶などが後退してゆく。9世紀後半以降の遣唐使廃止 (894年)、

かわって新羅海賊の出没が頻繁になり、西日本沿海諸国の被害と脅威は大きくなってきた。辛野遺跡で

発見されている「蕃 J字墨書土器などは、これらに対する壌災祭把なども推測させるであろう。また国

内においても、天災 ・怪異現象がひきつづいて世情不安は増していた。朝廷で、は筑前国の国神で、あった

竃門神にも絞位昇格を重ねて嘉承元年 (1106)には正一位に紋せられるまでに至った。 1B期から H期

に至る空白期を含むこの期間は上宮地区祭杷から下宮地区や山内各所に拡大していったことが参照され

るであろう。

E 期祭ffi~以降に顕現化してくる仏教的特色は、宝満山だけにかぎ、ったことではない。 北部九州では、

英彦山 ・求菩提山 ・国東半島の六郷満山 ・背振山などでもみられる現象である。すなわち原始修験信仰

の草創期ともいうべき時期でもあった。寵門山下宮礎石群は、このような背景のなかで発展した古代末

期から中世に及ぶ所産であり、「大山寺 jの寺名を称した時期の大講堂にも比すべき仏殿である。
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以上の状況からみて 8世紀代に始まった山頂祭把は神道祭杷を主とする内容であり、国家型祭jfrEと共

通する内容であることは旧稿(註 14) でも述べたところである。近いところでは福岡県沖ノ島祭杷遺

跡の最終段階 (N期 ・ 露天祭杷 :8 世紀後半~9 世紀代)とも対照することができる。 つづく 4 期は 11

世紀後半以降中世に及ぶ時期である。懸仏や諸

種の仏具類が主流となり、 3期以前と様相は逆転

して仏教色の強し、祭把形態がうかがわれる。3期

との聞には少なくとも半世紀以上の空白期聞が

あったことが予想されることになる。換言すれ

ば神本仏従から仏本神従への転換がこの空白期

に進展したことが推察される。元来神仏習合は8

世紀以前からみられるとの説もあり、また律令

期神道のなかには道教的要素もはやくからとり

入れられているとの説もある。かくして上宮地

1 ~ 3期 (I期)と 4期 (ll期)に大

別することができる(表

4参照)。前者は古代前

期の祭杷であり、後者は

古代末期以降中世の祭

杷である。 1期祭杷は、

より具体的な時期を知

る上で、さいわいにも多

く発見された皇朝十二

銭に注目してみると、い

ずれも鋳造年時が明ら

区祭市Eは

かであるから上限を知

ることができる(表 2参
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宝満山における仏教信仰は、すでに IA期にさかのぼって匹胎していた。

『扶桑略記』延暦22年 (803)閏 10月23日条に、「 最澄和上於太宰府竃門山寺。馬渡海四船平達。敬造

檀(像)薬師悌四躯。高六尺絞齢。其名号元勝浄土善名稲吉祥王如来。巳上」。同様の記述は『金玉』、『叡

岳要紀』にもみえる。遣唐使船は翌23年5月 12日を難波を出発しているので、同船に乗って入唐予定

の最澄は、その前年から大宰府に至り、豊前の宇佐八幡神宮寺や賀(香)春神宮寺で講経祈願している

(註 15)。いずれも渡来神にかかわる神宮寺で、あり、ともに渡海の平穏を祈願したことがうかがわれる。

さらに『扶桑略記』から、「大宰府竃門山寺」が竃門神社の神宮寺として存在したことが知られる最

古の記録として重要であり、それが 8世紀代にさかのぼる建立で、あったことも知られる。好都合なこと

に、下宮礎石群の下層からこのことを証する 8世紀代の鴻腫館式軒瓦 l組が発見されている。しかし現

存する礎石群は上述したように 12世紀代に造立された大仏舎であるから、両者を直接結びつけること

はできないが、この周辺を整地して建立する以前、すなわち 8世紀代にさかのぼって堂舎が存在した

であろうことが推察され、「竃門山寺」に比定する有力な支証となしうるであろう。下宮礎石群の近く

に位置する内山地区地蔵原遺跡でも太宰府市の宝満山遺跡群第27次調査で、 j鳴艦館式軒丸瓦と考えら

れる瓦当片3点が出土している(註26)0 下宮から西斜面谷部に下った標高 140m付近の段々畑である。

8 ~ 12世紀の縄目文や格子目叩きのある瓦片、 8世紀代の須恵器群 (8トレンチ)などが報告されてい

て、報告者は下宮礎石群ともかかわる「瓦所要の建物が至近にあった Jことに言及されている (註26

書 166頁)。

延暦24年 (805)に帰朝した最澄は、弘仁5年 (814)春、神思を謝して八幡神宮寺や賀春神宮寺で読

経している(~叡山大師伝j) )。

最澄の竃門神社参詣は、竃門山寺とともにその地位を高めることとなり、上述したように竃門神の叙

位昇格を重ねるとともに、大宰府の鎮護神として府の厚い保護を受けた。承和9年 (842)に奉幣使を受

けたことは国家神的処遇を受けるに至っていた証であろう。

承和 14年 (847)に帰朝した円仁もまた竃門社寺で転経報謝している。すなわち、

「十一月廿八日。於大山寺始入唐時所昨金剛般若若五イ千巻。皆先馳使。奉送綜南。同日。早朝一時強遣

綜南使詑。便縛経。同日。震竃門大神縛一千巻。J( ~入窟求法巡稽行記』巻第四)

このような読経報謝業は、最澄以来入唐僧のあいだに定着してゆき、このことが叡山系悌教との関係を

一層深めてゆくこととなった。上述した承平3年 (933)に最澄遺記による、六所宝塔造立分の 1基「筑

前竃門山J宝塔造立もその証であった。そしてその遺跡が近年内山地区本谷で調査された「寵門山宝塔

」遺跡である。

このようにたどってくると，上宮祭悶の変遷(表 4参照)における 1A期後半(遺物分期の 2期)最

澄との交渉が始まっており、 1 B期(遺物分期の 3期)には宝塔が造立されるに至った 。天台系仏教は

寵門山中に徐々に浸透してゆき、やがて 11世紀後半以降、原始修験的な“山の宗教"の形態を示すま

でに発展していった。初期の神宮寺「竃門山寺 Jから「大山寺 Jの寺号を称するまでに発展した。12

世紀代には寵門山修験も系統化がすすんで、いたようで、後白河法皇の撰になる『梁塵秘抄』に、「竃門

の本山彦の山」と詠まれているように、彦山(英彦山)を本山とする本末関係が成立していたようであ

る。

以上のような歴史的推移を勘考しながら、山中に発見されている古代遺物発見地にかかわる建物遺構

の調査が今後の課題である。祭示日遺構、僧の生活施設(山房)、修業施設(修業窟 ・山寺等)の構造究

明などの作業も将来に托された問題である。現段階での過度な推定は今しばらく保留しておきたい。

また一方近年では「山寺 J研究も活況を呈してきている。すでに太平洋戦争以前から「山岳寺院」の
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名称のもとに、山中寺院の伽藍配置などが提起されていた(註 16)。最近では、奈良時代の史料にみえ

る 「山林寺院 Jの用語が古代、「山の寺Jが中世における適正な用語であろうという指摘もある(註

17)。さらに一歩すすめて IU I寺」を里山系寺院と霊山系寺院に大別する分類案も提起されている(註

18)。前者は「里山の中腹や山麓、丘陵、あるいは谷や沢の奥などに立地した寺院の総称Jであり、後

者は「仏教伝来以前から信仰の対象とされてきた山岳の登山口や中腹に成立した規模の大きい寺院」で

あると定義している。そして「し、ずれにも分類しにくい例や複合的な存在形態をとる例もないわけでは

ない Jとしづ注釈もつけられている。この大別案は現状景観における分類案のようであり、歴史的に古

代や中世の段階における景観にさかのぼった場合には如何な状況であったのかという歴史学的視点から

の検討も必要であろう。そのような視点に立っとき、宝満山遺跡の場合は、信仰の開始時期においては

原始的な山岳信仰に始まり、やがて山内に修験者が入ってゆくというパターンを経過して、神仏習合思

想から原始修験思想、が形成されていった経緯が推察されてくる。すなわち古代末期においては、さきの

二大別案は複合的な存在形態を呈する状況になっていて、これが中世に継承されて盛況を呈するに至っ

ていたのが実情であろう。

4 古代信仰遺跡の調査(1I)一経塚一

最澄に始まり、円仁ほかにも継承されてきた天台宗とのかかわりは、竃門山寺に始まり大山寺へと発

展し、 12世紀末には延暦寺の末寺となった。このような流れを背景に、宝満山にも経塚の営造がみら

れる。元来地中埋経の風は末法思想、の流行に起因するところである。すなわち釈迦入滅後正法時 ・像法

時の 2千年を過ぎて永承 7年(1052)から仏法滅蓋に近づく末法時に入るというものであり、この時期

以降、仏教を後代に伝えるべく埋経する風習が全国的に贋がっていた。写経(法華経)を経筒に収めて

地中に埋納して小高塚を築いた。これを経塚と汎称したのであり、 一般に山頂近くや、山中あるいは里

近くの独立丘上などが選ばれた。宝満山周域でも現在までに 2基の経塚が知られている。

(1)A経塚 (註 14・19・20) (大字内山字南谷95・大字太宰府宇冷林350) [第4図〕

有節円筒式鋳鋼筒身と六角形傘形鋳鋼蓋からなる経筒と、金銅菩薩形立像一躯がはやくから紹介され

ていたが(註 19)、その出土経塚については太宰府市で、2005(平成 17)年に発掘調査された(宝満山遺

跡第 30次調査:30SXOO1)。遺跡は内山地区の北、南谷地区の西にあたり、南に張り出した標高 189mの

頂部に在る。「直径約 1m、深さ約 1mの掘り窪められた穴と、その周辺約 6mの範囲に花開岩が地表面を

覆うように集積された状況J(註20書 4頁)の遺構が発見された。坑内から発見された肩部より上を欠

いた中国陶磁壷を外容器とし、ヘラ描花弁文をめぐらす白磁椀をかぶせた中に経筒を納め、その傍らに

平瓦3枚を組み合わせた囲いの中に金銅仏が納められていたとしづ。これらの遺品は同一敷石上に置か

れ、木炭層が充満していたという。この木炭層中には白磁の小壷・皿 ・銅鈴2個以上があり、副納品で

あろう。

(2) B経塚 (註21書574頁 ・註22) (筑紫野市大字原字山崎) [第4図〕
かつて亀井明徳氏によって原経塚(筑紫野市大字原)出土品として紹介された(註 22)。経塚の所在

地は「太宰府天満宮から竃門神社に通ずる道路の南側の山丘頂部に近いところ」である。古くに発見さ

れた一括遺物で、個人蔵品として九州歴史資料館への寄託品であり、遺跡の状況は不明である。『太宰

府市史j)(註 21)では「宝満山地区Jの経塚に加えられた。有節円筒式筒身と円形傘蓋で 4ヶ所にガラ

ス小玉を垂下した理璃飾りがのこっている。銅筒身には以下の 14行にわたる刻銘がある。
心経 (肥)

「僧観尊敬白/奉納如法経萱部十炊/右弟子是比州松浦郡/人也市例法惰行之問/不慮外筑前国往来/

口龍大南枇沙門堂/経数月間宿善此寺/擢書法花経先為ヵ現/在父母井藤原氏人良鎮/井妻子現世安隠
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後生/菩提乃至自身為始/九界衆生同利益敬白/天永元年庚寅十二月八日/供養畢 J

経筒は同形同大の平瓦3枚で固まれていたと思われる。その凸面には大形斜格子叩文が全面にわたっ
A経塚

てみられる。

経筒の形式特徴は、さきのA経塚の経筒と共に 12世紀前半に比定されるが、本経筒には天永元年

(1110)の紀年銘が刻まれていて、年代推定を確実にした。「大南目比沙門堂Jfこ龍って数ヶ月にわたって

修業したことが知られる。宝満山南の急斜面中腹(標高 515m)に所在する大南窟を指し、そこに「枇沙

門堂」を名のる堂舎が在ったようである。

大南窟遺跡 (筑紫野市大字大石字水上)は宝満山南の急斜面中腹(標高 515m)に露頭舵立する巨岩地

点である。2つの巨岩の間が 10niほどの窟を形成している。窟の下方で 8世紀後半から 12世紀に及ぶ

遺物が採集されているが、 8世紀代が主流とされている。古代の遺物には土師器 ・須恵器・黒色椀 ・瓦

器・製塩土器 ・皇朝銭(神功開宝)・滑石片などがある。筆者も平成23(2011)年春に登撃する機会があ

り、巨岩上から下界を望見すると、阿志岐から東行して米ノ山峠を経由する古代豊前路を眼下におさめ

うる好処にある。大宰府から豊前に至る交通上の境界祭把などを考えさせられるような貴重な実体験が

できた。

12世紀前半代の北部九州では、他の霊山でも経塚の営造は流行している。その発見数は宝満山の比で

はない多くの事例が報告されている。その営造地点も山頂や山中に選地されている。それらについては

筆者も総括的に述べたことがある(註23)。すなわちわが国の山岳信仰は原始時代にさかのぼって発生

しており、古代には特に火山性の山岳に仏教徒や道教修業者が入山修業して、原始神道などとも習合さ

せた原始修験道ともいうべき独特の山岳宗教を形成した。神の天降る山頂は弥鞘菩薩下生の場とされ、

陰陽五行思想の導入ともあわせて東方再生や東南方位重視の思考方式も加わり、これらの習合思想が

12世紀前半代までにはほぼ定着するに至った。宝満山にあっても 9世紀初めの最澄参篭以来、六箇所

宝塔造立の遺告のなかにも安西塔としての竃門山宝塔造立のことが指示されて、 10世紀前半に実現し

て、天台宗系の山の大寺としての位置を確立していった。12世紀代以降中世に山寺として繁栄してゆ

く素地は、長い歴史的経過のなかで形成されていったのである。

宝満山経塚の選地は上述した北部九州の霊山の場合に照してみると、やや異なるところがある。その

位置するところは宝満山麓の独立山Eの頂上に在り、登山口や一般集落とのかかわりが考えられる。B

経塚の経筒銘文に備法修業としての写経業に加えて父母 ・妻子 ・自身の現世安穏 ・後生菩提を明記して

いるところにもそのヒントはありそうである。これまでの経筒銘文に「妻子」銘まで明記した事例は珍
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その他の遺跡一祭把 ・生産関係一

『太宰府市史 ・考古資料編11(1992年)には宝満山の祭把遺跡群の項目を設けて、小西信二氏が長年

月をかけて踏査した分布調査の成果がまとめられている (520~ 550頁)。小西氏は「祭問遺跡および

祭把遺跡の可能性がある地点」として「頂上近辺に玉か所 ・山中に三か所 ・山麓に四か所の地点」

12遺跡をあげている。

0太宰府市~筑紫野市

1.上宮祭杷遺跡、(大字北谷字宝満、筑紫野市大字大石宇水上)

2. 竃門撮祭杷遺跡(大字北谷宇宝満、筑紫野市大字大石字水上)

の計

B経塚を関んでいた平瓦

103 -

0太宰府市側(宝満山西斜面)

3. 辛野祭杷遺跡(大字内山字辛野)

10畑
j 

o 
L..L 

宝満山経塚遺物と下宮・宝塔跡周辺出土軒五拓影(註 11、19、20、22より)
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4.妙見原遺跡(大字内山字本谷)

5. ーの鳥居東遺跡(大字内山字本谷)

6.本谷 l号遺跡(大字内山字本谷)

0筑紫野市側(宝満山東斜面)

1 . 2.愛撮山南 l号 ・2号遺跡(筑紫野市大字大石字水上)

3. 大南窟祭示日遺跡(筑紫野市大字大石字水上)

4.水上大谷尾根遺跡(筑紫野市大字大石字水上)

5. 後田遺跡(筑紫野市大字本導寺字後田:固有地)

6.悌頂山東遺跡(筑紫野市大字本導寺字後田:固有地:固有地)

さらにこれらの遺跡に共通の特殊遺物として製塩土器があがっている。これらのうちで竃門癒祭杷遺

跡 [2Jは山頂から南 150mほどで、竃門岩と称されている 2つの巨石を指し、 8世紀後半までさかのぼ

る主器資料がある。上述した上宮祭耐遺跡のところでもふれたが、遺跡についての発掘調査などは行わ

れてない。辛野祭杷遺跡 [3Jは南西斜面にわずかに発達した尾根部(標高約 390m)の南。北面から皇

朝銭(神功開宝 ・富寿神宝)・銅製金具 ・土師器 ・須恵、器・灰軸陶・製塩土器・石製品などが発見され

ている。なかでも土器類は多く、土師器は聾 ・鉢 ・短頚壷 ・杯 ・椀 ・皿 ・高杯・托 ・竃など、須恵器は

聾 ・鉢 ・瓶 ・長頚壷 ・短頚壷 ・鉄鉢形鉢 ・盤 ・杯 ・杯蓋など、灰紬陶(多噛壷)片、墨書土器などがあ

る。上宮祭把遺跡にくらべて器種も豊富であり、供膳形態のみならず、煮沸形態も含まれている。 しか

し金属器 ・滑石製品などはみられない。墨書土器は椀 ・杯 ・蓋・皿などに l字のもの(神 ・寺 ・論 ・奉 ・

蕃 ・甲・大 ・豊など)と 2字のもの(口識・知孝 ・相口など)、さらに習書(有)などもある。出土土

器の主体は 8世紀後半で 9世紀に及び、 7世紀後半にさかのぼる資料も若干ふくまれている。(須恵器・

蓋 ・杯など)。祭杷の開始は 8世紀前半にさかのぼり 「尾根部先端は約三メートル×三メートルの自然石による

方形石組みが残っており磐座と考えられるJ(註21書540頁)という。これが同時期のものであれば

祭壇ともいうべき磐境を形成していた可能性もあり、上宮遺跡とともに古代前期の最も注目すべき祭把

遺跡となろう。将来に本格的調査を期して万全な保存を望みたい。このほか上掲の遺跡では須恵器 ・士

師器を主体としているが灰紬陶 ・古瓦 ・墨書土器を伴出した愛嶺山南 1号・ 2号遺跡なども注意される。

これらの遺跡がすべて祭杷遺跡であるか否かの判定はむずかしく、将来の課題である。これらの報告を

通覧して、 8世紀後半から 9世紀代が宝満山祭把の開始第 I盛期であったことが確認できる。その場所

は上宮周辺や山中であり、神悌習合的性格の祭杷であったことがうかがわれる。そして 11世紀後半以

降の第H盛期と対比してみると、神本悌従的様相がうかがわれることもすでに指摘したところである。

いまひとつ注目しておくべきは、宝満山遺跡群中の各所で製鉄関係の遺構や遺品が発見されているこ

とである。宝満山南西山麓の宝満山遺跡群第23次調査(大字内山)や浦/田遺跡(大字太宰府宇浦/田)

では 1999"-' 2000年度にかけての調査で古代の製鉄工房 ・中世の鋳造工房などが調査された(註24)。

なかでも宝満山遺跡群第23次 I区2号製鉄炉は、 r7世紀後半に登場する鉄亜鈴型掘方を伴う箱形製鉄

炉」が 8世紀代まで継承された事例として注目された(註25)。さらに太宰府市による宝満山遺跡群の

調査においても金属製遺物についての紹介がある(註26)。それらの報告を総括して山村信柴氏は出土

傾向 ・金属加工過程での生成遺物 ・その背景などについて総括された(註20)。すなわち、鉄津は「内

山地区の 10，12， 13， 17次、椀型鍛冶津が 19，24， 27， 28， 29次、銅津ないし銅塊は 13，24， 27， 29次、

鉛が 19，25， 26次、ルツボないし取り瓶が 24，27次で出土している。遺構としては円形の炉跡が 19，

24， 29次で発見されているJ(31頁)。これらの状況から生活域の多くで金属加工関連遺物が出土して

いる。なかでも 29次では鎧の小中L板・鉄鉱 ・刀剣などの武具類や商品の可能性もある製品が出土し、
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24次では継続的な工房が経営されていることなどをあげて「産業的生産の萌芽」にまで言及している。

宝満山の第H盛期に相当するであろうが、 一方では時枝務氏が掲げる研究課題(註 17)のなかで、「山

寺を社会の中に位置づけ、その歴史的意義を考察すること」をあげている点とも通ずるところがあり、

今後の調査研究の進展が期待されるテーマで、あろう。

宝満山研究の切り口は信仰のみならず、多方面からの研究が可能な宝庫といっても過言ではない。本

稿で述べてきたことも、主として信仰関係について考古学的調査の手法によってようやく研究の入口に

たどりついたところである。あわせて将来に継承発展されんことを望む。

(小田富士雄)
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平面規模がきわめて大きい

点は、留意しておく必要が

ある。

平面規模の点で、現存遺

構と比較しておきたい。層

塔及び多宝塔の現存遺構の

うち、 一辺 8mを超えるもの

表 lに示すとおりで、
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建築からみた宝満山第5節

宝満山には近世以前の建物は殆ど残されておらず、宝満山の堂舎の具体的形態や、寺院内外の景観に

その中世 ・近世の具体的様相を窺い知ることは殆ど不可能である。ただ幸い、近年の発掘調査

によって、顕著な三棟の遺構が検出された。こられから古代、中世の宝満山の様相の一端を推定するこ

とができる。

まず三棟の建築遺構の建築形態を復原的に推定し、それらの建築的特色を明らかにした上で、宝満山

の寺院構造についての考察を述べたい。

ついて、

五重塔では東寺五重塔 ・興

福寺五重塔と、方五聞の大

塔形式の根来寺大塔、方五

聞の天台系多宝塔の切幡寺

大塔だけである(註 4)。一

方、正方形平面の方三間堂

は一辺 7m以上、 8m未満の規

模の現存遺構は少なくない

が、 8mを超えるのは表 2に

掲げたものだけである。

すなわち 34SB001が方三

間堂とすれば、規模の大き

い部類に属すとは言え、特異

なものではない。一方、塔だ

とすれば、特異な規模を持つことになる。34SB001の造営年代と立地から見て、筑前宝塔院の遺構と考

えることは可能であり、その規模の大きさは、六処宝塔のーっという、 一般の塔とは異なった塔たる所

以を示すと見なすことができょう。

建築形態の復原 このように筑前宝塔院の遺構だと考えた場合どのような建築形態が想定できるだろうか。

天台系の多宝塔については建築史学の分野では論争がある(註 5)。下層 ・上層ともに方形平面の二

層の塔と考える考え方、下層が方形平面で上層が円形平面の多宝塔と考える考え方の二通りである。今

両説の適否を判断する材料を持たない。

森弘子は「宮崎八幡宮縁起Jの社頭絵図に描かれた豊前宝塔院に該当する塔と、「岩船山寺蔵菩薩縁起」

に描かれたを竃門山宝塔と

推定される塔を、 34SB001

の建築形態推定の手掛かり

として提示した(註 6)。前

者は上層 ・下層とも方三間

の塔で、下層屋根の上に亀

腹がある。上層が円形平面

の場合、亀腹があるのは自

然であるが、上層が方形で

あるのに亀腹があるのは不

は、

X58， 780. 0 

加 h
%J <:(，0 

h 
Q 

図1 第 34次 34SB001遺構図 (1/200)

(出典 『宝満山遺跡群 6~ 太宰府市教育委員会 平成 22年)

E三ヨ
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大規模な方三間堂

建物名 一辺の規模
白水阿弥陀堂 9， 39 
両蔵寺阿弥陀堂 9. 3 
浄土寺浄土堂 18. 18 
室生寺弥鞠堂 8.53 
根来寺大師堂 8. 65 
正蓮寺大日堂 8. 52 
法音寺本堂 8. 59 
吉祥寺薬師堂 8.23 
安国寺釈迦堂 8. 51 
長谷寺本堂 9. 42 
旧松応寺本堂 10. 32 
四天王寺冗一大師堂 8.08 

表2大規模な塔

一辺の規模 備考

東寺五重塔 9.48 
輿福寺五重塔 8.85 
醍醐寺五重熔 6. 63 
法隆寺五重塔 6.42 本体の規模
法観寺五重塔 6. 32 
大石寺五重塔 6. 39 
薬師寺一重塔 7.04 本体の規模
法起寺一重塔 6. 4 
根来寺大塔 14. 92 
切幡寺大塔 9. 98 
浄土寺多宝士苔 6.61 
勝重院多宝士菩 6. 45 
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表1

発掘遺構の復原的考察

(1) 発掘遺構の位置

顕著な建築遺構は第 34次 ・第 37次 ・第 42次で検出された。

第 34次の遺構は、下宮から宝満山山頂へ至る登山道の途中にあり、宝満山から南西へ伸びる尾根先

端の頂部にある。西には進かに玄界灘を見ることのできる見晴らしの良い位置にある。昭和 56年に発

見され、平成 20年に全面的に発掘調査がなされた。

第 37次の遺構は、下宮の境内の最も低い位置にあり、すでに昭和 36年に小田富士雄によって調査さ

れていたものを、平成 21年に再度調査した遺構である。

第42次は下宮からさらに 100mほど、南へ下った谷地形の最奥部にある。

それぞれ全く立地が異なっており、三棟が一体の寺院を構成したとは考えがたい。いずれも宝満山全

体、もしくは宝満山を構成する一部分の僧団組織の堂宇と考える事ができる。

(2) 第34次の遺構(本谷礎石建物)

遺構 検出した遺構 34SB001 (註1)は、正面三問、側面三間で、内部に四天柱がある。一辺は 8.1mの

正方形である。中央聞は 3.1m、両脇聞は 2.5mで、後世に集められた石で妙見開の土台が作られていた

ために、中央に心柱の礎石があったのか否かは明瞭ではないが、おそらくなかったと推定されている。

側柱の礎石から 3~ 5m離れて小さな石列が並ぶので、低い基壇が設けられていたと考えられる。た

だし。各辺で距離に差がある。さらにその外側のところどころに石列があって、石階と見られる(図1)。

周辺から 10世紀前半から中頃の瓦、9世紀後半から 10世紀のものを中心に 8世紀から 11世紀の土器・

輸入陶磁器、小金銅仏が出土していて、 10世紀前半に建立されたと推定されている。

遺構の解釈① 以上の遺構は、方三間の仏堂か塔と推定される。周囲の基壇状の石列が側柱から離れて

いるので、五問規模の建物を想定する可能性もあるが、明確な礎石はなく、基壇規模も各辺で異なるの

で、方三間の建物と考えたい。同様の理由から縁束の存在も確定しがたい。この建物は縁を持たない方

三間の建物と想定される。

遺構からは仏堂か塔か、塔だとした場合、何層の塔か、層塔か多宝塔かを決める手立てはない。

遺構の解釈② 史料からみた場合、従来からこの遺構が最澄の計画した筑前宝塔院と推定されてきた。

弘仁九年 (818) に最澄が計画した六処宝塔(註 2)のうちの筑前宝塔院は、石清水文書の「承平七

年大宰府牒」に記されるように、「筑前竃門山」にあり、「竃門山分塔」と呼ばれ、誰覚の手で承平三年

(933)以前に建立されていた(註 3)。

筑前宝塔院が竃門山のどこかに建てられたことは確かであるが、 34SB001がそれに該当するか否かは、

遺構や遺物からだけで確定することは困難である。

ただし、伴出遺物の年代が、筑前宝塔院の建立された承平三年以前と合致していること、 34SB001の

1 
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図2 切幡寺大塔立面図 (右)及び断面図 (1/200)
(出典 『重要文化財切幡寺大塔保存修理工事報告書』切幡寺平成 13年)

34SB001復元推定図
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自然である。後者は上下とも円形平面の塔のように見え、そのような形態の塔の実例を我々は知らない。

ともに江戸時代の絵画史料で、あり、仮にこれが描かれた時点での事実だとしても、平安時代の形態との

関連は定かではない。

従って、 34SB0001の建築形態を推定する手掛かりは殆どないと言ってよい。ここでは天台系の多宝

塔として現存唯一の切幡寺大塔(明治維新まで住吉大社神宮寺の塔)を参照することにする。切幡寺大

塔(図 2)は下層が方玉問、上層が方三間であるが、 34SB0001は現存礎石から下層が方三間であること

が確実なので、切幡寺大塔の形式や比例関係を参照して復原図としたものが函 3である。

(3) 第 37次の遺構(下宮礎石建物)

遺構 検出された遺構 37SB010(註 7) は、五間四面の本体の正面(西側)に孫庇の付いた平面を持っ

ている。従って、全体では桁行七問、梁間五聞となる。柱間寸法は、身舎桁行の中央間三聞が 3.6m、

身舎両端聞が 3.2m、身舎梁聞は 3.6m、庇は四面とも 3m、孫庇は 4.3mである。礎石には柱座を削りだ

したものとそうでないものが不規則に混在する。礎石の一部は岩盤を代用している。孫庇の礎石心から

1.3メートル離れた西側に石列があり、これがこの建物の正面の基壇外装である。明瞭な雨落溝はない。

背面(東側)に庇柱心から約 3.4m離れて溝があり、背面山の手側からの湧水の排水路と報告されてい

るが、これが雨落溝と兼用されていた可能性がある。周囲には縁束の痕跡はなく、身舎内部にー箇所小

さい礎石があるので、それを床東と考える事ができる(図 4)。

建物周辺から土器 ・瓦などが出土している。整地土から検出される土器 ・陶磁器から、この建物は

12世紀後半から 13世紀初頭に造営された事が確認されている。孫庇の礎石は本体の礎石よりやや遅れ

て据えられるものの、工程差と考えられている。

遺構の解釈 この建物の性格を解明するには、周辺の施設の状況との相互関係が重要であるが、周辺の
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発掘調査が行われていない現状では、それ

は不可能である。ただしこの建物の規模の

大きな事、幅の広い孫庇を持つ平面形式か

ら、中心的な仏堂であることは間違いない。

平安時代には孫庇付の仏堂のいくつかの

実例が知られている。現存遺構では室生寺

金堂、現存遺構の前身形態として確認され

ているものに当麻寺曇茶羅堂前身堂、発掘

遺構として静岡県大知波峠廃寺、文献史料

から知られるものとして広隆寺講堂が挙げ

られる。

室生寺金堂は 9世紀中期に建立され、 三

間四面の本体に孫庇が槌破風で、取り付き、

本体が内陣、孫庇が礼堂となっている(図

5・6) (註 8)。礼堂 ・内陣ともに板張りの

床であるが、内陣は地面に転ばし根太を置

N

・AF
】

図5 室生寺金堂平面図 (1/200)
(出典『大和古寺大観』第六巻岩波書庖昭和 51年)
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いた低い床である。孫庇は江戸時代前期に

改修されているが、おそらく当初からあっ

内定

図7 当麻寺墨奈羅堂前身堂平面図 (1/200)
岡田英男『日本建築の構造と技法』思文聞出版 平成 17年)

附

(出典

たものであろう。

当麻寺憂茶羅堂前身堂は現在の本堂の前

身建物として 9世紀頃に建てられた。五間

四面の本体の前面に孫庇が取り付いている

が、孫庇と本体の正面庇部分が礼堂となっ

ていて、身舎と残りの三方の庇部分が内陣

となっている。礼堂 ・内陣ともに板張りの

10号平場の SB01 (10世紀カ)などで知られている(註 11)。

広隆寺金堂は「仁和二年広隆寺交替実録帳J(平安遺文一七五号)によって、五間四面の正面に孫庇

の付く建物と知られる。孫庇が礼堂、本体が内陣で、礼堂は床張り、内障は土間床と考えられる。広隆

寺では講堂も、寺内の般若院も、新堂院も類似した平面構成の仏堂であった(図 11)(註 12)。

以上のような類例から判断して、 37SB010は礼堂付の仏堂と考えて大過ない。

四面庇のある建物に孫庇を付加するのは、建築の構造としては野小屋成立以前の簡素な技法であり、

古代的な建築技法の残る建築と言うことができる。当麻寺憂茶羅堂は、前身憂茶羅堂が永暦二年(1161)

に改築されて、孫庇を廃止し、野小屋を用いて礼堂と内陣を一体的な構造で作り上げている。同じ 12

世紀後半にあって、宝満山では野小屋を用いない古代的な技法の孫庇付仏堂が建てられていた。

図7に同じ)

~自由~え

当麻寺量禁羅堂前身堂側立面図 (1/200)(上)及び断面図 (下)(出典

床である(図 7・8) (註 9)。

大知波峠廃寺(註 10)では建物AとB

Iが孫庇の付いた仏堂である。孫庇部分に

のみ床束らしき礎石が存在するので、孫庇

部分が床張りの礼堂、本体は土間床の内陣であったであろう。これら 10世紀に造営されている(図 9・

10)。なお孫庇付の仏堂の類例は他にも、岩手県長者原廃寺 (10世紀後半から 11世紀)、福島県流廃寺

?L， I 11 ， I?m  

室生寺金堂断面図 (1/200)(出典図 5に同じ)

図8
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第37次37SB001推定平面図 (1/400)
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図9 大知波峠廃寺建物A(左)及び建物BI平面図 (1/200)
出典 『大知波峠廃寺確認調査報告』湖西市教育委員会 平成9年
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37SB001復原推定図
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図13広隆寺金堂推定平面図 (1/400)
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建築形態の復原 37SB010は身舎 ・庇からなる本体に、孫庇部分を槌破風で、付加した構造と推定した内

野小屋は用いていない。身舎内部の床束礎石の存在から、内陣が床張りと推定したので、礼堂も同様と

考えられる。縁は建物の前半部にのみあると想定した(註 13) (図 12・13)。

(4) 第 42次の遺構

(大門礎石建物) I 

遺構 検出された遺構 42SB001は

野面石積の基壇上に建てられてい

る。基壇の規模は東西幅が 24m、

南北幅が 22.5m以上ある。南には

石段や参道と思われる石列が部分

的に残り、また東側にも磯で、覆っ

た義迫状の遺構がある。その基壇

面上に礎石が 6箇所、礎石抜取穴

が 13箇所残存していた(図 14)。

周辺からは瓦や土器が出土し、

整地層の遺物から 11世紀後半に建

てられたと考えられる。

遺構の解釈と復原 柱配置は、礎

石 ・礎石抜取穴から推定して、図

15に示すように桁行五問、梁間五

聞と推定した。特に南半部に残る 〉

石は、堀方が明瞭でなく 、他の礎

石と比して低い位置にあって、礎

石と認めることに疑問を呈する考

え方もある。 しかし広い基壇の南

半部に柱が立たないのは極めて不

自然であるので、疑問視されてい

る石も含めて、平面復原の材料と

した。

この復原案で、の柱間寸法は、桁

行中央三聞は 4.2m、両端聞は 3m、

梁聞は前(南)から 3、4.5，3、3、

3. 3mである。前方二開通りを礼堂、

残る後方を内陣とする中世仏堂形

式である。〆

このように復原した場合、基壇

の向きと建物の向きがわずかにず

れることになる。また側柱心から

基壇東辺までの距離は 2.7m、側柱

心から基壇西辺までの距離は 3.3m 

'"・>00.0-

時削飼O-

X5a.l飢a-

X5I，I10.0 

図 14 第42次 42S8001発掘遺構図 (1/400)
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図 15 第 42次42S8001推定平面図(1/300)
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と蹴離が生ずる。この原因は、柱配置の推定に問題があるか、あるいは現存する礎石と基壇に時期差が

あること等が想定される。これらの課題について、現状の発掘調査成果からはそれ以上追求する余地が

ないので、不整合を残しつつも、図 15の復原案を現時点の成案と考えておきたい。

上述のように推定するならば、礼堂内部に柱の痕跡がないこと、梁聞が玉間となることから、野小屋

を用いた構造の建物と考えられる。屋根は入母屋造 ・寄棟造の二通りの想定が可能であるが、入母屋造

として描いた。屋根葺材は櫓皮を想定している(図 16)。

野小屋は 10世紀には使用されるようになるが(註 14)、現存遺構で中世仏堂形式の建物に野小屋が

用いられたのは、既述の当麻寺憂茶羅堂(永暦二年 1161)が最初である。従って 42SB001は当麻寺曇

茶羅堂より遡る野小屋使用の事例という事になる。

2 発掘遺構の建築的特質

発掘調査で検出された遺構からその上部に立っていたであろう建物の形態を復原する作業について、

厳密な学問的正確さを保つことは不可能である。想定できる複数の可能性の中から蓋然性の高いものを

選択しつつ、恋意的な選択をせざるを得ないものである。

前節に示した復原はそのような留保条件を含んだ復原案の一例に過ぎない。その事を踏まえながら、

復原作業を通して明らかになったこれら三棟の建物をめぐる問題について、若干の考察を行いたい。

(1) 34SB001 

34SB001は筑前宝塔院と想定した。実際には筑前宝塔院は別の場所に立っていたかもしれない。しか

し筑前宝塔院の遺構と仮定するならば、規模の大きさは相応の対応関係を持つことになる。天台系の多

宝塔の形態についても二案があるが、通常の多宝塔(下層方三問、上層円形平面)ではこの規模のもの

は存在しない。

上層が円形平面であれ、方形平面であれ、この規模は六処宝塔に期待された機能と祖師をきたすもの

ではない。すなわち「叡山大師伝J['承平七年大宰府牒」に記される、塔の上層に千部の法華経を安置

し、下層では法華三昧を修すべき場として、相応しい規模を備えていると言えよう。この意味において

34SB001を筑前宝塔と推定して、規模の大きな多宝塔の建築形態を想定する蓋然性は高いと言える。

最澄が企画した六処宝塔院の内の近江宝塔院は、円仁の代になった貞観四年 (862) に完成するが、

それは方玉間の多宝塔であった(註 15)。宝満山麓に建てられた筑前宝塔院は方三間であるが、方五聞

の切幡寺大塔に匹敵する規模を持ち、日本全土を法華経の功徳で覆おうとした最澄の雄大な構想、を現す

に相応しい建物と見ることができる。

(2) 37SB010と42SB001

37SB010は五間四面孫庇付の仏堂、 42SB001は桁行五問、梁間五間の仏堂である。前者は七間堂、後

者は玉間堂であるが、梁行の総柱間寸法はほぼ等しく、いずれも寺院の中心的な堂宇と見なすことがで

きる。両者は比較的近接して立っているが、 37SBOIOは西向き、 42SBOOlは南向きであって、立地の仕

方は大きく異なっている。

現在の竃門神社下宮が、中世初頭にどのような施設で、あったかは不明であるが、近世初頭の「竃門山

旧記」には下宮には金堂 ・講堂があったと記されており、 神社と寺院が近接して営まれ、その一つが

37SBOIOであった可能性がある。

42SBOOlもその関連仏堂と考える事も可能で、あるし、それとは切り離された別の寺院の本堂であった

可能性もある。もとよりその別の寺院も大きくは竃門山に包摂されたものであろう。

両者ともに礼堂を備えているので、平安時代中期頃から建設されるようになる中世仏堂形式の仏堂と
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図 16 第42次 42SB001復原推定図

いうことができる。ただし 37SB010は広庇の孫庇を用い、 42SB001は孫庇を用いない。屋根構造との関

係、で言えば、 37SB010は野小屋を用いず、 42SB001は野小屋を用いていた。

37SB010は 12世紀後半の建設でありながら野小屋を用いず、それより一世紀遡る時期に建設された

42SB001は、先進的な野小屋の技術を用いていたのは、工匠の選択した技法の差なのか、それとも建物

の性格を反映しているのだろうか。

37SB010の礎石は柱座の造り出しがあって、古代寺院の礎石の転用かとも推定されているので、そう

であれば前身建物の形態や技法を継承して、孫庇を付ける古い技術が再度、採用されたと見ることがで

きょう。

いずれにせよ、 二種の建築技術が平安時代後期 ・院政期の宝満山で併用されていたことは興味深い。

畿内の建築技術が早くに地方に伝播したことは大知波峠廃寺でも知られたが(註 16)、当然ながら九州

でも同じ状況であった。しかし新技術が旧技術を直ちに一掃するのではなく、混在しつつ、徐々に転換

していったのであろう。

3 宝満山の寺院構造への見通し

宝満山に所在した寺社は、史料上は竃門宮、大山寺、有智山寺、内山寺等と呼ばれてきた。これらの

寺社が同一の組織か、別の寺社かは確証がない。大山寺 ・内山寺の寺名は「ダイセン」という音が共通

すると考えられるし、「内」を訓で読めば「有智」の読みとも一致する。とすれば少なくとも寺院は一

つしかなかったことになる。

しかし実態としてどうだ、ったのだろうか。前述のように、 37SB010と42SB001は多少の規模の差こそ

あれー寺院の中心的な堂宇、すなわち本堂と呼ぶにふさわしい規模と形式を持つ建物である。内山地区

に近接して二棟の中心的堂宇があることになる。

一方、南谷地区の北端には、中堂跡と推定される礎石のあったとされる場所があり、「中堂」という

116 -

小字名も残っている。近世の「宝満山絵図(西)J (福岡県立美術館蔵)にも「コンホン中タウ」との記

載が、その場所と思われる位置に記載されている(註 17)。その規模は不明であるが、中堂(根本中堂)

という呼称から推察して、しかるべき規模を持った中心的堂であろうことは推察される。

つまり宝満山西麓には、 二地区にあわせて三棟の本堂らしき建物を持っていたことになる。このこと

について、中世の山林寺院についての既往研究を踏まえれば、以下の三つの可能性を想定で、きる。

第一 :比叡山に典型的に見られるように、 一つの寺院がいくつかの谷に分かれて下位の僧団組織を

作り、その谷の僧団組織に固有の仏堂が設けられる場合

第二 :全く別の寺院が複数併存している場合

第三・ 単一の寺院内に複数の中心的堂宇があって、それが地域的に散在している場合

ただしこの三種の区分、とりわけ第ーと第二の区分は明確ではない。理念的には、谷ごとの意志決定

と、すべての谷を包括した惣寺の意志決定が行われるのが第一の類型であり、それがないのが第二の類

型と類別することができる。しかし史料が充分残存しなければこれらの区別はできない。

宝満山についてもそのことを確認する史料はないようなので、実証的な判断は容易でない。「竃円山

宝満宮伝記J巻下(註 18)の正慶二年 (1333)の記事には「凡自上官至下宮、有智山・北谷・原・南谷・

中堂等地、皆竃門山也Jと記す。これを字義通り受け取れば、列記された地区ないしは組織は、竃門山

という一つの法人(すなわち寺院)に含まれることになる。この史料が正しく歴史を反映しているので

あれば、第一の可能性が高く、 三棟の本堂級の建物はそれぞれの谷の主要堂宇と見るか、あるいは第三

の可能性と見ることになる。しかし「竃門山宝満宮伝記」の記事は編纂された江戸時代中期の認識が反

映している可能性が高く、そのまま中世の状況に遡らせることはできない。実際、森氏は南谷の中堂跡

を有智山寺、竃門山下宮付近を大山寺と推定され(註 19)、別の寺院の存在を想定されているようである。

こうした霊峰を中心とした複数寺院のあり方の参照事例となるのは、国東の六郷山である。六郷山は、

両子山を中心とした国東半島の山塊を信仰の中核として、多数の寺院が散在した。鎌倉時代中期以降、

六郷山執行や六郷山所司が六郷山寺院群全体を代表し運営する機構が形成されるが(註 20)、これは安

貞二年(1228)に六郷山が関東御祈祷所としての地位を獲得し、六郷山の寺院群が比叡山の支配下に入っ

たことに起因する(註21)。それ以前は六郷山の諸寺院を包括する組織や機構は確立していなかったと

見られる。

六郷山では、少なくとも現在の寺院の伽藍形態から見る限り、個々の寺院の独立性が窺えるので、現

在の景観から窺い知ることのできる寺院の独立性と、それら寺院の連合組織の複合的な寺院運営には事

離があるかに見える。しかもその運営の組織のあり方は時代によって変化した。このような六郷山のあ

り方は、形式的に分類した上述の第ーと第二の寺院の存在形態が複合したようなあり方と見ることがで

きる。宝満山も六郷山をモデルとして理解する事が可能ではなかろうか。

このように考えた場合、中世後期の播磨地域の社会を描く「峯相記」が有効な情報を提供する(註

22) 0 r峯相記」には、よく知られているように、播磨地域の公家・武家の御願所として円教寺・随願寺・

一乗寺 ・八葉寺 ・神積寺 ・普光寺の六箇寺を挙げる。これらの六箇寺は酒見大明神や国街での法会に際

して、共同して出仕していた。しかし全体を統合する組織ができているわけではない。中央の大寺院は

別として、住僧数が限られた地方にあっては、このような隣接地域の寺院の共同運営による法会遂行が、

むしろ一般的で、あったのではなかろうか。それは僧侶数が激減した現代においても見られる現象である。

このような相互に独立した近隣寺院の緩やかな結合の様態を、先に復原案を示した三棟が機能してい

た中世前半の宝満山で想定することも可能であろう。竃門宮の祭記を共同で遂行しつつ、緩やかなネッ

トワークの中で独立した複数寺院の集合体と考える事が、本堂級の仏堂遺構の複数確認されている宝満
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山山麓の寺院構造の、蓋然性の高い理解ではなかろうか。

もちろんこのような理解は、 一つの仮説として提示したものであり、今後の発掘調査の増加と、関連

史料の博捜によって是正されるに違いない。そのためにも宝満山の遺跡の包括的保存と研究の継続が保

証される必要がある。

註

註 134SB001の遺構と出土遺物については、下記の報告書に拠る。

『宝満山遺跡群6~ (大宰府市教育委員会 平成22年3月)
註 2r弘仁九年六所造宝塔願文J( r天台震標」所収)

(山岸常人)

註 3森弘子「九州における六所宝塔の建立をめぐってJ(W太宰府学』第三号 大宰府市市史資料室
平成21年)

註 4五重塔 ・三重塔 ・多宝塔のうち、表ーに掲げた建物以外はすべて一辺 6m以下である。

註 5漬島正士「多宝塔の初期形態についてJ (W 日本建築学会論文報告集~ 227号 昭和 50年 1月)
清水蹟「多宝塔についての史的考察J(W建築史学』第一号昭和田年 10月)

清水 蹟「六処宝塔と「多宝塔JJ (清水『延暦寺の建築史的研究』中央公論美術出版 平成21年 7月)

註 6前掲註3 森論文、宮崎宮宝塔と豊前宝塔院の関係も同論文に詳しい

註 737SBOlOの遺構と出土遺物については、前掲註 l報告書に依る。

註 8毛利久「室生寺の創建と金堂諸像J(W大和古寺大観』第六巻室生寺岩波書庖昭和 51年)

註 9 岡田英男『日本建築の構造と技法~ (思文閣出版 平成 17年8月)

註 10 湖西市文化財調査報告第 37 集『大知波峠廃寺跡確認調査報告書~ (湖西市教育委員会 平成9年)
註 11W悌教書術~ 265号特集 山岳寺院の考古学的調査西日本編(毎日新聞社平成 14年)

Wf弗教塞術~ 315号特集 山岳寺院の考古学的調査東日本編(毎日新聞社平成23年)
註 12山岸常人『中世寺院社会と仏堂』第一部第一章(塙書房 平成2年)

註 13東南隅から西へ二個目の礎石は、岩盤を削りだしたもので、西へ向かつて地覆を填め込んだとも

考えられる柄らしき彫り込みがある。このことから、内陣が土問で、あると考える事も可能である。ある

いは、床張りだが腰長押より下にも壁があって床下への出入りを防いでいたと見ることもできる。復原

図は岩盤の柄らしき彫り込みを考慮せず作図している。

註 14山岸常人「大知波峠廃寺の礎石建物の構造と性格J(湖西市文化財調査報告第37集『大知波峠廃

寺跡確認調査報告書』湖西市教育委員会 平成9年)

註 15清水蹟「惣持院と東塔J(前掲註5清水著書所収)

註 16前掲註 14

設 17 森弘子『宝満山の環境歴史学的研究~ (岩田書院 平成二十一年)第 1部第四章・第四第二章
証 18前掲註 17別冊『宝満山史料集J所収
註 19前掲註 17

註20網野善彦「豊後国六郷山に関する新史料J (W研究紀要~IV 大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資
料館平成元年)所収史料

樫井成昭『六郷山と田染荘遺跡~ (同成社 平成十七年)
註21前掲註20棲井著書

註 22W兵庫県史』史料編 中世四(兵庫県平成元年)
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第6節竃門神についてー竃門神社史-

1 はじめに

現在の竃門神社の祭神は中央に玉依姫命、左の相殿に神功皇后、右の相殿に応神天皇を杷る。延喜式

内社であり、旧官幣小社である。中世以来、三座の神を間ることは史料にも明白であるが、『延喜式』では、

筑前国御笠郡は二座並大社で 「筑紫神社名神大 竃門神社名神大」とあり、竃門神社はこの時点では一

座であったことが知られる。

竃門神の史料上の初見は、承和 7年 (840)4月21日、竃門神に従五位上を授けた『続日本後紀』の

記事であり、同書承和9年 (842)7月3日条には崇あるにより竃門神社等諸社に奉幣したことが見え、

承和 14年 (847)には、天台僧円仁が唐から帰国後、竃門山大山寺において竃門神などのために報謝の

転経を行ったことが、『入唐求法巡礼行記』に見えている。

竃門神への叙位はこの時期集中して行われ、嘉祥3年 (850) 10 月 7 日正五位上 (W文徳実録~)、貞

観元年 (859) 1 月 27 日従四位下 (W三代実録~)、元慶三年 (879) 6 月 8 日従四位上 (W三代実録~)、寛

平8年 (896) 9 月 4 日正四位上 (W 日本紀略~)が授けられている 。 その後しばらく叙位のことは史料

に見えないが、竃門神社は大山寺の発展と相候って発展、神仏習合が進み「竃門宮」と称するようにな

り、嘉承元年 (1106) 11 月 3 日、竃門宮に正一位が授けられている (W中右記~ W百練抄~) o

鎌倉期の縁起『竃門山宝満大菩薩記』には、表紙に「九国二嶋惣鎮守Jと調い、天永 2年(1111)鳥

羽院の宣旨に「八幡大菩薩伯母本朝鎮守大明神」、久安2年 (1146)近衛院の宣旨に「九州擁護之鎮守

一府帰依之尊神」とある事などを記し、江戸期の縁起類には白河院の応徳2年(1085)5月 9日、「竃

門山大神社は九州惣鎮守」の官符を下し神領80庄を賜ったとある。他に徴する史料はないが、大宰府

の鬼門除けの為に神を把ったのが神間りの初めとする伝承や、末社の由来に 80圧の存在を示唆するも

のが複数あること、石清水八幡宮との関係、考古学的知見等を併せて考えれば、史実としても差し支え

ないと考えられる。また応徳2年(1085)には竃門社の、天永3年 (1112)には竃門上宮の遷宮日時を

陰陽寮が勘申しており (W石清水文書~)、さらに『中右記~ W台記~ W百練抄』など貴族の日記に竃門宮

焼亡のことや、長治年問、竃門宮をめぐって石清水八幡宮と比叡山が争った事件の記事が詳細に見られ

るなど、大宰府の竃門宮の存在は決して小さなものではなかったことが窺える。

本節では、以上の史料に表れた事項を踏まえて、縁起等を勘案しながら宝満山の祭紳について考察し、

かっ人々の信仰の有り様を述べる。

2 竃門神社の草創

『竃門山宝満宮伝記~ (以下『伝記~)等、江戸期の縁起によると「天智天皇が都府楼(大宰府政庁)

を建てた時、鬼門に当たるこの山の頂きに、真榊を刺し端出縄引き鎮めの把りをしたのが祭把の始まり」

と云い、ついで天武天皇の白鳳2年 2月 10日、多年この山で修行する心蓮上人(神僧とも法相僧とも)

の前に貴婦人が示現し「我は玉依姫なり。国を守り民を安からしめんが為この山に多年住んでいる」な

どと告げたかと思うと、須貝の間に雲霧四方に合し貴婦人は金剛紳に変じ、十神を従え、九頭の龍馬に

駕って飛行した。心蓮は感嘆して奏聞し、天皇は有司に勅して社を立て“宝満宮"と号し、鎮護国家の

御願所とした。と伝えられている。

竃門神社は、上宮 ・中宮 ・下宮の三殿からなる。開山伝説にある社は「上宮」であるとする縁起もあ

り、長治 2 年 (1105) には竃門上宮神殿の存在が確認される (W中右記~) 。 巨岩に覆われた山頂は 8 世

紀以来の祭把の場であり、明治初期まで一貫して上宮が最も尊重された。 下宮は、『竃門山旧記~ (以下
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『旧記JJ)に「南谷ノ衆徒上宮ヲ勧請シ尊神ヲ祭ル、上宮ニ対シテ下宮ト号ス」とあり、「社記」にはそ

の年を延喜3年 (903) 3 月としている。 江戸期は宝満 25 坊が山上に住んだため、下宮は円光院(~寛
政 2年筑前寺院帳JJ)、法忍坊(文久 3年『筑前国竃門山井末山同派修験院名書上帳』聖護院文書)など

という組下山伏が管轄していた。中宮は、蒙古襲来後、修験の中心道場として開発されたものと考えら

れる〔森 2008J。

『竃門山宝満大菩薩記JJ(以下『大菩薩記JJ)では、竃門宮上下宮と十所王子は香椎社と同じ聖武天皇

の神亀元年 (724)の草創であるとしている。十所王子は玉依姫と共に示現した十神で、江戸期に至っ

ても若干の紳名の差異はあるものの、「十社皇子Jとして山中小社のうち、根本地主大田大明神本地大

日知来に次ぐ位置を占めている。地主神大田明神については、『伝記』に、 11卸笠山の地主神Jとし、「当

山を竃門大神!こ奉る時、やしくもわれ濡衣を着つるかな御笠の山をひとにとられて"と詠い、濡衣宮

に移った」と記している。

貝原益軒は『筑前国続風土記JJ(以下『続風土記JJ)御笠郡上竃門山神社の項に「この山は峯高くそびえ、

雲霧ふかくおほひ、畑気つねに絶えず。故に竃円山と云。又御笠山とも云。太宰府は此の山下にある故、

御笠の里と云。この山を或は宝満とも号す」と、3つの山名があることを述べている。山名の変遷は、『大

著薩記』に「神功皇后が応神天皇を出産した時、皇后の姉である批時大宝満命は仏頭山とも御笠山とも

?する高山龍図峯に登り、竃門を立てたo 仏頭山を改め竃円山と号することはこの時より始まった」と

記している。仏頭山は宝満山の隣峰で開山心蓮上人の墓のある仏頂山のことと考えられ、この山もまた

信仰的には一括の山として重要視されていたことが窺われる。

御笠山から竃門山、宝満山への山名の変遷は、とりもなおさずこの山の中心的な信仰の変化を物語っ

ている。御笠山という山名は笠型の山容によると考えられる。宝満山は南の方角から望めば富士山争黒

わせる秀麗な姿をし、そこを水源として万葉集に「蹴)11 Jと詠まれた宝満)11が、現在の太宰府市高点

筑紫野市、小郡市など筑紫平野を潤し、やがて筑後川に合流する。流域には肥沃な土地が広がり、弥生

時代以来の遺跡の宝庫である。また西側北谷を水源とする御笠川は福岡平野を潤し博多湾に入る。御笠

山は農耕に必要な水を恵む「水分の神Jであり、この山の地主神を「大田明神」というのも「田」を神

格化した名であると考えられる。『伝記』の伝承はそうした自然紳が性格の違う神へ変更したことを暗

示するものとして興味深い。

竃門山の名の起こりについて、『続風土記』には、この山は絶えず雲や霧が覆い、ちょうどカマドで

煮炊きしているように見えることから「竃門山」というのだとしているが、『大菩薩記』をはじめ縁起

類では「竃門岩」に拠るとする。江戸期の縁起の冒頭はいずれも竃門岩と益影井にまつわる応神天皇あ

るいは天の神誕生の話で始められている。竃門岩は 9合目「竃門撮」にあり、高さ 2メートルほどの 3

石が鼎立した岩をいい、益影井はその直下にある山中第一の秘水である。縁起官頭に語られるのは、即

ちこの山にとって特に重要な聖地だからであろう。

近年?説として、中野幡能は、この山の神祭の初めが天智天皇 3年(仙)大宰府の鬼門除けのため

に神を肥ったことによるという伝承と、奈良の三笠山の祭神との比較考証から、都城の守護神として道

教で一家の守り神として信仰された竃神が、ひいては国家の安全と繁栄を守る神として杷られたのでは

ないかとし、その竃神を把る故によって寵門山の名がおこったと考証している〔中野 1980J。小田富士

雄は考古学の立場から、遣唐使の往来に関わる祭杷が行われたと推測される岡山県の大飛島などの例を

あげ、律令時代竃形ミニチュアが神の祭料となっており、竃神が国家的な神として定着していたことを

考察し、さらに大陸においてカマドを神聖視して家門の繁栄を祈る家神として信仰された竃神が、大宰

府設置にあたって東北鬼門にあたるところから、大宰府鎮護の神として位置づけられ国家的性格を有す

-120 -

るに至ったということを推考している〔小田 1982J。富田弘子は竃門岩の一石に「イ山富」と仙庄が彫っ

たこと、また仙庄の詩に「竃門丹穴逼蒼宵 玉女神遊天路通」とあることや、『延喜式』巻 23民部下の

交易雑物の大宰府項に「朱砂一千両」とある事から宝満山で朱砂が採れたと推定し、高野山の開倉Ij伝説

に関わる、高野明神 ・丹生都比売の祭把に関わり、水銀の精錬に関与した竃門家、竃門神社との共通性

に注目している〔富田 2010J。

延暦 22年 (803)、最澄は竃門山寺において遣唐4船の平安を祈り薬師仏4躯を彫り、法華経 ・浬繋

経 ・ 華厳経・金光明経等を講説した(~叡山大師伝』等) 。 竃門山寺の存在は、 9 世紀初頭には「竃門山」

という山名が定着していたことの証左である。竃門神を前日る故「竃門山」というのか、竃門山の神であ

る故「竃門神」なのかは容易に決し難いが、山中諸処に祭把が行われた痕跡がある事、遺物の内容が場

所により異なる事などを勘案すれば、宝満山は大宰府あるいは筑前園、山麓住民の祭杷の場であり、山

中諸所で祭杷が行われていたが、次第に竃門岩あるいは頂上でまつられた竃門神に集約され、 8世紀後

半から 9世紀初頭に竃門神社が創建されたということができるのではなかろうか。大宰府の鬼門除けに

杷った神が「八百万の神Jという伝承や、平城京の東の春日山 ・三笠山(御蓋山)で行われた遣唐使の

航海安全が「天神地祇J に対しての祈願であり、春日大社に対してではなかった(~続日本紀』養老元年 ・

宝亀8年)ことなども、考察の材料としたい。

しかしいずれにしても、御笠山から竃門山へ、大田明神から竃門大神への変化は、この山が自然崇拝

に基づく信仰から、国家的、政治的な神への変貌を遂げたことを物語っており、それが大宰府の成立と

密接な関係にあったことは論を侠たないで、あろう。

3 八幡神、比叡山との関係

竃門神は、この地方の豪族が古くから把っていた神ではなく、律令体制下、新たにつくられた神であり、

奉祭の当初から律令国家地方最大の官街「大宰府」の祭聞と密接な関わりを持つ政治的な神であったと

考えられる。神亀元年 (724)、2年に相次いで行われた、香椎廟宮の創建と宇佐官の小倉山への遷座は、

「律令政権の宗教政策の総仕上げ」とも評され〔広渡 1997J、対新羅、対隼人への守護神として神功皇后、

八幡紳が位置づけられた。

弘仁 14年 (823)、八幡大神と比売大神の二殿であった宇佐官に、第三殿として「大帯姫」つまり神

功皇后を杷る社殿が造られた(~八幡宇佐官御託宣集』以下『託宣集JJ) 。 八幡紳を応神天皇とする信仰

の始まりについては諸説あるが、宇佐宮に大帯姫をまつる社殿が造られたこととの整合性に注目する飯

沼賢司の説に注目しておきたい〔飯沼 1993J。比売神は現在は宗像三女神とされるが、歴史上様々な説

があり、玉依姫=竃門大神=宝満大菩薩を比売神とする説も有力で、あった。そして竃門大神は八幡神の

伯母、つまり神功皇后の姉と位置づけられたのである。

寵門大神が八幡のオパであるという託宣は、まず天平勝宝 7年 (755)の神託として「大帯姫者吾母。

即裟喝羅龍王乃夫人也。竃門明神波吾焼。龍女波吾妹。是十一面観音之変身也」と『託宣集』に記され、

また「或記云」として裟喝羅龍王の娘五人として、「一、八歳龍女 二、竃門(宝満) 三、香椎(聖母)

四、河上 玉、高知尾Jが系譜づけられている。この系譜は、『大菩薩記』の官頭にも載せられ、本

縁起は全編、神功皇后と宝満大菩薩の密接な関係が綴られている。

奈良時代に上記のような内容の託宣があったとは、時代の思潮からも考えられないが、宝満山に寺院

が建立されたなどの何かの年紀を示唆するものかも知れない。またここでは 「伯母」ではなく「嬢」と

宣している。「嬢」はオパで、あり母親の姉妹である。長治年間 (1104""'1106)、宝満山をめぐって比叡

山と石清水八幡が争った事件の裁定をめぐる陣定で、中納言大江匡房が「昔延喜年中八幡託宣云、竃戸
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宮者是我焼母也」と奏聞している (W中右記~) 。 延喜年中の託宣とは、宮崎宮創建のきっかけとなる延

喜 21 年 (921)の託宣をさしている (W宮崎宮縁起~) 0 W縁起』の信濃性の考証は措くとしても、「竃門
官は八幡のオパだ、と延喜年中の託宣にあった」としづ言説が平安末には存在し、それが一定の力を有し

ていたことは間違いない事実といえよう。このような言説が何時構築されたかは不明であるが、宇佐八

幡の竃門社への接近は可成り早い段階からあったと思われる。やがて八幡宮内における宇佐と石清水の

勢力の逆転から、竃門宮も石清水の支配下に入ることとなる。

一竃門宮と石清水八幡宮の関係を示す史料は、石清水八幡宮権別当頼清が大山寺別当に補されたため

前別当院範が、永保3年(1083)、上洛の途中幽憤して亡くなったという「宮寺縁事抄所司僧綱昇進次第」

(W神道大系~ 1988)の記事が初見である。院範自身も石清水八幡宮権別当を努めた人物である。石清水
八幡宮と大山寺の関係が院範以前に遡るかどうかは不明であるが、頼清の後には、その子光清が大山寺

別当になっている (Wガ十五文集~ W中右記~)。ここで注目すべきは石清水八幡宮の関係者が竃門宮'の宮司
でゆなく大山寺別当に補任されていることである。

天元 2年 (979)宗像宮に大宮司を置くよう命じた「太政官符Jに住吉 ・香椎 ・筑紫 ・竃門 ・宮崎が

大宮司をもって貫主としていることが見え (W類衆符宣抄~)、この頃までは山内に於いて寺院に対して
神社が優位な位置を占めていたとみられる。 しかし石清水八幡の別当が大山寺別当を兼ねた 11世紀末

子ら 12世紀にかけては、竃門宮は存在するものの、宮司についての記述は見あたらない。『中右記』長

1口2年 (1105)10月30日の項には、 「竃戸宮者在大山之内Jと見え、この頃には、大山寺が一山を統

轄していた様が窺える。また同項には竃門宮が「八幡の別宮」であるとも記している。

最澄が入唐求法の平安を祈って薬師仏を彫った寺は「竃門山寺」であったが、 三代天台座主となる円

仁が、承和 14 年 (847) 帰国後、報謝の転経をした寺は「大山寺」で、あった (W入唐求法巡礼行記~) 。 神々
への報謝の転経は 11月 28日から 12月3日の問、九州の僧侶を束ねる観世音寺講師の助力を得て行わ

れた。金剛般若経五千巻の転経を竃門大神 ・香春名神・八幡大菩薩のためにはそれぞれ 1000巻ずっと

住吉大神 ・香椎名神等、対外関係などに関して公の祭杷が行われてきた神々、筑前名神 ・松浦少弐(藤

原広嗣)の霊に対しては 500巻ずつの転経が行われている。1000巻転経を行った三神は、最澄も入膚

に際し祈願に訪れた神である。円仁以後も、入唐僧等の竃門大神への祈願は続き、承平3年(問)にli，

六所宝塔のうちの竃門山分塔(安西筑前宝塔院)が沙弥謹覚によって建立された。こうした経緯を経て、

竃門山大山寺は発展し、宝満山の神仏習合は一段と進んだ。

最澄以来、天台宗にとって大切な山であった竃門山に、石清水八幡宮の触手も伸びたわけであるが

竃円山内部の様相は複雑で、石清水の支配に一枚岩とはし、かず、多くの神人 僧徒をかかえ一触即発ム

状況であった。そしてこの状況は、朝廷、大宰府をも巻き込んだ比叡山と石清水八幡の抗争として長治

元年 (1104) に爆発した。 この事件のなりゆきは『中右記~ W丹十五文集~ W殿暦』などによって詳しくた
どることができる、いわば当時の中央政権にとっても大事件だ、ったのである。結局この事件は、比叡山

側に有利な結果に終わり、大山寺は「天台之末寺」ということになり石清水八幡宮の勢力は竃門山から

払拭された。この問、長治2年 3月3日には竃門上宮の神殿が焼亡し、御正排まで焼けるという事件が

おこり、軒廊御卜が行われている。

こうしたゴタゴタにも拘わらず、翌年嘉承元年 (1106)11月には竃門宮は正一位に叙せられ、繁栄

はなお続くのである。この繁栄は対宋貿易によるところが大きい。大山寺は交易に有利な地を荘園とし

て持ち、荘園内には宋人も居住し、経済的にも文化的にも非常に充実していた。それを物語るものとして、

天台真盛宗総本山西教寺(大津市坂本)所蔵の『両巻疏知礼記』、要法寺所蔵の『観音玄義疏記』がある;

原本は共に永久 4年 (11同博多津唐房の大山船襲三郎船頭房が有智山明光房の唐本を書写したもので、
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ある。博多津唐房は博多にあった中国人の居住地である。鎌倉時代の史料にも、「曾波留」という名の

政所職 (W梅津文書~)や「張光安」という名の船頭 (W仁和寺日次記』等)など、外国人と思われる人

物が大山寺寄人として見える。

4 宝満大菩薩の誕生

前項に於いて、竃門神が八幡紳の伯母とされるなど、八幡教学の中に於いて重要な位置を占めていた

ことを述べた。さらに『大菩薩記』の末尾には竃門宮三所を一御殿宝満大菩薩 ・二御殿聖母大菩薩 ・

三御殿八幡大菩薩とし、宮崎宮、宇佐官も、主祭神の配置は異なるものの同じ三神を組り合っている

ことを言己している。

現在の山名である「宝満山j は、祭神の神仏習合的な称号である「宝満大菩薩」による。山の神が通

常「権現Jという称号で呼ばれるのとは異なり、菩薩号であることも八幡宮との深い関係を物語ってい

る。「宝満大菩薩」の初見は、宇佐宮弥勤寺学頭紳昨が正応 3年 (1290)~正和 2 年(1313) に撰した『八

幡宇佐官御託宣集』、あるいは宝満山最古の縁起『竃門山宝満大菩薩記』に求められる。史料上の初見

が鎌倉後期としても、竃門宮に宝満大菩薩 ・聖母大菩薩 ・八幡大菩薩をセットで把ること、主祭神を宝

満大菩薩とし、本地十一面観音としづ解釈を付することなどは、司祭者の関与が不可欠であり、石清水

八幡宮の社僧が大山寺別当を兼帯していた平安後期に成立したと考えざるを得ない。院範、頼清、光情と、

3人の石清水関係の大山寺別当が史料に現れるが、その中でも白河天皇、藤原師通という時の権力者の

後盾をもち、法華経にも八幡思想、にも精通し、かつ熟年に 20年という期間大山寺別当を務めた頼清が、

この大事を成し遂げたと推考するのである〔森2008J。

宝満大菩薩の称号は「仁王般若波羅密護国経受持品第七」の冒頭、釈迦牟尼仏が無量神力を現したとき、

千華台上に見じた「宝満悌」によるのではないだろうか。仁王経は仏陀が 16人の王に説法する形をとり、

この経を崇敬し読請することによって王自身も王国も災し、から護られると説かれている。つまり「宝満

大菩薩」という称号は護国の神としての性格を表象するものといえよう。八幡宮でも仁王経は護国の経

典として法華経と共に重視された。頼清は、寛治3年 (1089)藤原師通が石清水八幡に参詣し、金泥般

若心経一巻、法華経一部、仁王経一部を書写したとき講師を務めている〔森 2004J。

中世を通じて、竃門山の神は「宝満大菩薩Jr宝満薩唾Jr批昨宝満命」などと言う名で資料に現れ、

戦国期には、宝満宮の牛王宝印の料紙を使った起請文、「当国鎮守宝満大菩薩Jr竃門宝満大菩薩」など

の紳名がある起請文が交わされた〔中野 1980J。

5 玉依姫の御事

竃門神社の神が玉依姫だと明記した史料は、寛文 7年(1667)の松下見林の後書がある度会延経の『神

名帳考証』が古い例であり、貞享4年 (1687)松下見林の校閲を受け編纂された『伝記』には冒頭に「竃

門山大神は麟鵜草葺不合尊之妃玉依姫なり、鎮護国家のため大明神と現じ竃円山に降ります、故に竃門

山という、大神また宝満大菩薩と号すJ(原文漢文)と明記している。宝満山の神が「玉依姫」だと明

記するものは管見の限りこれ以上遡らないが、おそらく宝満大菩薩が玉依姫であるということは、宝満

大菩薩の誕生当初からであったと考えられる。

石清水八幡宮別当宗清が建保 2 年 (1214) 頃編纂した『宮寺縁事抄~ r三所御本地阿弥陀三尊事」では、

八幡三所を応神天皇・神功皇后・玉依姫とし、さらに玉依姫の説明として「玉依姫事 文殊入海済度衆生、

其数無量、不可勝計、其中八歳龍女、南方唱覚、配法花之勝用、示成道道、今玉依姫彼龍女妹也、昔漏

海教化、イ乃文殊化身、神功皇后玉依姫ト同社相並」と記している。玉依姫が八歳の龍女の妹であること、
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法華経の功徳を標楊する神で、あること、文殊菩薩が仏道に導くこと、神功皇后との関係を強調する点な

ど『大菩薩記』との共通点が多い。玉依姫は仏法、ことに法華経を興隆して衆生の苦を度脱する、きわ

めて神仏習合色の強し、神として性格づけられている。龍女を長女とし宝満 ・聖母 ・河上 ・高知尾の四姉

妹がし、るとする『大菩薩記~ w託宣集』等の説と勘案すれば、宝満大菩薩=玉依姫としづ図式が成り立
つのではなかろうか。〔森 2004J

記紀神話の説に従えば玉依姫は人皇第一代神武天皇の母で、あり、八幡=15代応神天皇のオパである

とする説とは矛盾する。 柳田国男もその著『妹の力~ r玉依姫考」において、八幡三所のうち第二殿の
比売大神についての諸説を考察し「我々の極めて難物として居る竃門神社の玉依姫神Jと述べている。

中世には、宝満大菩薩が八幡のオパで、あるという説の外に、厳島大明神、白山妙理権現とも一体である

という説 (W厳島大明神日記』 ・『平家物語』長円本)や、天竺摩喝陀国から飛来したという説([宝満山

由来書〕聖護院文書 ・高千穂文書)もあり、全国的な規模に於いて様々な解釈が加えられている。

南北朝期になると、宇佐八幡宮や石清水八幡宮に於いても八幡三所の一神、姫大神すなわち玉依姫が

人皇第一神武天皇御母で、あるといわれるようになる(W神秘秘伝 八幡~) 。 建武中興で王政復古した時代、
玉依姫の解釈にも記紀神話に則ったものに変化してきていることが知られる。

「玉依姫」がどういう神であるかについては、柳田国男にはじまり多くの学説があるが、竃門山の玉

依姫については、八幡教学との関係の中に生じた紳であるとしてよいであろう。何故「玉依姫」が八幡

教学に採り入れられ、八幡神のオバとされたかであるが、それは記紀神話において玉依姫が王権を生み

出した母神だからと考えられる。「玉依姫」といい「宝満大菩薩」といい、鎮護国家の意味合いを標楊

する御名である。竃門山の神には、古代 ・中世を通じて「鎮護国家Jr異国征伐」の神徳が求められた。

承平 3年 (933)の六所宝塔の建立も最澄の発願から 100年以上も経過し、新羅の脅威の高まる中に実

現されており、これも鎮護国家 ・異国降伏のためで、あったと考えられる。

ともあれ、玉依姫を主祭神とし、神功皇后 ・応神天皇を奉祭する神社の在り方は、平安時代末より変

わることなく今日に受け継がれ、ことに人皇第一代神武天皇の御母玉依姫に対する信仰は、「神武創業」

に基づくとされた明治維新以来、大いに強調さるべきことであった。昭和 15年の紀元 2600年は、皇祖

神武天皇の御母玉依姫命を祭神とする竃門神社にとって、神徳を称揚するこの上ない好機で、あった。そ

の記念事業として発刊された『宝満山と竃門神社~ (1940) は、小冊子ながら宝満山と竃門神社のこれ
からを考える様々な意見が述べられている。その「発刊の辞Jでは、神話の中の玉依姫命が遠い昔に実

際に生きた婦人のように語られる。玉依姫は夫婦仲睦まじく、建国の大業を援け、また大いなる母性愛

で子を慈しまれた。旧来の、「神武天皇を産んだ後この山に入った」という神話的、抽象的な説を超えて、

現身にこの地を訪れ、皇子神武天皇の東征の手助けをしたという話が具体的に主張され、そのことは日

本民族の模範とするところであると、「神武天皇の御母=国母」との論調が強調されるのである。また、

宝満山が単に玉依姫の霊蹟で、あるに留まらず、神武天皇も「立ち寄られた山」、つまり神武天皇の聖蹟

と位置づける論も打ち出されている。

玉依姫の神格は、時代の要請、信仰する者の要請によって、護国の神、異国征伐の神、水分の神、母

性愛の神、縁結びの神等、様々な紳威を発揮し、今日尚、宝満山の主祭神として信仰され続けているの

である。

6 官幣小社竃門神社へ

江戸期の宝満山は、宝満二十五坊といわれる山伏の山で、あった。宝満修験については第 7節で述べる

が、明治維新を迎えて、神仏分離令、修験宗の廃止などの法令が出され、竃門神社は明治 5年(1872)
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村社に列せられた。そして吉祥坊吉田広輝一人を洞掌として残し、6年までには全員が下山した。その際、

多くの信者も山伏とともに山を去った。当初竃門神社は、上宮が内山村の村社、麓の内山にある下宮は

無格社、北谷の竃門神社が北谷村の村社、中宮の講堂は神祇殿とされ別社と扱われた。明治 11年の大

風で上宮 ・神祇殿が大破、上宮はその年の 11月までに再建成ったが、神祇殿再建計画はあったものの

再建されないまま今日に至っている。

明治維新の際、宝満山伏が座主をはじめとする改革派(廃仏派)9坊と守旧派(奉仏派)16坊にわか

れて争い、 一致結束した新しい時代への対応がとれなかったことは寵門神社の没落を招いた大きな要因

であった。盛時「九州、|の総鎮守」とまで称せられ、江戸期においても黒田藩の手厚い待遇を受けていた

ことや祭神が神武天皇の御母玉依姫命である事などを考えれば、「村社」という社格はこの社にはふさ

わしいもので、はなかった。そのことを最初に指摘したのは、福岡裁判所の判事として赴任していた原田

直敦であった。原田の「此大神にして官幣に非さるは明治昭代の大ー欠典なり」という語を承けた吉嗣

拝山が渡辺情県令に議し洞掌吉田広輝を説き、官幣昇格の願書を提出させた〔本田 1906J。

官幣社昇格出願は明治 23年 11月に着手され、その条件整備は明治 24・25年に集中して行われた。

明治 24年(1891) 4 月、「福城窟は玉依姫の陵墓」とし、う船曳鉄門の説 (W竃門山陵考~)に基づいて福

城窟(法城窟)の調査がなされ、同月「竃門神社神祇殿井ニ宝満下宮復旧願」が、翌 25年6月28日に

は、北谷の氏子総代より「氏子復旧願」が福岡県知事安場保和宛提出され、北谷の氏神竃門神社は竃門

神社遥拝所とされた。同年9月には、竃門神社保存永遠資本金仕訳書がつくられ、社殿建築費等に充て

る計画がなされた。永遠資本金の目標額は 20.528円余、太宰府村大字内山 ・同北谷 ・同太宰府(三条 ・

連歌屋 ・馬場 ・新町 ・梅大路町)、御笠村大字原 ・同吉木 ・同阿志岐 ・同牛島・同天山 ・同香園・同柚

須原 ・岡本導寺、 二日市村大字二日市 ・同武蔵、大野村大字乙金、筑紫村大字下見に仕分けられた。こ

の時、それまで本社としていた上宮では、参拝に困難であるということで、民有地 2480坪を購入し下

宮の敷地を拡張、 3080坪とし、社殿を建築して正殿と定め、奉幣使参向、 一般人民の参拝にも便宜を

与えるという計画がなされた。そして、明治 25年 9月、内山の大庭鉄太郎を代表とする上記各村の信

徒総代 71人と竃門神社嗣掌吉田広輝、御笠村助役八尋久兵衛、太宰府村長鷲藤寿七が署名捺印し、「竃

門神社昇格再願書」を提出している。そして明治 28年 10月6日官幣小社に昇格した。(竃門神社近現

代文書 5-34) 

しかし募金等が順調にし、かなかったものとみえ、官幣小社に昇格したとはいえ「他の官国幣社に比し

て誠に御いたましき御有様なる由はかねて聞き及び候処には有之候へども、かばかりとは存じよらざり

し(中略)もはや枯衰の極点と奉存候Jとしづ有様〔本田 1906Jであり、明治 36年本田豊宮司着任と

共に、附属講社の結集に着手するも、 37年 10月には上宮が火災、再建成ったのは大正元年。下宮本殿

の遷座祭は昭和 2年になってからであった。上地になっていた官有山林の払い下げについては旧坊中が

明治 24年から熱心な運動を展開していたが、明治 41年、 63町8畝 21歩が竃門神社境内に編入された。

7 農耕神として

地主神大田明神はその名から「田」を神格化した神名であると考えられる。この山を竃門大神に譲っ

て自身は濡衣宮に遷ったという。大田明神は修法の際の礼拝順も宝満大菩薩に次ぐものであった。その

社は以前は上宮の石段を下りた所、鬼門除けに八百万神を鎮祭した辺りにあったというが、江戸期はー

の鳥居の傍らにあり (W筑前国続風土記附録』以下『附録~)、寛政 9 年 ( 1797) の『宝満宮山中絵図』

によると“瓶"つまり焼き物の嗣に杷られており、大きな扱いで、はなかったことが知られる。農耕紳と

いう地主神の神格も、玉依姫(宝満大菩薩)に包摂せられていったものと考えられる。
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江戸期、箱崎 ・太宰府 ・宝満 ・雷山 ・田嶋(宗像辺津宮)の五社、時としてこれに沖ノ島 ・桜井神社

を加えた七社が福岡藩の祈祷所となっている(~福岡藩寺社記J1) 。 これら祈祷所には、天候 ・ 悪疫など

様々な祈祷が仰せつけられた。特に雨乞祈祷は重要な祈祷で、それぞれに奥の手として雨乞いの秘法が

あった。すなわち宮崎宮座主坊は「机島祈祷」、雷山伸之坊は「紳面祈祷」、宰府華台坊は「水瓶祈祷J、

そして宝満楊伽院は「水鏡祈祷」であった。社宝として伝わる“水鏡"と水鏡祈祷については第 3節第

6項に述べた。明治 6年には、山伏の去った宝満山で、太宰府神社の旧社家 3人が水鏡祈祷を行ってい

る(~明治 6 年太宰府神社日誌J1) 。

5月 29日から 7月 14日の問、夜中、山中をめぐる大巡行は天台の修法ともいわれるが、この行を行

う為の『勧化JM財帳JI(井本坊文書・ 1867年)に、この行の目的は専ら「瞳災」を退除し、五穀豊穣を
祈願することにあるとしている。明治維新で庶民の願いに深く関っていた山伏が山を下り、彼らが行っ

ていた行事には絶えたものもあるが、現在も竃門神社では五穀豊穣や握災退散の御札を発行しており、

また予般庶民の行事として存続しているものもある。

作だめし 元旦に行われている「作だめしJは、大世間 ・日損 ・水損 ・風損 ・大麦 ・小麦 ・裸麦 ・夏畠

作方 ・早田 ・中田・干田・晩田・水田・秋大豆 ・小豆 ・粟 ・そば ・養蚕について、畿で吉凶を占うもの

で、この結果は「宝満宮竃円神社作だめし」として印刷し、授与される。山伏井本坊の子孫の家にはそ

の版木が残っている。現行のものと比べると、裸麦がなく、養蚕のかわりに「わたJとなっている。山

伏がどういう方法で占ったかは不明であるが、行事自体は山伏がいなくなっても神社の手で、行われてい

る。 1月から 5月にかけて、宝満宮を氏神とする地域から「作だめし」を受けに来る。これらの村では

講をっくり、その代表者が竃門神社上宮に参拝し、下宮にて「作だめし」と五穀豊穣の御札を受けて帰

り、村ではご馳走を作り代表者の帰着を待って座がひらかれる。昭和初期には 5万枚も印刷されていた

が、今日では 100枚程度と減少している。とはいえ、糸島市二丈松末 ・三井郡大刀洗町 ・古賀市青柳 ・

福津市大石 ・同須多田 ・同生家・宗像市光岡 ・遠賀郡岡垣町糠塚などから地域の組毎に代表が参拝し、

各 10数軒分の「作だめし」の結果や五穀成熟御札を承けて帰っている。宝満講の在り方を今日に引き

継いでいるものであろう。また現在では個人で、受けに来る人もあるという。

愛癒詣り 愛巌山は、宝満山の南に位置する標高 432メートルの山である。古く祭神は伊豆奈(飯縄)

権現で、あったが、明治維新以降、軒遇土(迦倶槌)神とされ、現在は本殿石洞の中に、愛宕勝軍地蔵が

把られている。信仰的には宝満山と密接な関係にあり、宝満25坊の財行坊(のち新坊)が祭杷を受け持つ

ていた。『続風土記』では、「竃門山より ひきくして小なれば、大岳に対して小岳と云なるべしJとして

おり、表題の小岳社の下に「或いは愛嶺の字を用ゆ」とある。また「玉依姫が白蛇の姿になって、法城

窟に姿を隠したとき、シツポだけが見え、この山の方を向いていたのでオダケと言う」とも伝え、元禄

4年(1691)の道明寺天満宮(大阪藤井寺市)蔵『太宰府絵図』には右端最上に竃門山があり、その下

の山に「御巌 大天狗」と記されている。本来「オダケJと呼ばれていた山にいつの頃からか飯縄信仰、

愛宕信仰が入り、天狗の山と認識されるようになったのであろう。鳥居の扇額には「大権現」の字が見

え、「大菩薩」とよばれた宝満山よりもいっそう修験色を強く感じさせる。

牛馬が、農業や交通の手段としてなくてはならなかった時代は、牛馬安全 ・五穀豊穣を祈る参詣者で、

賑わったという。ことに、 1月24日、 7月 24日の祭礼日には、多くの人が牛馬をひいて参拝した。ま

た牛馬が病気の時には土一駄を献じて祈願すると病気が治るといわれた〔竃門神社 1940J。明治36年、

宝満講社の結集と共に、愛巌講社の結集が図られ、それまでの参拝状況を調査し、入講の確定した村に

牛馬安全御札と掛御守を配布している。明治 36年の「愛撮講社結収明細調査書」によると、筑紫郡 ・

糟屋郡 ・夜須郡 ・嘉穂郡の大字単位に結集がかけられ、筑紫郡水城村で、は水城 ・国分 ・坂本 ・観世音寺 ・
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大佐野、山口村立明寺・針摺、 二日市村二日市 ・紫、御笠村原、太宰府町三条 ・連歌屋 ・馬場 ・大町 ・

新町・五条 ・北谷 ・内山、山家村上西山 ・下西山、糟屋郡宇美村四王寺、夜須郡三根村三牟田 ・櫛木 ・

三箇山 ・桑曲、中津屋村吹田 ・赤坂などの村が結集に応じているが、大野村瓦田では「結収セントセシ

モ仏教信徒多キ為メ未ダ出来ズ再募集ヲ必要トス」などの注記があり、「新たに募集すべき各町村」と

して、入講したのとほぼ同数の大字に再募集をかけている(竃門神社近現代文書)。

かつて愛嶺山下宮があった所に遺された石灯龍の一基は、延宝 7年 (1679)御笠郡大石村の鬼木源助

が寄進し、 一基は穂波郡忠隈村の原某が寛政元年 (1789)に寄進し、その横の小さな石灯龍は本道寺村

日永田源作が寄進している。牛馬の祭は昭和 30年代まで行われていたが、農村から牛馬が姿を消して

しばらくは、愛巌神社は荒れに荒れ、 1月4日に、神官がひっそりと祭杷を行うだけとなっていた。最

近は 1月4日の祭典に多くの人が参列し、直会も賑やかに行われる。またここを通過して、鳥越峠から

行者道、かもしか新道への登山道をとる人も増えている。

8 講と末社

講 宝満山の「講」の存在を物語る物として、山中の竃門岩に登る手前の「杖捨て」という所に、本

社三神の本地仏の種字を彫った岩があり、ここから上に登れない人のための遥拝所としていた。その党

字の下に、「大宰府馬場/宝満講衆等/十日/建武四年八月十日/勧進阿闇梨/顕威」と彫られている。

以前はここから鉄索を使ってよじ登らなければならなかった。鉄索は元和 6年 (1620)夜須郡玉玉山村

佐藤藤右衛門が寄進した鎖を、元文2年 (1737)三代の孫佐藤与三郎と桑曲村佐藤伝兵衛が再興したも

のであり、その上には安永 3年(1774)裏糟屋郡新宮浦の金内新左衛門徳貞が寄進した鉄索が掛けられ

ていた。いずれも入峰道筋にあたる圧屋クラスの人であろうか。また上宮社殿の横から南東に下る下向

路には、安永 3年、博多土居町の冶工岡田与三兵衛吉慶が寄進した鉄索があった。

この石碑は、南北朝期にすでに庶民の登拝や「講」の存在が認められることなど貴重なs情報を提供し

ているが、御笠川の最下流「石堂川」の畔にある、金問IJ界大日如来の種子を彫った康永 3年の (1344)

の銘のある板碑、所謂「濡れ衣塚」にも「接待講衆」として 27人の名が刻されており、この時代の盛

んな宗教活動を垣間見せている。

また竃門神社の宝物に「講桝j があった。それは「南谷行者桝也天文廿三甲寅今月今日」という銘が

ある方 5寸9分、深 3寸 1分の升であったという(竃門神社近現代文書「宝物古器古文書類」引継書)。

深江宿(糸島市二丈深江)の中にある深江神社には宝満宮と天満宮を把っているが、正面鳥居前には宿

中東町の「宝満講連中」が安政 3年(1856)9月に寄進した常夜燈(石灯龍)一対がある。台座には世

話人として、藤玄次郎 ・進藤久次郎等9人の名と石工棟梁淀川儀助、堀田藤吉の名が刻されている。ま

た深江宿の曲がり角にある通称「火伏せ灯龍」と呼ばれる大きな石灯簡には、正面に「太宰府天満宮」、

左側に「宿坊小鳥居」、右側に「月参講中」、背面に「寛政八歳(1796)丙辰九月進藤吉左右衛門信房月

参発起」、台座に「天保三年 (1832)壬辰十一月吉日」の年号と同志 18人の名が刻されている。この地

方では、宝満宮と太宰府天満宮にセットで参詣することを「さいふ詣り」と言っている。

明治 36年、本田豊宮司着任と同時に講の再結集が図られる。福岡県下全般の郡役所の所在地、最寄

りの駅、郡毎の村、大字を調べ上げ、趣意書をつくり、竃門神社宮司を講社長に 10人程の結集員を任

命して、担当地区を分担した。明治 41年 2月 「官幣小社竃門神社附属宝満講社」が内務大臣よ り認可

され、翌42年6月より結集に着手、同年度末には、 三池郡、旧豊前の一部を除く地域に 40.400人の結

集を見た。さらに佐賀県や長崎市、佐世保市、北海道にも講社員の獲得を見、大正 5年には「宝満講社

守札」の頒布は6万体に達した。配布された守札は「家運永盛御札JI瞳災退散御札JI安産御守」で、あっ
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図1 福岡県、佐賀県、熊本県の宝満宮・竃門神社の分布図

た。その他に「登山案内図」なども配布された。大正年間は、概ね 6万体で推移したが、昭和に入り漸

減し、戦争などの影響か、現在では 「講」の存在を知る人もほとんどない状態になっている。

また登山奨励を目的に大正 12年「宝満会」が結成され、登山者に対して事前の申込みを呼びかけ、

案内書、絵はがきが配布された。日誌によると、県下各地より多くの学校生徒、一般団体などが登山に

訪れている。現在は、宝満会は存在しないが、九州ー登山者の多い山といわれるほど、登山者が多い山

となっており、殊にリピーターが多いことが特徴である。
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末社 末社が勧請されるきっかけは、①荘園鎮守神として、②支配者層による勧請、③山伏による勧

請、④一般人の信仰による勧請といったケースがある。

寵門神社は竃門宮、宝満宮などと時代時代に名称を変えているので、末社も竃門神社という場合、宝満

宮という場合、宝満神社という場合等がある。これらを一つのものとしてその分布をみてみると、筑前

に最も多く、ついで筑後、肥前、なかでも太宰府に近い三養基郡・鳥栖市などの順で、安楽寺(太宰府

天満宮)の荘園が多い地域と重なっている。なかには熊本県玉名郡菊水町竃門の竃門菅原神社のように、

天満宮と竃門神社が合記されている神社もいくつかある。現在「全国神社名簿」に記載されている神社

数をあたってみると、県別の末社の数は、福岡県 52社、佐賀県 7社、長崎県 2社、宮崎県 2社、熊本

県 1社、意外に多いのが鹿児島県の 3社。平安末期より内山寺の末寺であった台明寺と関係があるので

あろうか。また大分県には『豊後国風土記』に「赤湯泉」として記述される「血の池地獄」の泉の穴が

あるとされる竃門山に鎮座する別府市の旧郷社八幡竃門神社、大野郡に有智山神社があり、竹田市の吉

田八幡宮には玉依姫命他十二柱の神を杷っており、玉依姫が主祭神ならば寵門神社だった可能性もある。

このほか、境内末社として把られているもの、合杷されて他の神社名になったもの、八幡宮の一神とし

て和られたもの等がある。また「竃門神社」という社名で、あっても一般に竃神とされる奥津彦 ・奥津姫

を祭神としている社もある。しかし現存の竃門神社 ・宝満神社の分布状況が、 宝満信仰の流布範囲とそ

の密度を示すとみて大過ないだろう。今のところ、九州以外では一社も確認されていない。やはり竃門

宮が「九州|の惣鎮守」あるいは「大宰府の鎮守」ということで、信仰圏も九州をこえるものでないこと

を物語っている。

図 lは福岡県、佐賀県、熊本県にある宝満宮 ・竃門神社の分布図である。福岡県については『福岡県

神社誌j]1944に拠った。神社名では分類せず、村社、無格社、相殿・境内社で記号を変えた。相殿で

も八幡社の一神である場合は別に分類した。また村社で愛巌神社が嘉麻市に 2社、無格社で玉依姫を祭

神とする御子守神社が糸島市に l社ある。『福岡県神社誌』では、村社42社、無格社 18社、合間神社

で社名が天満宮のもの 2社であったが、現在、神社数は漸減状態にある。

9 御子守の神として

十六詣り 宝満山の行事でもっともよく知られているのは「十六詣り」である。十六歳になった男女

が4月 16日 (8日に行う村もある)に上宮に登拝するもので、男は一生金銭に困らないように、女は

良縁を得ることを祈ったという。昭和 6年の竃門神社 〔公文書綴〕によるとこの行事は l月 16日と 4

月 16日に 「上宮十六祭」と して行われており、宮司以下職員が前日より登山し、早朝、厄除祈願祭 ・

家内安全祭を執行した後、登山者一人一人をお誠いした。また神社では金玉 1個、銀玉 2個を御畿の中

に入れ、これに当たれば幸運が得られたとして神符などを授与した。また本宮北の稚児落としという懸

崖の上に立ち、岩間の樹木に縁結びのコヨリを結べば良縁を得られるというので、未婚の女子が危うき

を冒してこの行為をする者が多かった為、神社としては危険防止の為、上宮広場の樹木に結びつけるよ

う指導したという。

『太宰府市史』の民俗調査で典型的な事例を採取できた。

太宰府市桜町区では、旧暦4月 8日、 16歳の者が連れだ、って宝満詣りをした。女は久留米耕の紅緋の

短着に赤い腰巻きを新調して、黒の手甲 ・脚紳に紅白のアトガケのついた竹皮の草履をはき、新しい手

ぬぐいを被ったおそろいの装束で、登った。帰りには、シャクナゲの枝に糸のついた丸いオコシを下げた

ものをいくつも持って帰り、宝満詣りの祝をくれた親戚に配った。この時着た着物は、そのまま洗濯せ

ずにとっておいて、田植えの時それを着て早乙女になった。男は8日・9日と二晩続く若者組の春龍り(春
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ヨコイ)に、酒ー升 ・肴一鉢を持参、親が付き添って組み入りをし、女も招かれて加勢をしながら二日

間を楽しんだ。

4月8日は花祭りで、寺院では釈迦の誕生日として瀧仏会などが行われるが、民間では「卯月八日J

の春山入りを行い、山の神をツツジや石楠花、藤などの花木に宿らせ、里に帰って田の神とする行事が

広く見られた。また「卯月八日の初山入り j といって、その年に成人した少年・少女を連れて山に入る

ことも広く行われた。桜町の事例は、成人儀礼であるとともに山の神を乙女の衣服やシャクナゲの枝に

依り想かせて田に迎えるというもので、十六詣りの古い形と本義をよく遺したものであると考えられる。

十六詣りが何時始まったものかは明らかでないが、東院谷の薬師堂の近くに 「愛敬岩」という高さ 2

メートルほどの岩があり、『附録』に 「眼を閉て此岩に行当る時は、人の愛敬を得る故に此名あり」と

記されている。この岩で恋占いをすることがすでに江戸時代に行われていたことが知られ、そのような

ことをするのは、十六詣りで上宮に縁結びを祈った少女たちの戯れであろうか。また「卯月八日の初山

入りyは先達が先導して登山することが多く、民俗調査では「数人が連れだ、って登拝した」ということ

しか聞けなかったが、古くは山伏の先達によって行われていたものと考えられる。稚児落としの断崖の

岩間の木にコヨリを結びつけるとしづ行為も、大峰の西の覗きの断崖で、新客に課せられる“覗き行"に

通じるものがある。

十六詣りには、険しい山を登りきることが「成人の証」とされるという意味もあるが、いまひとつに

は祭神「玉依姫」が「御子守」の神で、あったため、成人したことの感謝を捧げ、さらに将来の守護を祈

るとしづ意味が大きかったと考えられる。吉野水分神社は、中古以来「子守明神JI子守宮」として名高く、

子授け、安産、子供の守護神として信仰された。「ミクマリ」が「ミコモリ j と靴化したものともいわ

れるが、御子守の崇拝対象になったのは正殿右方の御殿に祭られた玉依姫命と拷幡千幡比売命であると

吉野水分神社は説明している。竃門神社の宝物に「神功皇后の腹帯」と称するものがある。漆塗りの立

派な箱の中に、第一封麻布、第二封赤地の錦、第三封紙、第四封腹帯麻布が収められており、紙に「玉

依姫神功皇后応神天皇安胎平産 子孫繁栄息災延命之子安紙帯也」と書かれていて、安産祈願に用いら

れていたことが推測される。吉野の玉依姫と同様に、宝満山の玉依姫も、子を授け、その成長を守る神

で、あった。

十六詣りは福岡県下一円からの登拝があったが、戦後学制改革により廃れた。高校によっては、十六

詣りの伝統をくんで学校行事として一年生が登山することもあったが、現在は行っていない。寵門神社

では 20数年前から「えんむすびの神」を前面に出し、下宮境内に「愛敬の岩」や「再会の木」、縁結び

のコヨリを結ぶ木などを設え、 4月 16日には「えんむすび大祭」を粛行している。再会の木は座主跡

近くにあるサイカチの木で、神功皇后が三韓出兵の折り手植えし、凱旋の後に再会しようと呼びかけた

木と伝えている。その木を下宮にも植え、横に絵馬掛けを設えている。

以上に述べたように、江戸期、山伏が行っていた行事、信仰が、明治初期、山伏の離山によってなく

なったのではなく、戦後の学制の改革や、高度経済成長による産業の変化によって廃れたことが知られ

る。司祭者や神の名が変わっても、庶民が必要とする限り、行事・信仰は根強く遺るものである。最近、

竃門神社は、縁結びのパワースポットとして人気を博し、インターネット等で情報を得た人たちが、若

い女性を中心に全国から訪れている。一方、氏子たちが行ってきたオヨドや宮座など古くからある地域

の行事、太宰府の人たちが、初老・還暦の厄除けを太宰府天満宮に祈り梅の木を献木した翌年には、“紅

葉あげ"といって竃門神社に紅葉もしくは桜を献木する行事も連綿と続けられている。

(森弘子)
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第7節 宝満山と仏像の様相一古代中世を中心として一

1 はじめに

古くは竃門山、また御笠山などとも称された、宝満山は聖地である。そして参詣者が絶えない竃門神

社の存在が示す通り、神祇信仰は山の開聞以来、 一つの柱としてあり続けて今に至っている。しかし、

かつて山を支えたもう一方の柱については、山内から面影を薄くしたことをもって、それはまるで、伝

説の中の存在であるように感じられているかもしれない。もう一方の柱とは、仏教系の信仰のことであ

る。明治初年の神仏分離令は、それまで千年にわたって続いてきた、神仏が共生する信仰空間を分解し

新しい世界を作り上げたが、この時に宝満山も、仏教色を薄めることになったので、あった。

そのような中で近年、往事の宝満山を顕彰する動きが、広まり強まっているのは、いにしえの山の豊

かさを匙らせる上で、大きな力となるものである(註1)。ただこれまでは、中世以前の仏教に関わる

文物を主たる調査対象とし、仏の山としての宝満山の在り方を、具体的な遺品に基づいて考える試みは

考古学の分野以外で、は、多くはなされてこなかった(註 2)。しかし、かつて山内の堂塔坊社に杷られ

ていた尊像が、実は山内に、または山外のゆかりの地にも、遣されていることが浮かび上がるに及び、

それらを通して、古代中世の様相を窺うことが、可能となっているように感じている。

ここでは、それら尊像の近年の調査成果を受けながら、これまでと現在の考古学や文献史学等の成果

を参照しつつ、とくに古代から中世にかけての宝満山の仏像と、宝満山の仏の山としての側面に、あら

ためて光を当ててみたい。

2 草創期の仏像の一面

宝満山における寺院の創まりが、いつのことであるのか、はっきりと押さえることはできていない。

しかし山内で、 8世紀の第 l四半期に造営されたと考えられている、いわゆる第E期大宰府政庁に使用

された、鴻腫館式軒瓦が確認されていることから、創建が奈良時代に遡る可能性が指摘されていて、そ

の頃には僧たちが山に入り、活動を開始していたらしいと考えることはできる(註 3)。ではそこで、

どのような信仰に基づく、どのような尊像が安置されていたのかについては、今は明瞭に語るための具

体的な材料はない。ただ、何も語ることができないわけではなくて、奈良時代と太宰府の地の様子に鑑

みるに、草創期の仏像の一面を推察することはできる。それは、造像技法に関することである。

奈良時代においては、銅造、乾漆造、塑造のような、像ないしはその原型を、やわらかい素材を盛り

上げてつくる、捻塑的技法が主として駆使されながら、美しく洗練された多彩な仏像が造像された。し

かしその多彩さは、実の所は都ないしはそれと直結する地に限られたものであって、一般的に、都を離

れた地においては、堂内の主尊は塑像で、あり、加えて小金銅仏が見られる、というような状況だ、ったと

考えられる。そして所によっては木像、あるいは石像も見受けられたかもしれない。これは、宝満山に

所在する寺院について考える上でも、意識するべきことであろう。

当該期の太宰府ということで見れば、観世音寺には、塑像を主としながら、金堂には、銅造の丈六阿

弥陀如来坐像とその脇侍像が存在していたことなどを、『延喜五年観世音寺資財帳』のような史料から

知ることができるのであるが(註 4)、この寺の在り方は、当地では特別なものだと考えている。大宰

府と共にあって府の大寺と称され、都の仏教界と強く結びついていたと見られる観世音寺の在り方を、

太宰府とその周辺地域一般のもの、そのものだと考えるべきではないだろう。また、平地の大伽藍と山

の寺としづ相違も、重要な要素として見ておく必要があると思う。

後世の在り方に鑑みるに、宝満山に所在した寺院は、当初よりある程度の規模をもち、太宰府周辺
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地域にとって重要な存在だ、ったかもしれない

が、そもそもは必ずしも、観世音寺程の、規

模や多彩さを伴うものではなかったように思

うo 宝満山に創建された、そのような寺院の

仏像については、やはり塑像を主としながら、

小金銅仏も見られる、という状況だ、ったので

はなし、かと考えている。この時、『類来三代格』

所収の太政官符に見るごとく、宝亀 5年 (774)

に大宰府政庁背後の四王寺山に創建された、

四天王寺の仏像が、六尺の塑造四天王像であっ

たことなどは、直接参照し得る事例だと言 う

ことができる(討::5)。そしてあるいは力日えて

宝満山中においては、必ずしも専門の工人に

よる洗練されたものではなくとも、木彫像も

見受けられたかもしれない、と考えている所

である。

図 1 宝満山 A経塚出土銅造菩薩形立像

ちなみに小金銅仏に関して言えば、地中より、

飛鳥時代ないしは奈良時代に遡る作例が見出

されている(註 6)。文化庁の所蔵で、宝満01

A経塚から経筒と共に出土したとされる、総高

図2 南谷出土

銅造菩薩形立像

20.6 cm像高 17.6 cmを測る金銅仏などは、飛鳥時代の形式と作風を見

せる像で、沈んだ顔立ちゃ簡略化された表現や服制の不整合が、地方

作ゆえか時代が下がるゆえかで議論があるものの、概ね諸説平安時代

初期までには収めて考えている、当地を代表する金銅仏の古例である。

また内山字南谷から出土した、総高 10.5cm像高 8.9cmを測る小金銅

仏は、簡要な中に童子のような清新さを見せていて、こちらは飛鳥時

代後期から奈良時代ということで異論はない。これらのような山内出

土の小金銅仏は、後世の移入ばかりとは限らず、当初から山にあった

可能性もある。であるならば、やや素朴、あるいは簡潔な感があるこ

れらの金銅仏は、仏の山としての宝満山の、草創期の在り方の一面を、

映し出しているものなのかもしれない。

3 最澄造立の檀像薬師

宝満山に所在する寺院が、明瞭にその姿を見せるのは、平安時代に

入ってからのことである。延暦 22年 (803)に、最澄が来山したこと

によって、今にのこる史料上に、初めてその名を見せることになった

のであった。このころ最澄は、遣唐使の一員として、北部九州にあっ

て船出を待っていたが、延暦22年 10月間23日には宝満山にいた。『叡

山大師伝』には、「延暦廿二年潤十月廿三日、於大宰府竃門山寺、為

四船平達、敬造檀像薬師仏四艦、高六尺余、其名号元勝浄土善名称吉
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祥王如来、又講説法華、浬繋、花厳、金光明等大乗経、各々数遍、具如願文」とあって、この日この山

で最澄は、 4隻からなる遣唐使が無事に務めを果たすことができるように、竃円山寺において、安全祈

願の法要を行っているのである。ここに、この頃この山の寺が、竃門山寺と称されていたこと、そして

この度の法会に関しては、例えば観世音寺などではなくて、こここそが国家的な使節団にかかる法要が

執り行われるにふさわしい場だと認識されていたこと、また、寺が既に相当程度の施設と組織とを整え

ていたらしいことを窺うことができる。

そしてこの時最澄は、法要の主尊として、新たに六尺の檀像薬師仏を 4躯造像しているが、これがまた

今にのこる史料上に初めて登場した、宝満山の仏像なのである。最澄が造像した薬師如来は、その尊名

を詳しくは、善名称吉祥王如来と言った。この仏は、『薬師瑠璃光七仏本願功徳経』、いわゆる『七仏薬

師経』に登場する、七仏の第一に挙げられる仏で、経文中には、航海の安全につながる旨、説かれてい

るものである。この造像については、自ら 5尺5寸の薬師如来像を刻んで比叡山寺の一乗止観院、のち

の延暦寺の根本中堂に安置したという、延暦 7年 (788) の最澄自身の造像と通ずる要素を見せながら、

同時に、この度のあらたな法会の目的に、よく合致するもので、あった。

比叡山寺と竃門山寺の事例については、山の寺における木造薬師如来像の造像という点で、通じては

いるけれども、前者の像が自刻だとされるのに対し、後者は自刻と史料に見えないのみならず、大きさ

と数と法要の公的な性格とに照らすに、これは専門の工人たちが造像したものだと見るべきであろう。

この工人たちは、最澄が工人を帯同していた様子が窺えない以上、太宰府周辺に拠点を置く、そしてお

そらくは事の重要性に鑑みても、大宰府や観世音寺にゆかりをもった工房に拠るものだ、っただろうと考

えている。またこの時、薬師如来が檀像だったことは興味深い。この檀像は、六尺という大きさから考

えて、材の大きさの制約により小像しか造り得ない白檀製ではなくて、『十一面観世音神呪経義疏』に

説く所の、白檀の代用材である栢木、つまりは植材を用いた仏像だ、ったと考えられる。

ともあれこれは、日本における木彫像隆盛の、直接最大の源になったとされる檀像が、太宰府周辺で

造像された、これもまた確認される最初の例である。最澄によるこの事績は、宝満山の仏教信仰と仏像

との在り方を考える上で、まことに重大な意義をもつものだと言うことができる。古代、太宰府の地は

九州における、新しい思想と造形の発信源であったが、その中心たる観世音寺と並んで、宝満山もまた、

その一翼を担う場になっていたようである。そしてこの一件からは、都から来た知識人の指導によって、

新しい思想と造形が太宰府に移入される様子や、ただちに新しい指導に応えることができるような、充

実した工人集団が、奈良時代に引き続いて当地に存在していた様子が推察される。

なお、この時造像された 4躯の檀像薬師は、現存してはいないものの、おそらくその姿は、平安時代

初期の仏像らしく、幅も奥行きもある堂々たる体躯をもち、そして檀像らしく、目や口唇等以外には彩

色を施さずに植の木肌をみせ、さらに、鋭く強く、あるいは細やかな彫口を見せるものであっただろう。

これは前代の、鮮やかに彩られた、端正で優雅な仏像とは全く異質な姿で、拝する者に、新しい時代の

新しい精神世界の到来を、実感させたに違いない。

ちなみに最澄は、帰国後しばし経った弘仁 5年 (814) にも九州を訪れて、宝満山やその周辺におい

てではないかと思われるのであるが、像高五尺の檀像千手菩薩を造像している。この像もまた現存して

はいないものの、宝満山と同じく 三郡山地の一画を占める若杉山には、その姿を初梯とさせるような、

権材を用いた檀像の千手観音立像が存在している(註 7)。この像は、頭体の幹部を、足下の台座蓮肉

までを含めてー材から彫出して内引も施さず、像表面は基本的に素地仕上にしているというものである。

平安時代初期らしい、檀像らしい作例である。大きな頭部と短く重厚な体躯、顔を突き出し背をやや反

らし、下半身は直立させるという剛直な体勢、首周りの鋭く立ち上がった衣の縁や、単純ながらに錆を
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つけて力強く刻まれる衣文などについても、

同様に評することができる。また本像は、端

正さの中に厳しく沈んだ表情を見せる面部

や、上縁と下縁ともに抑揚をつける口唇の

形状などに、奈良時代後期の作例に通ずる点

も持っている。像高 104cm、現状総高 113.8

cmと法量は異なっているものの、最澄造立の

檀像千手菩薩の面影を、最もよく伝えている

と思われる像である。

このことが正しくそうであるならば、檀像

薬師の面影も、当地の仏像の中に伝えられて

いるのではないか、と考えることはできる。

いま注目しているのは、糸島市二丈の浮巌神

社の如来形立像や、観世音寺の阿弥陀知来立

像など、北部九州の一群の平安時代前期の作

例の中で作行がすぐれていて、左袖外側に V

字型の特徴的な衣文表現を見せる、独特の個

性をもった如来形立像である。おそらくは大

宰府ないしは観世音寺ゆかりの工房で造像

されたものだと考えられるこれらを通して、

檀像薬師の面影を浮かび上がらせることができる可能性はある、と考えている(註8)。

図3 若杉観音堂千手観音立像

4 北谷に伝わる古仏

竃門山寺は、竃門神社下宮の周辺、つまりは宝満山の南西側の、内山に所在していたと考えられてい

る。そしてまた、竃門山寺が後にそう称されるようになったと一般に言われている、大山寺、内山寺、

有智山寺の中心堂塔があったと考えられているのは、やはりこちらの方で、あって、山内における仏教信

仰の中心であり続けたのは、内山で、あった。しかし、山の西側の北谷もまた、内山と共に、僧坊が主と

して展開する山内の要地で、あった。文献と遺構からは、おそらくこちらは平安の昔から、山の中心たる

華やかなりし内山に比べると、性格を異にした静かな場で、あったように推察されるが、その北谷は、仏

の山としての宝満山を具体的に考えるに際しては、きわめて重要な意義をもっている。山の中心で、あっ

た内山の方には、最澄造立の檀像薬師にとどまらず、いま仏像の姿はない。これは神仏分離の影響によ

る所があって、江戸時代の地誌などを見ると、その存在が確認できるのは事実である。しかしそれとて

も、史料から窺える古代中世の繁栄を、そのまま継承するほどのものではない。神仏分離以前既に、中

心である内山は、盛衰の末に往時の威容を薄れさせていたのである。その中で北谷については、山の中

心から離れていたことが、かえって幸いしたものであろうか、ここには往時を偲ばせる古仏の一群が現

存している。

まずとり上げるべきは、北谷地蔵堂の地蔵菩薩立像である(註9)。この像は、像高 126.2cmを測る

木彫像で、頭体を通して、幹部を針葉樹のー材から彫出して内引も施さないという、平安時代前期の作

例に通ずる、古式な構造をもっている。そして事実この像は、造像が平安時代前期に遡ると考えること

ができる。ただそれは、 一見しただけでは確信することが難しい。この像に、かなり後世の手が入って

E
u
 

q
d
 

唱

E
i



いるからである。正面観の、平板な肉づきや、硬く単調な彫口は、背面観の、力強し、抑揚をもった肉づ

きや、鋭く厳しい衣文の彫口とは、全く異なっている。これは像の正面が、朽損のためか修理に際し

彫り直しがなされたためだと看取される。この像においては、服制を前面から見ると、下半身に裳をつ

け、上半身には内衣を着けた上から、丸い環のついた袈裟を掛けるというものとなっており、背面から

見?と、下半身には裳をつけ、上半身には大衣を通肩にまとうというものとなっているのであるが、と

の前面と背面の服制の矛盾も、彫り直しに起因するものだと考えることができる。 ー

そこで、当初の姿をよく遺している背面について見てみると、福岡平野周辺地域の平安時代前期の作

例の中に、相通ずるものを見出すことができる。それは、先に檀像薬師との関連を想定した、浮巌神社

の知来形立像と、観世音寺の阿弥陀如来立像である(註 10)。共に内剰をもたない針葉樹材を用いた一

木造の作例で、前者は造像が 9世紀に遡り、像高は 180.2cmを測るというもので、後者は 10世紀に入っ

てからの造像で、像高は 166.2cmを測るというものである。これらを背面から見た時の、背面上部を盛

り上げd 高い位置で腰を引き締め、智部にゆるやかな盛り上がりを見せながら、下半身を長大につくる

様子は、北谷地蔵堂の地蔵菩薩立像と軌をーにするものである。また、着衣形式が彼の 2像は偏祖右肩

ということで異なっているので、右半身こそ異なるとはいえ、左半身については、正中線近くは衣が張っ

ていて衣文はないが、体側に近づくにつれて厳しく鋭くそれが刻まれているとしづ様子や、左背面上部

の衣端の処理の仕方とその結果としての、衣縁が「乃」の字型をなすような形態は、やはり 三者で共涌

している。そして地蔵菩薩立像は実は、左袖外側に、特徴的な V字形の衣文をもつことまで彼の 2像;

共通して?て、これはただの地縁などではなく、 三者に系譜的なつながりがあることを、推察させるも

のだと考える。地蔵菩薩立像については、観世音寺の阿弥陀如来立像よりは衣文表現が穏やかないしは

図4 北谷地蔵堂地蔵菩薩立像
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単調で、より新しい要素を見せているものの、 10世紀に

造像が遡る作例だと見ることができる。そしてこの像か

らは、宝満山における主たる造像活動は、観世音寺周辺

の造像活動に通ずるものがあったらしいことを、窺うこ

ともできると考えている。このような在り方は、この平

安時代前期だけではなくて、平安時代後期、あるいはさ

らに奈良時代と、古代を通して指摘できることなのでは

なし、かと思う。ここでも、具体的な現存作例に即して言

うことを試みるならば、山頂付近から見出され、平安時

代後期ないしは鎌倉時代のものだと推定されている、美

しい銅製仏手などは、小さなものではあるが、その証だ

とみなし得る存在だと言える。

しかしまた、宝満山における造像活動が、全く 一つの

方向に収数するものではなかったらしいことも、近年新

たに北谷から見出された 2躯の仏像からは窺うことがで

きる。そもそも宝満山においては、かつては山の盛期た

る平安時代に遡る古仏は、全く姿を消してしまったよう

に考えられていたものの、先の地蔵菩薩立像が、まさし

く10世紀から今に伝わる古像だと判明し、初めて往時の

様相を具体的に考える起点を得たのであったが、ここに、

さらに作例を加えるに及び、今後考察を深化させるため

の重要な基盤が形づくられつつあるように感じている。

見出された像は、朽損や破損が進んでいるものの、概要

を窺うには充分で、あるし、さまざまな情報や視点を、今

後これらから引き出してゆくことができそうである。今

回はまずは、像と見通しの概略を述べておくことにする。

2植の仏像のうちの一方は、甲胃に身を固めた神将形

の立像である。桧と見られる針葉樹材を用いた寄木造の

像で、幹部は頭体を通して前後二材からなっていたうち

の、背面を亡失し、また両肩先も亡失し、朽損によって

足先を失っているというものである。像高は現状で 65.5 

cmを測る。体部に比して小振りの頭部、下半身のみをゆっ

たりと動かす、細身で抑揚の少ない薄い体部、そして閉

口しつつ念怒の表情を浮かべながら、丸顔でどこか穏や

かな趣を漂わせる面部などは、平安時代後期、 12世紀前

半頃の特色を備えている。構造についても作風と整合す

るものであるが、ただここでこれは、同じく平安時代後

期といっても、観世音寺に伝わる諸像のような作例に比

べると、やや都びた感があるように見えることも指摘で

きる。
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図5 浮癒神社
如来形立像

図6 観世音寺
阿弥陀如来立像



4 

図7 北谷区神将形立像

?して現状像高山m山トう一方は朽損がさらに進んでいて12ETTうに
見えるものの、高く暑を結い上けていたりと、ちょっと尊名のみならず尊像の種類もはっきりしないの

で、天部形立像と称するにとどめておきたいのであるが、こちらは、針葉樹材を用いたー木造の像で、

内剰も施していないという作例である。このような構造は、平安時代前期の作例に通ずる古式なもので

はある。しかしこの像の場合、やや肉厚で肉身の抑揚もしっかりとしているとはいえ、やはり体の動勢

223立;ニ主主安時代後期だとれ山。古式な点を見せ山おそらくは 11
ここでこれら北谷から見出された作例からは、神将形立像はもちろん、おそらくは天部形立像も、群

町二士?;::;7t;ょ;;;止すfで工J4ffZ22勺二:;ご
はり平安時代、かなりの数の仏像が造像され、それを安置する諸堂宇が存在していたことを、これらか

ら確かに知ることができる。そしごこの時、洗練度の高い工房の作だけではなく、部びたあるいは古式

な表現や技法をもった、多彩な工房が山と関わって造像活動を行っていた様子が見えることも、興味深

い。それはすなわち、この地の信仰や造像活動の規模や多彩さや階層性などを映し出している可能性が

ある。北谷に遺されている古像は、かならずしも完好な状態ではないが、これらの造形を読み取ること

から広がる視界は、決して小さなものではない。そして宝満山においては、失われた中心を含めた往時

の輪郭は、ここ北谷をはじめ、山の内外に面影と文物を遺す場と 加えて文献等資料、また、ゆかりあ

る?の山を参照することで ある程度は復元的に考えることがで、三る可能性がある。

」こで、ゆかりある他の山ということで言えば、宝満山の場合まず参照するべきは、先にも登場した、

同じく 三郡山地の一画を占めている、若杉山の様相であろうと考える(註 11)。正中 2年(1325)の年
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図9 石井坊不動明王立像
(不動三尊像のうち)

図 10 佐谷観音堂
十一面観音立像

図 11 佐谷観音堂
十一面観音立像

紀をもった、佐谷の建正寺の党字板碑に、「天台別院有智山末寺於左谷山賢聖院」とある如く、若杉山

は事実、中世には宝満山に従う山であり、これが遡っていつからと押さえることはできないにせよ、古

代においても関係をもち、相通ずる様相を見せていたであろうことは、想定して大過ないものと思う

(註 12)。こちら若杉山は、周辺地域においては希に見る、平安時代後期に造像された古仏の宝庫である。

山に伝わる、九州を代表する不動三尊像の一例である、石井坊の不動三尊像や、佐谷観音堂の十一面観

音立像をはじめとする、都ぶりの仏たちの一群と、他地方の仏たちとはやや趣を異にする、佐谷観音堂

のもう 1躯の十一面観音立像のような、 一木造で重厚な、地方色豊かな仏たちとの存在は、山内の信仰

活動や造像活動が、洗練されたものから土着的なものまで多彩で、これが多様な階層や集団によって支

えられていたことを推察させる。宝満山には、若杉山とは重ならない個性もあったであろうが、輪郭な

り大要なりには通ずる所があったであろう。そして文献史料や発掘調査によって、さらに格式高く大き

な存在であったことが知られる宝満山の様相は、おそらくはこの若杉山の様相を、頂高く裾野広く、よ

り豊かに増幅させたものに近かったのではなし、かと考えている。

5 中世の仏像の諸相

中世の仏像についても、かつての山の中心からは離れた場所から始めることになる。それは柚須原観

音堂である。太宰府側から古来の要所である米の山峠へと登ってゆき、登りつめるそのまさに一歩手前

の柚須原の集落に、大山祇神社と隣り合って、観音堂は所在している。『筑前国続風土記附録』を初め

とする地誌の類には、ここに「康永三年二月二十二日施主各信男信女為息災延命為五穀成就現当二世所

願成就観世音菩薩坐光奉再興者也Jなどという胎内銘をもっ観音像があると記載されているのであるが

(註 13)、調査によって、いま観音堂に把られている観音像こそが、それで、あると押さえることができた。

観音像は像高 51.3 cmで、針葉樹材を用いた一木造の像である。像に対する信仰は今も健在で、、比較

的近年修理がなされており、また底板が張られていて、当初部の像底や像内を窺うこともできない。し
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図 13 同 (X線 CT画像)

図 14 同 (X線CT画像)
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かし、下ぶくれでやや頬の長く

感じられる顔立ちゃ、やや猫背

の体勢などを見るにつけ、構造

こそ古式ではあるものの、康

永3年(1344)頃の造像だとす

ることに不自然な点はないと見

えた。史料に見える銘文中の再

興は、修理ではなく像自体を含

めた再興造像と見るべきであろ

う。そして光背背面に元禄 12

年(1698)修理時の陰刻銘があっ

て、これは、この頃の筑前地方

で、造像や修復に大きな役割を果

たした、戒壇院の運照や京仏師

の照暁が、この年に修理をしたことや(註

14)、康永 3年の銘文、慶長 10年(1605)

の修理に関することが、この時に一緒にま

とめて記されているものだと看取されて、

やはりまさしくこの像こそが、史料に見

える像だと考えることができたわけである

が、こちらの陰刻銘は、修理の際の彩色で、

埋まって、現場では全文を判然とすること

ができなかった。そこで、像の像容と構造、

この銘文を明らかにするべく、九州歴史資

料館のX線 CTスキャナでの調査を試みた

(註 15)。

その結果構造は、 ー木造で間違いなく、

頭部には内剰を施さずに、体部には背面か

ら内引を施し、背板を当てていること、内

制は幅広く反りのある丸撃によってなされ

ていること、像の底部はもともと底板状に

のこしていて、内制は像底までは通じてい

ないこと、などのことを確認することがで

きた。まるで、古代の仏像のような古式な構

造である。また光背の銘文が全文明々白々

に判読され、元禄 12年には、里長長谷氏

を始めとする、「油須原村J村中によって「荘

厳坐光厨子」が再興され、関係者名の記録

と心経一巻とを胎内に納入したこと、そし

てこの時、諸史料に見えている、康永 3年

の胎内銘や慶長 10年の修理銘の概要が、ここに併せて刻み込ま

れたということを、確かに読み取ることができたのである。胎内

を見ることができない今、この光背銘は、像の意義や歴史を考え

る上で不可欠なものだと言える。

ただ、像について考える上で何より有用だったのは、当初の彫

刻面を映し出すことができたということである。そこで見えてき

た姿は、面部はやはり確かに 14世紀半ば頃の仏像らしいもので、

右目には損傷があるものの思いの外に状態も良く、彫技もなかな

かにこなれたものであった。しかしその中で、上体には衣文表現

はほとんどなく、膝前の衣文も最小限で、古式あるいは都びた構 司J

造とも連動するものか、簡素な趣ももっていることが看取された。

そしてこの時一点、膝前に興味深い特徴を見出せている。前面に

半円形に見えている大衣下端の、形態や衣縁の様子や衣文構成 図 15 法華寺観音堂

は、慶派の流れをくみ西北九州で活躍した、いわゆる西国湛派(註 十一面観音坐像

16)の作だと推定されている(註 17)、建武元年(1334)造像の直方市法華寺観音堂の十一面観音坐像

のそれを、簡要にしたようなものを見せているのである。彼らないしはその周辺にあった仏師の作であ

る可能性がある。古式な構造や簡要な表現に鑑みて、後者をより強く意識すべきかとは思うが、ともあ

れ西国湛派の流れをくむ仏師が、宝満山と関わって造像活動を行っていた様子の一端を窺うことができ

る点興味深く、そしてそもそもの淵源としては奈良に縁をもちながら、当地に居を据えて活動していた

西国湛派の仏師たちから、さらに当地でその流れをくむ仏師が派生してゆくようにも見える点など、貴

重な視座を与えてくれる作例だと考えている。造像時期の判明する基準作としての重要性は言うまでも

ない。

ここ柚須原に関してはもう 一点、中世の当地における仏師の動向にかかる史料がある。仏像自体は

失われてしまっているが、『筑前国続風土記拾遺』に紹介される、薬師仏の台座の銘文である(註 18)。

それは「大永六年十月三日奉建立施主興三左衛門同子藤次郎依造立功徳諸病悉除諸願満足奉祈者也」と

あるもので、大永 6年 (1526)に造像されたと考えられる、薬師如来像にかかるこの銘文に見えてい

る、輿三左衛門、藤次郎の存在は看過できない。彼らは、 15世紀に博多に居を構え、壱岐までを含めて、

主として西北九州に作例をのこす、博多仏師と称される当地の仏師たちなのである(註 19)。そしてま

たこれが、銘文に照らすと、どうやら彼ら自身の健康問題を一つの背景とする祈りに関わるもので、薬

師如来という尊像も、その祈り故と見ることができるのは、当地の仏師の造像活動や、信仰者としての

彼らの宝満山との関わり、そしてこの頃の人々が宝満山に寄せる信仰の一端を垣間見せているようであ

る。いまは小堂で、あるとはいえ、さすがに要所米の山峠直近の聖地らしい、重要な意義をもった場であ

ると思う。

なお、ここでは仏像ではないものの、かねてより知られている重要な木彫像についても述べておく 。

それは内山に伝来したもので、昭和 54年(1979)に寵門神社下宮の床下から見出された、一対の獅子

狛犬の像である(註20)。阿形の獅子像は像高87.5cmを測り、昨形の狛犬像(角は亡失)は現状像高

87.9 cmを測る、堂々たる大きさの作例である。大きく寸胴に延びた胴体に、やや扇平な頭部をいただき、

胴体に比べると華者な前足が踏ん張る様子は、例えば鎌倉時代や南北朝時代の獅子狛犬像のような、体

勢や体つきともに、迫真性を感じさせるものとは様子が異なっているものの、大きさとも相まって、お

おらかな力強さを感じさせる、目を引く作例である。一見して、室町時代いずれかの時期の作であろう
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4 図 16 竃門神社狛犬像 (獅子狛犬の内)
図 17 竃門神社獅子像 (獅子狛犬の内)

と思われる。そして材については樟を用いていて、頭体部

を一木から彫り出しながら、鋸を用いて左右に二分して

平撃で像内の内剰を行うという、寄木造で、も割矧造で、もな

い見慣れない技法で、造像されていることが指摘されてい

る。九州lで、特徴的に多用される樟を用いていることから

造像は当地においてであると判断され、その一風変わった

技法に鑑みても、当地に根差した造像活動の中から生み出

されたものか、と考えそうになるのであるが、胎内墨書に

よって、正しくはそうではないことが分かる。

狛犬像胎内には、胸部に「永禅作者」として造像した人

物の名前が見えており、作者名を知ることができる作例な

のであるが、これだけではそれにとどまる。 しかし幸いな

二とに、ここにはこの人物が造像した別の彫刻、その一部

かのこされているのである。それは、『福岡県地理全誌』

図 18 竃門神社 図 19 竃門神社 に「高横共ニ四尺」と見えている大きな獅子頭の、眉であ

獅子頭左眉 (裏面) 獅子頭右眉 (裏面) る。獅子頭自体は、この記載より後 明治時代以降に失わ

れてしまったらしい。とはいえ眉のみにせよのこされているのは幸甚で、墨書銘をLっこの小部材によっ
て、獅;狛犬像の位置づ、け、当時の宝満山の動向の一面までを窺うことができる。銘文は右眉裏が「文

?21tz:百七712「??;首位rrJALZ
わりのもと、JlIiIからきた永禅によって造られたことが知られ、宝満山と山弐氏 まりは当地の有力者

ゃ、宝満山と近江とのつな?りを示す点、山の信仰と歴史を考える上で重平rJなのであるが、これ
はそのまま獅子狛犬像を考える上での重要な資料ともなる。件の獅子狛犬像も、同じ頃の造像であろう

;i也:;;7;立;;;位、;;;位三:ZL;;::?りょ:;;;22::;
中世の宝満山においても、様々な人の関わりのもとに 多彩な造像活動が行われていたようである。
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図20 太宰府市個人蔵
薩摩塔

図21 太宰府市個人像
薩摩塔 (塔身の尊像)

図22 太宰府市個人像

薩摩塔 (多聞天像)

6 海を渡ってきた尊像

宝満山においては、失われた中心を含めた往時の輪郭を考える際に

は、北谷や柚須原など、古の面影と文物をのこす場と、文献史料等の

他に、先述の通り、やはり山の外にある文物や場も、十分に意識して

おかねばならない。そこでまずはここに一点、山の外にある文化財に

ついて具体的に紹介し、考察を加えておくことにする。それは太宰府

市宰府の個人宅に伝わったもので、神仏分離以前までは、宝満山中に

あったのだとされる石塔である。地誌類から窺うに、神仏分離以前、

すでに山内の様子は盛期に比べると衰退していたようであるが、神仏

分離以後はさらに仏教的色彩が薄れてしまったと先に述べた。それは、

必ずしも皆が破壊されて滅びたというのではなく、山を出た存在が、

実は少なからずあるのである。山の周辺にとどまらず、福岡平野一帯

には宝満山ゆかりの場が知られ、そこには少なからぬゆかりの文物が

存在しているようである。今後はそのような存在について調査研究を

深めることが必須であるが、ここで手始めに、宝満山の新たな一面を

浮かび上がらせてくれる存在を、取り上げておこうとする次第である。

とり上げるのは石塔で、『筑前国続風土記附録』に、竃門岩の側に

あるとして「火焼皇子の相、 三重の石塔あり。塔の四面に仏像を彫刻

せり。問と」 として見えているのが、それかと推察されている(註

21)。この、全く変わった姿をしている石塔は、薩摩塔と称されているも

のの一例である。薩摩塔については、昭和 33年 (1958)に、薩摩で初め

てその作例が認識されたことからその名があり、かつては薩摩でのみわず

かに作例が知られていたものであるが、やがて平戸周辺や福岡平野周辺で

も見出されるようになり、現在では作例数が 40基に届こうかとする所に

まで来ている。ただし所在が九州内に限られていることには変わりがなく、

そしてその西側の特定地域に顕著に偏在していることが特徴である。その

姿は、木造須弥壇を石にて模した下半に、壷形をした塔身を据え、宝満山

伝来の件の塔は、例外的に板状の屋根をもっているけれども、 一般にはそ

の上に反りが強し、屋根がのるというもので、須弥壇には四天王が、塔身に

はその正面畠中に、塔の主役である尊像が彫りあらわされている。日本に

ある石塔の中にあって、強い異風を漂わせるこの薩摩塔は、近年飛躍的に

深化した研究によって、中国製であることが押さえられ、総じてその制作

時期は、 12世紀から 14世紀に絞り込むことができると推察されるに至っ

ている。つまりは海を渡ってきた尊像だということになる。『筑前回続風

土記附録』にいう「唐石といふ」というのは、よく見たものだと思う。顧

みれば宝満山は、最澄造立の檀像薬師が、遣唐使の渡海に関わるもので、あっ

たように、草創期から山の世界だけではなく海の世界ともゆかりがあった。

この海との関係は、北部九州、|の霊山に往々にして見受けられるものではあ

るが、当地を代表する霊山の一つである宝満山も、その特色を濃厚に備え

ていたのだと言うことができる。
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そしてこの宝満山伝来の薩摩塔は、尊像表現

が、宝満山ともつながりがあり、同じく 三郡山地

のー画を占める、首羅山遺跡に 2基ある薩摩塔の

うちの、西側の塔のそれと近い。彼の塔は、薩摩

塔研究史上初めて、塔制作の時間と空間が絞り込

まれるにあたり鍵となった、学史上重要な作例な

のであるが、その塔と宝満山の塔は、制作工房を

同じくする等、親しい関係にある存在だと見るこ

とができることから、それと同じく、 13世紀半ば

頃の中国、つまりは南宋にて制作されてもたらさ

れたものだと考えることができる。要は鎌倉時代

頃の宝満山が、大陸世界と結びついていたことを

示しているのである(註 22)。これは、平安時代

後期から鎌倉時代にかけて、宝満山への宋商人た

ちの関与が確認できることとも整合する在り方で

ある。宋商人の関わりとしては、滋賀県大津市の

西教寺に伝わる『両巻疏知礼記』が、奥書から、

図 23 首羅山遺跡薩摩塔(西側) 宋商人が集住していた博多津麿房の、大山船襲三

郎船頭が、有智山明光坊の唐本をもって永久 4年

(1116) に書写したものが、原本となっていると知られること、また建保6

年(1218)に、宮崎宮留守行遍によって殺害された、宋商人の張光安が、神人

寄人という形でこの山に帰属していたことが知られることなどを、具体的ミ

例として挙げることができる。塔が大陸から山にもたらされる環境は、整っ

ていたのである(註 23)。

そしてこの時、この薩摩塔に関しては、かねてより、日本への移入と信仰

の主体は、留学僧や渡来僧などではなく、海を渡る中国人商人たち自身であ

ることを指摘してきたのであるが、これを承けるならば、この薩摩塔が存

図24 首羅山遺跡 在していたことは、宝満山の山中に、新しい外来の海の民の信仰が、持ち

薩摩塔(西側・多聞天像)込まれ受け入れられていたことを示していることになる。宝満山は、海に

ーゆかりをもてと言うよりも、より直接的に海の世界と結ひ、ついた山であった、
と言うことができるだろっ。そしてもつ一

、今回は古代から中世にかけての、仏像ないしは仏教系文

物に焦点を絞って紹介し考察を加えてきたのであるが、この薩摩塔は、四天王が彫刻されていたり、下

半が須弥壇だ、ったりすることから、仏教系であることは間違いないにせよ、実はおそらくは純然たるlム

教を背景とするものでは?く 道教ないしは神仙思想等とのかかわりに関川、加えて意識しておL
ねばならない存在だと考えている(註 24)。このように、僧のような宗教者を頂点とする信仰体系価値

体系には、素直に収まらない信仰と文物が、受け容れられ護り伝えられたことについて、少し意外な感

もあるのであるが、そもそも山内は、仏教、神祇信仰、又これらと重なりながらも独自の世界も持った

修験などが共生する、豊かで多彩な信仰空間であった。そしてそれは、僧などの宗教者たちが主として

住まう日本り聖なる山に、 一見馴染みにくいように思われる、商人や中国や海といったものまで受け入

れる、懐の深いものであったことが感じられるのである。
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7 結び

今まで知られていた作例に、今まで知られていなかった作例を加えながら、宝満山の仏像と、仏の山

としての宝満山の側面について、しばし考えてきた。調査が進んだ現在においても、変わらず決して作

例は豊かに知られているわけではない。そのため、山内それぞれの場や、それぞれの時代について、具

体的に詳細を明らかにする段階には未だ至っていない。しかし、かつて仏教信仰の一大聖地で、あったの

だ、とされながら、古代から中世にかけて繁栄を見た山内の、主役たる仏たちやその在り方のことにな

ると、~漢として語りょうがなかった以前に比べると、大きく前進して、輪郭なりと考えることができ

るようになってきた。宝満山は、都とつながる要素も大陸とつながる要素も在地の要素も備えた、九州、|

にある霊山らしい、豊かで、多彩な聖地だったことが看取される。

今回は、具体的に仏像を見ながら、この山がその由緒と格式にふさわしい仏像の陣容を、確かに備え

ていたらしいことを、窺うことはできたと思う。そして、文献史料や出土遺物とはまた少し異なる側面

から、山の歴史を考えるための材料や視点を提供することも、できたのではないかと思う。まずはこれ

をもって、ここまでの調査研究の成果とさせていただきたいが、今後はさらに、とくに山の周辺部、博

多部を始めとして存在が知られるゆかりの場に、調査の主たる舞台を移しながら、宝満山関係の仏像の

調査を進め、今知られている諸像についても、さらに研究を深化させながら、宝満山と仏像の様相を、

具体的に肉付けし鮮明にしてゆくことに努めたいと考えている。この時、第一に拠るべきは、山内に伝

わる、あるいはかつて伝わっていた仏像そのものである。しかしそれだけでは、十分な成果は出せない

だろうから、山に関わる文献史学や考古学の成果をこれまで以上に参照し、またやはり、若杉山や首羅

山など、とくに同じく 三郡山地にあって通ずる様相を見せる、ゆかりある山々の在り方も、さらに積極

的に参照してゆかねばならないと考えている。

そのようにして宝満山の仏の世界を明らかにすること、それは聖地宝満山の往時の全き姿を匙らせる

ことであり、そしてそれは、北部九州の信仰と造形の世界を考えてゆく上で、きわめて重要な意義をも

つことであろうと考えている。

(井形進)

註

(1)このような動向を代表する成果としては、森弘子『宝満山の環境歴史学的研究j)(太宰府顕彰会 ・

2008年 3月)がある。本書では、修験の一大聖地であった側面を中核としながら、山の歴史、民俗、

環境にわたって、広く充実した紹介と考察がなされており、本稿もこれに多くを拠っている。

(2)小田富士雄編『宝満山の地宝 宝満山の遺跡と遺物一j)(太宰府顕彰会 ・1982年 9月)が、考古学

を中心としながら、美術史学や文献史学も協力して一書をなしたもので、文化財的な側面から本格的に

山を取り上げた書物としては、最初のものであり、今も最も拠るべきものである。なお、今回の報告書

中の仏教美術に関連する記述は、この書物の中の八尋和泉氏による記述と、同氏による『太宰府市史

美術工芸資料編j)(太宰府市 ・1998年 5月)の記述に拠る所が大きい。

(3)註2書物中の、小田富士雄氏の見解に主として拠り、『太宰府市史考古資料編j)(太宰府市 ・1992

年 4月)を参照した。

(4)本稿中に登場する、太宰府周辺地域にかかる古代の史料に関しては、主として『太宰府市史古代

資料編j)(太宰府市 ・2003年 11月)に拠った。

(5) 四王院、四王寺、大野山寺などとも呼ばれるこの寺に関する、歴史と文化財の概要を紹介したもの

としては、『聖地四王寺山j)(九州歴史資料館・2013年 1月)がある。また、この寺の四天王像については、

井形進「四王寺と四天王像を訪ねてJ(W西日本文化j)453・2011年 10月)がある。
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(6) これらの小金銅仏に関しては、前述註 2の2書中の、八尋和泉氏による記述に詳しいー

(件像については、井形進 r(資料紹介〕福岡若杉山の千手観音立像J(~イ弗教事術~272 号・ 2004 年 l 月)、
井形進「太宰府周辺地域における木彫像の繋明J(~空海と九州のみほとけ』福岡市博物館 ・ 2006 年 9 月)
がある。

(8) このことについては、井形進「大宰府周辺の仏像と造像J(~大宰府ーその栄華と軌跡ー』九州歴史

213二Lttr輔の仏たちJ(同第叶 2012年 3月)に触れ日。
(9) この像とその周辺について詳しくは、井形進「北谷地蔵堂の地蔵並薩立件 平安時代の竃門山と北

部九州造像界の一遺例一J (~九州歴史資料館研究論集~ 35 • 2010年 3;) をふされたい。
(10)観世音寺の阿弥陀如来立像については、おそらくは平安時代前期から寺に安置されていたもので

;;ふ出;;;;ttニ??::7;;z;;;:;;:る。しかしそれは太
ぷよJtifI72立JJfし!?州の寺社シリーズ8))筑前糟屋若杉山教遺跡』川
;;JLJぷ立みJJ21;??7口12ぷ;ZT115」)ttl
宝満山ともゆかりがある首羅山について、若杉山の様相も参照しつつ山内;大要を復元する試みを行っ

た。宝満山に関しては;fり多くの関連資料が知られていることもあり今後より具体的にそれを行っ
てゆくことができる可目叶生があると考えている。

(13)引用文は、『筑前国続風土記附録』で、 1977年 10月文献出版発行のものに拠った。

(14)運照と照暁の動向については、筑前地方で多く事績が確認できることから『筑前太宰府戒壇院』

(九州歴史資料館・I制年3月)をはじめとして、折にふれ八尋和泉氏が言及され、てきたところであるが、

最近のものとして、同氏の「筑前恰土興福寺十一面観音像について一西戒壇運昭と京大仏師照暁一J(~年
報太宰府学』第4号 ・20昨日)に、あらためて網羅的にまとめられていLj 
;;Jf;;::;7による画像は 九州歴史資料館保存科学担当吋和歳氏の機器操作によって
(16)西国湛派の呼称は、湛字のつく仏師たち、と呼んで彼らの作品研究を主導してきた八尋和泉氏が、

「九州地方の仏像J(~仏像集成 8 日本の仏像(中国 ・ 四国 ・ 九州)~ ・ 学生社 ・ 1 997 年 3 月) 中 • 

めて使用されたもの。同氏による最近の業績としては 「対馬太平寺貞治六年銘木造地蔵菩薩;像fJ
檀那少弐頼尚 ・仏師湛勝一J(~年報太宰府学』第 5 号 2011年 3月)があり、当該作例の造像の背景
を詳細に明らかにするのみならす、西国湛派についての現状と課題とをまとめている。なお、竹下正博

「月巴前松浦寿昌寺の如意輪観音像J (~MUSEUM~ 第 614 号 ・ 2008 年 6 月)においては、西国湛派lこついて、
??:;:;;ャ山る。叫に同論文は後述の博多仏師につ吋何績一覧を付山

主「11月川の末吉武史氏の調査に蹴た際的見解と切同作成された調
(18)引用文は、 1993年4月文献出版発行のものに拠ったn

(19)博多仏師については、八尋和泉「博多仏師と福岡仏師J(~宗教文化~ 13号・1975年 6月)、同氏「中
世博多仏師の存在とその作品J(~九州平史資料館研究論集~2 ・ 19昨 3 月)で、初めて注目されるに至っ
た仏師たちである。彼らについては上記 2論文が今なお基本文献であるが、近年のものでは註 16の竹
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下氏論文に付された事績一覧が網羅的である。

(20)小西信二氏が見出したもの。小西信二「竃門神社の狛犬についてJ(~西日本文化j] 152・1979年 6月)

参照。その後、八尋和泉氏が彫刻史的な観点からあらためて検討を加えられ、その成果は、註2の2書

中に見ることができる。本稿の記述も、これらに多くを依るものである。なおちなみに、見いだされた

時にはバラバラで、あったものの、これは、廃仏製釈によるものなどではない。大正期の写真には、社殿

内に安置されている様子が写っている。

(21)この記事の存在については、小西信二氏に御教示いただいた。引用文は 1977年 10月文献出版発

行のものに拠った。

(22) このことは、南宋時代の制作と見られる宋風獅子を伝える、若杉山の在り方と通ずるものである。

そしてこれは宝満山と若杉山にとどまらず、福岡平野周縁の山々で共通して、多かれ少なかれ見受けら

れた特色であろうと考えている。

(23)この塔について詳しくは、井形進「太宰府所在の薩摩塔J(~市史研究ふくおか』第 4 号・ 2009 年 2 月)

を参照されたい。

(24)薩摩塔研究の現時点での到達点に関しては、井形進「薩摩塔の時空と背景J(~デ、アルテ』第 28 号 ・

2012 年 3 月)および、井形進『薩摩塔の時空異形の石塔をさぐる~ (花乱社 ・2012年 12月)を参照さ

れたい。
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第8節宝満修験について

1 宝満修験の濫腸

前節で述べたように、宝満山は最澄の来山以来天台宗との関係を深め、長治の事件を経て、当時一山

を統轄していた大山寺は「天台之末寺」と裁定されることとなった。それまでにも、承和 14年 (847)

には円仁が竃円山大山寺に於いて入唐求法の報謝の転経を行い(~入唐求法巡礼行記~)、仁寿 2 年 (852)
には円珍が博多浜に於いて竃門社等のために 7 日間転経を行い入唐の安全を祈願し(~園城寺文書~)、
あるいは ~1ì生要集』を著した源信も吋紀末、竃門山を訪れたと考えられる。 その後、浄土教が竃
門山で、も盛有した様が、多くの高僧伝、往生伝等に散見される。

それと共に、長保5年(1003)入唐を志し西下したものの果たせず、脊振山ついで竃門山で修行した

皇慶の存在は大きい。皇慶は書写上人性空の甥で、東塔の僧。静真を師とし早くから台密の学匠とうたわ

れたムであった。大山寺における東寺の景雲阿闇梨との出会いは26歳の頃であったが、皇慶が東密の

濯頂をうけたことは、天台密教史上重要なで、き事となった。大江匡房は『谷阿闇梨伝』に、「慈覚大師

の門徒で真言を志し密教を学ぶ者は、谷阿闇梨の門流でない者はいなしリとその盛況ぶりを伝えているo

f 宝満山においても、台密が盛行したことは想像に難くない。江戸期にも行われた大巡行(夏行)は「天

台之遺法」ともいわれ、比叡山の回峰行と同様のものである。盛時、宝満山の坊は学問を専らにした衆

徒方 300 坊と修行を専らにした行者方 70 坊があった(~筑前国続風土記』以下『続風土記~)と言われるが、
台密の行者が宝満山伏の系譜につながっていったものと考えられる。大巡行は東院谷の薬師堂を中心に

行われ、江戸初期の絵図にはその側に「伝教ヤシキ」の書き入れがある。また近くにある法城窟(福城

窟)の窟奥の岩盤には十一面観音と思われる線刻仏があり、龍窟修行の様子を初梯とさせているn

宝満山の修験のはじまりについて『竃門山旧記~ (以下『旧記~)には、役行者の来山を伝え、さらに「応
和年中 (961-3)浄蔵が登山して役行者の御影を聞き、ここにこの山の流儀は役行者の伝法が繁盛す

るようになり、禁裏よりも下知があって、新しく私流の修行をすることは禁じられた。竃門山の衆徒は

一条家を座主とし、山中の全てのことは座主の命令によった。これが浄戒座主のはじめである」と述べ

ている。 『鎮西電門山入峯伝記~ (以下『入峯伝記~)には、「葛城峯は、応和元年 (961)、役君小角十一
世の座主大僧都浄戒和尚が伝燈華供正大先達として行ったのが始まりである。沖戒は村上天皇の玉体安

全天長地久御願円満のため、 三部習合の入峰をし、これによって別勅を賜り、鎮西本山座主僧正に転任

した」とl!Eべている。

他の山伏からは隔絶した権威を持っていたと語られる浄戒座主であるが、 宝満山以外の史料には見え

ず、文禄元年(日92)浄戒坊42世隆全が滅却し断絶したため記録類も伝わらないと伝わる。太宰府市

内山には「ショウカイ畠」という地名があり浄戒座主の跡と伝え、室町後期のものと考えられる地蔵像

を線刻した板碑が発見されている。眼下に太宰府の町を見下ろし、西に脊振山を望む景勝の地である。

2 夏行一大巡行

大巡行が何時始められたかは明らかでなく、江戸期に行われた行法がそのまま台密の行者が行ってい

たものとも考えられないが、この行が修験道ではなく「天台の修法」であるという山伏への取材〔竹林

庵 1909Jにしたがって便宜上本項で大巡行について述べておく。大巡行はまた「心蓮の遺法」ともいわれ、

開山心蓮上人の墓所に詣でることが行の大切な要素で、もあった。行は、5月29日から 7月 14日まで45

日間の修法を 6年間修行するというもので、最初の 3回は続けて毎年、あとの 3回は一代のうちに修す

る事になっていた。一夏九旬の夏安吾の半分の日数である。 『南坊高橋賢俊一代記~ (以下『一代記~)(永
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福院文書)によると、賢俊は 18歳の安政4年(1857)より「如法経大巡夏行湛頂修行」を 1ヶ年に 45日、

7ヶ年修行終わって慶応元年 (1865)に「両部阿闇梨」の称号を開号したとある。

南坊永福院には、安政4年 (1857)に改訂された 〔当山大巡二教之伝書井勤行之定書J(以下『定書~)

と天保8年(1837)6月の『大巡行法』、年号はないが天保8年のものとほぼ同じ内容の 『大巡華供依』

があり、大巡りの行法を知ることができる。本稿では、古い形を伝えるものと考えられる天保8年の『大

巡行法』を基本に見ていきたい。

『大巡行法』は仲谷坊 55世阿闇梨豪珍 (22歳)が写したもので、行中の花供の場所「道華上所」と、

諦経「道経次第」について述べている。夜中に山内の霊所を巡り、昼間は如法経書写などの行をしてい

たと考えられる。表紙に「此書他有見聞間敷事」と記されており、この行が秘匿されるべきもので、あっ

たことが知られる。この年の大巡同行は 3人で越家 ・豪珍、金剛仏子 ・道場坊良延、初入 ・福蔵坊盛珍

であった。 越家とある仲谷坊豪珍は、 3 年後の天保 11 年に初先達として秋峰修行をしている(~鎮西竃

門山入峯伝記』以下『入峯伝記~) 。 入峰の場合は入峰 36 度で「大越家」となる。大巡行の位階は峰入

とは別で、大巡行を 6回成就すれば「越家」と称したと考えられる。夜中の厳しい行であり若い内に、

この行を終えたようである。

「道華上所」をたどれば大巡の道筋が判明すると。大巡行は東院谷の薬師堂を起点、に行われた。永禄

元年(1558)25坊は山上に上がり、西院谷、東院谷に坊舎を結んだと伝えられ、東院谷には 16坊があっ

たが、すでに 7~8 世紀の土器片が検出されており、古くから祈願や修行の際、東院谷が何らかの形で

使用されていた可能性が考えられる。また江戸初期の『絵図』には薬師堂の側らに「伝教ヤシキ」と書

かれており、この辺りが天台の行の中心地だ、ったことを示唆している。

夜の回峰行は、薬師堂を出、法城窟、福城窟、虚空蔵、益影水神、庚申尊天(青面金岡1])、念仏石と、

まず東院谷道(女道)から始め、青面金剛から東側山腹を斜めに下り冠石(神号武内宿禰 ・本地十一面

観音)へし、く。冠石は心蓮の法統をつぐ行満が山中を経歴してこの岩下に繭経した時に、雨が頻りに降っ

たが法衣は濡れなかったので被石と名付けられたという大岩である。そこから高低差200mの急斜面を

一気に下って中院の不動 ・毘沙門の堂に供花し、南に 10余町降りて、大南窟の不動明王 ・毘沙門天王、

ハクドウ石(蝿除石)に供花する。以下道順は、図 1に示すとおりである。

その途中で、福城窟の次ぎと、五大尊の次ぎに「虫」とあり、その他にも「虫Jの記述が散見する。

ここでは虫陀羅尼が唱えられた。慶応3年(1867)11月7日の座主拐伽院等の 「勧化抽財序J(井本文書)

に、この行の目的は専ら「蝉災」を退除し、五穀豊穣を祈願することにあると書かれている。庶民への

寄附集めであるから、この季節に庶民が最も願し、とすることが、願意として掲げられているのであろう

が、現実に、道経の其処此処で、虫封じのための「虫陀羅尼」が唱えられたのである。

大南窟からは急坂を中宮へ登り、大講堂 ・神楽殿に参り行者堂前の護摩檀 ・笈立岩、葛城七大童子の

花立に供花する。次ぎに男道から竃門岩に向かう。寵門岩のある竃門掛の登り口には、根本皇子があり、

ここからは鎖を頼りによじ登らなければならない。竃門岩は山名にもつながる重要な岩であるが、江戸

初期に描かれた「絵図」にはこの部分に「八マン石」とあり竃門岩の名はない。『大巡行法』には、「一

宇美八幡 ・志賀大明神 ・文殊菩薩、 ー中津尾皇子 鏡速日命(本地文殊菩薩)、 一若八幡 ・大幡・宇佐

八幡(三ツ口)、一火焼皇子 ・襖津姫命(是則三宝荒神也)、一高良大菩薩」とあり、宇美、宇佐などの

八幡社に、中世八幡と関係の深かった志賀大明神、高良大菩薩、また『宝満大菩薩記』で、生まれたば

かりの応神天皇に戒定恵を授けたとしづ文殊菩薩が、この所に集中しである。

竃門岩を通り、袖すり岩では「四寸道口伝」といって「カヒヲンセンサイサイ」と唱えながら通り抜

ける。頂上ではまず御本社の内獅子 ・外獅子に花九ツ供えるが、その方法は秘密で、金剛悌子が勤る。次
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図1 宝満山大巡行順路図
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ぎに一亀井(神童)・亀若(神童)・長生悌 ・今宮(神体彦玉瀬命)、若宮(神体稲飯命)、後初大子(神

日本磐余彦命)・前室大子(三毛入野命)に供花する。頂上の部分には、宝満宮御子として神武天皇の

兄弟が把られている。また今宮と若宮は「蓬莱山」に杷られているとあるが「蓬莱山」は、他の史料で「礼

拝石」としている頂上中央の巨岩であろう。安政の『定書』では「上宮拝石礼拝Jとして真夜中に錫杖

陀羅尼心経をあげると記されているが、天保本にはそのような記事は見当たらない。

社殿の左から東側に鎖を伝い下り、仁王石の上に杷つである孔大童子(孔大寺権現)に供花。仏頂山

に向かう。安政の『定書』では、東側山腹はほとんど省かれ、歩く距離が中宮神楽殿から仏頂山までと

されているが、簡略化した中にも心蓮上人の墓に詣でることが、この行の大切な要素である伝統は遺し

ている。

夜道を歩き通した一行は仏頂山で夜明けを迎える。日光礼拝し三礼をする。それぞれに口伝がある。

日光礼拝は「東よりほのぼの出り日の光り地水火ふう空とあびらうんけん」といいながら東尾塔(心蓮

上人墓ヵ)を巡る。三礼の口伝は「日輪正輪地水火風空」。日光礼拝が終わると、宇土の谷に下って藤(普地)

岩屋に行き、西 3町八大童子で金剛界大日、胎蔵界大日、護摩壇(大先達 ・初先達 ・度衆 ・新客)等に

供花した。次ぎに釦岩屋、船石を巡り獅子宿の香精童子と玉大尊に供花し、西に行って御供石、案内か

ら雨宝童子に供花する。その途中の「水流」と「虫」にも供花する。最後に龍樹菩薩に供花する。

『旧記』の記述によれば雨宝童子の側に獅子童子と龍樹菩薩が杷られ、その下に獅子瀧があるという位

置関係らしい。獅子龍で供華の水を汲むのに極秘の口伝があった。また多賀(担桶)を持時にも口伝が

あり、定足(履き物)を履く時、脱ぐ時にも口伝がある。獅子の瀧で、の水汲みが終わると一日の行程を

終え、薬師堂に帰る。また大巡行中に定められた場所で、道経 39巻、虫陀羅尼 6巻をあげる。道経と

して何があげられたかは不明であるが、獅子の瀧で行が終わって薬師堂まで帰る聞に「普門品」 一巻を

請している。

『定書』では、 7月 13日の夜を満行とし、大日堂より惣中松明をともし、獅子滝で消し、提灯に替え

修法するとある。翌7月 14日、満行の記念に長さ l丈 2尺 5寸、幅4寸5歩、厚さ 2寸5歩の碑伝を、

本社三神の本地仏の党字を彫った岩の前、竃門巌への入り口付近に建てる。大巡行が終わると孟蘭盆会

である。行者は山中二五坊を廻って施餓鬼供養を行ったという。

安政の『定書』にある「華供作法」は、道場である神楽堂に神仏を招いて、華皿 ・花供盆に花を盛っ

て供えるもので、実際山中を巡回したようには見えない。しかし天保8年の『大巡行法』では、実際に

山中の聖所に華を供えて巡った様子が見て取れる。大巡行で、巡る範囲は、宝満山内と開山心蓮上人の

墓がある仏頂山に限られており、彦山大廻行の「小修尾」に相当するといえよう。そして、この大巡行

で巡る道の内側が、おおよそ宝満山の「聖域Jであったと考えられる。

3 宝満山修験の成立

宝満山は、九州、|における修験の山の代表格である彦山を胎蔵界とする金剛界の山である。阿山間の

入峰を「大峯」といった。 「大~J は元々、紀伊半島南端の熊野を胎蔵界とし吉野を金剛界とし両山間

を科薮する入峰行をいい、「大峰奥駆道」は世界遺産に登録されていることでも知られる。その行法が

九州へも導入されたのである。養和元年 (1181)、後白河法皇が聖護院の鎮守「新熊野社」に寄進した

28ヶ所の荘園に「豊前彦山」があり、これにより彦山が中央の山岳修験の系譜に早くから連なってい

たことが知られる。その事によって彦山は、それまでの宇佐官弥鞠寺僧の山林修行の場、天台系寺院と

しての有り様から、修験の山への変貌が始まったものと考えられている。そしてそれは周辺の山々にも

影響を及ぼしてくる。
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近世の史料ではあるが「彦山順峯四十八宿次第」に、伝に日くとして「文永 2年(1265) に彦山の軌則

によって宝満山の行者9人に先達の職位を授けた」という記事があり、かなり信想性のある事と考えら

れている。それを裏付ける一つの資料として、中宮跡にある自然石に両界の大日如来の種子を彫った磨

崖があげられよう。その銘には文保二年(1318)の年号と彫り手の「藤原贋口」そして「法眼幸栄十六

度」と彫られている。16度は入峰の度数で、 16度に特別の意味があったと考えられるが、このような

巨岩の上部に、径 80cmもの大月輪に五転具足の党字を彫るというようなことは、単に個人の入峰成満

の記念というだけでは成し得なかったことで、幸栄が何かの使命を帯びて入峰修行を発願したものと考

えるのである。

当時は蒙古襲来から 30数年、外敵の再来に備えてより強い験力が求められていた時代である。それ

が「修験にJであったのではなかろうか。何を以て「修験」とするかはなかなか難しいが、すでに当時

宝満山にも山林修行を事とし、他山にも赴き入峰修行をする人たちが相当数いたと考えられる。そんな

中で彦仙は最も近い所にある修験の一大霊山であり、しかも宝満山からは峰伝いに行くことができる山

である。お互いの往来もすで、に頻繁に行われていたのではなかろうか。そう考えるならば、文永 2年

(1265) に「彦山の軌則によって宝満山の行者9人に先達位を授けた」という記事も真実味を帯びてく

るのである。わざわざこの年の先達位授与だけが特記され後世に書き残されたのは、文永 2年にはじめ

てそういうことが行われたということを示唆しているのではないだろうか。しかも 9人という複数の山

伏に授与されたということは、それまで、修験の行法が整っていなかった宝満山の行者が、公的に彦山修

験の儀軌を学んだということだと考えられる。幸栄が入峰を重ねたのも、本格的な修験を宝満山に導入

すべく為政者(鎮西奉行少弐氏)、あるいは大きな宗教勢力の命を受けてのものだ、ったのではなかろうか。

この場所は秋峰(大峰)の際、碑伝を立てる場所であり、磨崖の裾にはかつて役行者堂があり、向か

いの岩壁には、径 72cmの月輪中に、左に阿弥陀如来、右に釈迦知来を表す党字があり、その下に文保

2年の翌年の元応元年(1319)の年号がある。その右横の岩壁にも径 72cmの月輪が二つ残されている。

党字は完全に破壊されているが、月輪の下に元亨三年(1323)の年号が見える。両岩にある年号は 4年

しか隔たっておらず月輪の大きさが同一であるから、最初から一体のものとしてプランされたと考えら

れる。こうして一連のプランのもと本格的な修験の様式によって、かなり広い平坦部を持つ8合目付近

に講堂、神楽堂、役行者堂、法華塔等を建立し、磨崖を彫り、さらに熊野権現を杷り、鎮護国家を祈念

する当山の修験の中心道場が完成したと考えられる。

ちなみに玄界灘に面した糸島市の雷山では 13世紀から 14世紀にかけてさかんに伽藍の整備が行われ

た様を中世文書から窺うことができる。永仁6年(1298)の「雷山千如寺中宮曽祖岐社造営用途注文案」

cr大悲王院文書J)によると、雷山中宮は総工費 7500貫で、正殿 ・拝殿 ・楼門 ・回廊 ・若宮殿四所 ・鐘
楼 ・経蔵 ・鳥居を備えた堂々たる境内として計画された。中宮の場所にこのような活発な造営計画を可

能にした要因として、蒙古襲来に対する一連の祈祷との関連が考えられており、同じような状況が宝満

山でもあったと考えられるのである。

また山麓には内山・南谷・北谷の院坊が展開し、山中には東院・中院・西院、あるいは四所の伽藍があっ

たと伝えられる。このうち、東院 ・西院には、戦国期の永禄年間以降、山麓に住んでいた山伏が課役を

逃れるため坊舎を移したと伝えられ(~竃門山旧記』等)、その所在地の確定については、岡寺良の研究
がある〔岡寺2008・2011]。また山中には修法に使う五所秘水(玉井)や修行の場である七窟が定められた。

七窟には、役行者が 49日の間鈴を振り明神の影向を祈りそれぞれの窟に神仏を祈り出した、また伝教

大師が七仏薬師を安置した、浄戒が七観音を安置したなどの伝説がある(~竃門山七窟巡礼由来j]) 。
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4 九州、|の大峯

北部九州、|の山岳宗教の世界が、胎蔵界の彦山を中心として、方や福智山を、方や宝満山を金剛界とし

て、密教の大豊茶羅の世界が現出したのは、こうした歴史の流れの中にあったと考えられる。そして修

験道のもっとも重要な修行である峰入りが、中央の大峰 ・葛城になぞらえて整備されていった。(図 2)

彦山 ・宝満山を往復する「大峯」は地図上の全長約 130km、この間に四十八宿が置かれたが、この宿

の中に中台の「深山(仙 ・泉)宿」をはじめ大峰百二十宿あるいは七十五廓と同じ名の宿が散見する。

また熊野・吉野の大峰修行は全長 180kmのコースを 75日の日程で修行したが(現在は 6日)、彦山・宝

満山の大峰修行も 75日の日程であった。このうち往路75kmは峰から峰への険しい修行路で72日をかけ、

帰路は里の道を 3日で、帰っている。このコースを彦山山伏は春峰 ・夏峰の修行をし、宝満山伏は秋峰修

行をしている。

この入峰道を役行者が開いたという伝説は伝説として、当該峰入り道が体系化され教義づけられたの

は、室町時代の大永年間(1521~ 28)の阿吸房即伝によるとされる。即伝は下野日光山の出身で彦山

に赴き南谷華蔵院の客僧となり、『修験修要秘訣集j]~三峯相承法則密記n修験頓覚速証集j]~柱源秘底記』

『彦山峰中濯頂密蔵』など、多くの教義書を著した。なかでも大永 5年 (1525) に著した『三峯相承法

則密記』は、「第百十二三峰相配事」に、北方竃門山金剛界従果向困、南方彦山胎蔵界従因至果、その

中央に胎金和合の神山つまり小石原深山宿が定められている。また永禄元年(1558)の『彦山修験秘訣

印信口決集』の「第十二三峯相配事」にも、竃門山を西方、彦山を東方とするなど若干内容が異なるが、

同様のことを記している。

彦山側の資料には大峯の曇茶羅への充当は見られないが、宝満山の坊家の資料に、曇茶羅に充当して

修行場所を示したものが認められる。それらによって(表1)と(図 3・4) を作成した。

宝満山から三郡山、米ノ 山、大根地山、夜須の五玉神社、古処山、両界巌、馬見山、嘉摩峠、不動撮の

聞には、いくつか

の山をグ、ルーフ。わ

けして金剛界九会

曇茶羅の全体を一

会から九会として

充当し、さらに金

剛界曇茶羅の根本

をなす中央の掲磨

会(成身会)の第

一重院に描かれ

る37尊(表 4欄)

とその垂遮である

童子(表 3欄)を

配し、さらに 7欄

に示す諸尊によっ

て金剛界曇茶羅を

山に描き尽くして

いる。兄弟巌は胎

蔵界憂茶羅の最外
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図2 北部九州峰入行ルート図
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表 1-1 大峯 (秋峰)
表 1-2 大峯(秋峰)

<大峯中台理智冥合量奈羅>

大峯(秋峰)
中台 現在地福岡県朝倉郡東峰村小石原

史料 『修嬰伝法集』

知拳峯 従果向因 <八大童子垂迩憂糸ー羅>

<金剛界峰中三十七尊>
識大本党智徳 @中台香精章子深山宿~之窟愛法窟

深山逗互上求菩提
※『金剛界記獅子流』寛政 12年(永福院蔵)には次のように記す
0智拳峯

笠窟 下化衆生 識大童子 本覚智徳尊

大本有理髄 0理拳峯
理拳峯 従因至果 五大童子 本有理体尊

4Z2ミN 山幸 垂迩 仏 ・菩薩 拝所 現在地 金剛界曇茶羅 =山鎮座八大章子 八大童子本地
第一会 御笠獄 ①金剛童子 大日如来 1八中有大童事子

宝満山中 虚空童子 虚空住仏②獅子童子 阿閃仏 東獅子 宝満山中 御笠獄 (宝生仏)③床並童子 宝生仏 南床並 宝満山中 五仏の峯 真弓獄④八葉童子 観自在仏 西八葉 仏頂山の先 寝臥獄⑤化生章子 不空成就仏 北化生 頭巾山の先第一ム 真弓獄 @船石童子 金剛波羅密 船石 =郡山
一ーヨミ

J ⑦釈帝童子 宝波羅密 釈帝 三郡山 四波羅密
③文越童子 法波羅密 文越 コ郡山
⑨岩尾童子 潟磨波羅密 岩尾 米ノ 山第三A 寝臥掛 ⑩和融章子 金岡11薩揮菩薩 上宮 大中艮地山上宮

一ーコミ

⑪玉之童子 金剛王菩薩 五玉 五玉神社 東方四尊
⑫野口童子 金剛愛菩薩 里子口
⑬杵之章子 金剛喜菩薩 貴禰

第四会 白髪獄 ⑬冷水童子 金剛宝菩薩 冷水 古処山の下の谷 検増童子 阿閃仏⑮紹法童子 金剛光菩薩 白山紹法 古処山上宮 南方四尊 白髪獄⑬弥鞠童子 金剛随菩薩 弥勅 古処山奥ノ院 両界綴⑪古所童子 金剛咲菩薩 古所奥院 古処山奥ノ院 大徳綴第五会 両界獄 ⑬両界獄童子 金剛法菩薩 両界 両界岳
⑬乳石童子 金剛利菩薩 乳石 両界岳 西方四尊
⑫大徳童子 金剛因菩薩 大徳 大徳岳
⑫西後章子 金剛語菩薩 大徳相殿 大徳岳相殿第六会 馬見緑 ②馬見童子 金剛業菩薩 馬見 馬見山 剣光童子 帝相仏@馬石章子 金剛護菩薩 馬石 馬見山 北方四尊 馬見識 (宝波羅密)@桑名童子 金剛牙菩薩 桑名

古杉獄@古杉童子 金剛拳菩薩 古杉 嘉摩峠の手前 三腰獄第七会 三腰獄 @ニ腰童子 金剛嬉菩薩 ニ腰 三腰岳
@不動岩童子 金剛髪菩薩 不動岩 不動岩 内四供養⑧嘉摩童子 金剛歌菩薩 嘉摩 嘉摩峠
@平地童子 金剛舞菩薩 平地 十一岳第八会 金剛獄 ⑨焼香童子 金剛香菩薩 焼香

悪除童子 須弥相仏⑪華重量童子 金剛華菩薩 華量E 外四供養 金剛獄 (法波羅密)⑫燈明童子 金剛燈菩薩 燈明
不動獄@塗香童子 金剛塗菩薩 塗香
兄弟獄第九会 不動獄 ⑧鈎智童子 金剛鈎菩薩 鈎智 不動岳

@索智童子 金剛索菩薩 索智 四摂智菩薩
⑧鎖智童子 金剛鎖菩薩 鎖智
⑪鈴智童子 金剛鈴菩薩 鈴智

外金岡11部 兄弟獄 兄手今迦羅童子 @曜宿童子 二又山 九曜星
弟勢多迦童子

二十八宿の峰

<胎蔵界峰中八葉九尊霊禁羅>
峰 垂遮 八葉九尊 聖地観 八大童子(本地) 現在地 備考

愛光章子
第一 釈迦獄 ⑩釈迦童子 東方宝随如来 具足地 釈迦岳 三山鎮座八大

第 玉置獄 @玉置童子 東南普賢菩薩 甚深地 (阿弥陀仏) 玉屋窟岩屋権現 童子垂迩では

第二 大日 i獄 @中台章子 中台大日如来 四聖諦地 大日岳 「慈悲童手」

第四 扉風獄 ⑬厚手風童子 南方開敷如来 利智地
慈(悲雲藍自在子仏) 扉風岳

は水飲獄 ・扉

第五 吹越獄 @吹越童子 西南文殊菩薩 八聖道地 護世章子 彦山内吹越宿 風獄 ・混息、獄

第六 小篠獄 @小篠章子 西方阿弥陀如来 衆生界地 (獅子音仏) 英彦山内小篠 (ガクメキダ

第七 弁財獄 ⑮飽水童子 西北観音菩薩 地寂滅 英彦山内館水宿 ケ)とある。

第八 豊後獄 @大南童子 北方雷音如来 六通地 除魔童子 英彦山内大南神社

第九 俗身本巌 @俗駄童子 東北弥鞠菩薩 徹秘密地 (釈迦牟尼仏)英彦山南獄

第十 備之宿 漸薄地 英彦山内行者堂裏手

史料『峰中胎戯界記』天保7年(永福|涜蔵)

<胎蔵界峯中外金問IJ部十二天之峰>

著立 帝釈天 ⑮東方童子 回川郡添田町杖立峠

長谷 火天山 @東南童子 田川郡添田町(英彦山から小石原への下の谷)

膳所 焔魔山 ゆ南方章子 阿弥陀 嘉麻市八幡社

四 中益 羅剃山 悶西南童子 嘉麻市中益

五 白井 水天山 自西方童子 嘉麻市白井
~ 

土師 風天山 同西北童子 観音 嘉穂郡桂川町土師 若松神社ノ、

七 九郎丸 多閉山 ゆ北方童子 嘉穂郡桂川町九郎丸

八 長尾 伊舎那山 同東北童子 観音 飯塚市長尾老松神社

九 山口 焚天山 町上方童子 観音 飯塚市山口 若宮八幡宮

十 柚須原 地天山 励下方章子 観音 ・薬師 筑紫野市柚須原

十一 柿尾 日天山 ~.左方童子 筑紫野市柚須原字柿尾

十一 本道寺 月天山 @右方童子 観音 筑紫野市本道寺

⑪床並章子 如怠輪 宝満山中

史料『窓門山峰中流記』文化9年(叶院蔵)

『峰中金剛界記』天保7年(永福院蔵)

但し〔金剛界曇茶羅〕 欄は『修要伝法集~ (永福院蔵)による
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周に位置する外金剛部にあて、ここに描かれている九曜星 28宿をあてている。小石原は「大峰中台理

智冥合曇茶羅」とし、行者堂を深仙(山・ 泉)宿とし、ここまでは「上求菩提」、つまりひたすら悟り

を求めて修行する身であった者が、生まれ岩といわれる愛法窟で出生濯頂をうけ、「下化衆生」つまり

衆生を導く者となる大切な場なのである。仏の子として生まれ変わった山伏は、さらに釈迦巌、大日岳

などを経て彦山俗体巌に至るが、この間に胎蔵界憂茶羅の中心八葉の蓮華lこ描かれる 9尊とその垂迩で

ある童子を配置している。また大峯は八大童子が守護する峰ということで、八大童子を配している。

彦山からの帰路は嘉穂郡から筑紫野市の比較的平地を通るが、ここには胎蔵界曇茶羅の最外周、外金剛

部院に描かれる 12天を配している。なお第 3欄(外金剛部は4欄)の垂述(童子)の頭に付した番号

O 

⑫10 

010 

と図の番号をあわせている。

入峰の歴史 宝満山の入峰修行についてその歴史を記した史料として『鎮西竃門山入峯伝記j)(以下『入

峯伝記j))がある。本伝記は、役小角に始まり、明治維新修験道廃止の後、明治 22年に春峰 ・秋峰が再

興されるまでの 237回に及ぶ宝満派入峰について、編年に実施年と参加者が記され、特筆すべき事があっ

た年次には、その内容を記している。大峯修行は秋峰として行われ、天暦6年 (952)"-'永正5年 (1508)

の聞は、子 ・辰 ・申の年ごとに、断続することなく行われたことが記されている。葛城峯については、

応和元年 (961)に始まったとされ、以後、座主の代替わり毎に一世に一度行われたとしている。

宝満山では弘治年間大友宗麟(または嫡子義統)が邪法におぼれ神社仏閣を没倒し、宝満山一帯で検

地を行ったため、数百の門葉が転倒し、社家 ・神人は農民に下り、神事祭礼は怠り、伝法修行の血脈も

絶えたと伝えている(~旧記j)) 。 そのような状況を反映してか、『入峯伝記』は 183 度目の弘治 2 年(1 556)

の秋峰修行の次の項に、「永禄 ・元亀 ・天正之聞は、九州兵乱によって入峯濯頂が 38年間中絶した。文

禄 3年 (1594)、鳥居坊前住衆生院慶麟 (75歳)が大峯修尾を再興した」とあり、次の文禄 3年の項には「秋

010 

@Io 

O 

峯 39年目」とあり、この年からはじめて新客 (20人)と度衆 (50人)が参加したことが記されている。

鳥居坊前住の慶麟は 75歳、弘治2年の秋峰では授職大先達を勤めている。文禄3年の秋峰で授職大先

達を勤めた山仲坊前住の快運はこの時 66歳、弘治2年の秋峰には初先達で参加している。38年の空白

の期間を経て、すでに高齢の域に達した前回入峰の経験者が中心となって峰入りが復興されたことが窺

える。

ところが次の 185回目の慶長 6年(1601)の秋峰は「是峯深仙迄、彦山に至らず」とあり、その状態

が 188回目の寛永元年 (1624)の秋峰まで続き、寛永 9年 (1632)、二代藩主黒田忠之の祈祷のため行つ

た秋峰より彦山駈けが再興している。この辺りの事情は『旧記』にも見える。すなわち「寛永 8年(1631) 

黒田忠之が家督を相続し、翌年 7月祈祷のため大峯執行の命令が出された。大峯執行は前行の定法があ

り、今頃云われでもどうしたものかと詮義したが、「君命には応じないわけにはし、かなし、」ということで、

1月 10日に当て加行したことにして入峯執行した。幸い何の障碍もなく、祈祷の巻敷を奉ることができ、

布施も甚だ多かった。慶長 5年(1600)以来、筑前藩主黒田氏と豊前藩主細川氏の不和により、豊筑両

国の出入が僧俗男女農民工商一円に堅く禁止されたため、大峯修行は、竃門山よりは小石原深仙(筑前

領)まで修行し彦山には至らず、彦山よりは深仙にも入る事叶わないという状況が続いていた。前年細

川氏が肥後に移り、小笠原氏には何の意趣もないので、両界修行は豊州まで執行仕るべしと仰出され、

絶えて久かった両界修行を悲なく復興した。」と記されている。藩主の命令が出されたのが遅かったため、

前行等が行えないまま峰に入ることの不安、無事入峯行が終わった事への安堵が綴られている。仏法修

行の本質より、世俗の権力の都合が優先される時代となった。
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派)9坊と亀石坊を中心とする奉仏派 16坊とに分かれて争う要因とな、った。

彦山派から分離独立した「宝満派獅子流修験道」の大成は、文化年間頃までに亀石坊を中心に行われ

たと考えられる。座主兼雅は奈良育ちで、西国の事情も修験の事も全く知らない者だ、った。また続いて

入山した藩関係の座主も同様で長床の助け無しには何ごとも出来ない状況であった (W宝満山寛文以来

O 

図5

葛城峯の「再興」

宝満山の葛城峯は宗今孔大寺山を船蔵界として春峰修行として行われた。『入峯伝記』には「大宝元

年(削役ノーか、札札恥州ノパ汁1'1'/卜川、，/閣葛城の峯に準じて竃門山と孔大寺山との際に三部習合の霊場を布置し法華品

品の1: て1石五ιμよぷ斗み品ぷi」ふ山ぷF一反ぷ一浜ぶzぶ;; ? :抗?咋r「t?f「れれ止h:?九ttt一九ttU山Aぶニニ山:Z可;主;石Jι品::ヰ品叫叫山;ニ品ι此ι;二ニ山山;;j;以詰;1よ;;;::; ;江;工芯山;zに山:コ立;立;コ
めこの入峰の大先達は川、d峰(大措欄峯劃)の「授職大先達」に対して「伝法大先達Jr結縁大先達Jと称され、
座主は「イ云燈大先蓮」とされた。しかし天文23年 (1554)41世座主隆成大和尚が入峰して以来、座主

Z71Ttt;ぷ41江JT吋伽成吋主町政叫け
元禄昨の入峰は、『黒田新続家譜JW博多津要録JW筑前国続風土記』など多くの史料に見られ、記
述にも矛盾がなし¥中世以前の春峰入峰については、他に傍証する資料がなく、あるいはこの 146年ぶ
りの「再興」といっ? 実は春峰葛城入峯の始まりではないかとも考えられる。 孔大寺山との聞には

天台系山岳寺院の跡ん点在しており、それらや有名社寺等を件び、博多 ・福岡市中に法華経二十八品の

r:::;2f山派を脱し聖護院の葛城入峰!こ倣い宝満派修験の独自町立山
葛城峯の構成 宝満山の葛城峯は、 宝満山から若杉山へ出、現篠栗町の山伏谷で 7日間修行し、首羅
山から犬鳴山、廓撮、戸田嶺へと三郡山地の山々を経て孔大寺山へ至り、帰路は宗像
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と主張した金胎両部の入

之記J)。

ともあれ、彦山 ・宝満山の本末論争で、両山が亡くしてはならない「古法J

fi;JL正常;日、よJ!?;22::た宝満山峯修行は争論中の元禄4年(1691)か
表 2は「寛政二年筑前寺院帳J(W福岡県史資料J)c:文久 3年(1郎3) に座主梼伽院から聖護院宮井
役人中に出された「筑前国電一山弁末山同派修験院名書上帳J(聖諸P文書)をもとに作成した竃門山
一山組織である。こてによると所謂「宝満二十五坊」は寛政2年段ム:は 本末論争の際離山した財行
坊の跡を継いだ新坊州まだ記載されておらず座主を含めて 25坊、文久 3年には新坊が入り座主を除い
て25坊 浄行坊が吉祥坊と改名:1いる。寵門山派天台宗修験の欄に記載されているのは「在宅山伏J
「組下山伏」といわれる山伏で、で山、四王寺山などの古くからの山岳霊場一宝満修験によって復興

され配下!??た者ム宝珠山のよフに中世は彦山の組織にあった者が筑前領でLるため宝満山の配下に
入った者 一十一円 九J・浦 ・町で、民衆の近くにいて人々の様々な祈願に応えていた者など様々であ
号。寛政2年には 31、文久 3年には 38の院坊が数えられる。両年共に存在した者もあるが、消長がは

けしく、同じ村内にあっても坊名が異なるものもある。山内の宝満 25坊とは隔絶した身分の差があり 、

ごZ:;;J11tL317ZJri。先達山れなかったo 先達大先達越

-粕屋の古社をま

-160 -
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表3 葛城峯 (春峰)
表4 葛城峯 (春峰)入峰日割道筋

城峯(春筆)
4223h E lff(札所) 垂迩 本地 現在地 7七大重手T七大重子重韮金剛界 4合、
鴎院宿 独鈷章子 大日如来 宝満山中 j緩綱童子 |雲自在王仏

コミ
九会隻禁羅の筆 L>. 

子縁 石之章子 金岡IJ波羅密 糟屋郡宇美町障子岳
コロz

=-~当， ③一味綴 善哉童子 阿関仏 糟屋郡宇美町
四会 @左谷嫌 谷山章子 宝波緩密 糟屋郡須恵町佐谷 福集蚕子同享相仏五会 ⑤太祖巌 分杉童子 宝生仏 糟屋郡篠栗町若杉山一~ L>、

⑥白石綴 白石童子 法波羅密 山伏谷の右(糟屋郡 ・飯塚
ノ、コ"

市の境)
七会 ⑦葛城搬 J喜城童子 l観自在仏 糟屋郡久山町久原 芦福子 医切世間両伝八会 |③園通窟 l岩屋童子 |潟磨波緩密 糟屋郡久山町久原
」斗会 J@首羅綴 白山童子 |不空成就仏 糟屋郡久山町久原白山

史料ー『葛城峰中金闘IJ界記』文化9年(示福院蔵)
『金岡IJ界肇供』文化9年(叶院蔵)

葛城筆(春峰)日割道筋

月日 明和4年(1767) 文化9年(1812) 安政7年(1860)
史料 『明和四丁亥歳宝満派入峯絵巻~ (大間寺蔵) 『葛城峯中花供道案内~ (石井幼文書) 『葛城峯中日制道筋之事~ (叶院蔵)

3・21 宝満出立→若杉山上宮宿

3 . 2 2 l宝ー宿満獅子イ百出立→石之章子→佐谷観音 篠栗村郷ノ原山伏谷(7日間)
3 . 2 3 若杉山(独鈷水・善無畏・上宮)

3・24 獅よ子り宿)出立→石之且子→佐谷観音(山上 熊ヶ尾→合野原山伏谷 (29日まで)

三部四重の ⑩熊野綴
宮若市犬鳴山地大隻奈羅 ⑪犬鳴獄
宮若市犬q鳥山

⑫鉾之峯
宮若市犬鳴山地

d 

史料ー『葛城蚕中胎蔵界記1文化9辱[示福院蔵7
『華供峰中胎蔵界記』文化9年(叶院蔵)

胎蔵界九尊の筆 |第一 ⑬不動綴 清滝童子 大日如来 古賀市薦野清滝寺 J末出光量子 |懐一切世間怖畏仏
|第一 ⑭清水獄 黒丸童子 普賢菩薩 宮若市黒丸清水寺
第一 ⑬大徳獄 大徳童子 宝崎如来 宮若市・宗像市境
第四 ⑬廓撤 有木章子 文殊菩薩 宮若市上有木 同行童手間滅仏
第五 ⑫風橋級 大村童子 開敷如来 宮若市倉久
第六 ⑬地蔵綴 倉久童子 観音薩撞 宮若市倉久
第七 ⑬釈迦獄 金掛童子 阿弥陀仏 遠賀 ・鞍手 ・宗像副官 lil彦頭蓋子 l党福イよ

⑫戸田獄 吉留童子 弥戦菩薩 遠賀町 ・宗像市境
@蔦山 赤馬童子 雷音如来 宗像市赤間

第十 ⑫孔大寺山 孔大寺権現 宗像市池田 法言語/i萱場

3 . 2 5 山伏谷駈入 (B毎日まで)

3・28
萩ノ尾山神→久原村葛城谷→白山観音
ー宿

3・29 
萩尾越→葛城山札所→柳之原札所→熊野 萩尾村産神山神宮→道祖神→葛城谷→

犬q鳥山→鞍手郡黒丸村清水寺観音ー宿
峯ー宿 円通窟→首羅山→久原村観音堂一宿

干しヶ峠→裏糟屋郡薦野村清滝之薬師→
3・30 不動獄→宗像郡本木村→鞍手郡山口村

→上有木村谷底氏神ー宿

犬鳴道→熊野峯→尾続→伊野峠→札ノ

4・1
札ノ峠→鞍手 ・糟屋境→脇田山→鞍手郡 峠→犬鳴村庄屋→鞍手郡黒丸村清水山 赤木峠→大村権現→倉久村→長谷→宗
清水寺観音ー宿 童子一宿 (以後は鉾ノ峠から清滝に 像郡吉留村氏神八所宮ー宿

下り一宿すべし)

4・2
鉾ノ峠(鞍手・糟屋境)→清瀧寺薬師堂 鉾之峠→不動岳→宗像郡元木花供原→ 戸田ヶ獄→遠賀郡海老津村→野間村薬
→菰野ー宿 大徳→鞍手郡山口村→廊山一宿 師→高倉宮ー宿

史料 『葛城峯中胎蔵界記』文化9年(永福院蔵7
『華{共峰中胎蔵界記』文化9年(叶院蔵)

本木村→赤木峠道祖神→大村峠→風橋

4・3
不動岳(薦野の内)→花供原(鞍手郡山 山大村権現→地蔵峠→長谷村→釈迦綴 吉木村 ・三吉 ・手野 ・内浦→宗像郡i池
口の内)→勝山牛頭天王ー宿 (鞍手・遠賀 ・宗像三郡境)→吉留村 田村一宿

外金剛部 札所 法華ー十八品 ー十八宿印明 現在地 妙法蓮華経法華二十八品の筆 第一 ⑫織幡宮 序品山 角宿章子 宗像市鑓崎 序品第一
第一 ⑫不動岩 方便山 九宿章子 宗像市吉田鎮国寺境内 方便品第一
第ニ ⑧田嶋宮 替輸山 氏宿童子 宗像大社 醤日食品第二
第四 ⑧光岡社 信解山 房宿童子 宗像市日の里 伝解品第四
第五 ⑫許斐中宮 薬草山 心宿童子 宗像市許斐山中宮 薬草野食品第五
第六 ⑧許斐嫌 授記山 尾宿童子 宗像市許斐山頂上 授記品第六
第七 ⑧f室内 化城山 箕宿童子 古賀市f室内熊野神社 化城P食品第七
第八 ⑨岳越山 五百山 井宿章子 古賀市岳越山 五百弟子授百己品第八
第九 ⑪笈掛弁天 授学山 鬼宿章子 糟屋郡新宮町上府 授学無学神人記品第九
第十 ⑫香椎宮 法師山 柳宿童子 福岡市東区香椎 法飾品第十
第十一 ③笛崎宮 宝塔山 星宿童子 福岡市東区箱崎 見宝第品第十
第十一 @博多地蔵堂 提婆山 張宿童子 福岡市博多区上呉服町 提婆逮多品第十一
第十二 @今熊野 勧持山 翼宿章子 福岡市博多区冷泉町 勧持品第十ニ
第十四 ⑮福山大日堂 安楽山 車会宿童子 福岡城内 安楽行品第十四
第十五 ⑪扇坂地蔵堂 涌出山 套宿章子 福岡城内 従地涌出品第十五
第十六 ⑮者王子 如来山 婁宿童子 福岡城本丸 如来寿長品第十六
第十七 ⑮桜峯山 分別山 胃宿童子 福岡市中央区桜坂 分別功徳品第十七
第十八 ⑩小鳥神社 随喜山 昂宿章子 福岡市中央区軍事国 随喜功徳品第十八
第十九 @春日宮 功徳山 畢宿童子 春日市春日神社 法師功徳品第十九
第一十 @峯ノ薬師 菩薩山 舞宿童子 太宰府市五条 常不軽菩薩品第一十
第一 ⑬宝満石 神力山 参宿童子 太宰府市五条 如来神力品第一十一
第一一 ⑬宝満下宮 嘱累山 斗宿章子 太宰府市内山 嘱累品第一十一
第一二 ⑬小白山 薬王山 牛宿童子 宝満山中 薬王菩薩本事品第一十ニ
第一四 ⑬大田社 妙音山 女宿童子 宝満山中 妙音菩薩品第一十四
第一五 @九重原松峡宮 普門山 虚宿童子 宝満山中 観世音菩薩普門品第一十五
第一六 ⑬小田社 陀羅山 危宿童子 宝満山中 陀羅尼品第一十六
第一七 ⑬住吉尾 荘厳山 室宿童子 宝満山中 妙荘厳王本事品第一十七
第一八 ⑧白蛇窟 勧発山 壁宿章子 宝満山中 普賢菩薩勧発品第一十八

八所宮ー宿

地蔵獄(鞍手 ・宗像境)→釈迦岳(遠
戸田岳→高倉宮→孔大寺権現 (6日ま 池田村孔大寺山(二夜三日護摩供、六

4・4 賀 ・鞍手 ・宗像境)→トタ岳→蔦ヶ獄→
で) 日朝まで)

赤間一宿

4'5 
孔大寺権現 (6日・7日逗留、 8日出
立)

4.6 
孔大寺山碑伝建→池田村→田里子→上八 孔大寺山出立→池田村→田野村→上八
→鐘崎織幡宮ー宿 村→鐘崎織幡宮ー宿

不動窟(吉田村鎖国寺境内)→田嶋第 吉田村鎮国寺→田嶋宮→大井→村山田
4・7 一宮(宗像宮)→東郷村→光岡村八幡 →東郷摩利支天→光岡村氏神八幡宮ー

宮一宿 宿

孔大寺山出立→吉田不動→扉風山→第一
王丸村八幡宮→許斐山→中宮→上宮→

王丸氏神→許斐山→八並村→玖町檀ノ
4・8 八並村龍ヶ畠→鐘内村産神若ー皇子宮

宮→光岡八幡→許斐山
(以前は宝満宮)ー宿

原→建内村氏神ー宿

青柳村→獄越山→上之符村社→鎮護大 青柳宿→綴越山→上府→下府→新宮浦
4・9 八並→畦町→青柳→新宮社ー宿 明神→笈掛弁財天→新宮浦→三苫→和 →三苫村氏神→浜男→香椎宮→名島弁

白浜男→香椎宮→名島弁財天 財天一宿

笈掛弁財天→香椎宮→笛崎宮→崇福寺→
笛崎宮→博多魚町地蔵堂→東長寺→櫛 箱崎八幡宮→博多諸社勤行→櫛田宮ー

4'10 博多中市小路地蔵→東長寺→締田宮柴燈
田宮華供大護摩 ー宿 宿

護摩供 一宿

今熊権現→城内(弾正扇坂屋敷→若一王
今熊権現→域内(大日堂→扇坂→地蔵

4・11 寺→地蔵谷地蔵堂)→元警固→春日社→
堂→本丸祈祷→若ー皇子→松木坂→下 城内本丸→御舘大護摩→裏門→古小鳥

武蔵寺薬師堂一宿
屋敷)→桜峯山勝軍地蔵→古ノト烏→警 神社→高宮村氏神ー宿
国大明神→一本木→高宮村神社一宿

満宝満石御→旅被所戸ノ(神宰府(天の満内)宮→池端峯楠の楽の根日巾→)→ 宝 野間村→井尻橋→春日神社→大利村→
麦野松原→春日神社→武蔵寺薬師→天

4・12 
l髪門詰山神→下宮→妙見章子→杵掛章子→竃

吉松→佐野→杉塚村→武蔵寺→湯町→
拝山→二日市→峯の薬師一宿

二日市→峯の薬師一宿

4・13 1 2日帰山、 1 5日まで後日の執行
|神宝満社→宮御髪旅結殿神→→五宝満条橋下→宮→宝満妙石見社→赦→戸太

太宰府町→天満宮→延寿王院裏→内山

|ネ回十社→住吉社→小田社→山王社→弁財 村下宮

※明和4年、文化9年3月は 「小の月」で29日まで。

史料1 叢供峰中外金岡IJ蔀記I文化9年Tn干院蔵)
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わり、博多・福岡市中を通り、福岡城にて祈祷し、 宝満山へ帰るというもので、本山派と同じく、春、

修行するもので、あった。葛城峯は、座主一世に一度のみ行われ、あわせて天下国家、天皇や藩主の安泰

が祈願される入峰であるため、藩の記録、地方文書、町方文書、絵巻物など多くの史資料が残されている。

憂茶羅を充当した教義書はすべて文化 9年(1812)に授与されている。南坊子孫永福院には文化 9年

仲春に仲谷坊前住知足院無染真海から道場坊良栄に授与された『葛城峯中金剛界記j]~葛城峯中胎蔵界記』

があり、叶院には伝法大越家法印前亀石坊寿量院有弁が華供大先達楊伽院泰雅に授与した『金剛界華供』

『華供峰中胎蔵界記j]~華供峰中外金剛部記』がある。 それらによって(表 3) と(函 5 ・ 6) を作成した。

また実際の入峰日割道筋については、(表 4)にまとめた。

宝満山の葛城峯は、犬鳴山を中台(仏部 ・蓮華部 ・金剛部)とし、宝満山~糟屋郡久山町の首羅山を

金剛界、不動巌~宗像市の孔大寺山を胎蔵界とする。

宝満山から犬鳴山に至る金剛界では、道筋の各峰を九会の蔓茶羅の一会から九会にあて、諸尊は中心

の掲磨会の第一重院にある五解脱輪に安置される諸尊のうち図に番号を附したもののみ配当される。ま

た⑦は本来無量寿知来で、あるべきであるが、ここでは観自在仏(観世音)が当てられている。帰路は胎

蔵界憂茶羅の外金剛部院にあて、 二十八宿の星宿を東→南→西→北の順に配すると共に、和州葛城峯に

準じて法華経二十八品を配している。この部分は許斐嶺 (271m) を除いては、岳越山 ・桜ヶ峯 ・峯の

薬師などの小丘陵はあるがほとんど平地で市中を通るものである。和州葛城峯のような経塚との関連は

この部分ではあまり考えられないが、宝満山から孔大寺山の聞の山並みには、平安後期を中心に随所に

経塚が営まれている。また葛城峯を守護する七大童子が三撮に一童子ずつ配置されている。

入峰の実行に当たっては、宿の建設・確保、食糧の確保、道案内など地元の村の協力は不可欠であり、

実際それに当たった糟屋郡尾仲村、宗像郡本木村 ・池田村、遠賀郡鬼津、博多町方等にその記録が遣さ

れている。また莫大な経費については、春峰の場合藩からの援助もあったが、坊単位に寄付を募ってい

る。ことに新客は巨額の費用が必要であり、若杉山石井坊子息の初入峰には、表糟屋郡の大庄屋が郡中

の村々に寄附を呼びかけている(石井坊文書)。

8 明治維新以後の宝満修験

明治元年(1868) の神仏分離令、 5年(1872)の修験宗の廃止という危機にあたっても、うまくそれ

を乗り越え、それなりの社格を得、今日に続いている神社も多い。しかし宝満山では一山が座主を中心

に一つにまとまることが出来なかったことが、明治以後の疲弊を招いた。宝満山では明治2年最後の春

峰を行った。この時の伝燈大先達は亀石坊有弁。すでに復飾した楊伽院とは別に、前年、旧藩主より「座

主宝仲寺」の称号と 20 石の寺領を賜り(~亀石坊暦世年忌早繰誌』 ・ 『入峯伝記j])この入峰に臨んだの

である。

竃門神社は、明治5年村社に列せられた。神職に転じていた山伏も、大勢の神官は無用とする藩庁よ

りの下山の説諭に従い、吉祥坊吉田広輝一人を嗣掌として残し、 6年には全員宝満山を離れた。下山後

は帰農した者、教職に携わった者、神職になった者、信者の斡旋で、無住の寺に入りその地域の人々の信

仰を受けた者など様々であった。楊伽院は藤井高門となり宝満宮社務頭となったが、明治6年までに離

山、孫の厚丸が太宰府小学校の 2代目校長(明治 26"-' 34年在任)となり cr藤井厚丸墓ー銘J)、亀石坊
は福岡市西新町の黄葉宗千眼寺の住職をしていた次男を頼り同所に隠宅したという。

今日宝満修験の法燈を伝える寺は、筑紫野市山家の円通院(旧道場坊 ・天台寺門派)、糟屋郡新宮町

の永福院(旧南坊 ・聖護院末)、福岡市博多区の宝照院(旧奥坊 ・聖護院末)、叶院(組下山伏叶院 ・聖

護院末)である。宝照院は、宝満山から下山した大黒天と博多の北辰様として信仰の篤かった妙見像を
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まつり、北辰堂を担当していた智楽院の名跡をも継ぎ、叶院は博多普賢堂の普賢菩薩と宝満山組下の西

の触頭であった蓮乗院の名跡を継いでいる。叶院には閉伽院 ・亀石坊旧蔵の儀軌類、亀石坊の年忌表な

ども伝えられており、亀石坊が宝満修験の法燈を叶院の当住に伝えようとした意図が感じられる。東の

触頭石井坊は若杉山に住み、邸内に護摩堂・地蔵堂、平安仏などが現存するが先代より当主は俗家と成っ

ている。

明治 15年 11月、大本山聖護院執事より、元竃門一山惣代中にあてて、「本山入徒弟之上ハ左之候款

ヲ謹守ス可キ事」として八ヶ条に及ぶ通達が出されている(井本文書)。明治 19年(1886)9月、聖護

院では、 37年ぶりに深仙濯頂会が再興されて以来、明治後半以降には峰入も盛大に行なわれるように

なった。宝満山でも、明治 22年峰入が復興されたが、それに先立つ明治 20年、天台寺門準教師になっ

ていた元南之坊高橋武彦(賢俊)の斡旋で、元奥之坊大岡重弁ら二五坊の内の 6人、四王寺山元成泉坊

井上快甫ら組下山伏 5名、計 11名が天台寺門宗(聖護院)に帰入している(永福院文書)0 ~入峯伝記』

には、明治維新から入峰再興までの経緯を次のように述べている。

明治廿二寅年春峰中興開峯二十二年目。

高祖;tt十六世宝仲寺住職宗弁春峯終、而同明治三年御一新被仰付候、神宮井僧侶共一山悉廃シ、依之ニ

県内郡町村卜心差下山。而明治十五壬午年九月、南坊高橋賢俊京都聖護院エ登山願済ノ上、授戒得度式

修行、当院殿支配下トナノレ。市後明治廿年子六月ヨリ本宗帰入寺門天台三井寺支配ト成ル。子年六月ヨ

リ再興入峯ヲ出願シテ漸明治廿ー寅年十一月間済指令有り。依之ニ明治廿二丑年一新ノ際ヨリ 二十二年

目葛城 ・大峯ヲ再興ス。維時再興大願主県下一派正管事ノ号ヲ蒙。南坊コト高橋賢俊中興関ナリ

この入峰では、 51歳の南之坊高橋賢俊が伝法正大先達を務め、奥坊大岡重弁 ・富倉坊冨永朝明等が、

先達を務め、新客 13名、総勢 56名の修行であった。この年、富倉坊朝明を当峯大先達、南之坊賢俊を

伝法正大先達として秋峰も再興され、明治 26年にも行われた。

明治22年の入峰に際して寄附が呼びかけられ、3冊の『馳財録』が、旧井本坊に遣されている。1冊目は、

太宰府神社の旧社家、太宰府の有力者に回されたもの。この人々は西高辻(宮司)の金三円を筆頭に金

銭で寄附している。2冊目は、糟屋郡 ・穂波郡、 3冊目は糟屋郡 ・鞍手郡にまわされており、金銭で寄

附する者もあるが多くは米を寄附しており、その数 1005人にのぼっている。殊に鞍手郡から最も多数

の647人が拠財しており、春峰の入峰コースとの関連が考えられる。

その後 35年を経て、昭和 3年(1928)、昭和天皇の御大典を記念して福岡地方の山伏の結集がはかられ、

天台寺門修験宗福岡紳誰会が結成され、聖護院より原大先達 ・宮城信雅を招き、女性行者を含む二百数

十名の盛大な入1峰が行われた。10月 14日朝、叶院に隣接する扶桑最初禅窟「聖福寺」に集合して、福

岡市内、四王寺山、宝満山、若杉山を巡る一週間に亘る入峰で、宝満山頂では百数十名に山上授戒潅頂

が授けられた。この入峰に参加した宮城信雅は、聖護院の雑誌『修験』に、この行が、地元の有力者 ・

学者の強力な支援を受けたこと、多くの人々が修験を崇拝し、至る所で盛大な接待がなされたこと、護

摩供の際には立錐の余地もないほど見物人が集まったことなど、京阪地方では見られぬ光景であったと

述べている。

その後、 7年 ・13年 ・14年に宝満山から彦山への入峰を行い、 15年には皇紀二千六百年の祝祷入峰

として行い、昭和 18年には、「武運長久 ・敵国降伏祈願宝満寵山断食修行」を行い、岩田屋デパートと

荒津山(西公園)で採灯護摩供を執行した。戦後は昭和 47年に聖護院の国峰修行として、宝満山への

入峰 ・護摩供が行われた。明治以後今日に至るまで、個人的にも断食行や寵窟行をおこなう者がいて、

提谷新道には「百日絶食記念碑J(昭和 5年)が建っている。

本格的に入峰 ・採灯護摩供が復興したのは昭和 57年。開山心蓮上人の 1300年遠忌を記念して、旧坊

巳
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の子孫や現在もなお宝満山を修行の場とする修験者が宗派を超えて結集し「宝満山修験会」が結成され

た。爾来毎年5月の第2日曜日に宝満山への入峰、同最終日曜日に竜門神社広前での採灯護摩供を修し

ている。火生三昧では 500名ほどの人々が火を渡るが、家族連れや若者の参加も多く、毎年参加する少

年消防団もある。修験会の会長は竃門神社宮司、統管は、明治中期に三井寺が、離散した山伏を結集す

る目的で院号と 50石の格式を与えた福岡市の天台寺門宗本行院がつとめている。本行院現住職藤野賢

隆は昭和 3年の入峰に参加した叶院江上了恵より宝満獅子流法螺の奥伝「三匝半」を伝授されている。

平成 19年の宝満山修験道復興 25周年を記念して、宝満修験としての先達位が授与され、絵巻物など

の資料を参考に江戸期の宝満派山伏の装束を復元した。また復興を記念して、俳人小原普々子作詞、筑

前琵琶中村旭園作曲による琵琶歌「竃門山」がつくられ、採灯護摩供奉納奉告祭で演奏される。この歌

は竃門山寺跡に建つ「宝満山修験道復興之碑」に刻されている。平成 25年の竃門神社創建 1350年大祭

には、英彦山への入峰、英彦山での採灯護摩供を果たすべく、長野覚 ・森弘子の研究をもとに、入峰道

の復元に取砂組んでいる。

(森弘子)
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第9節 遺跡の現状と崩壊の進行

1 宝満山遺跡の現状

宝満山遺跡は、太宰府市域と筑紫野市域からなり、 宝満山(標高約 829m)の南西に位置する愛巌山

(標高約 443m) と元宝満と呼ばれる仏頂山(標高約 868m) に連なる稜線上を両市の境界としている。

近世宝満二十五坊と呼ばれた坊跡は、竃門神社中宮の南側に隣接する西院谷地区と宝満山々頂の寵門

神社上宮から南側に延びる尾根に展開する東院谷地区からなり、西院谷の一部と東院谷地区全域が筑紫

野市域に所在する。西院谷地区及び東院谷地区は、その大半が竃門神社社地内に所在し、一部が国有林

地内に広がる。

西院谷 ・東院谷地区並びに登拝道は、元和4年頃に公役として普請されたといわれ、幕末まで多くの

参拝者で賑わいを見せていたが、明治元年「神仏分離令Jにより坊中が離山したのち一旦政府の上地と

なったが、明治41年に竃門神社に編入され神社社地として今日まで管理されてきた。(註 1) 

戦後の高度成長期を反映して、昭和 40年代から全国的にハイキングや登山がブームとなり、宝満山

も福岡都市圏近郊の日帰り登山ができる手頃な山として人気が高まり、また、 三郡山縦走、岩壁登撃な

ど様々な楽しみ方ができる山として登山者数が年々増加していき、祈りの山から登山の山へとその比重

が高まっていった。

このような中、西鉄山友会(註2)は昭和 38年から宝満山の環境整備に取り組み、昭和 40年には竃

門神社上宮の踊り場下に避難小屋を設置し、羅漢道をはじめとする登山道の整備を行っていった。

増え続ける登山者に対応するため、竃門神社と西鉄

山友会は昭和43年 3月、東院谷地区座主坊跡に建

坪 40坪で軽量鉄骨造プレハブ構造のキャンプセン

ターを建設(註 3)、坊跡を野営場として整備し西

鉄山友会がその管理 ・運営にあたった。

平成元年、初代キャンプセンターが老朽化したた

め、プリカットログ材を使用した本格的な山小屋に

建て替えられた。

建坪は 24坪に縮小されたが、ベランダデッキを

配し管理人室 ・発電機室 ・倉庫を併設している。ま

た、西鉄山友会は平成4年にはこのログ材を使用し

てトイレを設置し、環境保全への取り組みを強化し

ていった。

さらに平成 20年には、西日本鉄道株式会社 100

周年記念事業としてトイレのバイオ化工事(註4)

を行い、尿尿処理問題をさらに改善していった。

西鉄山友会は、キャンプセンターの維持 ・管理を

行うとともに、登山道の整備 ・バイオトイレの設

置 ・ゴミの清掃処理 ・登山者への啓発などに取り組

み、宝満山の環境保全と荒廃から守る活動を続けて

し、る。
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図1 座主跡キャンプセンター全景

図2 宝満山キャンプセンター



図3 宝満二十五坊配置図
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2 崩壊の状況

明治の神仏分離令の後、管理が龍門神社とはなった

ものの、坊中が離山し長い間風雪にさらされてきた坊

跡や登拝道は、度重なる地滑りや石垣の崩落などで近

年特に荒廃が顕著になってきた。その要因としては、

①植林木の生長 ②樹木の倒壊 ③登山者の増加等が

あげられるが、近年では多発する集中豪雨が最大の要

因と考えられる。

特に東院谷地区では、キャンプセンターとして利用

されている座主跡からの雨水が、尾根に展開する各坊

跡に流入し、大小の法面崩壊や石垣崩壊を引き起こし

ている。

平成 15年9月の集中豪雨では、座主坊跡正面(南側)

の石垣が幅約 12m、長さ約 40mにわたって石垣の崩

落 ・地滑りを起こしている。

これらの坊跡の崩落、地滑り箇所は東院谷だけで古

い痕跡を含めると 20箇所以上に及び、遺跡全体が崩

壊の危機に瀕しているといってよい状況となった。

平成 23年6月、東院谷地区仲谷坊跡(岡寺 2008)

の石垣が、雨水による崩壊の恐れが高まったことから、

同年 7月佐賀大学名誉教授林重徳先生に東院谷地区坊

跡の按損状況を現地調査していただき、当面する課題

と応急の雨水対策についての指導を受けた。

調査の結果、宝満山々頂の稜線より南側に降った雨

水の大半がキャンプセンター(座主坊跡)を経由して

「女道」と呼ばれている登拝道敷きに流れ込み、これ

をオーバーフローした雨水が随所で、坊跡側に流入、石

垣の崩落や地滑りを誘引しているとの指摘を受けた。

また、その背景には永年の自然荒廃とこれまでの崩

落士の堆積が本来の雨水排水機能を低下させ新たな崩

落の連鎖を引き起こしており、これ以上の崩壊を防止

するためには、緊急に保全の対策が必要であるとの指

摘がなされた。

このことから筑紫野市教育委員会は、土地所有者で

ある宗教法人竜門神社並びに太宰府市教育委員会と協

議し「宝満山遺跡東院谷地区坊跡保全工事J(以下工

事とする。)を実施することとした。

工事は、筑紫野市教育委員会が実施し、事業費の内

2，000，000円を竃門神社が負担する協定を締結した。

工事は平成 24年 5月 31日に着工し、同年 7月 31日
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図4 登拝道 (女道)を横断する雨水

図5 坊跡石垣をえぐる雨水

図6 平成 15年座主跡石垣崩落の状況

図7 平成 24年座主坊崩落の状況
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の谷部に導水し沢に放流口を設けた。

また、キャンプセンターの野営地の雨水が登拝道(女道)

に流出しないよう石垣に沿って土嚢積みを行った。

登拝道(女道)から坊跡にオーバーフローしていた箇所

には、土嚢積み(2段)を行い流出箇所を塞いだ。またさ

らに、崩落土によって雨水流路が坊内側に変わっていた箇

所では、土砂の撤去を行い雨水が坊跡外に流出するように

流路を変えた。

工事に使用した土嚢はすべて遮光土嚢を使用し、土砂は

これまでに崩落により発生した土砂を使用した。施工に際

しては、遺構面を含め崩落土以外の掘削は行わなかった。

今回の工事は、年々激化する集中豪雨に対する応急の処

置であり、東院谷地区全体の雨水対策を抜本的に改善し、

崩壊箇所の修復を行ってし、かなければ遺跡全体の崩壊を食い止めることは困難であると予想される。

註

l 詳細な経緯は、本編第1章第3節参照。

2 西鉄山友会は、西鉄福岡山岳部が前身。昭和 33年に社員 30名で発足。昭和 43年より宝満山キヤ

ンプセンターの管理 ・運営をしている。

3 キャンプセンター建設に先立ち、福岡県教育委員会による発掘調査が実施されているが、詳細は未

報告のため不明。

4 排地物の処理槽に微生物の棲む木片チップを入れ、排地物の分解処理を促す。

竣工した。

-事業費の内訳

総事業費 6，034，350円

4砂宝満山遺跡東院谷地区保全対策事業

設計施工管理費 208，950円

工事費 5，825，400円

設計 ・施工管理 スリーエヌ技術コンサルタント(株)

施 工(有)天拝緑地

対策の概要

工事は、山頂稜線から流入する雨水を土嚢(3段積み)

で受け、キャンプセンター脇に設けた土嚢積みの雨水升に

一旦ためてから、波状管(口径 250mm X 2本)をキャンプ

センターベランダデッキの下を這わせて、遺構がない西側

図11 座主跡土嚢擁壁と土嚢積み水路

図12 導水管設置状況

図13 登拝道脇土嚢積み状況

図10 東院谷座主坊跡工事全体図
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第 10節 山岳信仰遺跡としての宝満山(国内山昔信仰遺跡における位置付け) こから予言思考ひいては予言能力が発達していったと、言語学や発達心理学では説いている。

山岳といい、山という突土した地形に不思議な畏怖を感じたことによって、山への信仰が生じたと考

えてよいと思う。山とヒトとの関係で見ると、つぎのように分類してみることとする。

① 生活空間に地理的に接した山。一般に黒山といわれることが多い。

② 生活空間とは、 一定の距離が離れているが、その山体をよく望見することが出来る山。

③ 生活空聞から望見することが出来ないが、位置的に山に接近することにより、あるいは高所(山や

丘阜)に登高することによって望見できる山。

④ ②または、③に接続していて、大きな山脈あるいは山体となっている山の一部または全部。

⑤ きわめて遠方に存在する山。

⑥ 伝承、伝聞によって知りうる山で、今日の科学的観点からは、存在しない山であるが、ヒトはその

存在を強く信じている山。

などに分類することが出来る。

1 山の規模と信仰

宝満山の信仰が、宝満山において、自生したものか、どこかの山の信仰がこの地に伝わったという契

機によって始まったのかを考えたい。宝満山の信仰は、日本の山信仰のなかで理解できるものであると

考えたい。宝満山の歴史を明らかにするうえで、全国の山の信仰と宝満山とを比較するのが重要な視角

であると考える。まず、山の高さと、けわしさの観点から比較したい。

宝満山は現在は、宝満神社の下宮が、山麓部に位置し、山頂に上宮が杷られている。その両宮の比高

は、 679mにも達している。下宮と上宮の平面距離を地図上で算出すると、約 2kmで、ある。比高差と、

平面距離とを三角形の二辺とすると、傾斜面の距離は約 2.1kmとなり、かっ傾斜角は、約 19度弱となる。

この傾斜角度は極めて小さく見えるが、 19度は急傾斜の山である。

この数字せ神の座す山として代表的な大和の三輪山 (467m) と比較すると、 三輪山の傾斜角は、約

12. 3度となり、斜面長さは 1792mとなる。宝満山は、「けわしし、」山であることが判る。独立峯で、

同じように神の座す山と知られている近江の三上山 (432m) と比較してみる。三上山麓の三上神社の

地は、標高約 105mで、あるので、比高は 327mで、ある。斜面の長さは 1052m。傾斜は約 18.6度。三上

神社は、 三上山を神山として祭杷しているが、現在は重要文化財の社殿に神が悶られてる。ところが、

この社殿が修理された時に、本殿の背面に開閉することが出来る扉の装置があったことが確認された。

つまり、本殿を建設したのちも、背面の扉を開け放って神山を悶っていたことが判った。さきの三輪

山を把る大神神社は神山(禁足地)と、拝殿(寛文4年、 1664年)との聞に三つ鳥居(現在の鳥居は

1883年の造替 ・重文)を設置して、神山を拝している。宝満山は、傾斜や比高が示す数字が三上山と

三上神社の関係にほぼ近い。

一般に登山では、比高 150~ 200 mの登山で、は一時間の歩行が必要とされている。この数字は、日本

国内の高山でも、それ以下の山でもほぼ同じである。若干の例を示しておくと次のようになる(すべて、

登頂方向)。

・上高地 ・明神(1545m)から槍ヶ岳山頂 (3180m)のコースタイム(比高 1635m)は、約 8時間

・富士山の北日本宮富士浅間神社 (850m)から、山頂 (3535m)までのコースタイム(比高 2685m) 

は約 10時間(なお、神社から馬返近くまでは、傾斜の緩い道である)。

・伊吹山(比高 1377m)は、 4.5時間(ただし、山頂と、伊吹山寺との時間)0

・大峯山頂(1719m) と洞川の清浄大橋は(比高約 800m) は2時間 40分。

このように、山容の急峻さは無関係で、登山用の小径が明確で、ある限り、その時の傾斜などは、さほど

大きい差にはならず、すでに記したように比高 200mで約 1時間強あるいは 2時間弱である。(岩峯を

登るなどの部分は、 一般的でない)。

3 飛鳥 ・奈良時代の首都周辺の山の信仰

7、8世紀、つまり飛鳥・奈良時代の首都の地である奈良盆地を中心として、祭杷あるいは信仰のあっ

たの山を例示してみる。

① 生活空間に接した山

藤原宮を囲むように存在する大和三山(畝傍山、耳成山、天香具山)が、その代表である。平城宮から

する春日山、御蓋山もそうである。

② 藤原宮から都の西の二上山と、東の三輪山はその代表で、ともに 7~ 10 kmの距離にある。葛城山

系も含めてよし、かもしれない。

平城宮では、西の生駒山が代表である。はるか南東方向には、吉野大峯連峯が、冬季に望見できるの

で、含めてもよい。

③ 藤原宮からは、葛城山系の南側(現在の山名では金剛山から和泉葛城山)、信貴山、飛鳥盆地の東

側の山(両槻宮の推定地)からは、 二上山と信貴山の聞を流れる大和川の地溝をはるかに越えて神戸市

の北扉というべき六甲山系が、四季を通じてよく望見できる。平城宮では、宮の北の佐保丘陵に登って

みると、東北の比叡山、西北の愛宕山がよく望見することができ、笠置山系もよく望見することができる。

④ ②、③で記した生駒山から葛城山から葛城山系や吉野から熊野まで延々と続いている大峯山系など

が、その例とすることが出来る。

⑤ 万葉集などにも詠われている富士山、筑波山などが代表である。筑紫の宝満山、越中の立山なども

該当する。

⑥ 藤原宮 ・平城宮の僧侶、儒者、貴族ら知識階級に属していた者は、仏書における須弥山、儒におけ

る三山あるいは三仙といわれる海中にある蓬莱山、方丈山、誠州、|山などは、よく知っていたであろう。

後者は、『史記始皇帝紀』に記事があり、徐市をして、不老不死の薬を探させた故事があり、倭固との

関係も極めて深い。神仙世界のことである。仏者の須弥山世界は、聖武天皇の発願による東大寺大仏の

蓬弁に彫刻されていることによっても、天平時代においては知悉されていたことがわかる。須弥山は東

大寺大仏鋳造以前から知られていた。法隆寺百済観音の竹幹を模した光背支柱の基部には山岳文と言わ

れる須弥山彫刻がある。また、玉虫厨子の背面台座の板絵も須弥山であるなど、飛鳥時代から知られて

2 山の信仰の始まり

人類が日本列島に定住を始めて以来、ヒトは自然のなかで生活していた。ヒトは他の動物と同じよう

に木の芽や樹葉、革、草樹根を食していた。草食動物は、ヒトと同じように木の実や樹葉、草樹根を食

していた。ヒトは雑食動物であるので、他の肉食動物と同じように、草食動物、肉食動物、鳥類、は虫

類や両生類を食していた。ヒトは雑食である。このため、他の草食や肉食動物に比して自然環境の劣化

や悪化に対して、より強し、適応性あるいは、順応性をもっていた。また、ヒト相互の意志伝達のための

言語が発達したことによって、ヒト特有の“ココロ"が著しく発達し、過去の行動に対しての反省、そ

いた。

古事記と日本書紀に記されている日本の建国神話(伝承)の高天原も、この範曙に含めてよいものと
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思う。つまり、人間(古代以前はヒトと表現しているが、古代以後は人間と表記する)は、 一般的な理

解として、理想の世界、救世主の領域を山に求めていたことを示している(ヒンズーやキリストの思想

においても山は重要な要素を占めていることは、よく知られている)。これが、今日の神道につながっ

ているとも言われているが、本稿では、神祇、神祇思考と表記しておく。

4 山と人間のかかわり

このように山と人間の関係を分類していくと、いくつかの小分類が出来る。それを記しておく 。

立ち入るか否か。 山での滞在時間 独立峯か、連峯か。山と人間の位置関係分類

日I独I連連立峯峯峯の突出峯ドご;立ち入り形 kご :短時間① 生活空間に即した山
非立ち入り形 長時間

11 

ドごi立ち入り形 にごa短時間 HI独連立峯峯
② |性活空間とは一定の距離

非立ち入り形 b長時間
111 連峯の突出峯

|くごa短時間
l独立峯kご i立ち入り形 11連峯③ 生活空間から望見

非立ち入り形 b長時間
川連峯の突出峯

|くごa短時間
I独立峯

立ち入り形
H連峯④ 山脈など 片ごAR非立ち入り形 b長時間
川連峯の突出峯

ドごa短時間 I独立峯
立ち入り形

11連峯⑤ 遠方の山 にごAR非立ち入り形 b長時間
111 連峯の突出峯

ドごa短時間
I独立峯

にごi立ち入り形 H連峯@ 伝承伝聞の形
非立ち入り形 b長時間

川連峯の突出峯

この表から、①Baと記した場合は、生活空間に近く、山には立ち入らない。また山の接触時間は短

いことを示している。この例は、奈良県三輪山、同春日大社の神体山である御蓋山などをあげることが

できる。日本の山の信仰で知られる著名な山を、これによって分類したのが、次の表である。

筑波山 ②AaI 独立峯

富士山(現代) ③AaI 
独立峯

富士山(古代) ③BI 
大峯山 ③AaIII 連峯の突出した部分

大峯山奥駈道 ③AaII 連峯

二上山 ③AbI 連峯の突出した部分

比叡山(最終開山) ①AbIII 
連峯の突出した部分

比叡山(以後) ②AbIII 
宝満山(律令以前) ③Aまたは③AaI
宝満山(律令以後) ③Aaまたは②AaI 連峯の突出した部分
宝満山(修験) ③Abまたは④AbI

入

わ

山

の

き

る

人

に

期

な

な

導

変

い

も

で

な

け

ち

長

を

を

教

く

な

の

類

ら

げ

直

り

)

状

仏

き

ら

そ

分

さ

げ

、

な

い

地

、

大

入

山

小

、

五

後

か

な

山

は

、

ち

が

に

は

に

た

に

で

は

仰

は

立

聞

と

合

山

し

山

確

い

信

で

に

人

係

場

。
な

3

明

る

の

と

山

、

関

る

る

を

企

は

あ

山

後

、

と

る

入

き

為

場

語

脈

。
以

が

係

入

け

で

行

る

用

山

る

と

間

関

け

分

が

の

す

の

な

前

。
人

の

分

。
類

定

山

で

と

と

以

る

と

に

弘

分

一

下

リ

冷

字
削

m

l-勿

神

の

(

容

道

山
神

な
の

的

。

本

峯

る

目

立

な
出

虫

こ

い

は

う

多

い

よ

が

る

に

と

あ

次

こ

峯

と

る

立

る

れ

独

す

わ

が

示

言

山

表

と

る

を

法

入

ら

修

け

れ

や

分

こ

叫
草
木

。

修

た

る

(

ま

あ

為

。
が

行

る

合

て

あ

場

し

が

る

在

合

い

滞

場

て

に

す

し

176 

γ
 

5 山に位置する奥の院 ・奥宮

多くの山の遺跡(寺 ・神社)に、奥の院(奥社)が営まれることが多い。 奥の院、奥社の場合も、

その成立つまり起源について、 2つの実例がある。

第一は、福岡県宗像大社の奥ツ宮(沖ノ島)、中津宮(大島)、辺津宮(九州本土の神湊)の場合である。(注

1)考古学資料からのみ判断すると、沖ノ島が祭把の始発地であり、のちに九州本土から、沖ノ島を準

拝することになったとせざるを得ない。いっぽう奈良県三輪山 ・大神神社の場合は、現在の社殿付近つ

まり山麓に初期的な祭把遺跡があり、のちに山頂直下の遺跡の形成をされたとしてよい。

いっぽう、飛鳥から奈良時代の平地伽藍の寺院においては、奥の院の形成はないのが一般的である。

ところが、山の中に営なまれた寺では、当初から奥の院的な場所から始まる場合がある。その代表は、

奈良県室生寺である。室生寺は、国宝五重塔、同金堂と堂内の諸仏で知られている。室生寺の平安時代

の姿を伝える史料として、正和三(1314)年に写された Wr-'->一山図Jl(金沢文庫蔵)が残されている。

これには別に高野山円通寺本、東寺観智院本などがある。平安時代の康平 8(1065)年に請雨法を修し

て験を得た東寺長者の成尊が作成したもので、室生川に沿った室生竜穴と竜穴神社を右端(南方向)と

して、室生寺の山林を含む全域を

描写したものである。(注 2) 山の

寺の全域を描いた図面としては屈

指のものである。その左端地区に、

国宝玉重塔が描かれていて「五重

木塔此塔内四仏」と注されている。

そこから現在の奥の院への通路に

あたる地点に、三重石塔一基と、

七重石塔一基が描かれている。前

者には「此塔六角石塔也」と注記

されている。七重塔には「白石七

重。塔下穴。上蓋。高七八尺許也。

七重石塔下此中00 。石畳底深

00也。 」と注記されている (o~n

は党字)。その下方には別の三重石

塔を描き「如意峯此岩南草生タリ。

三重石塔。同堅恵大師手跡如法経

心経Jと注記している。このうち、

国宝五重塔の左側山頂(岩峯)に

立つ重要文化財層塔が、Wr-'->一山図』
の如意峯の三重石塔にあたる。

昭和 21年に石塔の指定文化財調

査に岸熊吉 ・末永雅雄両先生が行

かれた時、石塔の前面の平板状の

石を移動したところに、小形厨子

に入った聖観音像が現れたので、

本格調査を期して調査を中断され

奥の院

4 
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図1 現在の室生寺の情況
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た。のち、大岡実氏が塔を解体し、擬灰岩製の塔身内を掘り抜いてうがった空洞の初層と二層からおの

おの一個の木製経筒を検士し、塔基の地下から蓋付銅城、和同開略、玉類などを発掘しているが、詳細

な記録は残していなし、。出土品は、仏舎利様の珠 l、瑠璃玉 l、和同開弥(銅 189枚、銀2枚)土器片

少量で、ある。ただ、報告図面第3図の注記によると、水晶製舎利容器、瑠璃玉なども出土していたよう

ある。石塔の基石の底面から 10mのところに、銅境があり、銅椀の右半分を囲むように銭貨などが置

かれていた。和同開祢のうち拓本が残る 2枚は、いわゆる古和同で、銀銭 2枚も古い字体である。(注 3)

和同銭は、銀2枚、銅 189枚である。これらの出土品に混じって、塔基からか塔前面の平石下でかど

うかは判然としないが北宋銭もあり、幾度も追加奉納があったことが知られる。和同開部は、和銅8年

以降も、長く鋳造された。このため、和同銅銭のみから埋銭の時期を確実にしえないが、 189枚もの大

量の一括出土は、和同開部の早い時期を示しているとしてよい。銀銭との出土状況の関係は、記録され

ていないが、銀銭2枚の併出は、きわめて和銅元年 (708)の初鋳年に近いころの一括セットであると

してよい。さらに付言するならば、出土和同銭のうち、出土地が確認される和同銀銭は、きわめて少な

いことを勘案するし、和同銀銭の確実な最も新しい出土例である小治田安万侶墓 (729年)、銀銭 10枚

の一括出土を最下限として、如意峯に遺跡が形成されたとしてよい。(注 4)銅境の形態は類例に乏し

いが、図面を見る限りにおいて、遅くとも 9世紀に下ることはない。総合的に見て、 700年代の前半な

かでも、その前半に、最初の埋納があり、平安時代に至って擬灰岩製三層塔(現在は二層)が、その地

点に建立された。ただし、塔基壇の中心点に合わせて埋納物が安置されていないのは、石塔建立前には、

永久的な構築物がなかったことを示していよう。塔の周辺出土の遺物は、当初からの和同銭 13枚、そ

の他後世のものの存在は、 一回の埋納で、なかったことを示していよう。

室生寺は、興福寺僧修園、堅恵とつづく寺塔建造などの寺観整備の前段階として、 8世紀初頭つまり

藤原京時代最末期から奈良時代初期にかけて、初期の山の信仰があったことを示している。それが、室

生寺の始まりで、それを具体的に示すものとして、高い崖の上の岩峯の先峯部であることは、山の信仰

のー形態であったことを示している。これに少し遅れて仏教が加わったと見てよい。修園らの求法持法

は、山の信仰の地を利用したのである。

やや長く記したが、室生寺知意峯の信仰は、仏教以前の山の信仰としてとらえることが出来る。もち

ろん、式内室生竜穴神社との先後関係も検討すべきであるが、直接的に検討する史料がない。ともかく

も、室生寺の奥の院、正しくは現在の奥の院の下方に位置する知意峯の信仰が、のちに室生寺の建立に

結びついたとしておきたい。

神社の奥宮についても例を挙げておきたい。栃木県日光二荒神社の奥洞は男体山山頂 (2484m) に

位置している。男体山は、大きな日光連峯の一部であるが、宇都宮盆地からコニーデ、型火山の山容がよ

く望める。まさに神奈備状の山である。また、山麓の中禅寺湖にも、美しい逆さ男体山が映し出されて

いる。岡山の開山については、弘法大師空海が撰文した『沙門勝道歴山水埜玄珠碑並序』の碑文が『性

霊集』に残されてる。この碑文によると、勝道は奈良時代の 767年(神護景雲元年)と 781年(延暦元

年)に登山を試みたが失敗し、 782(延暦 2)年に再び登山し、登頂を果たしたという。男体山頂上には、

二荒山神社の奥宮があり、中禅寺湖畔に中宮桐がある。中宮嗣から山頂までは比高約 1190m、登山の

標準時間 3.5時間である。八合目の滝尾神社付近からは、岩山となり、高木はなくなる。八合目近くか

らも縄文土器片、石嫉などが出土している。(注 5)

頂上は、火口壁の上にある。再噴火特に吹き飛ばされなかった火口壁の一部である。二荒山神社奥宮

が鎮座しており、最高点は社殿から 300m程の位置にある。そこには大きい三角形の影向石がある。岩

峯の突出部である。ここから神が影向するという。山頂の右側(北側)に小さい社殿があり、太郎山神
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如意塔下から出土した和同開弥
(上2枚は銀)

図4

{一山図
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社である。社殿の東側に岩裂(割れ目)がある。割れ目は上で、l幅5m程で、その深さは計測されていな

い。昭和 38年に学術発掘調査が実施され、岩裂から多くの出土品があり、重要文化財に指定されてい

る。古墳時代後期から平安時代に至る土器類、鏡などとともに、他の山の遺跡から出土していない奈良

時代の銅印が多数出土している。また、これも他の山から出土していない時期確定が困難な鉄鐸が多く

出土している。二光山頂遺跡の特色といってよい。その他に経軸端、銅銭など、山の遺跡で多く出土す

る遺跡も多い。昭和 38年の発掘調査の記録によると、岩裂を約 1m掘り下げると、土が氷結していて、

お湯をかけたが、調査のさ らなる進行は出来なかったと記されている。一種の永久凍土である。男体山

の現在までに知られている出土品、伝世品を見ると、山頂の遺跡の形成が最も古く、山麓は、遅れたら

しいという情況が知られる。山頂出土の遺物からは 14世紀以降の山頂への奉蓑は急減している。この

ころ山麓の神社が整備され始める。

男体山の信仰を示す遺跡に宇都宮盆地の集落跡があると、栃木県埋蔵文化センターの橋本澄夫元セン

ター長は、与、くつかの遺跡をあげている。栃木県鹿沼市北赤塚町の青龍淵遺跡(注 6)からは男体山の

山容がきわめて美しく望見できる。鹿沼市上殿町の竜地遺跡(注7)と宇都宮市下荒針町の金沢遺跡(注8)

は男体山への捷径の道路上に位置し、かっ山容がよく望める遺跡である。今後、宇都宮盆地のこのよう

な発掘調査が積み重ねられる課程で、勝道が男体山を望んで、登頂の宗教的意欲をかきたてられた遺跡

が検出されるかもしれない(たとえば、当地に多い墨書土器などが出土すれば)。

たった二例をあげたに過ぎないが、山を対象とした遺跡が、山麓から頂上へと時間を追って遺跡形成

されたのではないことを示した。山頂に遺跡形成されたのち、中腹あるいは山麓にも形成されるのであ

る。この時は大規模化する。

図5 南東から判官塚古墳・日光連山を望む
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6 修験道と山

全国各地に、霊l上!と言われる山は多い。ただ

し、その多くが出土品と伝承資料の分析から

は、平安時代中期の未法思想、の流行によるはる

かな来世における弥鞠による救済を求めての

経塚経営以後にかかわる出土品と確実な史料

が多い。平安時代初期までさかのぼる山は少な

い。天台と真言両宗による弥鞠信仰とは、異な

る浄土教団による阿弥陀信仰は、釈迦入滅後、

五十六億七千万年に出現し、衆生を導くという

考えに比べて、よりきわめて近い将来に来迎さ

れる阿弥陀仏が人々に親しまれた。阿弥陀信仰

を地上において現出させるために都塵を離れ

て、大都市近郊あるいは、近傍に阿弥陀寺院を

造営することが流行した。岡山県東粟倉村の後

山の修験は、寿伝では、 14世紀に始まるとい

う。日光の山麓の神社の盛行と同じ時期である

ことは注目されてよい。平安京における宇治、

奥州平泉における毛越寺などが代表である。全

国各地に例をあげることが出来る。

マ
ー

修験の本尊である不動明王信仰も深まった。藤原道長 (966~ 1027)を例としてあげると、金峰山詣

(寛弘4年・1007)を実行するとともに、比叡山にも 3回にわたって徒歩で登山し、晩年の治安 3(1023) 

年には高野山にも登山している。また平安京内にも法性寺などを経営し、宇治に浄妙寺を建立するなど

もなしており、息男の藤原頼道の宇治平等院建立につながってし、く。金峰山詣は頼道(長和 3年(1014))、

さらに師通(寛治 2年 ・寛治4年)にも引きつがれてし、く。道長は、仏教のみならず神社にも詣でてい

る(加茂、春日、岩清水など)。道長の仏寺と神社参詣をみると、その行動は、完全な宗教的規範性を

もっていたとは考え難く、広く深く仏教と神、そして陰陽道に傾注していたのであった。具体的には宗

教行事を行い、参詣している。倉本一宏氏によると『当時の貴族の中でも、やはり特筆すべきものであ

ろう oJlとしている。(注 9) しかし、随行を命じられ、自願して雇従した者が極めて多数に上る寛弘 4

年5月 17日に金峯山詣の長斉を始めた日に、精進所に赴いたのは、中納言源俊賢以下 17~ 18名にも

及んでいて、その被官を入れると莫大な人数となる。その影響を過少視することは困難であると言えよ

フ。

古代末以降の修験道において礼拝の中心となる不動明王は、空海が請来した仁王経五方諸尊図につづ

いて円仁請来、円珍請来像などを中心として流布してし、く。なかでも円珍は25歳の延喜2年 (902)に

黄不動を感得して以来、その宗教のなかで大きい比重を占める。円珍は入唐から帰朝後に固城寺(三井

寺)を開基したことで知られている。不動明王は、まさに尊号のとおり修験道にとっては、不動の信仰

対象とされるに至った。

すでに、宮家準氏が『鎌倉時代によると、金峰山と熊野の聞の大峯山系が修験の霊場として確立した』

としている。(注 10)この考えは、和歌森太郎が、『修験道史研究Jl(注 ll)で考えていた摂関期よりは、

およそ 100年程は新しい年代を示してる。和歌森氏は、「山伏(山臥)Jの用語の初出を重視していた。いっ

ぽう、宮家氏は「修験」の初出を『日本三代実録』の貞観 10年 (868)7月7日条としているにもかか

わらず、修験の成立を少し新しいと見ている。私には、宗教史からの宮家氏の考え方を論じることは出

来ないが、遺跡と出土品などの分布情況と解離していないことから、その指摘が正しいと思える。

7 人間と神のかかわり 祝詞から一

神との関係では、神話によまれている山の神(たとえば伊吹山の神は『日本書紀(景行紀)Jl)では「近

江五十葦山(伊吹山)有荒神Jr主神化蛇之請、是大蛇必荒神之使也」などと、山の神の存在を示していて、

山の神は大蛇に化身して出現するとしている。また使者として動物を使役している。また同じ景行紀な

どには「神山」とも表記されている。神話伝承ではなく、朝廷が山を祭杷した古い史料として『延喜式

巻八』に集録されている祝詞がある。(注 12)

祈年祭の祝詞に『山の口に座す皇神等の前に白さく・飛鳥・石村・忍坂・長谷・畝火 ・耳無と御名は

白して、遠山 ・近山に生い立つている大木・小木を本末うち切りて ・・・ (中略)・・・・・ 、水分に座

す皇神等の前に白さく、吉野・宇陀・都祁・葛木と御名は白して・・・ (下略)Jl(岩波古典文学大系による)。

また、六月晦大械の祝詞には『国つ神は高山の末 ・短山の末に上りまして、高山のいえり、短山のいえ

りを撲き別けて聞しあさむ。(下略)Jl

祈年祭の祝詞の『山の口に座す皇神等』の所在地は、飛鳥山口神社などとして式内社となる。「水分

に座す皇神等」の所在地は、同じく吉野水分神社などとなって式内社として奉祭されていることは、よ

く知られている。祝詞からは、 一般に山には、民衆の祖霊神が山にいたとは、読めず、神話伝承以降の

いわゆる人皇の霊もそこにいたとは読み取れない。神話伝承中の祖霊がいることになっている。この祈

年祭と六月大晦の祝詞は、現在においても踏襲されていて、律令時代にあっては、国街 ・郡街において
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も唱えられていた可能性はきわめて高い。逆に言うならば、必ず唱えられていたとみてよい。

いま、奈良県の各山口神社と水分神社の発掘調査はまったくされていないので考古学的に、おのおの

の山口神社と水分神社の創始の時期を確定することが出来ないのを遺憾とせざるをえない。旧官幣社で

ある丹生川上神社上社は、社地の水没移転に際して、発掘調査を実施した。吉野川|左岸の社地は、遅く

とも 8世紀末から 9世紀初頭には社殿があり、 20世紀末まで、その位置が踏襲されていたことが明ら

かになっている。

ところが、さきに紹介した室生寺奥の院近くの如意峯塔下の出土品のうち、 8世紀初期のものは、祝

詞には記されてはいないが、式内室生竜穴神社と関係して見ることは許されるだろう。W，-L.一山図』に

両者が描画されていて、同一の地点と認識されている。水分社と山口社の分布からみると、飛鳥 ・藤原

の都宮に近い神社を指していて、平城京にかかわるものがないことは、その成立年代を決める手掛かり

となり、飛鳥 (672'"'-' 694)、藤原 (694'"'-'710) とする武田祐吉氏らの考え方に従うべきであろう。律

令の国街 ・郡衝において、その土地の神あるいは地域に応じた祝詞があった可能性は強い(中臣の祝詞

や出雲神賀詞の存在は、それを示唆している)。

8 律令祭前日と山を示日ること

律令祭杷という用語が、前世紀の後末期から言われるようになった。もともとは岡山県倉敷市の大飛

島の発掘調査において、奈良三彩小壷の出土などから、各地域において国家祭杷に共通する出土品とし

て、奈良三彩小童(もちろん大形でもよし、)、和同開弥などの銭貨、小形の鏡(海獣葡萄鏡や素文鏡)、

銅鈴(これは平安時代以降のようである)などの全部または一部である遺跡がつぎ、つぎと発見された。

律令祭聞の用語は、国家の場合、各国の場合、各都の場合などがあり、他に有機質のものとしては、人

形、木製品、絵馬などが構成要素とされている。土製品としては墨書人面土器などが含まれている(こ

れは平地の遺跡でのみ出土する)。土馬も出土することがあるが、時代が下がると、 三彩は灰粕陶や輸

入陶磁器にかわることが多い。甲斐金峰山頂 (2579m) においても土馬が出土している。(注 13)

銭貨の出土は、山の遺跡から始まったのではなく、近江崇福寺塔跡出土の無文銀銭(注 14)、川|原寺

塔跡出土の無文銀銭(注 15)などの仏教の舎利奉安具に伴う荘厳具が始まりである。ついで、藤原宮

の大極殿院南門の西側から、須恵器平瓶に入れられた和同開時などの地鎮具に含まれていた。この例は、

大宰府正庁南門での地鎮具など、各地の街署(官街)に及んでいる。仏教では、法隆寺西院伽藍南門外

における和同開弥を含む地鎮具となる。

平安時代になると官街における地鎮法や祭杷の儀礼は大きく変わる。延喜式に集録されている各祭把

で、銭貨はまったく使用されていない。延喜式以前の資料は少ないが、奈良時代後半の書写本が重要文

化財となっている。『内宮儀式帳』にも銭貨の記述はない。神誠祭把と銭貨は切り離されたとみてよい。

いっぽう仏家では、平安時代後半から鎌倉時代に至っても経塚から北宋銭、南宋銭が出土し、大峯山

頂に宇多上皇が親拝した時に築かれたと推定している護摩壇とその周辺からは、長年大宝 ・銑益神宝 ・

寛平大宝 ・延喜通宝、乾元大宝などが多数出土している。仏教では地鎮などに際して五宝 ・七宝などを

重視して用いている。銭貨はその法軌には含まれていないが、出土例は多い。これが民間信仰となり、

厭勝銭(時には絵銭とも言われている。中国唐朝では、開元通宝の金銭さえ厭勝銭として製作された。)

さえ多用された。和同開弥は、日本最初の銅銭であったので、その後も長く製作されたようで、近世の

銅座においても縁起銭として製作されたとも言われている。

-182 -

9 山の信仰と入山の形式

山の信仰において入山の期間(時間)の長短を、すでに問題とした。これは、鎌倉期以降に大いに盛

行する修験との関係において最も大切な検討を要する項目である。

修験の総本山と自他ともに認めていた熊野と吉野の大峯山系における修行は、件機である。長期にわ

たって、大峯山中において修行するものである。

比叡山横川の首楊厳院沙門鎮源が著した『大日本国法華験記』は長久之年 (1040'"'-'44)季秋に撰さ

れたと記されている。その第 11話には、「沙門義審、巡行諸山、修行仏法。従熊野山入於大峰往金峰山・・・

(中略)・ ・・視四方幽谷、十余日間」とあり、義容なる僧が、 10余日の日程で、熊野から金峰山へと

科撤したことが知られる。ともかくも長い日数をかけて山中をあるくのである。

宮内庁本『諸山縁起集』の第 9項には「大峯の宿名百廿所」とあり、熊野宿から王熟宿(吉野川南岸)

までに、 120の宿があったとしている。この宿は、宿泊の場所ではなく、神が宿(やど)る場の数を示

していることは、私が早くに考証したところである。この宿は、近世には、大峯七十五廓として再認識

されるが、両者の多くは一致していない。(注 16)

料徴(登山用語では縦走)を中心とする修行は、歌人西行も 12世紀の久安年間の頃に行っている。

日数もかかる。また大峯と並び、著名な葛城修験も地図上の最短距離で約 90k mを縦走する。紀淡海

峡の加太からさらには海上を友ケ島に至って、そこを起点とし、河内と大和の国境屋根を北上して、 二

上山あるいは信貴山に至る縦走である。

大峯と熊野間の縦走一料科撤ーの始まりについては、具体的に確実な年代を示す資料は乏しい。ただ

し、 8世紀の土器片が、吉野川岸から大峯山頂をへて近畿最高峰の弥山の池と谷までの区間において、

わずかではあるが出土しているので、 8世紀には人が歩いていたことは確実である。弥山以南について

は知ることができない。

葛城については、われわれの研究は途中であり、明確にはしがたいが、金剛山 (1125m)弥山中腹

に7世紀の山の寺である高宮廃寺(海抜 550m ・史跡)があるなど、早くから仏教が、山の中に入った

一例として知られている。礎石が整然として並んで、いて、瓦葺の本格的な寺跡である。

大峯に戻ると、道長に始まる経塚経営は、大峯山頂を目指したもので、十斗撤ではない。中世末以降の

大峯修験、なかでも江戸時代以降の大峯入峯の大部分は、山頂に登頂するものであって、料撤を目的と

はしていない。

大峯 ・葛城の名称、は、全国に仮託地名として、「大峯うつし」 ・「葛城うつし」の修業の場が全国に出

現する。また、「胎内くぐり JIのぞきJIありの戸わたし」などの名称も「大峯うつし」として全国各

地の山に認められる。岡山県後山 (1344.6m) の縁起では、大峯山の行場と「うり 二つ」であること

さえ強調している (W作陽誌~) (注 17)。

10 宝満山の出土遺物の検討

宝満山出土の遺物については多いように伝えられているが、小田富士雄氏が編集された『宝満山の地

宝一宝満山の遺跡と遺物一』に収録されたものが基準資料となる。その出版から 30年を経過しており、

その後も下宮周辺を中心とした太宰府市による発掘調査が継続して続けられていて、多くの新しい出土

品があり、多くの新しい知見が得られている。太宰府市の発掘調査は、原地区から内山地区にかけてで

あり、山頂地区、東院谷地区、西院谷地区については『宝満山の地宝』に頼らざるを得ない。

宝満山の山頂、 つまり竃門神社上官周辺の発掘と詳細な分布調査は、①法城窟、②上宮社殿 (1957
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年再建)の背面にあたる東側の巨岩の岩棚状のテラスが調査された。上宮祭把遺跡と命名されている。

別に、かもしか新道にちかい大南窟からの採集遺物がある。大南窟は宝満七窟の一つで、自然の巨大な

岩がズリ落ち、重ねあっている岩の下辺の一種の岩陰洞窟がある。その広さは 10m'程である(海抜約

530 m)。

この①法城窟には、現在は玉依姫像が安置されていて、水分神となっているとしづ。土師器片(皿)

多数と陶器片 2個が出土している。

土師器は系切り痕がある。たぶん、平安時代のものであろう。②の上官祭杷遺跡は、 山頂の絶壁を

10 m余りも下った岩柵状のテラスにトレンチを入れて調査されている。このテラスでは、 1961年の学

術調査以前から、土器片が採集されていた。

1961年の発掘調査では、このテラスに小規

模な試掘溝を設けて、大量の土師器杯類、火、

椀、皿、蓋などが若干出土し、須恵器の杯、椀、

長頚壷、壷と、灰軸陶片が確認されている。

土師器杯の口径部から内面にかけて油煙の

付着したものがかなりあると報告されてい

る。さらに底部穿孔の杯もある。ともに祭杷

による使用を報告書は想定している。

須恵器の出土量は、土師器に比較して少な

い。明らかに 8世紀中頃としてよい。杯(厚

報告では椀)。長頚壷は、口径部から、壷扇

部にかけての破片であるが、全高 20cm程の

大型品で、明らかに金属製水瓶を模したもの

で、 8'"'-'9世紀のものと思われる。

灰軸陶は壷の一部が出土しており、九州|産

でない可能性が、原報告で指摘されている。

以上の土器類は、原報告図版 5'"'-'6による

と、土砂をはさまない土器層として発掘調査

されていて、使用済みの土器なかでも土師器

杯がおびただしく、厚さ 50m程の土器層を

形成していた。これらの土器類は、山頂つま

り現在の上宮社殿のあたりから投下されたも

のが、堆積層をなしたと考えられている。

図6

図7

発掘調査以外においても、上宮付近から大量の出土品があったことが、報告されている。山頂出土品

には、滑石製有孔円板、 三彩陶、皇朝十二銭、小形銅鏡、火打鎌、仏像片、懸仏片その他である。

滑石製有孔円板は、山頂部北側の崖下(稚児落と通称している)から採取されたもので、厚さ 3m、

直径約 3c mの円板で、径 2酬の孔が穿たれている。この一枚から年代を決めることは、困難であるが、

全国的にみて、古墳時代に含まれる遺物である。目下のところ、宝満山における古い遺物であるとして

T
h
v
 
よ
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三軸陶としては、奈良三彩小壷の小斑片2点が、上宮社殿の南崖下約 20mの地点の緩傾地に堆積し

ている土師器、須恵器の上面から採集されている。復元口径約3.7cmと復元されている。奈良時代三彩は、

一般に奈良三彩とし、っている。福岡市鴻脂館跡と、大宰府跡などでは、麿三彩も出土している。宝満山

出土の三彩小査と同じような三彩小査は、北は千葉県、群馬県から、九州|の宗像神社沖ノ島祭把遺跡ま

で、約 60個出土している。高さ 3.5'"'-'6. 3cm、胴径 5.0 '"'-' 7. 8cm、口径 3.2'"'-'4. 3cm、胴径 5.0'"'-' 7. 8cm、

口径 3.2'"'-'4. 3cmまでと、ややバラツキがあるが、およそ統ーした法量で制作されている。宝満山出士

のものは小片 2個で、沖ノ島 l号祭杷遺跡出土三彩小壷をモデ、ルとして復元されていて、各地からの出

土品と規を合わせている。矛盾はない。畿内で焼成された三彩小壷で、ある。

須恵、器については、各地出土のものが一枚に図化されている(本誌第2章第 3節第 5項図 2左上参照)。

このうち、一番上に図化されているものは、杯蓋として図化されているが、わたしは破片の大きさを実

見していないので、印象的観察であるが、上下を逆にして杯身とした方がよいのではと思う。杯蓋とし

たならば、この破片の頂部にはツマミをつけるためのナデ痕跡が見られるはずであり、図面からは古墳

時代後期の杯身片とみたい滑石岩製の有孔円板につづ、く時期のものである。

銅銭は和同開弥(銅銭)から乾元大宝までが出土している。1983年までに採集された銅銭を集計し

た表によれば、皇朝十二銭のうち長年大宝から寛平大宝までの 4種をのぞいて、ほかの 8種が出土して

いる。なかでも、神功開宝 (796初鋳)と隆平永宝 (818年初鋳)の多さがきわだ、っている。これほど

多種類の皇朝十二銭が出土した山の遺跡は、史跡大峯山寺の本堂地下発掘調査をおいてない。隆平永宝

から富寿神宝につづく承和昌宝 (835初鋳)までの聞は、宝満山の文献史料が空白にあたっている時期

である。このことの解釈は、今後にゆだねざるをえない。

銅製儀鏡2面も、方鏡と円鏡があり、三重県の伊勢湾の孤島神島に鎮座する八代神社の伝世祭把具(重

文)とよく似ている。

以上の山頂(上宮)出土の考古遺物から考えられる宝満山信仰を箇条書きにすると以下のようにまと

められる。

1 ) 山頂と山麓の現出土品を一覧すると、山頂がもっとも古い。その根拠は有孔円板であり、古墳時

代中期から後期にかけての時期を示す。

2) 奈良時代中期から後期にかけては、 三彩小壷、銅銭、土器片などがある。

3 ) 平安時代初期の大量の土師器杯の出土。堆積層をなしており、その全量はうかがうべきもない。

そのような平安時代初期の大量の土師器杯の出土は、奈良県の史跡大峯山頂の黒色土器の出土情況とよ

く似ている。この大量の土師器類の用途は、よく判明していないが、聖武天皇の天平 16年 12月に金鐘

寺朱雀路での万灯会や、空海が天長 10年に高野山で行いを始めて、現在に至っている万灯万華法要な

どとの関係も、検討する必要があるが、大規模な発掘調査をしなければ、確証を得ることは出来ない。

4) 山腹から山麓の遺跡に、 1)'"'-' 3 )の情況に遅れており、天台宗と空海の九州での 2年半にも及

ぶ密行の時期以降のものとすることが出来よう。

5 ) 修験化は、もっとも遅れて始まったと認めてよい。

11 宝満山と、山の遺跡

かつて山を考古学資料から総体的に検討しようとする学問はなかったと言ってよい。大場磐雄先生の

提唱された『神道考古学』の資料として、 三輪山などからの出土品が、まったく考証することなく神道

と関係する資料とされた。同じように仏教考古学では、おもに瓦葺の寺院建築のみを想い描いて、古瓦
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出土地を寺跡としていた。近年の発掘調査で、そのいくつかは郡街であることが判明した。

信仰を集めた山には、各時代の遺跡 ・遺物が重層的に累積している。

宝満山は、古墳時代には御笠川畔から望見する神奈備形の山容に対して信仰が始まり、山頂の巨石に

対して信仰が始まったものと思われる。後世に水分神が杷られていることからの想像であるが、豊水を

祈っていたのかもしれない。

大宰府都府楼を中心とする官街が建設されてのち、ほぼ東北方向に見える宝満山のもともとの信仰に

重ねるように律令祭杷の対象となった。一般には官街近くの川辺や道路側溝などで多く行われた三彩小

壷と皇朝十二銭を用いた祭把が山頂で行われていることは、それ以前からの山頂祭杷の伝統が強かった

ことを如実に示している。山頂における三彩の出土は大峯山頂、栃木県男体山頂と宝満山頂のみである。

大峯山頂と宝満山頂のものは奈良時代の三彩で、男体山のものは平安時代初期の猿投窯系のものである。

このため奈良時代の確実な祭杷を示す山は、 二山にのみとなる。この点も、宝満山が内包する歴史的意

義の大きさぞき示している。

つづいて、大量の土師椀を用いた祭杷である。『宝満山の地宝』をよると、その多くに油の燃焼痕跡

が付着していることが報告されている。神!抵祭杷で、の火の使用は松明などであり、油の燃焼を伴う燃灯

仏教色の強いものと言わざるを得ない。法隆寺の修正会である「おこなしリでは、金堂内に 120灯もの

灯火がもやされている。東大寺の修二会であるお水取りでは、 二月堂内内陣に数百もの灯火が燃やされ

ている。もちろんこの二例がいつから現行のような法要形態となったかについては、確実なところは判

らないが、聖武天皇の万灯会や空海の万灯万華法がある。中国唐代の寺院で、釈迦が成道した日である

12月8日を蝋八会として万灯を燃やして供養していたことなどを合わせると、宝満山頂においての燃

灯供養はひろく、太宰府地域の各地点からも遠望できたかもしれず、宗教的にきわめて大きな意義をもっ

ていたといえる。

10世紀から 11世紀は、真言 ・天台がきそって山中に堂舎を建築した。そこでは僧自体が修行すると

ともに、時には、僧が民衆に向かつて説教していたかもしれない。『日本霊異記』では、行基の説話と

して山房において説教する説話があり、燃灯用に獣油をも用いていたことを暗示する説話がある。宝満

山の多くの中 ・山腹部の多くの堂舎においては、同様のことがあったかもしれない。経塚以降について

は、他の章において論及されているので、本章においては、ここまでとしておく。

宝満山の山頂を中心とする考古学資料が示す神祇祭悶と仏教法要においての祭杷と法要が残した豊富

な遺物は、日本各地の山の信仰を残している山においても、特筆すべき、豊富な内容を含んでいるとし

てよい。

ごく小規模の発掘調査が実現された以外には、地上に偶然現れた出土品の採集からのみでも、これだ

けのことが説明することが出来るのであり、多くの文物は、岩棚や、岩陰と多く残されていることを考

えると、山頂はじめとする宝満山に国家的水準で、の保存、保護がされることを希望したい。
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1 宗像神社復興期成会編『沖ノ島j]W続沖ノ島j]W宗像沖ノ島』を参照
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報第五輯』昭和 30年

4 奈良県教育委員会『奈良県総合文化財調査報告書一都介野地区一』昭和 27年
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前線(鹿沼一宇都宮間)改築に伴う埋蔵文化財発掘調査

9 倉本一宏『全現代語訳藤原道長御堂関白記j](全3冊)の「おわりに」頁441。講談社学術文庫
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10 宮家準『修験道ーその伝幡と定義一』の第一章第 3節、頁 26~ 27 法蔵館 2012年

11 和歌森太郎『修験道研究』平凡社東洋文庫 昭和 43年

12 祝詞の訳文は武田祐吉「祝詞」岩波古典文学大系『古事記 祝詞』による。

13 信藤祐仁「甲斐金峯山」季刊考古学第63号 1998年

櫛原功一「甲斐金峯山と金楼神社JW山岳信仰と考古学IIj]同成社 2010年

14 奈良国立文化財研究所『川原寺発掘調査報告書』奈文研学報第9 1960年

15 菅谷文員IjI大峯山の奈良時代開山JW山岳信仰と考古学』同成社 2003年

16 正木輝雄『新訂作陽誌』第七巻 大正2年(昭和 50年再刊)
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塚 2地区に伴う埋蔵文化財調査』 栃木県教育委員会 2009年

図6 W山の神と山の仏』奈良県立考古研究所附属博物館 2007年 ※菅谷撮影

図7 W山の神と山の仏』奈良県立考古研究所附属博物館 2007年
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宝満山の歴史的価値を支える視点第4章

前節までに考古学、自然史、宗教史、建築史、美術史、民俗学などの各方面から宝満山の歴史的価値

について論証をおこなってきた。以下にその成果を概観し総括としたい。

宝満山は遺跡としては時間的な積層があり、信仰としては古代より現代に至るまで継続している。す

でにそこに歴史的価値が見いだされるのであるが、その価値を支える次の 5つの視点を挙げておきたい。

古代国境祭把の山、 2 六所宝塔建立の場、 3 九州を代表する天台系山岳寺院、 4 九州|におけ

る修験道の根本道場、 5 聖地としての継続性を保つ山。

宝満山の遺跡としての成立と展開は、7世紀後半から 8世紀初頭にその鴨矢たる遺物が山中の複数箇

所で散見され、特に山頂を主体とした場所において皇朝銭や奈良三彩などを用いた祭把がおこなわれ、

沖ノ島祭把遺物との共通性などから、遣唐使派遣など国家的事業に伴う祭事が付託された可能性が指摘

されている~これは大宰府政庁の成立と密接に関わるものであり、草創期の信仰の山としての性格付け

に大きな意味を持っている。

平安時代前期に最澄が企画した六所宝塔の設置場所のうち、最西端に位置づけた安西塔が筑前竃門

山(宝満山)に置かれたことは、遣唐使に随伴して最澄がこの山にあった竃円山寺立ち寄ったことに起

因するものと思われるが、それもこの山が大宰府を背景とした国境に置かれた祭杷の山としての性格が

あった故のことと考えられる。建立された宝塔は方三間であるが、方玉聞の大塔に匹敵する規模を持ち、

日本全土を法華経の功徳で覆おうとした最澄の雄大な構想を現すに相応しい建物と見ることができる、

1 

と評されている。

古代末から中世には、 山中の広い範囲でひな壇状の開発がおこなわれ、谷の奥や尾根の高所に礎石建

の堂宇が、その前面には一部に石垣を用いた区画に掘立柱建物が林立する遺跡群が展開している。長治

元年(1104)にはこの山の領有を巡って朝廷、大宰府をも巻き込んだ比叡山と石清水八幡の抗争が起こり、

結果として比叡山側に有利な結果に終わり、大山寺は「天台之末寺Jということになった。『台明寺文書』

の 1162年の記事には「京都には本寺叡岳、鎮西には本山内山」とあり、鎌倉期の縁起『竃門山宝満大

菩薩記』には、この山は「九国二嶋惣鎮守」とされ、そのような自負と社会環境の中で信仰の拠点とし

ての性格を引き継いでいった。

山が修験の色彩を帯びるのは文保二年 (1318)銘の五転具足の金胎両界の大日如来を表す党字が中宮

裏の巨石に刻まれた頃とも言われ、近世に至るまでに宝満山を金剛界、彦山(英彦山)を胎蔵界とする

西国屈指の修験道の根本道場に成長する。

明治時代以降の修験者の離山により山の一部では寺坊が遺跡化するが、竃門宮は竜門神社として祭杷

と山の聖域を伝承しつつ、平成 25年には山の開闘 1350年の大祭を企画し、宝満山の山伏の末商達は昭

和 57年に宝満山修験会を立ち上げ、平成 25年に江戸時代以来約 150年途絶えていた、宝満山から英彦

山に至る峰入りを復興しようとしている。

本報告を編纂するのにあわせて宝満山総合報告策定審議会を立ち上げ 5回の審議をおこなった(第 l

回平成 23年8月 30日、第 2回平成 23年 12月 20日、第 3回平成 24年 3月 27日、第4回平成 24年 5

月 23日、第5回平成 24年 12月 8日)。この審議の中で、史跡指定地の考察もおこなった。事務局は竃

門神社社地および第 3章第 3節で紹介した「井本文書」が示す近世宝満二十五坊が保持した山林を中心

とした範囲を提唱したが、審議で、は将来的には開発の可能性のある内山や北谷の集落も射程に入れるよ

う助言をいただいた。本報告で示された歴史的価値を有する範囲の確定と保全については、地元の理解

を得ながら継続しておこなう必要があろう。
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合
戦
事

肥
前

・
筑
前

・
萱
岐

・
封
馬
ノ
事
ヲ
管
ス
、

史
料
3
8

O
正
和
二
年

(
一
三
一
三
)
七
月

『
贋
瀬
文
書
』

依
有
智
山
輿
原
山
闘
詩
事
、
安
柴
寺
宿
直
事
、
自
来
廿
日
迄
同
品
川
日
、
無
代

官
之
儀
、
自
身
相
向
、
可
被
勤
仕
也
、
更
ニ
不
可
有
緩
怠
之
儀
候
、
初
献
如
件
、

正
安

七
月
十
六
日

有
範
(
カ
)
(
花
押
)

中
村
禰
二
郎
殿

史
料
3
9

O
延
元
元
年

・
建
武
三
年

(
一
三
三
六
)

『
詫
摩
文
書
』

(七)
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詫
磨
七
郎
之
親
謹
言
上

欲
早
任
軍
忠
之
貫
、
預
御
謹
判
子
細
事
、

右
、
去
年
二
月
廿
七
日
菊
池
武
敏
以
下
凶
徒
、
寄
来
宰
府
之
問
、

筑
後
園
大
田
寒
水
、
致
散
と
合
戦
、
自
身
被
庇
右
ノ
カ
イ
ナ
キ
リ
庇
二
所
同
廿
九
日

於
有
智
山
城
中
致
合
戦
、
若
葉
中
村
丹
三
郎
園
家
令
討
死
詑
、
如
此
次
第
、

武
藤
刑
部
(
隆
恵
)
房
御
見
知
之
上
、
検
見
勘
文
可
矯
分
明
敗
、
然
早
矯
預
御
誰
判
、

粗
言
上
如
件
、

馳
向
中
途

建
武
四
年
二
月
日

「
承
了
、
少
武
(
花
押
)
(
頼
尚
)
」

『
太
平
記
』
十
六
少
試
菊
池
合
戦
附
妙
慧
自
害
弁
宗
膝
蔵
主
事
、

菊
池
ハ
手
合
ノ
合
戦
ニ
討
勝
テ
門
出
吉
ト
悦
テ
、
膿
テ
其
勢
ヲ
率
シ
、
少
武
入
道
妙
慧
カ
楯

少
京
今
ハ
叶
ハ
シ
ト
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
、
太
宰
府
へ
引
退
テ
、
賓
寓
獄
ニ
引
上
ル
、

史
料
4

1

0
正
平

二
ハ
年

・
康
安
元
年
(
一
三
六
一
)

『
北
肥
戦
誌
』

一
ノ
三

新
征
西
将
軍
宮
大
宰
府
御
稜
向
之
事

斯
テ
宮
ノ
御
勢
筑
後
ヲ
打
通
リ
大
宰
府
ニ
攻
近
ク
、
少
京
是
ヲ
防
ン
ト
、
其
身
ハ
宰
府
へ
在

テ
、
賓
漏
出
捌
ヲ
要
害
ニ
構
ヱ
、
天
奔
獄
ニ
出
城
ヲ
誘
へ
、

一
ノ
瀬

・
岩
門

・
飯
盛

・
細
峰

・

荒
平
五
カ
所
ノ
城
ニ
軍
兵
ヲ
龍
置
、
大
宰
府
ノ
援
ト
定
メ
テ
、
宮
ノ
御
勢
ヲ
待
懸
ル
、

史
料
4
2

0
天
授
三
年

・
永
和
三
年

(
一
三
七
七
)

『
北
肥
戦
誌
』
四

冬
資
討
死
今
川
兄
弟
所
と
軍
の
事

永一和
二
年
丙
辰
、
太
宰
越
後
守
頼
澄
、
有
智
山
の
城
に
楯
簡
る
問
、
是
を
攻
む
べ
き
矯
め
、

大
内
介
義
弘
、
中
国
よ
り
渡
海
し
、
大
友
式
部
大
輔
親
世
、
豊
後
よ
り
来
り
、
大
勢
を
以
て

有
智
山
の
城
を
取
園
む
、
中
に
も
麻
生
筑
前
守
・
宗
像
左
衛
門
尉

・
原
田

・
秋
月
の

一
族、

進
ん
で
有
智
山
の
大
城
戸
を
打
破
る
、
少
試
の
家
人
等
防
ぎ
戦
ふ
と
錐
も
、
大
勢
の
寄
手
に

叶
は
ず
し
て
、
七
百
齢
人
討
死
し
け
り
、
斯
か
り
し
か
ば
、
頼
澄
龍
城
な
り
難
く
、
密
に
城

中
を
落
去
り
ぬ
、
少
時
(
し
ば
ら
く
)
肥
前
に
陪
れ
あ
り
と
ぞ
聞
え
し
、

(八)
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史
料

4
3

0
文
安
二
年

(
一
四
四
五
)
三
月

『
横
岳
古
文
書
』

O
山
宗
福
寺
所
蔵

(
題
材
鍬
)
「
横
岳
古
文
書
廿
五
通
」

賓
満
御
領
馬
場
屋
敷
三
ケ
所
下
地
職
之
事
、
有
筋

1
鉱
)代
と
相
拘
候
、
然
者

首
庵
江
寄
進
申
候
地
銭
之
事
、
有
智
山
下
宮
江
参
百
文
吐
納
候
て
、
永
代
仁
御

拘
肝
要
候
、
諸
公
役
之
事
、
御
寺
領
同
前
候
之
上
者
、
御
免
許
之
儀
、

申
候
、
聯
茂
於
向
後
違
乱
之
方
、
有
問
敷
候
、
何
寄
進
朕
知
件
、

不
及



有
恐
、
只
可
依
勅
定
之
由
、

件
竃
戸
宮
、
彼
合
戦
之
後
、
自
然
有
火
、
紳
殿
焼
亡
、
加
之
又

一
日
之
問
、

天
暗
霧
満
、
不
見
晴
気
、
又
紳
座
之
石
破
損
、
依
之
鎮
西
誠
成
恐
之
由
、
己

見
府
解
、
凡
紳
翠
有
畏
、
不
能
左
右
敗
、

今
夕
巳
帥
卿
井
光
清

・
範
政
等
、
被
勘
罪
名
之
保
、
巳
迷
是
非
、
就
中
検
非

違
使
範
政
者
、
去
六
月
祇
園
御
霊
曾
日
、
候
前
賢
院
御
所
三
候
北
門
漫
之
問
、

神
人
田
柴
輿
蔵
人
町
馬
長
童
闘
争
之
慮
、
己
及
抜
刀
、
仇
範
政
郎
等
揚
取
之

慮
、
聞
神
人
由
則
菟
了
、
神
人
還
凌
磯
範
政
、
と
と
績
損
身
命
也
、
似
無
朝
威
、

今
被
其
罪
、
凡
迷
理
非
、
文
帥
卿
井
光
清
守
宣
旨
、
追
捕
悪
僧
、
頗
不
可
及

過
怠
敗
、
就
中
諸
杜
紳
人
轍
界
神
輿
不
可
出
紳
境
、
若
背
件
事
(
旨
カ
)
、
僧
俗

解
却
職
掌
、
永
不
可
絞
用
之
由
、
先
年
度
と
被
下
宣
旨
了
、
近
者
帥
卿
下
向

之
目
、
鎮
西
諸
枇
荷
紳
輿
致
濫
行
、
縦
雄
不
経
奏
聞
、
宰
府
任
法
可
科
決
由
、

申
請
之
慮
、
依
請
宣
旨
又
被
作
(
仰
カ
)
下
了
、
背
度
と
制
符
、
都
部
共
荷
神

輿
成
悪
、
論
之
政
途
其
理
可
然
哉
、
彼
竃
戸
宮
矯
八
幡
別
宮
者
、
此
訴
何
不

出
八
幡
、
従
延
暦
寺
言
上
哉
、
前
後
相
違
、
首
尾
己
凱
敗
、
件
訴
欲
有
裁
許
者
、

八
幡
有
恐
、
欲
無
裁
許
者
、
祇
薗

・
日
吉
井
竃
戸
有
畏
、
一
岬
壁
難
量
、

定
申
了

人
力

不
及
敗
、

又
聞
、
其
後
石
清
水
神
民
等
、
震
山
大
衆
依
被
損
亡
、
荷
神
(
輿
脱
カ
)
可
向
闘

云
々
、
凡
天
下
大
乱
、
紳
民
濫
、
末
有
此
例
、

後
日
依
八
幡
訴
、
山
座
主
仁
源
可
令
進
件
下
手
人
之
由
、
被
仰
下
云
々
、
上
卿

左
大
臣
、

十

一
月
二
日、

O
中
略

左
大
臣

・
内
大
臣

・
民
部
卿
召
御
前
、

八
幡
神
人
之

事
有
定
云
々
、

四
日
、

O
中
略

後
問
、
昨
日
八
幡
別
嘗
光
清
依
本
宮
紳
民
訴
申
、
被
菟
之
由

史
料
2
8

0
久
奪
三
年
(

『
台
記
』

一
五
五
)
四
月

久
喜
二
年
四
月
廿
六
日
壬
寅
、
申
刻
頭
光
頼
朝
臣
来
、
内
寛
大
宰
府
言
上
竃

宮
矯
天
火
所
焼
由
之
文
、

史
料
2

9

0
平
治
元
年
(
一
一
五
九
)
八
月

『
百
練
抄
』
七
後
白
河

平
治
元
年
八
月
二
日
、
陣
定
、
竃
門
宮
焼
亡
、

史
料
3
0

0
永
暦
元
年
(
一
二
ハ
O
)
十
月

『
百
練
抄
』
七

二
候
天
皇

永
暦
元
年
十
月
十
二
日
、
延
暦
寺
大
衆
捧
日
吉
紳
輿
参
洛
、
訴
申
大
宰
府
竃

門
宮
井
大
山

・
安
柴
寺
焼
亡
、
治
部
擢
少
輔
菅
原
貞
衡
合
戦
事
、

史
料
3
1

0
臆
保
二
年
(
一一

六
二
)

『
牽
明
寺
文
書
』

大
隅
園
基
明
寺
住
僧
等
誠
憧
誠
恐
謹
言
申
請
大
宰
府
裁
事

O
前

略

京
都
仁
波
本
寺
叡
岳
、
鎮
西
仁波
本
山
内
山
、

O
中
略

阪地保
二
年
五
月
十
五
日

d 

史
料
3

2

0
文
治
元
年

一
八
五
)
五
月

被
仰
下
了

去
品
川
円
停
任
之
曲
、
罪
名
之
由
被
仰
下
也
、

史
料
2
4

0
嘉
承
元
年
(
一
一

O
六
)
十
一
月

『
中
右
記
』

嘉
承
元
年
十

一
月
三
日
辛
卯
、

O
中
略

次
竃
門
宮
奉
増
正

一
位
本
位
従

一
位

結
政
請
印
、
新
宰
相
額
賀
勤
之
、
此

史
料
2

5

0
天
永
元
年
(
一一一

O
)
四
月

『
観
世
音
寺
文
書
』

O
東
京
大
撃
所
蔵

O
前
略

又
康
和
年
中
有
大
風
之
時
、
金
堂
、
廻
廊
同
以
顛
倒
、
寺
家
大
歎
在

近
則
安
柴
寺

・
有
智
山
既
有
此
勤
、

(玉)

-193 

此

一
事
、
O
中
略

史
料
2
6

0
永
久
四
年
(
一
一
一
六
)
五
月

『
雨
巻
疏
知
躍
記
』
上

O
西
空
寸
所
蔵

永
久
四
年
歳
次
一内
ー
甲
五
月
十
一
日
、
筑
前
園
薄
多
津
唐
房
大
山
船
襲
三
郎
船
頭

房
、
以
有
智
山
明
光
房
謄
本
移
書
畢
、
巳
上
、

史
料
2
7

0
保
延
六
年
(
一

『
百
練
抄
』
六
崇
徳
天
皇

保
延
六
年
六
月
廿
日
、
諸
卿
定
申
大
宰
帥
顛
頼
卿
訴
申
去
月
五
日
九
園
所
と

大
衆
紳
人
焼
梯
宰
府
巳
下
屋
舎
敷
十
家
事
、
此
中
大
山

・香
椎
・
宮
崎
矯
張
本
、

一
四
O
)
六
月

『
吉
記
』

元
暦
二
年
五
月
十
日
、
陰
晴
不
定
、
右
衛
門
樺
佐
棟
範
矯
殿
下
(
藤
原
基
通
)

御
使
参
上
院
、
申
云
、
宇
佐
官
黄
金
御
正
韓
井
流
記
文
書
、
震
武
士
被
追
捕

取
云
々
、

山
執
首
澄
雲
参
上
、
大
山
同
被
滅
亡
之
由
進
解
航
、
皆
是
参
河
{
寸
(
源
)
範
頼

所
行
也
、
天
之
滅
我
朝
敗
、
可
恐
々
々
、

史
料
3
3

0
建
久
六
年
(
一一

九
五
)
九
月

『
玉
葉
』

建
久
六
年
九
月
六
日
丁
亥
、

O
中
略
座
主
被
示
天
台
末
寺
鎮
西
大
山
庄
民
等

狼
戻
柄
誠
之
由
、
可
書
給
御
教
書
之
由
、

史
料
3
4

0
建
保
六
年
(
一一二

八
)
九
月

『
仁
和
寺
日
次
記
』

建
保
六
年
九
月
廿
一
日
庚
寅
、
叡
山
悪
徒
振
日
吉
神
輿
三
基

鵡
師
、
祇
園
三
基
、
辰
刻
参
閑
院
左
衛
門
陣
、
奉
安
之
、
次
北
野
紳
輿
二
基
奉

振
右
衛
門
陣
、
以
官
兵
禦
之
之
問
、
右
兵
衛
尉
藤
光
明
射
衆
徒
、
大
山
寄
人
博
多

船
頭
張
光
安
、
矯
宮
崎
検
校
宗
清
法
印
被
殺
害
之
故
一
五
々
、

『
吾
妻
鏡
』

建
保
六
年
九
月
廿
九
日
丁
酉
、
陰
、
京
都
飛
脚
参
著
、
申
云
、
去
廿
一
日
山

門
衆
徒
頂
戴
日
吉

・
祇
園

・
北
野
等
神
輿
入
洛
、
奉
振
閑
院
殿
陣
頭
、
仇
遣

北
面
衆
防
禦
之
、
又
住
京
健
士
(
加
藤
)
光
員

・
(
後
藤
)
基
清

・
(
大
芸
能
直

・

慶
綱
等
、
依
勅
定
馳
参
宮
門
、
相
支
之
慮
、
加
藤
兵
衛
尉
光
資
光
員
男
、
後
号加

(六)
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王
子
宮

・
客
人
・
十



史
料
1
4

0
承
暦
四
年
(
一
O
八
O
)

『
水
左
記
』

六
月

承
暦
四
年
六
月
七
日
成
成
、
雨
、
申
魁
許
大
山
寺
別
富
院
範
来
、
自
鎮
西
上
道
也
、

史
料
1
5

0
永
保
三
年

(
一
O
八
三
)
三
月

『
宮
寺
縁
事
抄
』
所
司
僧
綱
昇
進
次
第

仇
承
保
二
年
十
二
月
七
日
春
日
壮
行
幸
、
令
叙
法
橋
了

0

(

是
則
山
階
寺
三
綱
紋
綱

維
之
初
云
と
)
但
宮
寺
別
座
、
件
法
橋
又
兼
任
大
山
寺
別
嘗
、
居
住
鎮
西
、
而
間

擢
別
嘗
頼
清
申
公
家
、
補
彼
大
山
寺
別
嘗
了
、
仇
院
範
依
其
思
受
重
病
、

永
保
三
年
三
月
日
自
鎮
西
上
洛
之
間
入
滅
、

史
料
1
6

0
熔
徳
二
年

(
一
O
八
五
)
九
月

『
石
清
水
文
書
』
八
幡
宮
造
営
日
時
勘
文
等

揮
申
可
被
行
電
門
社
御
遷
宮
日
時

十
二
月
十
七
日
丁
丑
時
寅
戊

廿
二
日
壬
午
時
戊
亥

懸
徳
二
年

九

月

五

日

陰

陽

頭

賀

茂

朝

臣

道
言

史
料
1
7

0
臆
徳
三
年

(
一
O
八
六
)

『
本
朝
高
僧
惇
』
七
十
願
雑
十
之
二

筑
前
内
山
寺
沙
門
安
尊
惇

韓
安
尊
、
住
内
山
寺
、
準
優
不
説
、
調
経
不
替
、
鈴
建
永
唖
、
重
博
実
嬉
戯
、
夜
坐
縄
経
行
、

外
似
無
断
憐
、
内
全
大
悲
心
、
時
人
稿
安
尊
如
来
、
暮
年
謂
衆
目
、
久
積
行
業
、
偏
願
往
生
、

嘗
山
魔
窟
也
、
恐
妨
命
終
突
、
俄
移
偲
居
宮
崎
、
至
臨
終
期
、
休
浴
浄
衣
、
請
衆
念
悌
焼
香
、

集邦
二之
上

司司司V

『
中
右
記
』

長
治
二
年
十
月
叶
日
、

O
中
略
、
件
事
元
者
、

O
中
略
、
件
竃
戸
宮
、
彼
合
戦
之
後
、

自
然
有
火
、
一
押
殿
焼
亡
、
加
之
又

一
日
之
問
、
天
暗
霧
満
、
不
見
晴
気
、
又

神
座
之
石
破
損
、
依
之
鎮
西
誠
成
恐
之
由
、
己
見
府
解
、

『
卜
部
兼
文
勘
申
伊
勢
太
紳
宮
紳
賓
紛
失
事
』

O
園
舎
寮
所
蔵

長
治
二
年
三
月
三
日
、
筑
前
園
竃
門
上
宮
紳
殿
矯
天
火
焼
亡
、
御
正
林
同
焼
失
、

史
料
2
2

0
長
治
二
年

(
一一

O
五
)
六
月

『
百
練
抄
』

五

堀河
天皇

長
治
二
年
六
月
二
日
、
諸
卿
定
申
大
宰
樺
帥
季
仲
間
意
子
八
幡
別
賞
光
清
、

射
危
竃
門
枇
紳
輿
、
教
害
日
吉
紳
人
事
、
井
竃
門
宮
可
矯
八
幡
末
吐
哉
否
事
、

史
料
2
3

0
長
治
二
年

(
一一

O
五
)
十
月

『
中
右
記
』

長
治
二
年
十
月
廿
九
日
、

O
中
略
有
小
所
勢
不
出
仕
問
、
間
山
之
大
衆
晩
頭

下
京
、
或
住
祇
園
、
或
在
祇
多
林
寺
、
放
聾
叫
喚
、
誠
驚
衆
人
、
是
猶
帥
卿

井
八
幡
別
嘗
法
橋
光
清
井
左
衛
門
尉
範
政
可
被
流
罪
之
由
申
請
者
、
事
之
排

不
論
是
非
敗
、

昨
日
、

O
中
略

今
夕
延
暦
寺
大
衆
数
千
人
先
着
祇
園
、
荷
輿
群
参
陽
明
門
下
、

訴
申
之
旨
、
大
宰
帥
卿
井
石
清
水
別
嘗
光
な
・
検
非
違
使
左
衛
門
尉
範
政
共

可
被
流
罪
之
由
、
不
論
左
右
責
申
之
問
、
叫
喚
之
聾
巳
驚
京
都
、
僧
綱
等
座

主
以
下
、
震
大
衆
参
集
承
香
殿
、
頻
以
訴
申
、
愛
又
八
幡
神
民
俗
別
賞
以
下

唯
粥
陀
讃
而
寂
、
週
近
嘆
嵯
、
麿
徳
末
也

史
料
1
8

0
承
徳
二
年

(
一
O
九
八
)

『
聖
光
上
人
惇
』

O
沙
門
道
光
作

室
町
永
二
年

O
中
略
昔
江
帥
率
叡
岳
碩
皐
東
塔
喜
見
坊
阿
閣
梨

有
法
相
法
師
有
智
山
住
尋
彼
文
意
、
山
僧
答
云
、

向
太
宰
府
、

彼
無
性
有
情
義
、

子
時

史
料
1
9

0
康
和
四
年
(
一一

O
二
)

『
八
幡
宇
佐
官
御
紳
領
大
鏡
』

以
康
和
四
年
之
比
、
大
山
寺
雌
致
非
論
、
於
宰
府
針
決
、
被
進
官
府
解
之
問
、

依
文
書
之
理
停
止
大
山
寺
之
妨
畢
、
委
細
之
旨
、
官
符
宣
等
朕
額
然
也
、

三

郎

史
料
2
0

0
長
治
二
年

(
一一

O
五
)
正
月

『
中
右
記
』

長
治
二
年
十
月
品
川
目
、

O
中
略
件
事
元
者
、
慶
朝
法
印
矯
天
台
座
主
之
時
、

依
院
宣
、
以
八
幡
別
首
法
橋
光
清
補
鎮
西
之
大
山
別
首
了
、
大
山
者
是
天
台
之
末
寺
也、

然
間
慶
朝
座
主
本
山
大
衆
違
背
、
被
梯
山
上
之
日
、
悪
僧
首
法
薬
鵡
師
執
行

山
上
政
之
時
、
推
而
成
彼
大
山
別
嘗
、
下
遣
延
暦
寺
下
部
井
日
吉
枇
宮
主
法

師
原
於
鎮
西
、
狼
以
執
行
、
愛
件
法
薬
蹄
師
濫
行
繭
長
、
被
追
捕
之
魁
、
又

法
橋
光
清
申
下
宣
旨
、
相
具
検
非
違
使
臆
下
部
、
令
追
捕
法
薬
禅
師
之
従
類
、

史
料
2

1

0
長
治
二
年

(
一一

O
玉
)
三
月

群
参
待
賢
門
、
別
賞
光
清
不
可
被
行
罪
之
由
、
訴
申
之
問
、
彼
紳
民
三
四
人

爵
山
僧
被
切
損
也
、
件
旨
、
俗
別
首
等
入
自
西
陣
方
憂
申
、
加
之
俗
官
等
、

臨
暗
夜
之
問
、
矯
山
大
衆
被
凌
磯
了
、
凡
蹴
逆
之
甚
、
不
可
記
霊
、
頭
中
将

額
貫
朝
臣
・蔵
人
掛
震
隆
、
互
属
御
使
、
頻
往
反
、
此
聞
大
衆
可
胤
入
由
相
令
、

依
宣
旨
不
可
入
陽
明
門
内
由
、
検
非
違
使
等
弁
武
勇
士
相
禦
之
問
、
夜
漏
漸
関
、

巳
欲
暁
更
、
愛
被
下
宣
旨
云
、
一
偏
重
我
山
例
法
、
太
宰
帥
卿
時
井
範
政

・
光
清

等
、
任
調
度
文
書
可
勘
罪
名
之
由
、
被
下
法
家
了
、
但
範
政

・
光
清
先
停
任
、

於
帥
卿
者

一
日
己
被
停
任
了
、
衆
徒
奉
此
仰
旨
、
且
以
随
喜
、
暁
更
師
家
本
山
了
、

件
事
元
者
、
慶
朝
法
印
矯
天
台
座
主
之
時
、
依
院
宣
以
八
幡
別
嘗
法
橋
光
清

補
鎮
西
之
大
山
別
首
了
、
大
山
者
一是
天
台
之
末
寺
也
、
然
間
慶
朝
座
主
輿
本
山
大
衆

違
背
、
被
梯
山
上
之
日
、
悪
僧
首
法
薬
縄
師
執
行
山
上
政
之
時
、
推
市
成
彼

大
山
別
賞
、
下
遣
延
暦
寺
下
部
井
日
吉
吐
宮
主
法
師
原
於
鎮
西
、
狼
以
執
行
、

愛
件
法
薬
糟
師
濫
行
禰
長
、
被
追
捕
之
魁
、
又
法
橋
光
清
申
下
宣
旨
、
相
具

検
非
違
使
臆
下
部
、
令
捕
法
薬
縄
師
之
従
類
、
帥
卿
随
宣
旨
、
相
具
兵
士
、

欲
揚
悪
僧
等
、
互
合
戦
之
問
、
竃
戸
宮
者
在
大
山
之
内
云
と
、
互
胤
護
之
問
、

流
矢
自
中
彼
紳
輿
者
、
仇
従
太
宰
府
訴
申
件
旨
、
又
従
延
暦
寺
訴
申
此
事
、

去
四
月
比
、
令
諸
卿
定
申
、
被
申
之
旨
巳
以
不
同
、
愛
江
中
納
言
匡
房
卿
、

乍
在
家
奏
聞
云
、
昔
延
喜
年
中
八
幡
託
宣
云
、
竃
戸
宮
者
是
我
嬢
母
也
、
大
略

見
新
園
史
云
と
、
以
之
思
之
、
今
年
三
月
非
常
之
赦
詔
文
云
、
偶
伊
勢
太
神
宮

・

八
幡
訴
者
、
非
菟
限
者
、
例
不
可
曾
赦
、
諸
付
件
事
、
不
可
曾
赦
由
愈
議
先
了
、

仇
彼
時
沙
汰
者
、
府
官
井
光
清
目
代
法
師
、
於
官
可
針
問
旨
、
被
下
宣
旨
了

上
卿
左
大
臣
、
権
左
中
耕
時
範
朝
臣
奉
行
之
、
近
曾
府
官
井
光
清
目
代
僧
等
上
格
、
於

官
問
注
、
但
皆
悉
不
参
格
云
と
、
陳
申
之
旨
、
不

一
決
敗
、
就
中
八
幡
別
賞

光
清
其
間
在
京
都
、
不
知
子
細
者
、

一
夜
付
問
注
記
、
雄
有
伎
議
、
紳
慮
矯

(四)
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文
献
史
料

史
料
1

0
延
暦
廿
二
年
(
八

O
三
)
閏
十
月

『
扶
桑
略
記
』
抄
二

桓
武
天
皇

延
暦
廿
二
年
間
十
月
廿
三
日
、
取
澄
和
上
於
大
宰
府
竃
門
山
寺
、
震
渡
海

四
船
平
達
、
敬
造
檀
薬
師
悌
四
艦
、
六
尺
齢
、
其
名
号
無
勝
浄
土
善
名
古
鮮

王
如
来
、
日
ι

史
料
2

0
承
和
七
年
(
八
四
O
)
四
月

『
績
日
本
後
紀
』
九
仁
明
天
皇

承
和
七
年
四
月
丙
寅
、
奉
授
肥
後
園
従
四
位
下
動
五
等
健
磐
龍
紳
従
四
位

上
、
齢
知
故
、
筑
前
園
従
五
位
下
竃
門
紳
、
筑
後
園
従
五
位
下
高
良
玉
垂
紳

並
従
五
位
上
、

史
料
3

0
承
和
十
四
年
(
八
四
七
)
十

一
月
1
十
二
月

『
入
唐
求
法
巡
槽
行
記
』
四

廿
八
日
、
於
大
山
寺
、
始
入
唐
時
所
析
金
剛
般
若
五
伴
巻
、
皆
先
馳
使
、
奉

送
緑
吊
、
同
日
、
早
朝

一
時
護
遺
係
吊
使
詑
便
時
経
、
同
日
、
震
竃
門
大
紳

轄

一
千
巻
、
廿
九
日
、
午
前
震
住
吉
大
紳
轄
五
倍
巻
、
午
後
矯
香
椎
名
神
縛

玉
百
巻
、
十
二
月
一
日
、
午
前
矯
筑
前
名
紳
縛
五
百
巻
、
午
後
震
松
浦
少
京
(
藤

原
康
嗣
)
霊
韓
五
百
巻
、

二
日
、
矯
香
春
名
紳
轄

一
千
巻
、

三
日
、
矯
八
幡
菩

~ 

延
長
五
年
十
二
月
廿
六
日

史
料
8

0
延
長
五
年
(
九
二
七
)

『
延
喜
式
』
十
紳
紙
十

御
笠
郡
二
座
地

筑
紫
神
壮
一一紳

竃
門
神
壮
焔
一紳

延
長
五
年
十
二
月
廿
六
日

十

月

紳
名
下

史
料
9

O
承
平
四
年
(
九
三
四
)

『
石
清
水
文
書
』

二
田
中
家
文
章一同

府

牒

宮

崎

宮

臆
令
造
立
神
宮
寺
多
賀
塔
萱
基
事

牒
、
得
千
部
寺
僧
乗
柿
申
朕
倍
、
謹
案
、
天
台
惇
教
大
師
去
弘
仁
八
年
遺
記

云
、
矯
六
道
衆
生
直
至
悌
道
稜
願
、
於
日
本
図
書
寓
六
千
部
法
花
経
、
建
立

六
箇
基
賓
塔
、

一一

塔
上
層
安
置
千
部
経
王
、
下
壇
令
修
法
花
コ
一
昧
、
其
安

置
建
立
之
慮
、
叡
山
東
西
塔
、
上
野

・
下
野
園
、
筑
前
竃
門
山
、
豊
前
宇
佐

宮
摘
勤
寺
者
、
市
大
師
在
世
及
滅
後
、
僅
所
成
五
慮
塔
也
、
就
中
竃
門
山
分
塔
、

沙
禰
詮
覚
在
俗
之
日
、
以
去
承
平
三
年
造
立
巳
成
、
上
安
千
部
経
、
下
修
三

昧
法
、
宛
如
大
師
本
願
、

O
中
略

承
平
七
年
十
月
四
日

d 

史
料
1
0

0
正
暦
二
年
(
九
九

一
)

薩
轄

一
千
巻
、
観
音
寺
講
師
毎
事
相
助
、
醇
経
借
布
施
白
綿
或
栢
屯
、

史
料
4

0
貞
親
元
年
(
八
五
九
)
正
月

『
日
本
三
代
貫
録
』

二

清和
天
皇

貞
観
元
年
正
月
廿
七
日
甲
申
、

五
位
下
筑
紫
神
並
従
四
位
下
、

O
中
略

奉
授
筑
前
園
正
五
位
下
竃
門
紳

・
従

史
料
5

O
元
慶
三
年
(
八
七
九
)
六
月

『
日
本
参
代
貫
録
』

コ干
六

授
筑
前
園
従
四
位
下
筑
前
神

・
寵
門
紳
従
四
位
上
、

陽
成
天
皇

史
料
6

(一)

-197一

O
延
喜
廿
一
年
(
九
一

一一

)
六
月

『
宮
崎
宮
縁
起
』

O
石
清
水
八
幡
宮
記
録
三
所牧吾
(
筑
前
)
穂
浪
郡
大
分
宮
仁
移
住
後
、

巳
有
三
悪、

一
者
、
竃
門
宮
、
我
伯
母
士
御
坐
、
市
年
中
節
曾
仁

府
官
以
下
園
司
雑
任
参
来
之
問
、
愚
暗
之
輩
、
或
乗
馬
豆
過
、
準
奔
不
下
、
或

乍
箸
笠
渡
彼
御
前
、
其
御
恨
甚
有
恐
、

延
喜
廿

一
年
六
月
廿

一
日、

O
中
略

史
料
7

O
延
長
五
年
(
九
二
七
)
十
二
月

『
延
喜
式
』

三
紳
祇

臨
時
祭

名
紳
祭
二
百
八
十
五
座

竃
門
紳
壮

一
座

O
中
略

『
重
之
集
』
上

か
ま
と
山

春
は
も
え
秋
は
こ
か
る
〉
か
ま
と
山
霞
も
霧
も
け
ふ
り
と
や
た
つ

史
料
1

1

0
長
保
五
年
(
一
O
O
三
)

『
明
匠
略
惇
』
日
本
下
延
殿
法
橋

長
保
五
年
、
寂
照
上
人
欲
渡
唐
、
同
有
渡
海
志
、
従
聖
人
於
海
西
、
便
惇
秘

教
奥
義
、
官
家
有
議
、
下
牒
拘
留
延
段
、
惜
其
偉
器
也
、
後
昇
大
山
寺
、

史
料
1

2

0
寛
弘
四
年
(
一
O
O
七
)

『
績
本
朝
往
生
惇
』

砂
(
沙
)
円
高
明
者
、

府
大
山
寺
、

二

間

本
是
播
磨
図
書
寓
山
性
空
上
人
之
弟
子
也
、
後
住
大
宰

史
料
1
3

0
天
喜
二
年
(
一

O
五
四
)

『
経
衡
集
』

日
の
い
た
く
て
り
は

へ
り
し
に
、
か
ま
と
(
篭
門
)
の
明
神
に
、
む
ま
か
』
み
な
と
た
て
ま
つ

る
と
て
、
あ
め
ふ
れ
と
い
の
る
し
る
し
の
み
え
た
ら
は
み
つ
か
〉
み
と
も
お
も
ふ

へ
き
か
な

『
新
績
古
今
和
歌
集
』

筑
前
守
に
て
園
に
侍
け
る
に
、
日
の
い
た
く
て
り
け
れ
ば
、

に
鏡
を
奉
る
と
て
そ

へ
た
り
け
る
、

十
九
誹
諮

雨
の
祈
り
に
、

か
ま
ど
の
明
紳

藤
原
経
衡

雨
ふ
れ
と
祈
る
し
る
し
の
み
え
た
ら
ば
水
か
ジ
み
と
も
思
ふ
べ
き
か
な
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1 年表

(伝説期〉

664年 大宰府の鬼門除けのため寵門山頂に八百万神を把る(竃門山宝満宮伝記ほか)

673年 心蓮上人が玉依姫の示現により社殿を造立する(竃門山宝満宮伝記ほか)

683年 心蓮上人寂し仏頂山に葬り東尾寺とする(竃門山宝満宮伝記ほか)

697年 役小角が宝満七窟に神明を祈り、宝満金剛界・彦山胎蔵界とする(入峰伝記)

724年 竃門宮上宮、下宮、十所王寺社が成る(竃門山宝満大菩薩記)

(史実〉

803年 最澄渡海祈願のため大宰府竃門山寺において薬師仏をつくる(扶桑略記、叡山大師伝)

840年 大宰府管門神に従五位上を授く(続日本後紀)

847年 円仁、大山寺において竃門大神のため経を転ず(入唐求法巡礼行記)

859年 大宰府竃門神に従四位下を授く(三代実録)

896年 大宰府竃門神に正四位上を授く(日本紀略)

979年 太政官符に竃門宮等が大宮司を以て貫主とする記事有り(類従符宣抄)

933年 沙弥詮覚が伝教大師の遺記により大宰府竃門山に宝塔を造立す(石清水文書之二)

1003年 大宰府大山寺で景雲阿闇梨が皇慶、延殿に両部大法を授く(明匠略伝)

1083年 これより先、石清水権別当頼情が大山寺別当となる(宮寺縁事抄)

1086年 内山寺僧安尊、笛崎に移居して没す(後拾遺往生伝上二)

1086年 大山寺(筑前内山寺)僧安尊、居を笛崎に移し死す(本朝高僧伝)

1102年 大山寺が府内左郭七条二坊の土地をめぐり八幡宇佐宮と相論となる(八幡宇佐宮神領大鏡

平安遺文二六五七号)

1104年 叡山大衆の使と号す悪僧が大山寺荘園内で濫行に及ぶ(中右記)

1105年 大宰府竃門宮上官が焼亡す(中右記)

1105年 延暦寺衆徒が祇園社神輿を奉じて陽明門に至り撤訴し石清水神人と闘乱す(中右記、石清水

文書ほか)

1106年 大宰府竃門宮に正一位上を授く(中右記、百錬抄)

1116年 博多津唐坊大山船襲三郎船頭房、有智山明光房本観音玄義疏記等を写す(観音玄義疏記)

1140年 大宰府大山、香椎、宮崎の僧徒神人等、宰府巳下屋舎数十家を焼く(百錬抄)

1146年 「九州|擁護之鎮守 一府帰依之尊神」の近衛院の宣旨あり(竃門山宝満大菩薩記)

1155年竃門宮焼亡(台記)

1159年竃門宮焼亡(百練抄)

1162年 大隅国台明寺の訴状に「京都には本寺叡岳、鎮西には本山内山」とあり(台明寺文書)

1179年 筑紫の霊験所に大山、四王寺が挙げられる(梁塵秘抄二)

1218年 博多における大山寺寄人張光安暗殺事件(仁和寺日次記ほか)

1243年 有智山寺の衆徒が博多承天寺と争論(元亨釈書)

1300年 有智山と原山の闘争により筑前御家人中村弥二郎が安楽寺に宿直を命じられる(広瀬文書)

1318年 法眼幸栄が中宮の大岩に両界の党字を彫る(中宮党字銘文)

1324年 東大寺衆徒が有智山と原山の僧徒に観世音寺の仏事の勤行を請う(東大寺文書)
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1324年 若杉山左谷建正寺板碑に「天台別院有智山末寺於左谷山賢聖院」とあり

1333年 肥後菊池左衛門三郎が稚児として有智山にあがる(博多日記)

1336年 菊池武敏が小弐貞経(妙恵)が守る「内山の城J(有智山城)を攻め、山中の社殿坊舎が悉く

消失する(太平記、梅松論は「内山と云山寺を要害に馳龍て」とする。)

1351年 有智山明意房を故殿のごとく扶持すべき令あり(厳原内山家文書)

1360年 龍造寺家経が有智山城に宿直警固す(龍造寺家文書)

1361年 懐良親王(征西府)大宰府に座し少弐氏が宝満山に要害をかまえる(太平記)

1372年 九州探題今川貞世が有智山城を攻め落とす(入江文書他)

1376年 少弐頼澄が有智山城において大内義弘に攻め落とされる(北肥戦誌)

1441年 大内教弘が宝満城に少弐教頼を討つ(歴代鎮西要略、北肥戦誌)

1471年 江州永禅が宝満下宮の獅子頭と狛犬を彫る(獅子頭銘文)

1496年 筑前守護大内義興が少弐政資を追い有智山城に入る(宗像軍記)

1518年竃門宮上宮が焼亡す(北肥戦誌)

1521年筑紫満門が竃門宮上宮を再建する(北肥戦誌)

1552年 大友義鎮(宗麟)が高橋鑑種を宝満城主とする(歴代鎮西要略)

1557年 大友宗麟が有智山、北谷、中堂、原にて検地をおこなう(竃門山宝満宮伝記ほか)

1558年 二十五坊が山上に移住する(竃円山宝満宮伝記ほか)

1567年 高橋鑑種が大友宗麟に背き宝満で合戦となる(泊文書ほか)

1569年 大友家家臣戸次鑑連、吉弘鑑理らが高橋鑑種の宝満城を攻め落とす(豊前覚書ほか)

1570年 吉弘鑑理の子鎮種が高橋家を継ぎ宝満城主となる(大友家文書録ほか)

1576年 龍造寺隆信、秋月種実、筑紫広門らが宝満城を攻める(大友記)

1579年秋月種実が宝満城を攻める(歴代鎮西志)

1580年秋月種実、筑紫広門らが宝満城を攻める(立花実記)

1583年 毛利勢が宝満城を攻める(大友家文書録)

1585年 筑紫広門らが宝満城を攻め焼く(上井覚兼日記、歴代鎮西志ほか)

1586年 島津勢の岩屋、宝満城攻めで高橋紹運破れ、宝満宮の宝物と古文書などを焼く(豊前覚書)

1586年 秋月種実が山伏を東坂下新地に移し内山、北谷の社地坊舎を田圃とする(竃門山宝満宮伝記

ほか)

1587年 豊臣秀吉が山内に二基の高楼を建て、米百俵を寄進する(竃円山宝満宮伝記ほか)

1592年浄戒座主が廃絶する(竃円山旧記)

1593年 小早川隆景が米百俵を寄進し毎年の恒例とする(竃門山宝満宮伝記ほか)

1593年 平石坊重円が座主となる。(座主次第)

1593年 社殿の造営はじまる(竃門山宝満宮伝記ほか)

1594年 大峰修行が再興される(鎮西竃門山入峯伝記)

1597年社殿、末社など完成する。座主は輪番制となる。(竃門山旧記ほか)

1618年 藩主黒田長政が二十五石を寄進(井本文書)

1625年 藩主黒田忠之が石鳥居を建立する(竃門山旧記)

1633年本社、講堂等が焼失(黒田新続家譜)

1634年 宝満衆徒が聖護院に「由来書」を提出(聖護院文書)

1641年 社殿 ・講堂が焼失する(黒田忠之寄進鏡銘、寵門山旧記)
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1648年藩主黒田忠之が社殿を造営する(竃門山旧記)

1652年 財行坊幸岩が公儀に内訴し叡山の門徒となり山上を結界とする(竃門山旧記)

1653年 坊舎破滅して山下に塾居する(竃門山旧記)

1657年彦山の末寺となる(彦山神社文書)

1662年 太宰府より登る道について大鳥居信兼と総論となる(竃門山旧記)

1665年 聖護院の末山となる(聖護院文書)

1667年 九輪塔を建立する(筑前国続風土記拾遺)

1671年 藩主黒田光之が宝満山の内山八十万坪を寄進(井本文書、筑前国続風土記拾遺)

1671年 「竃門山水帳」できる(井本文書)

1671年 平石坊弘有が座主となる(竃円山旧記)

1672年 四壁境界山林安堵の願し、を言上する(黒田忠之寄進鏡銘、竃門山旧記)

1673年 宝満富草倉Ij千年祭がおこなわれる(竃門山旧記)

1673年 藩主黒田光之が登拝し平石坊にて「山中法令」を定める(竃門山旧記)

1678年~講堂、鐘楼などを修理する(竃門山旧記)

1679年石の鳥居(通称ーの鳥居)を再興する(鳥居銘文)

1686年 彦山との本末争論により山仲坊、財行坊が追放となる(寛文元禄書入書)

1687年 平石坊弘有が『竃門山宝満宮伝記』を著す(竃門山宝満宮伝記)

1688年 平石坊弘有が禁鋼の後に離山し平石坊が断絶する(益軒日記)

1689年 藩主黒田綱政が田畑一町を寄進(筑前国続風土記)

1696年彦山と宝満の和睦なる(福岡藩主記録)

1772年 宝満宮創設千百年祭(年譜)

1786年登拝道の道繕し、(郡記録)

1797年 宝満山山中絵図できる(宝満山山中絵図)

1798年 中宮に松尾芭蕉の句碑が建立(句碑銘)

1804年 五百羅漢の造立開眼(羅漢銘)

1814年 藩主黒田斎清石灯簡を寄進し燈明代を年々の寄進とする(福岡藩寺社記)

1816年 竃門岩(仙竃岩)石の石を据え直し復興する(亀岩銘文)

1819年 仙庄が竃門山頒徳碑を建立する(捨小船)

1853年 上宮焼失(竃門神社所蔵年忌表)

1854年 藩主黒田長博が本社を再建(竃門神社社記)

1857年 大巡行の統一(当山大巡二教之伝書)

1859年 コレラの流行により宝満宮神輿が福岡城内と市中に下り祈祷する(見聞略記ほか)

1862年 修蔵坊が冨倉坊に山地を売却する(井本文書)

1869年福岡藩より禄二十石を賜る(福永文書)

1870年 山伏に神職に転じるよう司祭局より命令あり(佐々木文書)

1870年福岡藩庁より寄付米九十八石を受ける(井本文書)

1870年 宝満山中で廃仏製釈がおこなわれる(神仏分離資料)

1871年 上知令により宝満山の土地は固有となる(井本文書)

1872年 竃門神社は村社に列せられ洞掌 1名が置かれる(竃門神社社記)

1872年 上宮開殿千二百年祭(井本文書)
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1873年 旧坊中下山(井本文書)

1878年 本社大破損につき氏子、信徒、公衆の募金によりこれを修繕(竃門神社社記)

1882年 元竃門一門の山伏は聖護院に入徒する(井本文書)

1885年 旧坊中 19名が宝満山官林監護を願し、出る(井本文書)

1887年 内務省より保存金百円下付(竃門神社社記)

1889年春峰 ・秋峰の復興(永福院文書)

1891年 旧坊中が宝満山の官有林の払い下げを願し、出るも翌年に却下される(井本文書)

1895年 竃門神社が官弊小社に昇格し、西高辻信厳が竃門神社宮司を仰せつけられる(竃門神社社記)

1895年 山中に最後まで、残った吉鮮坊吉田家が離山する(佐々木文書)

1896年 竃門神社上地官林払い下げ願いを提出する(竃門神社社記)

1900年 高原謙次郎が『竃門神社々紀』を著す(高原文書)

1902年 旧坊中、竃門神社が再び宝満山の官有林の払い下げを願い出る(井本文書)

1903年本田豊宮司就任と同時に宝満講社、愛巌講社の結集に着手(竃門神社文書)

1904年 上官社殿が焼失する(竃門神社社記)

1903年本田豊宮司『竃門山記』を著す

1908年 土地林のうち 63町8畝 21歩が境内地となる(竃門神社社記)

1912年 上宮が再興され遷宮祭をおこなう(竃門神社社記)

1921年上宮社務所落成(寵門神社社記)

1923年 中宮跡に「竃門山碑」建立。碑文は大久保千涛宮司による(碑文)

1926年 西高辻信任が竃門神社宮司を仰せつけられる(竃門神社社記)

1927年 竃門神社下宮本殿遷座祭を執行(竃門神社社記)

1930年 祝詞舎兼有殿、拝殿の改築、透壁、神候所新築落成(竃門神社社記)

1931年 上宮神殿の修理を開始する(竃門神社社記)

1945年 上官社殿が暴風により破損(竃門神社社記)

1945年 上宮社務所と下宮旧社務所が公売入札される(竃門神社社記)

1952年上宮が焼亡する(寵門神社社記)

1957年 上宮社殿をコンクリート造で復興(竃門神社社記)

1960年 西高辻信貞宮司が「宝満山文化綜合調査会」を組織する

1961年 上官、法城窟、下宮礎石において初の学術発掘調査が実施される

1980年 中野幡能編『筑前国宝満山信仰史の研究』が刊行

1982年宝満山修験会結成

1982年 小田富士雄編『宝満山の地宝』が刊行

1984年 太宰府顕彰会『宝満山及び竃門神社周辺の遺跡分布調査報告書』が刊行

1986年 太宰府市が開発に伴う宝満山遺跡群の発掘緊急調査を開始

1987年 内山妙香庵の伝教大師像が開眼

2005年 太宰府市教育委員会が 5カ年の国庫補助事業で宝満山基礎調査を実施

2009年 九州国立博物館において『祈りの山宝満山』展が開催

2011年 太宰府市教育委員会が総合報告策定審議会を設置し国史跡指定に向けた準備を開始する

2012年 太宰府市教育委員会がシンポジウム『霊峰宝満山』を開催
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太宰府天満宮『太宰府天満宮111988年

太宰府市教育委員会『大町遺跡111992年

太宰府市教育委員会『三条遺跡112001年

太宰府市教育委員会『原遺跡 111 2001年

太宰府市教育委員会『奥園遺跡112002年

太宰府市教育委員会『連歌屋遺跡112003年

太宰府市教育委員会『大宰府条坊跡 IIlI1983年(土師器分類)

太宰府市教育委員会『宮ノ本遺跡 II窯跡編111992年(須恵器分類)

太宰府市『大宰府市史考古資料編111991年

太宰府市『太宰府市史通史編n11 2005年
中西義昌「戦国期筑前中南部における領主権力の動向J~福岡地方史研究11 40号 2002年

中野幡能編『筑前国宝満山信仰史の研究111980年名著出版

冷川昌彦「宝満山周辺の植生史と里地 ・里山の利用の姿J2011年『紀要 611筑紫女学園大学 ・筑紫女

学園大学短期大学

広渡正利「彦山流記J~研究紀要 1 111979 年北九州市立歴史博物館
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福岡県『宝満 ・三郡の自然 太宰府県立自然公園111978年

福岡県教育委員会『原遺跡111994年

福岡県教育委員会『浦ノ田 A・B遺跡111996年

福岡県教育委員会『浦ノ田遺跡n11 2000年

福岡県教育委員会『宝満山遺跡群 ・浦ノ田遺跡皿112002年

福岡県教育委員会『浦ノ田遺跡IV11 2004年

山本信夫「中世前期の貿易陶磁器J~概説中世の土器 ・ 陶磁器11 1995年中世土器研究会

森弘子『宝満山歴史散歩111975年

森弘子『宝満山歴史散歩112000年

森弘子『宝満山の環境歴史学的研究112008年財団法人太宰府顕彰会

[画像一覧]

章 節 図 頁 名称 所蔵者・管理者

I 2 3 28 33 宝満山絵図(東図) 福岡県立美術館

2 2 3 29 33 宝満山絵図(西図) 福岡県立美術館

3 2 3 30 34 筑~rJ国統風土記附録(竃門山神社図) 平岡邦幸

4 2 3 31 34 竃門山図(奥村玉蘭) 太宰府天満宮

5 2 3 32 35 明和四丁亥歳宝満派入峯絵巻 大仰大圏寺

6 2 3 33 35 宝満修験道葛城入峯之図 竃門神社

7 3 l 60 50 竃門 ー神坐像 竃門神社

B 3 l 61 50 木造狛犬(阿形) 竃門神社

9 3 l 62 50 木造狛犬(件形) 竃門神社

10 3 l 63 50 獅子頭眉(右) 窟門神社

11 3 1 64 50 獅子頭眉(左) 竃門神社

12 3 1 65 50 石造獅子 竃門神社

13 3 l 66 50 北谷地蔵堂地蔵菩薩立像 太宰府市北谷区

14 3 1 67 50 北谷区神将形立像 太宰府市北谷区

15 3 1 68 50 北谷区天部形立像 太宰府市北谷区

16 3 1 69 50 陶製獅子(左) 太宰府市北谷区

17 3 1 70 50 陶製獅子(右) 太宰府市北谷区

18 3 1 71 50 柚須原観音堂聖観音坐像 筑紫野市柚須原区

19 3 l 76 50 太宰府市個人蔵薩摩塔 個人

20 3 2 1 72 筑前名所図会(竃門山図) 福岡市博物館

21 3 3 2 77 竃門山水帳 井本邦彦

22 3 7 3 135 若杉観音堂千手観音立像 佐谷区文化財保存会

23 3 7 4 136 北谷地蔵堂地蔵菩薩立像 太宰府市北谷区

24 3 7 5 137 浮獄神社如来形立像 浮織神社

25 3 7 6 137 観世音寺阿弥陀如来立像 観世音寺

26 3 7 7 138 北谷区神将形立像 太宰府市北谷区

27 3 7 8 138 北谷区天部形立像 太宰府市北谷区

28 3 7 9 139 石井坊不動明王立像 篠栗町教育委員会

29 3 7 10 139 佐谷観音堂十一面観音立像 佐谷区文化財保存会

30 3 7 11 139 佐谷観音堂十一面観音立像 佐谷区文化財保存会

31 3 7 12 140 柚須原観音堂聖観音坐像 筑繁里子市柚須原区

32 3 7 13 140 袖須原観音堂聖観音坐像 筑紫野市柚須原区

33 3 7 14 140 柚須原観音堂聖観音坐像 筑紫野市柚須原区

34 3 7 15 141 法華寺観音堂十一面観音坐像 長安寺

35 3 7 16 142 竃門神社狛犬像 竃門神社

36 3 7 17 142 竃門神社獅子像 竃門神社

37 3 7 18 142 竃門神社獅子頭左眉 竃門神社

38 3 7 19 142 竃門神社獅子頭右眉 竃門神社

39 3 7 20 143 太宰府市個人蔵薩摩搭 個人

40 3 7 21 144 太宰府市個人蔵 薩摩士菩 個人

41 3 7 22 144 太宰府市個人蔵薩摩塔 個人

42 3 7 23 144 首羅山遺跡薩摩塔 久山町教育委員会

43 3 7 24 144 首緩山遺跡薩摩塔 久山町教育委員会

※上記のうち 3，4，5については九州国立博物館から、 7~ 19， 22 ~ 43は
九州歴史資料館からの画像の提供を受けました。
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写真図版



一 一 ー『司『←

Pla. 1 Pla.2 

01宝満山遠景 (南西より)

03宝満山山頂 (南東より)

02宝満山南側遠景 (筑紫野市阿志岐より) 04宝満山頂 (北東より)



Pla. 3 Pla.4 

05宝満山西側 (太宰府市恨1]) 06宝満山東側 (筑紫野市側) 11東院谷より上宮に至る登拝道 (太宰府市) 12山頂北東の鎖場 (太宰府市)

07宝満山遠景 (南西の大宰府政庁跡より) 08宝満山頂 (左)と仏頂山 (右)(南から) 13東院谷全景 (南西から筑紫野市) 14座主坊跡全景 (南西から筑紫野市)

09宝満山山頂より博多湾を望む 10竃門神社上宮殿 (太宰府市) 15座主坊跡(南から筑紫野市) 16座主跡の石垣と登拝路 (東院谷 筑紫野市)



Pla. 5 Pla.6 

17東院谷坊跡の石垣と登拝道 (筑紫野市) 18登拝路 (上宮と東院谷への分岐 太宰府市・筑紫野市) 23西院谷の登拝路 (百段雁木、太宰府市) 24西院谷坊跡の石垣 (太宰府市)

19普池窟 (筑紫野市) 20大南窟 (筑紫野市) 25伝有智山城跡 (太宰府市) 26下宮礎石建物
(宝満山遺跡第 37次調査 太宰府市)

21仏頂山 (峰入の様子太宰府市) 22中宮跡 (太宰府市) 27本谷礎石建物 28大門地区の礎石建物

(宝満山遺跡第 34次調査 太宰府市) (宝満山遺跡第42次調査太宰府市)
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福岡県太宰府市・筑紫野市所在の宝満山に関する文化財の総合報告

太宰府市の文化財

118集

小田富士雄、菅谷文員1)、冷川昌彦、森弘子、山岸常人、井形進、草場啓一、山村信祭
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福岡県太宰府市観世音寺1丁目 1番 1号
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条坊 ふりがな コード 座標 調査期間 調査面積 調査原因

【鏡山推定案】

条坊外

遺跡種別

社寺跡

所在地 市町村 遺跡番号 X Y 開始

太宰府市
402214 210187 58190.0 -41900.0 

大字内山ほか

時代 主要遺構 主要遺物

古代~近現代
礎石建物、祭杷跡

須恵器、土師器、瓦ほか
石垣、登拝道ほか

太宰府市の文化財第 118集

宝満山総合報告書
一福岡県太宰府市・筑紫野市所在の

宝満山に関する文化財の総合報告一

平成 25(2013)年 3月

編集 太宰府市教育委員会

発行太宰府市観世音寺 1-1-1

印刷有限会社システム・レコ

福岡市東区多の津一丁目 14番 l号
FRCピlレ
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